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昭和53年度国立公害研究所年報  

の発刊にあたって   

当研究所は、その発足いらい本年3月をもって満5年を経過しましたが、こ  

の間、研究施設や研究組織も国立公害研究所設立準備委貝全（座長：茅 誠司  

東京大学名誉教授）の整備方針に基づいて次第に充実されて参りました。いま  

だ施設や組織ほ整備の途上ではありますが、研究活動もようやく本格化して参  

り、ここに昭和53年度における研究活動の状況をとりまとめ発刊しうる段取り  

となりました。  

これが当研究所の活動に対する各方面の方々の御理解に役立ちうることを望  

むと共に、私共の今後の研究計画の方向づけに広く御意見を賜わり、かつ御協  

力が得られますよう願上げます。  

昭和54年4 月  

国立公害研究所長  

佐  々  学   
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1．概  況   

国立公害研究所は、環境庁設置法（昭和46年5月公布）の中で設立が予定され、また、昭和47  

年5月の閣議において筑波研究学園都市内に施設の建設用地として、約30ヘクタールが決定され  

たことにより、昭和47年3月から建設に着手した。   

本研究所の整備にあたっての基本的な考え方については、昭和46年11月、環境庁内に茅 誠司東  

京大学名誉教授を座長とし、名界の権威15名の委員から成る丁国立公害研究所設立準備委月会」  

が設けられ、昭和亜年3月に報告番（国立公害研究所設立準備委月会報告書）としてとりまとめ  

られた。その基調とするところは、我が国の環境汚染研究の中心的役割を果たすべき機関として  

位置付けるとともに、既存の研究機関の枠にとらわれずに高い理想のもとで人間をとりまく環境  

と人間生存の本質を究明することである。施設や研究体別の整備にあたっては、今日までこの報  

告書の整備方針に基づき進めてきているが、その特色は、理工学分野から、生物、医学分野さら  

には社会科学分野に至るまで広範囲にわたる多種多様な研究者集団で構成されていること、およ  

び環境研究の基盤を確立するために必要な大型実験施設を逐次整備し、この関連における野外の  

実地調査研究と併せ、研究をプロジェクト化することによって、大学の研究者等多数の専門家の  

参加を待て研究を総合的かつ学際的に琴施することにある。   

研究所の施設として研究本館の一部（研究第1棟他）が完成したのを契機として、国立公害研  

究所は昭和49年3月15日に発足し、初代所長には、大山義年東京工業大学名誉教授が就任された。  

現在の第2代所長には、佐々 学東京大学名誉教授が昭和52年10月から就任している。   

国立公害研究所は発足以来昭和54年3月をもって満5年を迎えたが、施設や組織の整備が順調  

に進み、その骨格が整いつつあるが、これまでに、大型実験施設のうち主要なものが完成し、機  

構の拡充とあいまって、研究活動もいよいよ本格化する体制を整えてきている。   

このような状況のもとにおいて、53年度は、大型実験施設関連で6課窃の特別研究（うち2課  

題は新規、4課題は継続分）を実施したほか、大型実験施設関連部門などを中心に、準備的ない  

し基礎的な研究を積極的に進めた。   

昭和53年匿中における主な活動は次の通りである。   

（1）施設の整備については、昭和53年庭中に管理棟（ⅠⅠ期）、廃棄物処理施設（Il期）およぴラ  

ジオアイソトープ実験棟が完成したほか、大気汚染質実験棟（エアロドーム……レーザーレーダ  

ー、エアロゾルチャンパー他）についても引き続き建設を進め、動物実験棟ⅠⅠ（ズートロン1Ⅰ‥・  

重金属実験施設）、共同利用棟（試・資料庫、会議棟他）、生物生態園等については建設に着手した。  

これにより昭和53年度末までに完成した施設は、研究本館（RC－311，000m2）、管理棟共通設  

備棟（エネルギーセンター）、廃棄物処理施設のほか大型実験施設として、植物実験棟（ファイト  
トロン…… ガス暴露チャンパー他）、動物棟Ⅰ（ズートロンⅠ……ガス暴露チャンパ→他）、中動物  

棟、水生生物・水質実験棟（アクアトロン1＝・…毒性実験施設、人工湖沼地）、水理実験棟（アクア  

トロンⅠⅠ＝…・水路、プール）、大気化学実験棟（光化学スモッグチャンバー）、大気物理実験棟（大  

気拡散風洞）、ラジオアイソトープ実験棟、土譲環項実験棟（ベトトロン……大型ライシメーター  

他）、実験ほ場である。   

これにより本構内に設置すべき大型実験施設は残すところ2～3の施設となり、今後は実地研  

究の場としてのフィールド実験施設を整備していくことが今後の課題である。  
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（2）機構については、昭和50年度に現イ亡の川部となり、その後は研究室の設置に義点を掛、て  

整備を進めてきた。昭和53年度においては、計測技術部に二王二壌トロン関連研究に必要な底質土上舞  

計測研究担当の主任研究官を、また同部分析室に生体試料分析を担当する第三係をそれぞれ設け  

たほか、技術部技術室に特殊器具装置の設計製作を担当する工作係を、また同部理工施設管理室  

に大気拡散風洞の運転、維持管理を担当する大気施設第二係を、さらに総務部総務課に厚生係を  

それぞれ設けた。これにより、10部2課、26室、4グル「7q、5主任研究官（主任研究′酎寸き主  

任研究員、研究員が置かれており基担当）となった。   

定員については、52年度末に完成した上域トロン、大気拡散風洞、53年度に完成したラジオア  

イソトー70美顔棟等の施設関連研究および既設実験場設問連研究の推進強化に重点を置いて拡充  

を図っており、昭和53年度においては、研究部門柑名、技術部門3名、および事務部門2名の計  

23名の増員により、昭和53年度未の定員は203名とをった。  

（3）予算については、研究所の運営に必要な経費として3，174古万円、また施設の建設に必要  

な経費（建設省所管）として2，117百万円が計上された。さらに、放射線利用研究に必要な経費  

（科学技術庁一括計上）として、25百万円か計上された。   

（4）研究活動については、大型実験施設の整備および研究者の増員により、また、所外の研究  

者の協力のもとに年ごとに活発化してきている。研究内容は、真の社会ニー㍉ズに対応した目的指  

向型の研究に重点を置いているが、－・万環境研究分野は復姓な要因のからみ合ったむずかしい間  

穎を抱えており、いまだその研究の基礎が確立されていないものが多いため、基礎的な研究分野  

をも重視して進めてし－る。   

53年度における特別研究としては、①植物トロンおよび実験ほ場を利用して、「陸上植物による  

大気汚染環境の評価と改善に関する研究」、②光化学スモッグチャンバーを利用して、「スモッグチ  

ャンバーによる炭化水素一窒素酸化物系化学反応の研究」、③動物トロンを利用して「大気汚染  

質の単一および複合汚染の生体に対する影響に関する実験的研究」およぴ、④アクアトロンを利用  

Lて、「陸水城の富栄養化に閲する総合朋究」（乃4課題を52年度に引き続き実施するとともに、新  

たに、⑤土鳩トロンを利用して、「有機廃棄物、合成有機化合物、重金属等の土壌生態系に及ほ  

す影響と浄化に関する研究」およぴ⑥大気拡散風洞を利鞘して、「臨海地域の気象特性と大気拡散  

現象の研究」の2課題に着手した。なお、これらの特別研究を進めるに当たっては、大学等所外  

の研究者との連携を密にLて実施している。   

さらに、経儒研究としては、環境悪化が人の健康および生活環矧こ与える影響、環境汚染現象．  

機構の解明、環境汚染の計測技術方法の開発、環境に関する知見を活用した総合解析等について、  

継続および新規の課題を含めおよそ100課題について実施した。   

（5）このほか、環境情報システムについては、大京汚染および水質汚濁に関するデータベー∵ス  

の整備を進めるほか、国連環境計画（UNEP）の国l阻情報源照会制腰（IRS、54年1）：jより、  

INFOTERRAと呼称変更）についてt．、さらに情報源のヱ至録を拡大するなどの析賓の作業を進  

めた。  
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2．調 査 研 究  

2．t 特 別 研 究  

2．1．】陸上植物による大気汚染環境の評価と改善に関する基礎的研究   

〔研究担当部）生物環境部：生理生化学研究室・陸生生物生態研究室  

技 術 部：生物施設管理室  

〔研究の期間）昭和51年4月－54年3月  

〔研究の目的〕人間の生活環項J二おける大気汚染貿の濃度は極低濃度であるが、その生物への慢  

性影響については、ほとんど未知の研究分野で、各種大気汚染に関する生活環境基準値設定のた  

めにも、早急に究明されねばならない。また、大気環境の悪化は年々広域に拡大されつつあり、  

適切な環境評価法の確立は焦眉の急である。そこで、梅低濃度の大気汚染質を含む環境条件を長  

期間再現し、各種大気汚染質に対する陸上植物の感受性、抵抗性を生理生化学的なちびに生態学  

的観点から解析し、その結果をもとに、局所的をらぴに広域の大気汚染度を数量的に評価できる  

植物指標を開発する。さらに、長期暴露実験の結果をもとに、植物群落を利用した大気汚染環境  

改善の方法を検討する。  

〔研究の擢過）本研究は、上記の研究目的を遂行するために、下記の 

究所に設置された植物環境制御施設（ファイトトロン）を利用して、昭和51年度より開始された。   

1．大気汚染質に対する植物の抵抗性に関する生理・生化学的研究   
2．大気汚染質に対する植物の抵抗性に関する生態学的研究   

3．植物指標による大気汚染環境の評価法の研究   

4．陸上植物群藩による大気汚染環境改善の方法に関する研究   

5．暴芹キャビネットにおける大気汚染ガス浪度制御方法お憂げ植物計測手法の開発に関する研  

究（昭和52年度より研究開始）   

それぞれの研究課題では、主として二酸化硫黄（SO2）と二酸化窒素（NO2）を研究対象と  

して、それぞれの単一汚染ガスの植物影響を検討することから出発Lた。きらに、最終年度の今  

年度にはオゾンの単一ガスおよぴNO2、SO2との混合ガスの植物影響について二、三の実験を試  

みた。一方、これらの汚染ガス暴露実験に使用される実験施設の性能試験および実験植物の制御  

環境下での生育反応についても検討を試みた。これらの室内実験に加えて、都市域の野外条件‾F  

において、植物の様々な生理機能に及ぼす大気汚染の影響について野外調査を実施した。   

本特別研究を開始した当時、大気汚染の植物影響に関する研究は、概して高濃度による急性障  

害に主眼がおかれていた。我々の生活環境において観測されるような極低濃度ガスの慢性影響に  

ついては、この実験を可能とする実験施設が国の内外を通じてこれまで建設されていなかったと  

いう事情もあって、研究報告がほとんど見当たらなかった。そこで、当研究所に建設された低濃  
度大気汚染質による長期暴露実験を可能とする植物実験施設を利用して、植物に対する大気汚染  
の慢性影響に関する基礎的知見収集のための特別研究を組織した。実験を開始した当初は、実験  

施設の性能や植物に対する反応の特性などを検証したり、これまでの高濃度大気汚染の植物影響  

に関する知見の確認などに時間を賛した。また、低浪度ガスに対する植物の反応を高精度に測定  
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することの困難さなどのために、3年間にえられた大気汚染の慢性影響に関する知見はわずかで  

あった。しかし、この研究成果はいずれも本研究目的に有益な情報を提供しえたと確信している。  

また、将来、陸城生態系に及ぼす大気汚染の影響を検討するための基礎資料となり、自然環項ア  

セスメント手法の確立に寄与しうるものと信じている。本特別研究は大気汚染の植物影響に関す  

る研究70ロジュクトの第一期計画と位置ずけられておI）、昭和54年度から複合大気汚染の植物影  

響を研究対象とした特別研究に引きつがれることになっている。   

なお、本研究による研究成果の一部は、昨年度に国立公害研究所特別研究成果報告第2号（R  
－2【78）「陸上植物による大気汚染環境の評価と改善に関する基礎的研究一昭和51／52年度研究  

報告」として公表した。  

内容は次のとおりである。   

序（佐々 学）  

Ⅰ．研究体制および研究経過（戸塚 紹）  

1Ⅰ．研究成果の概要（戸塚 績・菅原 淳）  

ⅠⅠⅠ．報  文  

1・二酸化イオウに対する植物の抵抗性に関する研究（1）  

二酸化イオウ吸収から障害発現への過矧二おける柄物の防御機構 近藤矩朗・菅原 淳   

2．二酸化イオウに対する植物の抵抗性に関する研究（2）  

二酸化イオウ暴露による植物の蒸散変化とアブサイシン醸量との関連について  

近藤寅巨朗・菅原 淳   

3・二酸化イオウに対する植物の抵抗性に関する研究（3）  

二酸化イオウ暴露による植物細胞液のpH変化について菅原 淳・近藤矩朗・滝本道明   

4．二酸化イオウに対する植物の砥抗性に関する研究（4）  

植物における亜硫酸酸化反応について  近藤矩朗・菅原 淳   

5．二酸化イオウの植物影響の作用機序に関する研究（1）  

光合成電子伝達反応阻害とクロロフィル分解との関連について 島崎研一郎・菅原 淳   

6・二酸化イオウの植物影響の作用機序に関する研究（2）  

光合成電子伝達反応の阻害機構および葉緑体反応の指標性について  

島崎研一郎・菅原 淳・岡田光正・滝本道明   

7・ヒマワリ葉の光合成、知L開度におよぼす二酸化イオウの影響 古川昭雄・戸塚 績   

8・高等植物の生長におよぼす二酸化窒素の影響（1）  

NO2暴露によるヒマワリの乾物生長変化とNO2吸収について  

戸塚 績・米山忠克・名取俊樹・滝本道明   

9．高等植物の生長におよぼす二酸化窒素の影響（2）  

ヒマワリとインゲンマメの乾物生長におよほすNO2暴露の影響  

戸塚 績・佐藤秋生・米山忠克・牛島忠広  

10．高等植物の生長におよほす二酸化窒素の影響（3）  

NO2暴露に対する草本植物の感受性および窒素濃度変化の種間差異  

戸塚 績・米山息克・名取俊樹・藤沼康実  

11．高等植物の生長におよぼす二酸化窒素の影響（4〕  

数種木本植物の生長および植物体窒素過度におよぼすNO2暴露の影響  

米山忠克・戸塚 績・石塚茂樹・藤沼康実・矢崎仁也  
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12，高等植物の生長におよばす二酸化窒素の影響（5）  

草本植物による15NO2の吸収、亜硝酸の蓄積、亜硝酸還元酵素活性の変化  

米山息克・笹川英夫・戸塚‘績・山本幸男  

ⅠⅤ．予報および短報  

1．二酸化イオウ暴露によるインゲンマノ被害葉の光合成速度の変化についての予備実験  

白鳥孝治・森川昌記・高崎 強・戸塚 績   

2．二酸化イオウ暴露によるヒマワリ稟の可視害徴発現についての観察  

戸塚 繚・荒川市郎・野本宣夫・田崎忠良   

3．各種植物における薫面光反射スペクトルの測定  

篠崎光夫・村上仁士・辰己帽三・菅原 淳   

4．二酸化イオウに対するイネの抵抗性についての品種間差異  

大村 武・佐藤 光・菅原 淳   

5．都市域の野外条件下における大気汚染質の植物影響に関する予備調査  

古川昭雄・清水英幸・藤沼康実・戸塚 頼  

Ⅴ．大気汚染暴露実験施設について  

1．汚染ガスに暴露された植物の生休計潮  大政謙次・安保文彩・船田 周・相賀一郎   

2．制御環境下でのヒマワリの生長と環境要因との関係  

一栄養生長におよばす温度要因の影響¶  藤沼康実・町田 孝・戸塚 繚・相賀一郎   

3．大気汚染ガス暴露のためのグロースキャビネット  相異一郎・大政謙次・安保文彰   

4．複合汚染実験設備の設計  相賀一郎・大政謙次・松本 茂   

また、3年間の成果をとりまとめた研究報告書が昭和54年度中に公表する予定であるが山‾Fに  

各研究課題ごとにその研究成果の概要を記述した。  

研究課題1）大気汚染質に対する植物の抵抗性に関する生理生化学的研究  

〔目 的〕植物は種頬によって、大気汚染質に対して様々な反応を示す。植物を大気汚染の浄化、  

汚狼状況の指標として利用する場合、植物のもつ生理生化学レベルでの反応の特徴を理解してお  

く必要がある。大気汚染質による植物被害の機構を、光合成阻害、色素破壊等の面から、また、  

大気汚染質に対する植物の感受性、抵抗性を決めている要周を、植物ホルモン、酵素の面から解  
明することを目的とした。  

〔成果の概要〕環境中に存在する有毒物質は根または薫から吸収され、そのままの形、あるいは  

代謝された形で毒性を発揮する。大気汚染質の一つである二酸化硫黄（SO2）は、菓の気孔か  

ら吸収され、垂亜硫酸または亜硫酸イオンとなり植物に被害を引き起こす。一一方、植物はSO2毒  

性を防御する桂々の機構を備えている。第一の防壁はガスの侵人口である気孔であり、第二のl防  

壁としては亜硫酸の無毒化機構を考えることができる。第三以降の防御機構は、SO2の毒性発現  

のための作札卓∴作用機構に関連しており、この面での詳細な研究が要求される。このような観  

点に立ち、SO2に対する気孔の反応、亜硫酸酸化活性とといこ、SO2の作用Iご王、作用機構に関す  

る研究を取り上げた。   

SOz展露によl）、光合成の炭酸個定能が直ちに低下することは知られている。この炭酸固定阻  

喜は、短峠I賃】暴露後、暴露を停止すると回復する。ホウレンソウの葉片の酸素の吸収および放出  
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を酸素電極を用いてiRl促すると、SO2暴露によって酸素の吸収、すなわち呼吸はほとんど影響さ  

れないが、酸素の放出、すなわち光合成機能が顕著な阻害を受けていた。この阻害には回復する  

部分と不可逆的な部分とがあり、この不可逆的阻害は電子伝達系の光依存の部分に起きているこ  

とが示唆された。SO2暴露を受けたホウレンソウから単離した葉緑体を用いて、阻害部位を詳細  

に検討した結果、電子伝達反応の光化学系ⅠⅠの特定の部分に阻害が起こっていることが明らかに  

なった。SO2による被害の特徴は、稟のクロロフィルが分解して白または褐色の塵点ができるこ  

とである。そこで、このクロロフィル破壊の機構を調べた。SO2暴露により、光照射下で生成さ  

れた、活性酸素の一つである02‾によって色素破壊が進むことが明らかになった。亜硫酸の分子  

レベルでの反応を見る削勺で一つのモデル実験を試みた。すなわち、水溶性クロロフィル蛋白質  

の光転換反応に及ぼす亜硫酸の影響を調べた。亜硫酸イオンは光照射下において、この蛋白質の  

光転換反応を阻害した。この阻害は、蛋白質のS←S結合を亜硫酸が解裂することによって起こ  

ると推測される。   

ガスの侵入口である気孔を閉じさせるような処理をして、SO2に暴露Lた場合には、植物は被  

害を免れることは知られている。しかし、SO2暴露に対する気孔の反応については、十分に検討  

されていなかった。SO2暴露による蒸散速度の変化を測定することにより、数櫨の植物の偏Lの  

反応を調べた。植物ホルモンの一つであるア7サイシン酸（ABA）を多く含む植物は、SO2暴露に  

より、す早く気孔を閉じ、SO2の侵入を防ぎ、SO2に対して強い抵抗性を示Lた。ABA存在下で  

の、SO2による気孔閉孔反応は、SO2が溶けた時に生じる水素イオン、すなわちpHグ）低下による  

ものであることが示唆された。   

亜硫厳イオンを低毒性の硫酸イオンに変える活性を、亜硫厳の無毒化機構の一つと考えること  

かできる。葉緑体中で亜硫酸が硫酸に酸化されることが知られているが、この場合、02によるク  

ロロフィル分解の過程と結びついており、無毒化反応とは言えない。亜硫敢は、作用点である葉  

緑体に到達する前に酸化される必要がある。箱根大湧谷に生育する植物を含む数種類の植物につ  

いて検討した結果、ある種の植物に低分子あるいは高分子の活性物質の存在が認められた。   

SO2によるクロロフィル分解が、生成した02によることが明らかになったのでこSO2毒性の第  

三の防壁として、02‾の毒性を防ぐスーパーオキンド ジスムターゼ（SOD）活性を挙げることが  

できる。実際、ポプラを用いた実験により、SOD活性が高い棄ほどSO2に対する抵抗性が高いこ  

とが明らかになった。また、低濃度SO2に長期間暴露されたポプラの薬には数倍高いSOD活性が  

見られ、このような葉は、高膿度SO2に対して強い抵抗性を示すようになった。   

上記の実験によって示されたように、。植物は大気汚染環境に対して様々な方法で対処している。  

植物を環境浄化、植物指標として利用する場合、植物の生理および生化学的な特徴を十分考掛こ  

入れる必要がある。例えば、大気浄化に利用する場合は、汚染質を無毒化する活慄の高いものを  

選択するべきであり、指標植物として用いる場合は、汚染前歴で感受性が大きく変動しないもの  

を選択しなければならない。また、生理生化学的活性の変動を指標として汚染状況をは促しよう  

とする場合は、ポ70ラのSOD活性のような、活性の変化しやすいものに注目するとよい。   

さらに、オゾン（03）による光合成色素分僻についても検討した。03の場合も、SO2と同様に  

02の関与が示唆されたが、色素分解が起こるまでに長時間を要するなど、被害発現の機構はSO2  

とはかなり異なると思われるので、今後、詳しく検討していく予定である。  

なお、今年度は下記の10課題について研究をすすめた。  
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（1）二酸化硫黄暴露による葉片の光合成活性低‾F〔担当者：島崎研一郎・滝本道明（客員研  

究員）・菅原 淳〕  

（2）二酸化硫黄暴露による光合成電子伝達反応の阻害の機作〔担当者：島崎研一郎・菅原  

淳〕  

（3）二酸化硫黄による可視害発現の機作について〔担当者：島崎研一郎・榊 一剛・菅原  

淳〕  

（4）亜硫酸イオンの水溶性クロロフィル蛋白質へ及ぼす影響〔担当者：菅原 淳・滝本道明  

（客員研究員）〕  

（5）二酸化硫黄暴露による気孔閉孔運動におけるア7サイシン醸の役割〔担当者：近藤矩朗  

・藤伊 正（客員研究員）〕  

（6）アブサイシシ酸の膜結合ATPアーゼ活性に及ばす影響〔担当者：藤伊 正（客員研究員）  

・近藤矩朗〕  

（7）亜硫酸酸化活性について〔担当者：近藤矩朗・岩城英夫（客員研究月）〕  

（8）植物の二酸化硫黄抵抗性とスーパーオキンド ジスムターゼ〔担当者：田中 浄・菅原  

淳〕  

（9）二酸化硫黄暴露によるスーパーオキシド ジスムターゼの誘導〔担当者：間中 浄・菅  

原 淳〕  

（10）オ．ゾンによる可視害発現の機作について〔担当者：榊  刷〕  

研究課鹿 2）大気汚染質に対する植物の抵抗性に関する生態学的研究  

〔目 的〕柄物の・基本的生理機能である光合成、呼吸、蒸散などへの二酸化硫黄、二酸化窒素  

の影響を調べ、各種植物の生長および物質生産に及ばすそれらの単一汚染ガスによる低浪度長期  

暴露の影響を明らかにする。さらに、二使類以上の大知弓染ガスが共存した場合の植物影響に関  

する予備的尖験を実施する。  

〔成果の概要）  

（1）÷酸化硫黄の植物影響  

柄物の光合成機能に及ぼすSO2の阻害作用についてヒマワリでは、0．掴ppmSO2で14日間連続  

暴露して光合成機能が10％低下することが推測された。このような光合成機能の低下が植物の乾  
物生長の低‾ドをもたらすか否かが疑問ぷとして残されていた。そこで、0．05ppmと0．1ppmの、2  

躇階のSO2濃度による連続暴露実験でと？ワリの生長変化を測定した。人工光型ガス暴露チャン  

バー（14時間明期（35klx，250c）／10時間暗期（200c）、湿度75％）に播種1週間後から、5週間SO2  

暴露処理をした。その結果、ヒマワリの乾物生長蒐は、0．05、0．1ppm SO2いずれの処理でも岩壬  

響をうけなかった。しかし、播植後3～5過における薬面相と葉乾轟は、0．1ppm処理で対照区よ  

り大きくなった。またこの時期における、相対生長率は0．1ppm処理区でも対照区のそれと差がな  

かったが、菓の光合成効率を示す指標は対照区のそれの約75％にまで低‾Fしていた。また、植物  

の葦丈がSO2処理により抑制されたり、花芽形成の抑制、枯死菓量の増加する傾向がみられた。   

次に、野外では日中の一時期SO2i尉安が比較的上昇するが、日平均値では環境規準値以下にな  
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ることがしばしば観測されてきた0そこで14時間明期（35klx）の2時間だけ、最高0．2ppmと0．3  

PPmのSO2浪度に設置して、残りの12時間はSO2濃度のゆるやかな上昇と下降変化を与え、10時  

間暗期はOppmに設置して上述と同じ生育条件‾Fで、ヒマワリを5週間SOz処理した。その結果、  

日平均SO2渡度は0．05ppmと0．1ppmと前回と同様なSO2濃度であった。しかしいずれのSO2処理  

区でもヒマワリの乾物生長量への影響は認められなかった。さらに、花芽形成や枯死薬量、乗数  

にも明瞭な影響はみられなかったか、植物の草丈はSO2処理によって著tく抑制された。前回の  

実験結果と比較検討した結果、0．1ppm程度のSO2処理では、ヒマワリの乾物生長にはほとんど影  

響を与えないが、植物の草丈は顕著に抑制されること、同化産物の分配等に若干の変化をもたら  

すこと、またSO2の一定濃度暴露と周期的濃度変化を与えた処理とで、菓の光合成効率への影響  

に若干の差異がみられることが判明した。したがって葉の光合成能は0．1ppm程度のSO2処理に  

よって若干阻害されるようであるが、生長過程においてその低‾Fを補個するような生理的機能の  

適応なり、植物の体制的変化が介在しているように思われる。   

次に植物が集団の状態にあるとき、SO2暴露が群清光合成にどのような影響を与えるかをヒマ  

ワリ個体でえられた単葉の光合成速度とSO2濃度、照度との関係をもとに数学モデル式を開発し、  

個体群の棄量を示す棄両横指数、SO2濃度、照度を変化させて群落光合成速度へのSO2暴露の影  

響を検討した。その結果、0．2ppmSO2暴露では、ヒマワリ個体群の単位土地面積あたりの光合成  

速度は、いずれの照度条件でもほとんど影響をうけなかった。ヒマワリ個体群の棄面積指数は通  

常4（4m2葉面積／m2地面）程度である。この薬面横指数で照度70kjx、0．8ppmSO2、甜分間暴  

露で群落光合成速度は約10％低下した。光合成速度の低下は菓面横指数が減少する（葉量が少な  

くなる）につれて増大するが、葉蘭横指数が4以上ではほぼ一定の値を示した。これらの経過か  

ら明らかなように、植物は岨な集団で生活しているときの方が、密な集団で生活しているときに  

比較してSO2暴露による光合成能の低下が顕著であるといえよう。  

（2）二酸化窒素の植物影響  

植物の生長に卑ばす二酸化窒素（NO2）の影響について、ヒマワリを4plmと8ppmのNO2で2  

日間処理した結果、葉に可視吾が発現した。暴露植物の地上部乾重量は、4ppm区で無処理植物  

の値の86％、8ppm区で釦％に低下していた。また、0．1、0．5、1．Oppmの3段階のNO2濃度で24  

日間連続暴露した結果、処理区の薬、茎、根を含めた個体乾重量は、対照区の値のそれぞれ84、  

83、74％と、1．OppmNO2濃度区で顕著な低下を示した。これらの乾重量の値とNO2ドース（ppmx  

day）との間に逆の相関関係が認められた（NO2ドtス20ppm・dayで20％の乾物生長量の低下）。こ  

のことは、低濃度NO2でも長期間暴露によりNO2ドースが増大すれば、植物の乾物生長に対して  

何らかの抑制効果をもっていることを意味している。ヒマワリを使った別の実験で0．1ppmNO2、  

10日間暴露処矧こより乾物生長が抑制されていたが、星霜10－15日間では、生長率が無処理植物  

の値より大きくなった。このことはヒマワリでは、NO2暴露に対して、ある種の適応機能をもっ  

ていることを示唆する。それ故、NO2濃度が極低濃度であれば、植物の種類によっては適応作用  

により、乾物生長が促進される可能性も考えられる。   

植物に対するNO2の影響は植物の種類によって異なる。例えば、アオジソ、フグンソウ、アサ  

ガオ、ホウレンソウ、インゲンマメおよびトウモロコシの6種の草本植物を、1．OppmNO2で14日  

間連続暴露した。その結果、6種とも個体重の増加が抑制された（対照区の値の73～83％）。しか  

し、菓面積の増加は、NO2暴露によりアオジソやアサガオでは阻害をうけたが、インゲンマメや  
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トウモロコシでは促進がみられた。植物個体重の増加が抑制された種では、集中の（硝酸態＋亜  

硝酸態）窒素濃度が概して高〈なる傾向がみられた。一方、木本植物では、1ppmNO2で2か月  

間暴露処理した結果によると、個体乾重量の増加を指標として、トウカエデがNO2暴露により最  

も被害をうけ、キョウチタトウ、サクラ、イチョウ、スズカケノキ、イタリアポプラなどは被害  

が軽微であった。カイズカイブキでは葉のわずかな黄変がみられたにすぎなかった。植物体の窒  
素含量の増加は感受性の高い種で、全窒素およぴアンモニア態窒素濃度が比較的高く、逆にカイ  

ヅカイブキ、タロマツなど、抵抗性のある植物では、雨空素形態ともその濃度が低かった。   

NO2の植物影響にこのような種間差異がみられ皐のは、一つには植物のNO2吸収能力の差異が関  

係している。例えばトマトやヒマワリは同程度のNO2吸収能をもつが、トウモロコシでは前者の  

約％と％である．（研究課題4参照）。これは主として気孔開閉反応の差異による。また、同一植物  

でも、気孔運動の日周性によって吸収力が変化する。例えば、ヒマワリ幼植物を使って、1日の  

うちで暴露開始時期を変えて、NO24ppmで3時間暴露し、植物葉中のNOz含量を測定した。そ  

の結果、昼間から夕方にかけて柴橋するが、夜間ではわるい。これは植物の気孔開閉の日周性に  

応じてNO2を集積していることを示す。夜間にNO2の吸収の少ないことは、15NO2吸収実験から  

も確認できた。   

一方、植物のNO2抵抗性を左右する要因として、葉身の亜硝酸還元酵素活性の強さが関与して  

いることが認められた。   

植物に吸収されたNO2の一部は、亜硝酸イオン（NO2一）になる。NO2の集積は植物の生理作用  

（光合成、呼吸など）に阻書的に作用するので、すみやかな除去が必要である。ここでは亜硝酸  

還元酵素（NiR）が作用するが、その活性が低いと、体内に亜硝酸が共棲しやすく、菓に障害を  

もたらす。この酵素活性が植物の種掛こよって興なるばかりでなく、体内の硝酸や亜硝酸によっ  

て誘導されたり、光により活性化されたりする。   

しかし、NO2暴露による可視障害の発現は、NO2」の集稽豊ですべての場合を説明できるわけで  

ほない。例えば、NiR活性の高いホウレンソウについて、NO28ppmで6時間処理すると、噌条件下  

ではNO2，が集椅され、棄に特異な光沢ができていたが、明条件‾FではNOzの集積がみられないに  

もかかわらず、暗条件の時と同様の光沢をみとめた。   

以上述べたように、NO2に対する植物の抵抗性は桂瀬によって著しく異なる。それ故、植物の  

生長に及ぼすNO2の影響を評価するためには、抵抗性の種間差異をもたらす諸要因ならびに植物  

の生長および物質生産に及ばすNO2の影響の機作を解明する必要があろう。  

（3）複合汚染の植物影響  

比較的高濃度のSO2にヒマワリが暴露されると、葉面に可視障害が発現することを昨年の特別  

研究成果報告第2号で報告した。さらにNO2や03の単一および混合ガスによる可視害の発現を検  

討した。03では5時間連続呆眉の場合、ヒマワリでは0．4ppmO3以上ではじめて可視害が発現した  

また、NO2では可視害の発現に0．6ppm以上の濃度が必要であった。しかし、それぞれ0・2ppmの03  

とNO2との混合ガス、5時間暴露により全集面積の10％に可視害が発現した。このことは03＋  

NO2混合ガスが、両ガスの害作用を倍加することを示している。混合ガスによる、そのような善  

作用の相乗効果は可視害ばかりでな〈、光合成機能への影響でも認められた。すなわち、0．2ppm  

のSO2、03、あるいはNO2の単一ガスでは2時間暴露しても光合成への阻害効果は認められなか  

ったが、NO2／0。や、SO2／03混合ガス暴露により、光合成機能が著しく低下することが認めら  
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れた。これらの事実は、大気汚染の植物への影響を検討する場合、単一汚染ガスの阻害効果をも  

とに評価すると、野外にみられる複合大気汚染の阻害作用を過小評価することになりかねか、。  

今後は主として複合汚染の植物影響について基礎的知見を収集する。  

なお、今年度は下記の8課題について研究をすすめた。  

（1）ヒマワリの乾物生長に及ぼす低濃度SO2長期暴露の影響〔捜当者：i肯水英幸・古川昭雄一  

戸壌 繊〕  

（2）ヒマワリの光合成・呼吸に対するSO2の影響〔担当者：名取俊樹・1土手川昭雄・戸塚 紙〕  

（3）ヒマワリの群落光合成に及ぼすSO2の影響に関する一試算〔担当者：戸塚 繚・古川昭雄〕  

（4）植物の生長に及ぼす星間および夜間のNO2暴露の差異の影響と吸収されたNO2窒素の推定  

〔担当者：米山忠克・戸塚 績・矢崎仁也（客員研究員）〕  

（5）NO2に暴露された植物における亜硝酸尭積に対する光条件の影響〔担当者：米山忠克・戸  

塚 繚・笹jll英夫（客員研究員）〕  

（6）植物に吸収された15NO2の代謝とNO2由来の窒素の体内移動〔担当者：米山忠克t戸塚紹  

・岩城英夫（客員研究員）〕  

（7）複合汚染ガス暴露による植物の急性障害〔担当者：古川昭雄・名取俊樹・戸塚 績・牛島  

忠広（客員研究員）〕  

（8）複合汚染ガスの単葉光合成に及ぼす影響〔担当省：古川昭雄・戸塚 綺〕  

研究課題 3）植物指標による大気汚染環境の評価法の研究  

〔目 的〕局所的な大気汚染環境の評価法を聞発するために、特定な大気汚染質に特異的な感受  

性を示す植物を野生植物および突然変異椀から検索して、可視障害度や再現性のある定量的表現  

可能な生理的反応を示す指標植物を選定するとといこ、各種植物の組み合わせ．による環境指標や、  

植物体による大気汚染質のl吸収量と大気汚染度との間の数量的関係を利用した環境評価法を開発  

する。さらに、薬面の光反射特性を利用したリモートセンシングによる広域環境評価法を検討する。  

〔成果の概要〕  

（1）二酸化硫黄による生理・生化学活性の変化  

大気汚染質による植物の被害が取れる前に、汚染状況および植物への影響の程度を知ることは、  

汚染の早期発見および対策上からも重要である。二酸化硫黄（SO2）の生理生化学レベルでの  

影響を研究している過程で、可視障害が現われる前ひい〈つかの生理生化学反応の変動が認めら  

れた。可視障害としてはクロロフィルの分解が最も典型的なものであるが、この色素分解が起こ  

る前に光合成の電子伝達反応の光化学系ⅠⅠの阻害が起こること、また、単稚した葉緑体のクロロ  

フィルから発せられるけい光の収辛が減少することが認められた。これらの活性は極めて再現性よ  

く定量的に測定できるという利点がある。また、低濃度およひ高波度のSO2暴露により、ポプラ  

のスーパーオキシド ジムスターゼ（SO［））の顕著な誘導が認められた。低濃度のSO2で明らか  

な誘導があることから、大気汚染の生化学的評価法としてはかなり有望と思われる。SO2暴露に  
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よりエチレン生成が促進されることなども報告されており、評価法として有効であるように思わ  

れる。しかし、エチレン生成は他の刺激によっても大きく影響されることが知られている。電子  

伝達阻害、けい光収率、SOD活性なども、大気汚染あるいはSO2の有効な評価法となるためには、  

他の要因の影響を十分に検討する必要がある。  

（2）二酸化硫黄に対する感受性イネ品種のスクリ【ニング  

指標植物は、汚染物質に対する感受性が高いばかりでなく、栽培が容易なこと、反応性に個体  

差がな〈、再現性に富むことが必須条件である。イネは遺伝的に系統化され栽培も容易なことか  

ら、日本在来のイネの品種の「Pから感受性の高い品租を選抜L、その品種から更に突然変異誘起  

によぅて、－・段と高感受性の指標植物を作成しようとの目的で研究を進めている。その一環とし  

て303品榛の中から、SO2に感受性の高し、品種を選抜する実験を行ない、5品種を選抜した。こ  

の品種を栽培し、その穂および桂子に対して、化学物質による突然変異誘起処理を行った。こ  

れらの種子から幼苗を育成し、SO2高感受性品唖の選抜を試みた。その結果、日本晴、金南風の  

可視害徴発硯ドース（ppm・時）の聞値は030．15－0．20、SO20．5－2．0、NO215～20であった。  

また突然変異誘起処理により、SO2高感受性品種（l＿0182）から、さらに高感受性の系統が発現  

した。今後、複合汚染状態において、それぞれの汚染物質に特異的に反応する品種の組合せによ  

る、環境評価のための植物指標の開発をすすめる。  

（3）植物の汚染カースl吸収能にもとずく環境指標  

植物が汚染ガスを体内にとりこむ性質を利用した大気汚染環境詔価法が知られている。植物に  

よる汚染ガスの吸収については、研究課題4）の研究成果の概要にまとめられている。   

ヒマワリでは、SO2ドース（ppmx血y）が1～1．5ppm・血yあたりまで、集中硫黄増加速度（SO2  

吸収速度）がSO2ドースの増加とともにほぼ直線的に増大する。その増加速度は、6×1015モル  

SO2／dm2薬面／ppm・dayと計算された。例えば、大気中SO2濃度を0．05ppmとすると、ヒマワリ  

のSO2吸収速度は、3×10‾6モルSO2／〔h2葉面／血yとな1）＼0．1ppmSO2では、6×106モル  

SO2／dm2／dayとなる。しかし、この吸収速度を維持しうる期間は、0．05ppmSO2では20～30日間  

（1～1・5ppm・day÷0・05ppm＝20～3舶ays）、0・1ppmでは10～15日間ということになる。実際に野  

外において柄物体硫黄含有還からその場所の大気中SO2i農度を推定する場合には、次のような  

手順が必要であろう。すなわち、ある一定のSO2汚染環境下で、ある特定な植物椛の葉中硫黄  

増加量を暴露期間を変えて測定し、その増加速度を算出する。こ 

比例係数を求める。次にSO2汚染デ【タの欠落している地点で、同一植物を育成し、その実中硫  

黄増加速度を求め、その値を前述の比例係数で割ってその他点のSO2汚染度を推定する。   

植物による二酸化窒素のl吸収に関Lて、ヒマワリでは、植物体地上部における全窒素遥の増加  

速度が、 NO2ド〔ス30ppm厄ayあたりまでほば碇線的に増加する。その値は7×10－5モルNO2／  

dm2棄面／ppm・dayであったいこの値はヒマワリのSO21吸収速度とほぼ同程度で、植物による汚  

染ガス吸収では、いずれのガス戌蕎でも、同数の分子が吸収されうることを暗示している。大気  

中NO2濃J如ro．1ppmの場合、ヒマワリのNO2吸収速度は0．7×10．5モルNO2／dm2／dayとなり、0．5  

ppmNO2で3．5×10▲5モルNOz／dm2／dayとなる。Lかも、この吸収速度が0，1ppmNO2の場合で、  

300日（30ppm・day÷0．1ppm＝30〔舶ys）、0．5pprnの場合に60日間持続する計界になる。したがって、  
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NO2吸収では、SO2吸収の場合より長期間にわたり同様な吸収速度を維持Lうるといえよう。ヒ  

マワリ以外の植物についてみると、1．OppmNO2で14日間処理したときの農作物のNO2吸収速度  

を計算した結果、ホウレンソウで11mgN／dm2葉面、すなわち2．6mgNO2／dm2糞面／ppm・day、  

同様にアサガオ（スカーレットオハラ）、トウモロコシでそれぞれ0，9mgNO2／dm2／ppm・dayと0．3  

mgNO2／dm2／ppm・dayであった。また、木本植物では、1ppmNO2で30日間暴霜のときのNO2吸  

収速度（mgNO2ノdm2糞面／ppm・day）は，サクラ1・9、トウカエデ0・6、アメリカスズカケノキ0・2、  

キョウチタトウ0．05であった。これらの結果を比較すると、木本植物の方が草本植物よりNO2吸  

収能が低いようである。   

しかし、辛からとりこまれたNO2は体内で還元きれてアンモニアとなり、アミノ酸に同化され  

る。これが窒素栄養分として葉以外の器官に転流して生長に利用され、生長促進をもたらす可能  

性がある。また磯．収されたNO2量を算出するのに、椎物個体あたりで求めると、植物個体わ乾物  

生長速度を考慮しなければならか、。植物の生長速度は大気汚染質ばかりでなく、気象要因、土  

鳩要因など多くの自然環囁要因の影響をうける。しかも、植物が正常に生育している場合、体内  

の窒素膿度が硫黄膿度の10倍程度と高いので、低濃度NO2の空気中におかれた植物が吸収しう  

るNO2量はわずか（ヒマワリで0．03ppm NO2下で150〟gN／gdw／day程度）で、体内のNO2由来  

の窒素墓を検出することが、N分斬粘度からみて、困難である。それ故、前述のSO2汚染評価法  

と同じような考え方で植物体の全窒素増加量を測定することは不可能ではないかと思われる。   

植物体内に吸収されたNO2が代謝され、特殊な化合物が形成される可能性沌考えられる。その  

化合物を指標としたNO2汚染指標の開発も今後の研究課題の一つである。  

（4）糞面の光反射特性を利用した広域環境評価法の開発  

近年大気汚染による植物影響は広域にわたっており、この調査に、航空機による赤外カラー写  

真船影が行われ、この写真の解析から、環境汚染を評価しようとする方法が研究されている。し  

かしながら、この方法はまだ開発途上にあり、多〈の問題点が未解決である。本研究では、使用  

するマルチバンドカメラのフィルターの選択や適切に感光する赤外カラーフィルムの作成などに  

必要な基礎資料を得ることを当面の目的として、菓面光反射スペクトルの変化に寄与する基本的  

な要l勾の解析を試みた。   

ヒマワリのSO2暴露による急性障害に伴って、糞南光反射特性が変化するが、被暴棄と正常葉  

との差スペクトルのパターンの経時変化を調べてみると、ある時期ではクロロフィルが、他の時  

期ではカロチノイトが、光反射スペクトルを変化させる主役を演じていることが推刺できた。自  

然環境での低濃度SO2による障害発現のメカニズムが急性障害発現の場合と、基本的には同じで  

あると考えられるので、クロロフィルの反射特性を示す40（hmあるいは700nmの反射量とカロチノ  

イドの反射特性を示す530～550nmの反射過との比を、ある時間的間隔を置いて調査したならば、  

柄物の樹種聞差なく汚染度を評価することが可能ではか－かと推察される0 そこで、今年度はク  

スノキ、サンゴジュ、キョウチタトウについて、個葉の光反射スペクトルと植物の活力度の一指  

標と考・えられる集のクロロフィル含量との関係を調べた。その結果80伽mと630nmにおける棄面  

光反射率の比（R800／R630）とクロロフィル鼠との聞に正の相聞座係が認められた。この直線関  

係は華の水分還が顕著に低下してもほとんど変化しなかった。  

なお、今年度は下記の3課題につい て研究をすすめた。  
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（1）突然変異種作成による指標植物の開発〔担当者：藤沼康実・相賀一郎・大村 武（客月研  

究員）〕  

（2）大気汚染物質に対する蘇苔類植物の感受性の検討〔担当者：清水英幸・戸塚 績〕  

（3）赤外カラー写真による植物活性度調査法の基礎研究一葉面反射特性と案内クロロフィル含  

量との関係〔担当者：欠吹万弄（寄月研究月卜青木正敏（客貝研究員）・戸塚 績〕  

研究課題 ヰ）陸上植物群薄による大気汚染環境改善の方法に関する研究  

〔日 的）植物の汚染ガス吸収能を律適する要因や、吸収能の種間差異を検討する。一方、植物  

集団のガス吸収能と環境条件との関係を示す数学モデルを組み立て、気象環境の変動と植物群落  

のガス吸収能との関係を検討する。これらの結果をもとに、大気汚染環境浄化に有効な植物種の  

選定および街路樹や緑地帯の最適配置など、植物による大気汚染環境改善の方法について検討す  

る。  

〔成果の概要〕植物が大気汚染ガスに暴露されると、体内に吸収される汚染ガスにより、葉面に  

可視障害が発現したり、生理的機能が障害を受けたりすることは、よ〈知られている。したがっ  

て、植物それ自体は大気汚染ガスを体内にとりこむために被害をうけながらも、大気汚染環境を  

改善しているといえる。しかし、汚染大気に対する抵抗性の低い植物では、顕著な障害をうけて  

生活力が減退して枯死することもありうる。街路樹や緑地帯の植物をエアーフィルターとして利  

用する場合には、汚染ガス吸収能が高く、しかも障害をうけにくい植物を選定することが望まし  

い。ここでは、植物の汚染ガス吸収能を律適する要因や、植物の種類によるガス吸収速度の差異  

を検討するとともに、緑地帯のように植物が集団の状態で生活しているときのガス吸収能をヒマ  

ワリ個体群を用いて検討し、植物個体群の大気浄化機能の評価を試みた。  

（1）植物個体による大気汚染ガスの吸収  

まずはじめに植物による大気汚染ガスの吸収について、ガス拡散に関するモデル式を適用して  

汚染ガス吸収速度を支配している要周を検討した。得られた結果の代表例として、ヒマワリによ  

るNO2の吸収について述べると、単位水蒸気飽差あたり蒸散速度（この値はガス拡散に対する棄  

面境界層抵抗と気孔抵抗との合計値に対応する）に対する汚染ガス吸収速度の比を、畢露した汚  

染ガス濃度に対してプロットした結果、直線関係が得られた。この直線関係はNO2ばかりでなく、  

SO2、03などの単一ガスやNO2十03混合ガスの場合でも認められた。ヒマワリについてこの直線  

のこう配（q／wr：単位はmmHg・pPm‾1）を測定した結果、NO2に対して1．4×10‾3、03：1．5×103  

SO2：1．8×10▲3となり、NO2や03に対してほぼ同様な値が得られたが、SO2に対しては若干高か  

った。   

以上に述べたように、植物の汚染ガス吸収速度は、菓の蒸散速度と密接な関係がある。それ故、  

ガス吸収能が未知な植物について蒸散速度を測定し、上述の直線のこう配（q／w一）を用いて、そ  

の植物の汚染ガス吸収速度（凡mgガス／dm2／hr）を推定できる。すなわち  

F＝（q／w′）×Tγ×C   

ここで、Trは菓の蒸散速度（mgH20／dm2東面／hr／mmHg飽差）、Cは空気中の汚染ガス濃度（ppm）  
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である。植物の蒸散量は菓面の気孔開度を支配する照度、気温、湿度などによって著しく変化す  

るとともに、薫の生理自勺状態によっても変化する。室内実験で、照度33klx、気温300c、湿度50％、  

NO2約1ppmで2時間暴露したときにえられた蒸散速度（mgH20／dm2／hr／mmHg飽差）は、ヒマ  

ワリ144、トマト90、ヒマ92、アサガオ70、キュウリ63、トウモロコシ53で、ほぼ50～150の範囲  

であった。そこで、植物の蒸散速度を100mgH20／dm2／hr／mmHgと仮定して、東京のEl中におけ  

る平均的気象条件下における植物葉蘭の汚染ガス吸収速度を算出してみると、0．1ppnlSO2グ）場合、  

杓02＝1．8×103×0．1×100  

＝1．8×10‾2mgso2／dm2／hr  

O．1ppm NOzの場合、  

FNO2＝1．4×10‾3×0．1×100  

＝1．4×10‾2mgNO2／dm2／hr  

O．1ppm O3の場合、  

Fo3＝1．5×103×0．1×100  

＝1．5×102mgo3／dm2／hr  

となる。  

（2）ヒマワリ個体群によるSO2の吸収  

これまでは植物個体を対象として、その葉面積あたりの汚染ガス吸収能について述べた。しか  

し、野外条件下では、街路樹や公園樹木のように孤立して生育するばかりでなく、野生植物は  

一般に集団を構成して生活している場合が多い。そこで、植物が集団を構成した時、どの程度の  

汚染ガスを吸収しうるかを、ヒマワリ個体群を用いて検討した。植物のガス吸収能は、気温20－  

300c、湿度60～80％の条件下では、主として照度によって律速されることがヒマワリ個体を使っ  

た実験で明らかとなった。そこで、ヒマワリ個体群のSO2吸収能についても、光条件とSO2濃度  

との関係を検討した。   

自然光型制御温室（畳／夜温：25／20Dc、相対湿度：70％）で育成した鉢植えのヒマワリを、  

2日間SO2ガス暴露処理（濃度は0．l－0．5ppmまで0．1ppmきぎみで5段階）した。暴露チャン  

パーと対照実験用チャンパーに、それぞれ56個体の植物を方形（茎間22×25cm）に配置した。暴  

露処理終了後、ヒマワリ個体群の内部に位置する24個体をサンプリングし、床面より20cmごとに、  

植物を層別に刈取った。各層の葉面梢および器官別の乾重量および硫黄含有量を測定した。暴  

露処理区と対照区の値の差から硫黄増加逼を求めた。その結果、葉中硫黄含有量は、SO2暴  

露処理によって植物集団の各層で増加するが、その程度は上層に位置する乗ほど高く、しかも暴  

露時のSO2濃度の増大とともにその値が大きくなる傾向がみられた。そこで、各層の葉のうけて  

いる照度と菓［い硫黄増加量との関係を整理し、この結果をもとに、ヒマワリ個体群の単位土地  

面梓あたりに吸収されるSO2墓を求める数式を導いた。この数学モデルを用いて、個体群上の照  

度、薬面積指数（個体群の全集面相が占有土地面積の何倍に相当するかを示す値）、SO2濃度を種  

々に変化させて、単位土地面積あたりのSO2吸収量の変化を算出した。通常のヒマワリ個体群で  

は、葉面積指数（LAI）は、4程度である。1」AI＝4では、単位二t二地面稽あた．）のSO2吸収速  

は、いずれの照度でもSO2濃度が0．2ppm付近まではほぼ直線的に増加する。また、日中の平均  

照度が40klx（東京の夏季における晴天日の日平均照喫に相当）付近で、SO2吸収能がほぼ飽和す  

る。例えばSO2濃度0．1ppmでは約0．9mgS／dm2地面／dayとなる。SO2濃度が0・05ppmとなれば、  
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SO2吸収速乾はこの他の％となることを意味してし－る。  

以上の結果をもとに、ヒマワリ個体群のSO2除去機能を検討してみよう。SO2濃度0．05ppmの  

ときヒマワリ個体群（LAI＝4）のSO2吸収速度は約0．5mgS／drn2地面／日＝100mgSO2／m2地面／  

Elとなる。，0．05ppmSO2を含む空気中のSO2量は0・05×10‾6×103且SO2／m3≒0．143mgSO2／m3  

である。前述のヒマワ■川司体辟による1EIあたl）地面1m2あたI）のSO2吸収量（100rngSO2）を  

含む空気桂（底面積1m2）の高さは、100÷0．143≒700mとなる。このことは、ヒマワリ個体群で  

は、自己の占有している地表面上70（hまでの空気中に含まれるSO2量を1日がかりで吸収しうる。  

このように、植物集団は比較的多量の汚染ガスを吸収する性質をもつので、ガス吸収能が高〈、  

しかも汚染ガスを吸収してレ植物の生活に障害をうけにくく、新乗を展開する期間の長い植物を  

利用すれば、エアーフィルターとしての効果はかなり大きいものといえよう。今後、大気汚染環  

境浄化に有効な植物種の選定およぴその植物群落を用いたモデル実験による解析を通じて、街路  

樹や緑地帯の段通配置といった大気汚染環境浄化のための環境保全計画への適用を考◆えている。  

なお、今年度は下記の3課題について研究をすすめた。  

（1）植物による混合ガス吸収と植物の反応に閲すLる拡散モデルの開発〔担当者：大政謙次・安  

保文彰・古川昭雄・名取俊樹・戸塚 棉〕  

（2）ヒマワリ個体群によるSO2吸収について〔担当者：清水英幸・戸塚 績〕  

（3）セイタカアワダチソウ群落に対する大気汚染影響調査〔担当者：古川昭雄・米山忠克・名取  

俊樹・可知直毅・清水英幸・松岡義浩（客員研究員）・戸塚 績〕  

研究課題 5）大気汚染ガス濃度制御方法の研究  

〔目 的〕現在、当研究所に設置さナLているガス暴露実験装置を用いて、大気汚染ガスによる植  

物影響について多方面からの研究が行われている。しかし、単一あるいは複合汚染の植物影響を  

調べるための実験装置としては、装置内でのガスの挙動をは促し、反応生成物の除去あるいは調  

節機能を有することが必要である。また、植物影響をつかさどる最も重要な因子が汚染ガスの吸  

収量であり、その影響の主要なものが光合成量であることから、植物と大気との物質交換の連続  

的な桂時変化が複合ガス状懇で計iRlけきる機能を有することが必要である。他方、植物個体を対  

象とする分野では、同一個体の同一・部位から非破壊で複数の生体情報を抽出し解析する技術の開  

発が不十分である。それゆえ、植物の個体レベルでの生理機能や物質交換等に対する影響を解析  

するためのこの種の計測手法を開発することが必要である。本研究では、以上の事項についての  

開発研究を行うことを目的とする。  

〔経過および成果の概要〕技術部は、昭和52年度から本特別研究に参加した。その間、設置当初  

のSO2、NO2の単一ガス暴露実験装置に加えて，昭和53年3月にSO2、NOz、03、CO2、HCの複  

合ガス暴露実験嚢置が完成した。しかし、装置内に熱交換器を持ち、温湿度等の空調条件が異な  

る英験装置内での汚染ガスの反応に関する報告は皆無であった。そこで、スモッグチャン 

で得られているガスの気相での反応に関する知見や化学工学等の分野で得られている液相におけ  

るガス吸収や壁面吸着等に関する知見を参動こ、換気や除湿による反応生成物の装置外への除去、  
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制御精度に対する外乱、あるいは植物によるガス吸収量の測定に対する外乱という観点から反応  

生成物の装置内の挙動について検討した。今までに得られたこれらの事項に関する結果を要約す  

ると、  

（1）NO2→NO＋0により生成するNOを例に換気による生成物の除去効果を検討した。従来の植  

物育成用の現場制御装置の換気回数（4－10回／hr）だと、例えば0．訃oIppmのNO2浪度の場合、  

NO2濃度に対して約12％のNOの蓄積がみられたが、換気回数を増加することによI）、NOの量が低  

下し、約300回／hrの換気回数だと0．5％になった。一般の反応生成物についても同様の効果が期待  

ざれる。  

（2）種々の汚染ガスの単一あるいは複合の場合の冷却除湿、壁面への吸着およぴガス相互間の  

反応等の外乱の特性と制御精度への影響について検討した。汚染ガスの種類や組み合わせにより  

外乱としての程度は異なるが、通常の使用範囲の場合、制御バラメ岬タを適切に選ぶことにより、  

外乱の影響を設定値の10％以内におさえることができた。  

（3）植物Lこよるガス吸収速度を測完する場合、測定結果への反応の影響を除去する必要がある。  

NO2＋03混合ガスの場合の様に反応がガス濃度に依存し、再現性があるときには、反応による影  

響をあらかじめ調べておき、ガス吸収の測定の際にその影響を除去した（後述参照）。しかし502  

の場合の様に冷却除湿の影響等による反応で、再現性が認められないときには、反応の発生源そ  

のものを除去する方式によった（例えば、SO2の場合には、冷却除湿コイルを切り、加湿加熱制  

御のみで温湿度を一定に保つ方式）。以上の点を考慮して、SO2、NO2、03単一あるいは混合ガス  

の場合のガス吸収速度を測定する手法を開発した。この手法による測定結果は、集面での物質移  

動についての予測モデルを作成する上で満足できるものであった。  

他方、大気汚染の植物への影響を解析するために、環境因子が任意に制御可能な環境制御装置  

と菓面の種々の波長領域における電磁放射を計測するシステムを組み合わせて生体情報を抽出す  

る手法を提案した。昭和53年度において、走査型赤外線カメラを用いた植物温度の面計測システ  

ムを開発した。現存までに得られている植物温度の具体的な測定結果およぴこの計測システムを  

用いた応用技術については後述するが、菓面温度は、植物生理反応にとって重要な環境要因であ  

り、今後、環境相標植物の開発、植物環境評価手法の開発等を始め植物温度の計測を必要とする  

種々の研究に利用されるものと考えられる。  

なお、本年度は下記の2課題について研究をすすめた。  

（1）計算機制御による複合環境実験装置とその利用技術の開発に関する研究〔担当者：大政謙  

次・安保文彰・松本 茂・相賀一郎・船田 周（客貝研究員）〕  

（2）植物反応の計測評価のための情報処理システムの開発〔担当者：大政謙次・安保文彩・相  

賀一郎・橋本 康（客員研究員）〕  
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波、（53．4）  

（14）米山忠克・戸塚 績・松丸恒夫・白鳥孝治：植物による二酸化窒素の吸収とその体内変化．  

大気汚染学会第19回大全，札幌．（53．9）  

（15）米山忠克・加地正和・戸塚 播：植物による15NO2の吸収と代謝．理工学における同位元素研  

究発表会，東京、（54、6）  

（16）大政謙次・安保文彰・相賀一郎・橋本 康：汚染ガスに暴露された植物葉面情報のディジタ  

ル画像処理・計測自動制御学会第17回学術誌演台，東京．（53．8）  

（17）大政謙次・安保文彰：環境調節装置による植物への汚染ガスの影響の解析．大気汚染学会第  

19回大会，札幌．（53．9）  

（18）大政謙次：新しい農業気象気象研究施設；国立公害研究所植物実験施設．農業気象学全開束  

支部会，筑波．（53．10）  

（19）大政謙次・安保文彩・相賀一郎・橋本 康：汚染ガスに暴露された植物の画像処理．生物環  

境調節学会第16匝l大会，香川．（53、10）  

（20）安保文彰・大政謙次・戸塚 槙：複合汚染ガスの植物による収着について．生物環境調節学  
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舎弟16回大全，香川．（53．10）  

（21）相賀一郎・大政諌次・松本 茂・安保文彰：低濃度大気汚染オース暴露増グロ→スキャビネッ  

トの基礎研究lII．生物環境調節学会第16回大会，香川．（53．10）  

（印 刷）  

（1）Shimazaki，K．and K．Sugahara（1979）：Sl光Cificinhibition of photosystemIIactivi－  

tyin chloroplasts by fumigation of spinachleaves with SO2・Plant and Ce11  

Physiol．，（in pre5S）．  

（2）Yoneyama，T．and H．Sasakawa（1979）：Transformation of atmo5Pheric NO2ab  

sorbed行）5pmaCh】e且VeS．Plant and Ce‖ Physiolリ20（1），263－266．  

（3）Matsurnaru，T，，T．Yoneyama，T．Totsuka and K．Shiratori（1979）：Absorption  

of atmospheric NO2by plants and soils（1）．Quantitative estimation of  

absorbed NO2fn p7a．1tS ♭y15N method．SoilSci．Plant Nutr．，25（2），225－  

265．  

（4）Yoneyama，T．，H．Sasakawa，S．Ishizuka and T，Totsuka（1979）：Absorption of  

a，tmOSPheric NO2 ♭y plants and soiIs（ⅠⅠ）Nitrite reductase activity and  

di。rnalchanges df NO2absorption by plants．SoilSci．Plant Nutr．，25（2），  

267－275．  

（5）Furukawa，A．，A．Koike，K，Hozumiand T．Totsuka：The effect of SO20n  

photosynthesisin poplarleaves at various CO2COnCentrations．J．Jap．For，  

Soc．，（in contribution）．  

（6）Furukawa，A．and T．Totsuka：Effects of NO2，SO2，and O3alone andin combina－  

tions on net photosynthesisin sunflower．Env汗on．Pollut．，（in contribution）・  

（7）大政謙次・安保文彰（1978）：植物による大気汚染物質の収着に関する研究（1）SO2の局所収  

着と可視障害発現との関係．農業気象，34（2），51－58．  

（8）大政謙次・安保文彰・相賀一郎（1979）：環境制御装置内植物のNP2およぴ03収者達度の同時  

測定法について．農業気象 き5（l），31‾40・  

（9）大政諌次・安保文彰・名取俊樹・戸塚 績：植物による大気汚染物質の収敷こ関する研究  

（Il）NO2、03あるいはNO2＋0ユ暴露下における収完封二ついて．農業宝も象，印刷小  

（10）相賀一郎・大政謙次りJ、林雄一（1979）：国立公害研究所植物実験用環境調節施設・撮新空調  

設備・空調方式実例集（経営開発センタ編），印刷中  
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2．】．2スモッグチャンバーによる炭化水素一望素酸化物系光化学反応の研究   

〔研究担当削 大気環境部＝大気化学研究竃・大気畠穐計画研究皇・エアロゾル研究粧   

〔研究の期間）昭和52年4月－55年3月  

〔研究の巳的）我が国の主要部了1i、工甥地域における大気汚染は、最近の排出規制の結果、いく  

つかの汚染物については、汚染物膿度の低下が報告されているが、光化学スモッグについてはそ  

の社会的影響の大きさにもかかわらず発生機構の複雑さのゆえに汚染改善に対する科学的見通し  

がたっていない。   

従来、光化学スモッグにおける炭化水素、窒素酸化物等の役割り評価のため、大型スモッグチ  

ャンパー実験が行われているが、それらのチャンバー実験の多くは、チャンパーの構造上の問題  

および測定器の精度の問題から必ずしもイ言根のおける普偏的データか得られておらず、特に実際  

の野外大気の条件に近い低濃度領域の実験はほとんどなされていない。そこで、本研究において  

は本研究所に設置される高性能のスモッグチャンバー装置を利用して炭化水素一窒素酸化物系の  

光化学反応性、光化学反応生成物の解析、光化学反応機構の解明などを行ない、光化学スモッグ  

抑止のための基礎データを得るとともに野外環境大気における測定を実施して計算機シミュレー  

ションのための化学反応モデルを開発する。  

〔研究の経過および成果の概要）本研究は昭和52年に本研究所に克空型光化学スモッグチャンバ  

ーが完成するとほぼ同時に発足し、これを用いて光化学大気汚染現象の基礎的解明を行うことを  

主要研究テーマとして遂行されてきた。昭和52年度における研究の内容・成果については昭和53  

年8月。国立公害研究所研究報告第4号（R－4－78）「スモッグチャンバーによる炭化水素一窒  

素酸化物系光化学反応の研究」昭和52年度中間報告にまとめて刊行されている。   

本年度は研究課題：  

1）スモッグチャンパーを用いた環境濃度領域における炭化水素一堂葉酸化物系光化学反応生  

成物の研究   

2）スモッグチャンノヾ一による炭化水素顆の光化学反応性に関する研究   

3）光化学反応モデルのための炭化水素酸化反応機構の確立  

については前年度に引き続し、た研究を行し、い〈つかの成果が得られた。そり成果の主なものは上  

のそれぞれの研究課題に対応して；  

1）従来知られていなかった光化学二次汚染物質として7dロビレングリコールジナイトレート  

（PGDN）およびニトロキシ′Lオキシプロピルナイトレート（NPPN）が見出された。   

2）7Qロビレンー窒素酸化物系において加湿空気系の場合にも 、前年度の乾燥空気系について  

見出された近似的関係  

［0。］max∝ノて両  
が成立することがわかった。   

3）光化学汚染大気中の重要な反応中間体であるノトキシラジかレ（CH30）のレーザー励起け  

い光スペクトルが初めて得られた。   

さらに本年度からの新たなサブテーマとして、   

4）計算機シミュレーションのための化学反応モデルの研究   

5）環境大気中における光化学二次汚染物質生成機構の研究  
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の二つの研究が発足した。本年度は研究課題4）については炭化水素一窒素酸化物系光化学反応モ  

デルに適用可能な半解析法の検討を行い、また5）については東京湾地域においてヘリコプターを  

を用いて各種汚染物過度をi拭l催し、実際の環境大気中の光化学二次生成物質の生成機構の検討を  

行った。  

研究殊領 一）スモッグチャン′く－を用いた環境濃度領掛こおける炭化水素一望葉酸イヒ物系光化  

学反応生成物の研究  

〔担当者〕坂東 博・井上 元・酒巻史郎・星野幹雄・秋元 荘  

柑 的）光化学大気汚染における主要な化学反応は窒素酸化物共存下［ごおける炭化水素の光酸  

化反応であると考えられるので、この反応系における反応生成物の同定、定量を行ない、新しい  

二次汚染物質の発見、光酸化反応機構の解析を目的とする。  

〔経過および成果の概要）前年度におけるスモッグチャンパー実験、70ロビレンー窒素酸化物一  

空気系の光化学反応において発見された新しし、型の硝酸エステルにつし－て同定を行ったところ、  

フーリエ変換赤外分光光度計、ガスタロ質量分析計を用いてこの物質はプロピレングリコール1、  

2－ジナイトレート（PGDN）、  

CH3CHニー CH2  
1  1  

0NO2 0NO2  

であることがわかった。PGDNの生成はNO2と03の反応  

NO2 ＋03 → NO3 ＋ 02  

NO2 十NO3→N205   

で生成するN205とプロピレンの暗反応によるものであることがわかったので、さらに、N205⊥70  

ロビレンー空気系における反応の研究を行ったところ、PGDN以外にニトロキンパーオキンプロ  

ピルナイトレート（NPPN）、  

CH3CH  CHz  CH3CH＋ CH2  

r  または  
I  1  

0NO2 00NOz  OONO2 0NO2  

が発見された。PGDNおよぴNPPN生成の経時変化を調べることによ．）．この反応系の主要反応  

経路は  

NO3  02  
CH3CH＝CH2 ∴CH3CH－ CH2＋ンCH3CH－ CH2  

ONO2  ONO2  00  

●   
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‾NO3  NO2  
CH3CH－ CH2   

1   1  

0NO2  00NO2  

（NPPN）  

CH3CH－ CH2   

」   1  

0NO2 0・  

CH3CH－ CH2   

ONO2  0NO2  

（PGDN）  

であることがわかった。   

またプロピレンとオゾンの気相反応において水蒸気を添加した場合、ギ醸の生成が著しく増加  

する現象を見出し、その反応機構についての検討を行った。  
（発 表〕  

（講 演）  

（1）星野幹雄・井上 元・酒巻史郎・秋元 畢・奥田典夫：気相におけるNO3ラジカルとプロピ  

レンの反応生成物，日本化学会第37春季年会，横浜．（53．4）  

（2）星野幹雄・緒方隆之・秋元 苺・奥田典夫：プロピレンとNzO5の気相反応における反応生成  

物．第19回大気汚染学会，札幌．（53．9）  

（3）井上 元・星野幹雄・酒巻史郎・秋元 輩・奥田典夫：プロピレン‾NOx系光化学反応にお  

ける硝酸エステルの生成．第19回大気汚染学会，札幌．（53．9）  

（4）坂東 博・井上 元・酒巻史郎・星野幹雄・秋元 肇・奥田典夫：真空型スモッグチャンバ  

ー内でのC3H6－NOx一空気系の光酸化反応生成物．光化学討論会，東京．（53．11）  

（5）秋元 輩・坂東 博・奥田典夫：フーリエ変換赤外分光によるプロピレンとオゾンの気相反  

応の研究．高速反応討論会．大阪．（53．12）  

（6）Bandow，H．，H．Akimoto，F・S卑kamakiandM・Okuda：Products and mechanism of  

the reaction of N205With olefinsin the gas phase．The ACS／CSJChemi－  

calCongress：1979，Honolulu．（54．4）  

（印 刷）  

（1）Hoshino，M．，T．Ogata，H．Akimoto，G．Inoue，F・Sakamakiand M・Okuda（1978）：  

Gas phase reaction of N205With propylene・Chem・Lett・，1367．1370・  

（2）Akim。t。，H．，M．Hoshino，G．Inoue，F．Sakamaki，H．Bandow and M・Okuda（1978）  

：Formation of propylene glycoll，2「まinitratein the photooxidation of a pro－  

pylene¶itrogen oxides－air system・J・Environ・SciL Health・A13，677－686・  

研究課題 2）スモッグチャンバーによる炭化水素頬の光化学反応性に関する研究   

〔粗当者〕酒巻史郎∵星野幹雄t秋元 謹   

〔目 的〕汚染大気中に存在する各種の炭化水素について窒素酸化物存在下における光酸化反応  

実験を行ない、大気中におけるオゾンおよびその他の光化学二次汚染物質生成に対する、炭化水  

素、窒素酸化物の寄与を評価するための反射生寸削票を確立する。  

〔経過および成果の概要〕前年度におけるプロピレンー窒素酸化物一乾燥空気系の実験に引き続  

いて、環境浪度領域（7Qロビレン0．卜0．5ppm、NOxO．01～0．3ppm）における加湿空気系の実験  
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を行った。加湿空気系についても、乾燥空気系の場合と同様に、光照射は生成オゾンの極大値が  

得られるまで継続し、従来の研究のように一定照射時間内の最大オゾン濃度ではなく、時間によ  

らない究極の貴大オゾン適度、〔03〕汀柑Ⅸを求めた。   

加湿空気系と乾燥空気糸における結果を比較すると、加湿系では従来知られているように反応  

が加速され、［03］maxへの到達時間も短縮されるが、［03〕maxの値自身は湿度50±5％で乾燥系  

に比べ20～25％低下した。これに対して［03］maxのプロピレン初期濃度［c3H6〕。、NOx初期濃度  

叫0Ⅹ〕0に対する依存性は加湿系の場合も、乾燥系の場合と全く同じであることが見出された。す  

なわち〔NOx］。を∵定とし〔c3H6〕。を変化させると［0，］maxは［c3H6］。／［NOx］。が3以上では  

〔c3H6］oによらず一定となる。［c3H6］。を一定として［NOx］。を変化させると〔03］ma又は′偏  

とよい直線関係があり、近似的に比例する。   

オゾン生成ポテンシアルとしての〔0。〕max以外の反応性指標として、各種酸化生成物の生成速  
度および炭化水素の減少速度について現在解析中である。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）酒巻史郎・井上 元・星野幹雄・秋元 輩・奥田典夫：真空型スモッグチャンバーによる  

C3H6－NO2系光化学反応の解帆1日本化学会第37春季年会，横浜．（53．4）  

（2）秋元 肇・酒巻史郎・井上 元・星野幹雄・奥田典夫：真空型スモッグチャンバーによる炭  

化水素，窒素酸化物系光化学反応の研究（3），70ロビレンNOl系における03生成量の初  

期濃度および光量依存性．第19匝l大気汚染学会，札幌．（53．9）  

（3）酒巻史郎・星野幹雄・井上 元・坂東 博・秋元 肇・奥田典夫：真空型スモッグチャンパ  

ーによる炭化水素一塁素酸化物系光化学反応の研究（4），プロピレンNOx系における湿度  

の影響．第19垣Ⅰ大気汚染学会．札幌．（53．9）  

（4）秋元 螢：光化学スモッグチャンバーによる大気中有機化合物の反応に関する研究．日本地  

球化学会年会，函館．（53．10）  

（印 刷）  

（1）秋元 輩・井上 元・酒巻史郎・星野幹雄・奥田典夫（1978）：赤外吸光光度法．紫外吸光  

光度法お’よび気相滴定法によるオゾン測定器の絶対校正．大気汚染学会誌，柑，266－  

273．  

（2）Akimoto，H，，F．Sakamaki，M．Hoshino，G、Inoue and M．Okuda（1979）：Photoche－  

micalozone formationin propylen－nitrogen oxide－dry air system．Environ．  

Sci、Technol．，13．53，58．  

（3）Akimoto，H．，M．Hoshino，G．Inoue，F．Sakamaki，N．Washida and M．Okuda（1979）  

：Der畠ign and characterization of the evacuab】e and bakable photochemical  

SmOg Cムambe∫・臨viron・Sci・Technoし ほ，471－475．  

研究課題 3）光化学反応モデルのための炭化水素酸化反応機構の確立  

（担当者〕井上 元・菅田伸明・秋元 鋳  

（目 的）光化学大気汚染現象を化学面から本質的に解明するためには、汚染大気中で起ってい  
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る重要な化学反応について、その素反応論的解明がなされなければならない。この目的のため反  

応中間体ラジカルの直接検出、素反応速度定数の決定、光分解初期過程の確立などを行ない、炭  

化水素の酸化反応機構について検討する。  

〔経過および成果の概要〕本年度は光化学汚染大気中の反応中間体として重要なアルコキシラジ  

カル、ROの分光学的方法による実験室的な直凝検出を試みた。一般にROラジかレは大気中で  

RO2 ＋NO   ＝ RO 十 NO2   

の反応により生成すると考えられるが、従来実験室的にも直接的検出はほとんど行われておらず、  

その分光学的性質もあまり知られていない。本研究においては放電流通法によりアルコキンラジ  

かレとしては最も基礎的なメトキシラジカルCH30を生成し、そのレーザー励起けい光スペクト  

ルを得ることに初めて成功した。   

CH30ラジカルはCF4の放電で生成したF原子とメタノールとの反応  

CH30H ＋F  CH30 ＋HF  

で生成した。これをフラッシュランプ励起の色素レーザー光で励起したところ、入el＜人tl＜400n  

の波長領域に振動構造の分離されたけい光スペクトルが得られ、また270－316nmの波長領域に振  

動構造の分離された励起スペクトルが得られた。ここで人ex、人f1はそれぞれ励起光およぴけい光  

の波長である。得られたけい光スペクトルから振動解析を行い、バンドの帰属を行った。またレ  

ーザーパルス励起後のけい光強度の減衰から、CH30励起状態のけい光寿命が約1．5FLSeCと求めら  

れた。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）常田イ申明・秋元 肇・奥田典夫・斉藤修二：エタノールラジカルと酸素原子、分子との反応．  

日本化学会琴37春季年会，横浜・（53・4）  

（印 刷）  

（1）Inoue．G．，H．Akimoto arklM．Okuda（1979）：Laserinduced fluorescence spectra  

of CHさ0．Cムem．Pムys．Let仁．，68，2ユ3－216．  

研究課題 4）計算機シミュレーションのための化学反応モデルの開発  

〔姐当者〕秋元 謹・山崎秀郎（客員研究員）  

（自 的）炭化水素一塁素敵化物系の光化学反応モデルを開発し、これを用いて大型スモッグチ  

ャンバーで得られた実験結果を解析する。  

〔経過および成果の概要）本年度は炭化水素一望葉酸化物の光化学反応の特性を一般的に記述す  

る15の反応式より成る簡単な反応モデルをつくり、半解析的解法による解の定式化を試みた。  

プロピレンーNOx系について、本研究で開発された半解析的解法によるシミュレーション解を＼  

従来よく用いられてきた解法、ルンゲ・クッタ・ギル法、ギヤ法、ハミング法などによる解と比  

較し、よく一致することを確かめた。本研究の半解析的解法を用いると、NOのNO2への酸化過程、  

炭化水素の減少過程などいくつかの盃要な過程に対応する反応の固有値が得られるので、炭化水  
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素一室素較化物系の光化学反応過程を解析的に取り扱うことができ便利であることが分かった。  

得られた反応の国有値の炭化水素、窒素酸化物初期濃度依存性については現在研究中であI）、そ  

れら固有値の反応指標としての有用性について検討中である。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）Yamazaki，H．，H．Akimoto：An analyticaltreatment of photochemicalsmog reac－  

tions：time dependence of reactants and products．The ACS／CSJChemical  

Congress：1979，Honolulu．（54．4）  

研究課題 5）環填大気中における光化学二次汚染物質の生成機構   

〔担当者〕奥由典夫・小川 靖・村野健太郎・北本茂記・清水 措・笹野泰弘・竹内延夫・鶴明  

治雄（客員研究員）・若松伸司（客員研究員）t五井邦宏（客員研究員）・油本幸夫  

（客月研究則   

〔巳 的〕光化学大気汚染現象は工場や自動車などふら排出された汚染物質が光化学反応によっ  

て二次汚染物質に変換されながら、移流拡散されていくことによって生じる。環境大気中で化学  

反応と移流、拡散か同時に起こっているので、各々の寄与を検討し、実際の場における光化学反  

応のメカニズムを解明する。  

〔経過および成果の概要）昭和53年8月9日－12日に関東地区において、1日につき早朝、畳、  

午後の3回、合計10匝lの飛行機およぴヘリコプターによる光化学汚染物質の濃度と気象要素の立  

休分布の測定を行った。また新宿御苑には気象測定の基地をおき、低層ゾンデ、パイロットバル  

ーンによる上空の風向、風速、温度の鉛撹分布、レーザーレーダーによるエアロゾルの鉛直分布  

などの時間変化を測定した。さらにこの他点から汚染気塊の目印になるノンリフトバルーンを放  

球し、これをヘリコプターによって追跡し、実際の大気中での光化学反応定数の測定を試みた。   

以上のようにしてえられたデータと地上の汚染監視局データとの比較を行い、関鱒地区におけ  

る光化学大気汚染現象の解析を行った。   

解析結果によれは、例えば、8月10日に弱い→股風により東京湾海風、相模湾海風が日中に発  

達・北上し、埼玉県南部で停滞したため、埼玉県南部を中止、にして高濃度の汚染が出現した。そ  

して都心上空では高度約900m－1500mに一般風と境界屑の風との境目の逆転屑の下側で、オゾ  

ンの生成が烈しいことが明らかになった。また，その下屑では東京湾海風系の気団と相模湾渦風  

系の二つの気団にわかれ、各層でNO2と03の浪度の値が異なっていた。これらの気団は下層の方  

が上層よl）も北上する傾向があり、03のピークが下層で埼玉県の北に侵入している。一般に、上  

層で発生した高波度の汚染気塊が郡市のヒートアイランドや海風の侵入、日中の発達した混合層  

により地上の汚染浪度に及ぼす影響が判明した。また、ノンリフトバルーンの追跡から03の生成  

量などが概算された。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）奥田典夫りJ、川 端・村野健太郎・光本茂記：光化学スモッグ気塊の追跡 その1．大気汚  

染学会，札幌．（53．9）  
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2．l．き大気汚染物質の単一および複合汚染の生体に対する影響に関する実験的研究   

〔研究担当部〕環境生理部：環境生理研究室・環境病理研究室・慢性影響研究室・急性影響研究  

室  

技 術 部：生物施設管理室  

〔研究の期間〕昭和52年4月－57年3月  

【研究の早的）現在都市訊こおける代表的大気汚染物質としては、NO2、SO2、CO、オゾン等の  

光化学反応生成物質、エアロゾル等が知られており、これらによる大気の汚染は、広域化、深  

刻化の傾向にある。したがって、大気汚染物質の生体影響を解明することは、生活環境基準値の  

設置の基盤として必要であるとともに、生活環矧こ関する予防医学の基礎を確立するためにも重  

要である。   

しかるにこの方面では多〈の研究が行われているにもかかわらず、いまだ十分な成果は得られ  

ていない。その原因は各種大気汚染物質による生体への相互作用については、むろんのこと、単  

一汚染物質についてもその作用機序を多方面から系統的かつ綜合的に研究しなかったことにある  

と思われる。したがってこのような研究体制を基にして、はじめて各種の大気汚染物質による複  

合汚染の解明、さらには現実の大気汚染の生体影響のシミュレーションも可能となる。   

本研究は以上の観点から、大気汚染物質中特に重要と考えられるNO2、オゾン等の光化学関連  

物質の単一または複合暴露による生体影響を系統的、綜合的に解析することを目的としている。  

〔研究の経過および成果の概要〕前年度より本特別研究が開始された。まず大気汚染物質として  

社会的要請の強いNO2をとりあげた。研究体飢としては二系列方式を考えた。第一系列はそれぞ  

れの専門領域における特定テーマをもうけ、検索方法の開発を「トL、とした基礎研究を行った。第  

二系列としては、動物環境調節施設内に設置された低濃度大型慢性用ガス暴露チャンパーを用い  

て、同一素材を各専門分野から長期的総合的に研究することである。また第一系列で確立した検  

索方法を第二系列に組み込んで行くシステムが進行中である。   

NO2の生体影響を研究するためには、第一段階として高感受性の実験動物を選抜し影響の検索を  

行うことが重要である。各種動物の感受性を比較検討する研究が病理学的方法によって行われた。  

前年にひきつづき、ゴールデンハムスターがモルモット、ラット、マウスに〈らべ最も感受性の  

高いことが急性、．亜急性暴露実験で証明された。今後他の専門領域からの研究によって高感受性  

が裏付けられることが望ましい。これと並行して、NO2のラットへの影響を生理学あるいは生化  

学的方法によって検討する研究が行われた。急性暴露実験では、呼吸、循環機能への影響が示唆  

され、血液、血清の成分について多様な変動がみられた。さらに、赤血球糖脂質および肺SH化  

合物についても量的変動がみられた。また、以上とはことなる観点からの研究として生体防御反  

応への影響が検討され、NO2の急性、亜急性暴露がマウスの液性抗体産生能に影響を及ぼすこと  

が観察された。   

これらの第一系列の基礎研究とならぴ、第二系列に相当する慢性暴露チャンパーを用いた実験  

では、9、18か月間暴露したラットについてNO2の影響の検索が行われた。今後さらに第一系列  

の成果を加え再現性を確認していく予定である。  
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研究課題 りNO2に対する各種動物の感受性について  

〔担当者）竹中参二・清水不二雄  

〔且 的〕従来、NO2の暴露実験用の動物として、主にマウス・ラットが用いられてきた。これ  

には実験動物の微生物学的・遭伝学的を質などの理由があり、それらの動物を用いることに十分  

な根拠があった。しかしながら、一般に各種化学物質に対して動物種間に感受性の差がみられる  

ように、NO2に対しても動物榛または系統間に感受性の差が存在することが予想され、いくつか  

の報告もみられる。各種のNO2暴露実験の評価にあたって、ヒトと実験動物の相違が考慮されな  

ければならないことに照らして、NO2に対する各種動物の感受性の詳細な検討が重要と考えられ  

る。以上の理由から各種動物のNO2に対する感受性について詳細に検討することを目的として、  

昭和52年度から本研究が行われている。  

〔経過および成果の概要】52年度の研究成果として、高濃度・短時間のNO2暴露に対する各種動  
物（系統）の感受性を広範に検討したところ、動物種・系統間で明らかに感受性の差がみとめら  

れた。特に、コ㌧－ルデンハムスターの高感受性が明らかにされた。   

本年度は1週間程度から12週間までの亜急性実験を行い、i）亜急性実験においても動物種間  

に感受性の差がみられるか？ii）もし感受性の差がみられるならば、急性実験の結果とどの程度  

の関連性があるか？ の2点を中心に研究がなされた。得られた成果は、  

1．5日間のNO2暴露実験においてもゴールデンハムスターの高感受性が明らかにきれた。   

2．1または5ppm．12週間のNO2暴露実験において、ゴールデンハムスターでは、終末細気管  

支を中心に肺病変が認められ、特に5ppm暴露群では体重増加の遅延がみられた。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）竹中参二・堀内博人・河村涼子・寺尾恵治・清水不二雄・久保調憲太郎：NO2高膿度暴露に  

対するラット・マウスハムスターおよぴモルモットの感受性について，第48回日本衛生  

学全総会，前胤（53．5），（日衛誌，83，69，1978）  

（2）竹中参二・堀内博人・河村涼子・寺尾忠治・清水不二雄・久保H憲太郎：NO2暴露に対する  

ゴールデンハムスターの感受性 「  急性および亜急性影響について．419垣】大気汚染学  

会、札幌．（1953．9）  

（3）堀内博人・本多芳男（慈恵医大卜竹中参二・久保田憲太郎：ハムスター鼻腔粘膜に対するNO2  

の影響一急性暴露後の経時観察．第17匝】日本鼻副鼻睦学会，和歌山．（53．10）  

研究課題 二2）NO2ガス惰性暴粟がラットの生理性状に及ぼす影響に関する基礎的研究（特にNO2  

ガス暴露と呼吸・循環機能について）  

（担当者〕鉄木 明・市瀬草道  

（目 的〕NO2ガスの呼吸器系への影響に関する病理学的、生化学的研究は多いが、機能的側面  

から検索した＃告は少ない。そこで、NO2の呼吸器系および循環器系の機能に及ぼす影響を明ら  

かにする目的で本研究が実施された。  
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〔経過および成果の概要〕ラットにNO2ガス60ppmを暴露すると、心拍数は暴露開始数分後、い  

ったん減少するが、10～20分後には暴露前のレベルあるいはやや多くなり、以後急速に減少し60  

－120分後には暴露前の58－38％、180分後には36｝26％に減少した。心拍間隔は、暴露時間の経  

過に伴い変動が大きくなり、120分を過ぎるといわゆる不整脈を示した。呼吸数は暴露開始直後増  

加したが数分後には暴露前のレベルに戻り、30－60分を経過すると漸増した。暴露前の呼吸曲線  

は2相性で規則的であったが、暴露後不規則となり、呼・吸気相にいわゆるリップルが視察され  

るようになった。ベントパルビタール麻酔下で暴露すると、暴露開始後40－50分後には、無麻酔  

時と同様に心拍数の減少が観察されたが、暴露開始直後の減少はなかった。呼吸数はほぼ一定し  

大きな変化を示さなかった。呼気カース中の02、CO2含有率から求めた生体の02摂収、CO2排出は、  

暴露開始後120分後に暴露前より有意に減少した。マウスではおおむねラットと同様な経過を示  

した。  

研究課題 3）NO2の生体の免疫反応に及ぼす影響について（その1）一液性抗体産生能につ  

いて  

（粗当寺】藤巻秀和   

〔目 的〕外的環境因子としてのNO2が、免疫反応にいかなる影響を及ほすかを、急性、亜急性  

暴露実験で検索することを目的とする。  

〔経過および成果〕NO2の急性実験は、5ppm、20pPm、40ppm、の3濃度、12時間暴露で行し、、  

その時の抗体産生能を調べた。その結果、5ppmでは抗体産生能にほとんど変化がみられなかっ  

たが、20ppm、40ppmでは、有意な低‾Fがみられた。また、同一濃度で抗原を静注する時期をか  

えると、それ亡三より抗体産生能の低下の度合いも変化した。マウスの系統間で抗体産生能の低下  

に、差がみられた。今までの結果は、“in vivo●’のものであるが、“in vitro－．の検索でも同一の結果  

がえられており、現在、ナイロンウールカラムを使用してT細胞を分姓し、細胞レベルでの検索  

を行っている。   

亜急性実験は、0．4ppm、1．6ppm、6．4ppm、4週間暴露を行い、その結果、0，4ppm、1．6ppmで  

は、抗体産生能がやや低下する傾向にあった。6．4ppmでは、逆に、暴露辟の方が対照群に比べ、  

冗進する傾向が認められ、更に追試中である。  

研究課題 4）NO2が生体に及ばす影響に関する生化学的研究  

（1）肺SH化合物に及ぼす影響   

〔担当考〕河田明治   

〔目 的〕NO2が生体に及ばす影響の二つとして、肺に存在するグルタチオンの変動が最近明ら  

かにされてきた。酸化性を有するNO2による暴露実験においては、肺の還元型グルタナオン（G  

SH）、酸化型グルタチオン（GSSG）およぴグルタチオンに関係あるSH化合物墓の変動を明らか  
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にすることがNO2の作用機構を解明する上に重要であると考‘えられる。以上のことより、今匝＝ま  

NO2が肺の非タンパク性SH化合物（NPSH）、GSH、GSSG量に及ほす影響について検討した。  
〔権遇および成果の概要）暴露実験にはWistar雄ラットを用いた。NO25、10、20ppmで各24時  

間暴露した場合、5ppm群ではNPSHとGSH量は対照群に比して約10％の有意な増加を示したが、  

20ppm葦ではいずれも有意に減少した。GSSG量は暴露濃度とともに増加した。NO24．0と6．Opp  

mで10日間暴露を行った場合、4．Oppm暴露群では、NP5日とGSH量は漸次増加し、5日後には各  

J？の対照値の1．21倍に達し、10日後には各々1．08、1．09倍になった。6，Oppm暴露群では、NPSH  

とGSH量は7日後に各々の対照値の1．28およぴ1．30倍になり、10日後には各々1．18、1．20倍とな  

った。   

以＿とのことから、NO2暴露濃度の上昇にともない、肺SH化合物の酸化反応が促進されること、  

4，0と6，Oppm暴露の場合、暴露開始数日後までNPSHとGSH量は増加すること、またその増加率  

は6．Oppm暴露の方が大であることが明らかになった。  

（2）赤血球楕脂賀および血清了イソザイムに及ぼす影響  

〔過当者）彼谷邦光・三浦 卓   

〔目 的〕加古アイソザイムパタンおよび赤血球糖脂質の変動を調べることによ？て、NO2に  

よって影響を受ける臓器の検索とNO2の作用機作を解明する糸目をみいだすことを目的としてい  

る。  

〔経過および成果の概要〕   

① NO2をラットに24時間暴露した場合、10ppm以上の濃度で血清中1Ⅰ型アルカ 

ターゼ活性比が対韓よt）も有意に増加した。24時間暴露では有意な差を示さなかった。4．伽pmで暴  

露時間を延長した場合、7日目に有意な差が観察された。各櫨臓器中のアイソザイムを検討した  

結果から、肺、肝または腎に影響があったことが示唆された。また、血清中Ⅰ型クレアチンホス  

ホカイネース比は、ZOppm以下の濃度で24時間暴露を行っても有意な差は観察されなかったが、  

4．Oppm暴露5日目で有意な差を示した。以上の結果から数種類のアイソザイムを制定すれば、比  

較的高濃度のNOzによる臓器への影響の検索が可能であることが示された。   
② 4．OppmのNO2をラットに暴露L、赤血球を鐘崎的に採藁Lた。赤血球より脂質を抽出し、  

中性糖脂質画分をえた。中性糖脂質画分中の糖含量は、暴露後3日冒で38．5－35．5％低下し10日  

目まで回復Lなかった。したがって、赤血球の「卜性糖脂質含量は4ppm以下のNO2暴露による影  

響の指標として使用できる可能性が示された。今後、NO2暴露による糖脂質彙の変動の機作を明  

らかにしていきたい。  

（3）血汲 血清の臨床検査値に及ぼす影響  

〔姐当者〕鈴木 明・市湘孝造   

（呂 的〕NO2ガスの影響が肺だけで乙■く他の臓器にも及んだ場合、生体膜ぶの状態を反映する  

臨床検査値に変動を引き起こすことが推測される。・NO2ガスの生体臓器への影響を明らかにする  

巨柑勺で、臨床検査的手法により実験動物の血液性状について検討を加えた。  
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〔桂遇および成果の概要）ラットに10、20ppmのNO2を24時間暴露すると血液学的検査におし－て、  

赤血球数、ヘマトクリット値、ヘモグロビン量の増加、・および平均赤血球指数の変化が観察され、  

高濃度のNO2が赤血球に対して質的量的影響を与えることが推測された。血液生化学的検査にお  

いては、コリンエステラーゼ、アルカリフォスファターゼ、絶ビリルピン量、血液尿素窒素の減  

少、グルコース、乳酸脱水葉酸素の増加が観察され、肺だけでなく他の臓器に対しても影響を及  

ほしている可能性が示唆された。さらに、より低濃度である4ppmを7日間暴謁し、経時的変化  

を追跡すると、血液学的検査値には大きな変動はなかったが、血液生化学的検査値のうち、高濃  

度暴露で有意に減少を示したコリンエステラーゼ、アルカリフォスファターゼ、ヒリルビンに、  

暴霜時間の経過に伴う変動が観察された。  
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2．1．4 陸水域の富架董化に関する総合研究  

上 研究の概要  

（1）研究のねら．いと特徴   

陸水城の富栄養化は、その発生の由来が栄養塩の過使用による環境放出や、市街地、農地など  

面確からの排出といった顕在的な現象だけでなく、大気圏からの寄与とか、地下水の汲揚げ、地  

下水～地表水の接点で行われる交摸混合過程での付加といった潜在的なもの、量的に把握しがた  

いものをも考えねばならぬ。これに関与する人為的負荷発生については、地域社会の生産・消肇  

構造についての分析、洞察が必要である。   

また、富栄養化の現象面をみると、栄養塩供給がもたらす水域生態系の生物群、水質に与える  

複雑な変化、またそれを反映Lて、CODを始めとする汚濁諸指標に現れる変化“行政的には内  

部生産と呼ばれている〝を見積る必要があり、さらに、そうした生物相や水質内容の変化が水域  

の多目的利用にどう影響しているかについて、正確な測定または推測が要求される。二の段階で  

初めて、地域社会、経L削こ富栄養化が及ぼす影響を科学的に論ずることができる。   

これが富栄養化現象給合研究の目標であって、この基礎分析が十分でないと本来の目的である  

富栄養化防止各手法の効果の科学的予測は望めない。つまり、いきなり栄養塩の流出を何％カッ  

トすると具体策を提唱Lても、その効果のほどはよくつかめず、盲目的な政矧こ．1Lまってしまう。   

富栄養化現象がきわめて多様な側面を有することから、水質学や生態学の立場からだけのアプ  

ローチでなく、多分野にわたる学際的研究として展開する必要が痛感されていた。国立公害研究  

所からいって、それを担うのにふさわしい機関である。われわれはこの問題を多角的に分析する  

ことはもちろん、展望しかつ総合することができるはずである。   

この総合研究にとり組んでいる所内研究スタッ7は現在38名で、その研究組織構成は次々項に  

記すとおりである。  

（2）経 緯   

陸水城として霞ケ浦を毅初の対象とし、研究所の所内プロジェクトとしてこの研究が発足した  

のは昭和51年4月であった。この当時は研究グルー70とLて、1）負荷の発生流速過程、2）糊  

生態系、3ト総合指標の3グルー70に分かれ、各テーマのもとにサブテーマ群を設定してフィー  

ルド調査、室内実験、解析等を開始した。その経緯、研究の進行ならびに成果の一部は、国立公  

害研究所特別研究成果報告第1号に記載されている。   

所内プロジェクト研究は相当の成果を収めたが、さらに本格的研究として展開する必要が生じ  
たので、昭和52年度より、頭雷の課題に霞ヶ浦を主対象とする旨の副題をつけて特別研究に稽上  

げし、3か年継続、研究費総有鋼勺2憶7千万円（見込み）で、本格的に研究グルー70分けを行い，  

おのおのグルーフロリーダーを置き、サ70テーマを設定し、全面的に研究を展開L7こ。昭和52年4  

月から53年8月末までの研究成果を中間的にまとめ、匡】立公許研究所研究報告 第6号として印  

刷した。  

（3）研究粗当部：担当者   

総合解析部 第1グルー7Q：内藤正明・中杉修身  
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節2グループ0：後藤典弘・北損能房  

第3グループ：丹羽1こH：雄・僚料率彦  

第4グループ：青木陽二・原沢英夫  

汁Elり技術部 大気計測研究室：安部計出・河合崇欣■横内陽子  

水質計測研究室：大槻 晃  

生体化学計測研究室：佐竹研一  

水質土1那蓑塙部 陸水環境研究室：須藤ほ一・田井憤吾・矢木修身・岡田光正・細見正明・内  
藤敦了▲  

」二域環境研究室：高松武次郎・向井 背  

水質瑞相汁画研究室：村剛；禰・津野 洋・柏崎守弘・福畠武彦・大坪屈川自  

生物環境部 水生生物生態研究室：安野正之t孝子日清一㌧森下正彦  

生物環境管理朋究室：岩熊敏夫  

環囁情報部 業務室：土屋 巌・仁りト邦彦  
情報システム去：吉崎忠国・安岡善文  

情報調査室：宇都宮陽二朗  

技 術 部 技術室：松秀一夫・菅谷苦難  

（4）研究組織とテーマ  

プロジェクトリータ㌧一 合田 健  

〔1〕フィールドを対象とした研究グループとサ70テーマ  

霞ヶ浦グループ（リーダー 安野正之）   

第1グルー7もいトーダー 村岡浩領）   

1） 霞ケ浦周辺の徴地形射ヒに関する研究  

2） 渾＝llにおける汚濁物質の流速に関する研究  

3）i霞ヶ浦湖面の蒸発屈の算定  

4） 欄内および流入河川の水理特性と物質挙動に関する調査と研究  

5） 地下水の電ヶ浦の電栄養化に妓ほす影響   

第Zグルー70（リーダー 大槻 兄）  

1） 棚生態系における物質循環過程の研究  

a） 電ヶ浦全域の現状調査  

b） 高浜人生態系における物‡引盾環過程の研究  

2） 富栄養化状態評価指掛こ関する研究   

第3グループ（リ「ダ」 内藤正明）  

1） 霞ヶ浦周辺住民の環境に対する意識調査  

2） 環境評価に関する実験的研究  

3） 水城環境指標の確立に関する研究  

〔2〕アクアトロン実験施設を利用した研究グループとサブテーマ（リーダー 多頁藤隆一）   

1）水城での汚濁物質の物理・化学的挙動に関する研究  

2） 微生物の増殖速度に関する研究  

3） 藻粗相椎機構の解析に関する研究  

4） 単細胞藻・粕の増殖に及ぼす物理的要因に関する研究  
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5） 冨栄養化の制御指標に関する研究  

6） 笛栄養化物質の処理に関する研究  

2．霞ヶ浦の物象に関して  

（1）湖底地形、堆積速度   

従来からの、茨城県水試および内水試、建設省霞ヶ浦工事々希所、茨城大、国土地理院などの  

調査研究成果に加え、電ヶ浦湖底地形を調査して、現在までの湖底微地形変化を図化した。また、  

土浦入、田代、湖心の各地区における1948～1960年の間の年平均堆積速度を5．01mm／年と．算出し  

た。この他と、過去1万年間の年平均堆椅速度とを比較すると、最近のそれは過去1万年の平均  

値の2．5倍に達し、この速度が続くと仮定するとおよそ783年後に霞ヶ浦はほぼ埋没して、沖積低  

地に変貌する可能性を指摘Lた。  

（2）湖面蒸発  

1977年7月、公害研内生物実験池畔で蒸発量の継続観測を開始し、1978年6月からは茨城県内  

水試と江戸崎中学校の協力を得て、それぞれの構内にclass A pan大型蒸発計を据え観測を継  

続している。茨城大農学部による観測値、近藤による未発表の植とそれをあわせ比較したところ  

茨大などの観測値は平年のものであるが、1977．7－1978．8にわたる観測結果は全体に低目に  

なっている。これによると、1年間の総蒸発量は1．2憶－1．4憶トンと見積られ、従来平年値とし  

て用いられていた2憶トンに比し少ない。調査期間は典男拍勺な多雨低湿型、板端な少雨干ばつ型  

を含むが、そのいずれでも従来の算定値より少なく、ことに冷夏多雨の年には少ないことが示さ  

れた。  

（3）河川からの流出（山王川）   

高浜入の冨栄養化にとって重要な負荷流出ルートである山王川の水文流出に閲し、不定流に関  

する連続式と運動方式とを連立させ、eXPlicitの各種の降雨型について求めた。基礎となる実  

データがないので、流域各ブロックについて基礎ハイドログラフをガンマ分布型曲線で表した。  

これによって降雨流出のシミュレーションが可能であることが示されたが、今後の課題として各  

流域ブロックごとの流出係数ノとガンマ関数のパラメータ求倍の問題とが残されている。  

（4）高浜入の潮流特性   

霞ヶ浦全域には手が回っていないが、高浜入の平面的な流向特性、高浜入と湖心部をつなぐ狭  

臨な開口部の鉛直断面各点こおける流向流速を測定し、伝導度などの水質計測をあわせ行って、  

セイシュの影響や流動方向並びに鉛直方向の拡散係数などを検討した。すなわち、高浜入関口部  

横断面の流速分布から求めた流量収支の変化と、Neumann の方法によるセインュ（静振）周期  

計算結果から、この断面での往復流の実測周期150分と、計算によるセイシュの最良同期141分  

とがほぼ斉合することを示した。このセイシュと、風による吹送流とが流動の支配要素であって、  

河川固有流のウエイトは相対的に小さい。   

高浜入最奥部から下流への塩分変化から、拡散基本式に踊らし、長軸方向の拡散係数として〟ェ  

＝6，3－26．0×105cm2／s が推算され、また水温の鉛直分布の経時変化から、だzとして上層で3  
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ー10cm2／s、下層で0．2－2．OcmZノsの値を得た。  

3．栄養塩の流出・流速・回帰  

（1）高浜入流入河川から■の栄養塩   

石岡工業団地、石岡市街等を含む山王川流域一帯の排水流出量、汚濁物量を知るため、1977年  

2、8およぴ10月、同川」二流鹿の子、下流の霞ヶ浦流入点近くで24時間調査、また1978年6月以  

後週1臥両地点の水質および流量の測定を行った。項目としてはN、P、CODであるが、負  

荷の発生源とその処理、非処理の別、負荷の大きさ等を図示した。第1図は高浜地先での負荷の  

時間的変化を示し、第2図は、河道に沿っての負荷の大きさとその場（農地、工場、市街地の別）  

を表したものである。第2固から、中流部から上流部にかけ石岡市街地の寄与が特に大きいこと  

がわかる。   

最近の諸研究で、流量Qと水質負荷凱の関係が⊥＝αQb（α、ム∵定数）の形で示される場合が  

多い。多少のバラツキがあるが、このα、ム値を上記3川について求めたのが第1表である。これら  

の資料は西浦全体あるいは高浜入の物質収支を求める上で有用であろう。   

（2）地下水からの寄与   

地‾F水の西浦への流入水量並びにそれに基づく栄養塩の寄与度を知るべく、西浦全休を対象と  

する前に、まず美浦村の西浦寄りの地区（余郷入干拓地を含む）14km2をモデル地区とし、既存   
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第2図 山王川流入排水の汚濁物濃度   

第1表 αおよび占の値（⊥＝αQ♭）  

item   α   

Koise T－N   135   1．28   

River l【N   8Z．0  1．35   

T－p   11′8  1．03   

PO－P   5．40  0．78   

Sanno TN   345   1．29   

River 1－N   203   1．33   

T－P   35．8  0．44   

PO－P   23．0  0．42   

Sonobe TrN   510   0．82   

River I－N   44（〕   0．87   

TP   

PO－P   

⊥＝Load（kg／d），Q＝nSharge（mソs）  

の井戸115か所、表流水20地点を選び、地下水位、水質の調査、分析を行った。地質としては、  

常総台地の下に沖積層がある形で、最下層に薮層という構成になっている。1978年中の、主とし  

て非かんがい期に調べた結果では、浅層地下水のD－TvN、DpT－Pはそれぞれ2・6－3・3ppm  

およぴ0．10～0．24ppmで、この値は西浦湖心のT－N、T－P値の数倍に達する。これは今後西  
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浦周辺全域について地下水由来の栄養塩を試め、表流水に由来するものと比較することの重要性  

を示唆しているも  

（3）大気降下物由来の栄養塩   

琵琶湖周辺、瀬戸内海沿岸でも大気圏経由のN、Pの実測椎削が行われており、かなりの漉度  

であることが碓認されているが、図立公害研の屋上に径23cmのガラス製ロートと10色谷器を組合  

せて、Wetならびにdry fallout を同時に採取し、PO4－P、N仇－N、NO2－N、NO3rNを定還  

した。1977年6月から1か年の観洲＝土よると、T－P∴「Nともに、その濃度は再見と逆比例  

的な関係にある。また、この測定結果からすると1う’iヶ浦全流域で86t P／年、1974t N／年であ  

り、西浦の水面に対しては6．8t P／年、156t N／年の降下率となる。  

（4）底泥からの栄養塩の剛着  

1976年度のプロジェクト研究において、藻瓶増補適職での栄養塩濃度変動のシミュレーション  

計算から、高浜入で底泥から相当量の栄養塩が夏期に溶出していることを推算した。実際に馴嘉  

する栄養塩最を現場で測ることは閃維だが、1977→1978年にかけ、1）  その潜在的な苛を知る  

ため現地底泥の表層2cmを採取し、表層水で振とうし、抽出されるC、N、P立と、底泥の純度、  

酸化還元電位の探さ方向の変化を調べた、2） 底引き網漁業による栄養塩の回帰琵変化を高浜  

入の3札・．与て調べた。このうち 1） ではi111L勘こより抽出罷にかなりの差があー）、季節的変動  

も大きいが、夏期にはNト14Nの底泥からの溶出が跡著で、その幅としては76～658〃g．N／g乾二泥  

であった。また 2）の綱引きの実験は漁業開始前の4月末と最盛期の6月末にそれぞれ行った  

が、溶出の鋲著なのはNトⅠ4Nで、引網の後では10倍に達し、NO3－Nでも2－3倍に達する。一方  

オルトリン恨は引網前後で大きな変化はなかった。  

4．霞ヶ浦高浜入の生態系と富来彗化現象 ■  
（1）一次生産   

高浜入を中心、とする一次生産の季節的変動と、夏期における日変動についての研究は、1）現  

場法での一次生産の周年変化、2）夏期の一次生産の日変動特性、3）湖心を含めた全域の一次  

生産の周年変動である。第3匡】は、高浜人中央部右岸側の測点2′における純生産、総生産および  

呼吸量の朋り射ヒを例示している。この様態は札勘こより、例えば総生産、叶l汲の月最大と月叢  

少の比はSt．2ではそれぞれ6．5、9．7であるのに対し、湾奥の測点では22悟、30倍になる。測定し  

た範囲では、純生産の年平均は0．32～0．70grO2／m2・日であったが、この値の普遍適用′附こつい  
ては今少し検討が必要である。   

なお、光の消散係数についての実測結果から、夏期はDe＝0．5mが有光屑深さで、これがほほ  

補償深度に対応している。  

（2）クロロフィルα、植物プランクトン   

さきに1976年7｝11月にわたり、高浜入と湖心寄りの5測蘭こつきクロロフィルαの変化率を  

数日刻みの間隔で調べ、夏期に鋭いピークが現れることを認めたが、その後、けい光光度計によ  

る連続測定で湖内各所のクロロフィルαを制定した。  
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第3図 高浜入St．2′における純生産義絶生産量および呼l吸量の季節変動   

また、高浜入について、1978年8月航空機による水面のマルチスペクトル画像の解析とグラン  

ドトルースの結果とから、クロロフィル仔の水平分布を求めていて、両者の相関が明らかにされ  

た。国立公害研究所研究報告第6・引二はクロロフィル、SS分布のカラー写某が登載されている。  

－36－   



（3）高浜入の動物プランクトン、底生動物   

析外研究者の協力を得て、高浜入から湖心に到る6定点で毎月動物プランクトンの分布調査を  

行い、また1977年6月、高浜人中央部で格子状に21．在をとって水平分布の調査を行った。輪虫類、  

枝角類、便脚類それぞれの季節的消長が求まった。第2表は、これら動物7■ランクトン各類の1  

m，あたりの乾重量を計算して得た現存竃と水温、タロロ7イル。、SS、NO3－N、TrPなどとの相  

第2表 水温、クロロフィルα景、浮遊懸濁物量、硝醸塩、仝リンと輪虫類、  

枝角類、穐脚箱、仝動物プランクトンの単相関係数  

Chl．け   SS NO3－N T－P Rotifera Cladocera Copepoda TotalZooplankton  

Temp・0・333・0・343・ －0－030 0・401‥ 0・059  0・616…  0・616事暮  0・678■■  

Chl．α  n．793‥ －0．006 〔）．840・・ 0，260   0．507・暮  0．391事事  0．579…  

SS  O．158  0．745… 0．168   0．567…  0．282  0．51Z■書  

NO3－N  O．010  0．090  －0．159   －0．151  －0．112  

TP  O．169   0．582・事  0．375  0．580◆■  

＊＊ p＜0・01  

＊ pく0・05  

関をみたものである。一方、動物プランクトンは全量Zと柄物7【ランクトン全長Pの比Z／Pは、  

アオコの出現前後に著明な変化を示す。   

劇物7nランクトンは全体として高浜入彙奥で個体数が多〈、湖心に向かい減少する傾向があり、  

これはクロロフィルαの変化と同様で、動物プランクトン分布はほぼ植物プランクトンの分布に  

依存している。  

（4）組閣分布   

西浦全体の柵欄数分布調査を1976年7月にスタートし、1978年4月まで全域を対象に、それ以  

後は高浜入を【l】心に湖心と土浦淋軋lさ、】二に絞って行った。調査はほぼ毎月で、好気性従属栄養組閣  

（生関数）と金閣数を求めた。高浜・土浦入相奥では生偶数が特に大きい。夏期の、ミクロキス  

ティスのブルーム時には生閥数、全菌数とレ低下し、分解の始まる放から冬の初にかけ回復する  

この藻珊増殖暗に生筒の少か、ことは、叶1の上昇などもあるが、藻顆が坑儒性物質を排出してい  

る可能性もあり、他の藻類の増殖を妨げる物質の存在（水圏でのアレロパシー）の可能性と並ん  

でその確認が必要と感じられる。なお蔵敷は湖心から下洗で少なくなっているが、ここでは薄頬  

によって生産される有機物が生滞の唯一の基質と見ている。  

（5）魚柳生態   

高浜入の魚笑穴個体群の生態を考察するため、張網にかかる漁碓物をすべて買上げて分瓢固定し、  

種別に1剛本数、垂足を調べる方法で1977年以降19回の採取開基を行った。その結果、漁獲高が最  

も多いのはテナガエビで27．83％、次にコイ22．66％、キンブナi4．64％、ジュズカケハゼ6・20％、ウ  

キブリ5．23％、モツゴ4．86％、オタマジャクシ4，80％となっており、コイ、フナ箱の合計が41・7  

％、5純租のハゼの合計が13．5％で、これらとテナカ■ェビを合わせると全体の83％を占める。こ  

れは高浜入の今の水質相と一法‖系が深い。   

魚郁別に漁捜貴の季節変劇を調べ考察した結果、ワカサギの漁獲は確かに少なく、産卵期の1、  

－37－   



2月にも採集できなかった。この水域にはワカサギにとっての餌生物が決して少な〈はない。  

（6）富栄養化現象の特徴  

1977．9－1978．10の聞に、高浜入および湖心部の栄養塩形態別濃度の季節変化を調べ、各測  

点における全無機態窒素の内容構成、仝リンとオルトリンとの構成比、渡度を測点別に調べた結  

果、7月－8月にかけ仝測点でNO㌻－・Nが完全に消費し尽くされていることが示されており、オ  

ルトリン酸はかなりの濃度で存在しているので、硝酸態窒素が制限因子であることを示唆してい  

る。このことは次節（1）の麓頬増殖のシミュレーションとも関係している。  

5．環境動態解析とミクロキスティスの増殖  

（1）高浜入の藻類増殖シミュレーション   

前年度は、藻類の呼吸、死滅、捕食等を含む増殖速度式を立て、これに影響する栄養塩の膿度  

影響をMondト型の式で練入れ、高浜入の部分を数ブロックに区画割して、各ブロックでの完全混  

合等の仮定をおき、藻類、栄養塩濃度の変化をリニヤーな微分方程式によって逐次計算した。今  

年度は、シミュレーションの基本式形そのものは前年度と大きな遠いはないが、日射の影響や一次  

生産の行われる部分を生産層に限定し、スペース効果として一次生産速度わクロロフィルαの増  

加とともに対数的に減衰するとし、栄養塩の回帰のある場合とない場合とを含めて、第4団のブ  

ロック割によって年間のクロロフィル屋、溶存態窒素およぴリン異変動のシミュレーション計貨  

を行った。その結果は第5図に示す通りで、実測値に照らし、底泥からの栄養塩溶出が温度に依  

存する1の場合、実際をよ〈模擬しうることが分かった。また成果の一つは、底泥からの栄養塩供  

給の有無がかなり揖偏することを明らかにした点である。  

（2）藻類増殖のミクロモデル   

藻類増殖の過程で細胞外のリンが細胞中に蓄積され、外部のリンが欠乏した後も蓄槽分を増殖  

に使えることを考慮し、第6図のスケッチに示すように、光合成によるCO2グ）とりこみ、リンの摂取蓄  

積、窒素その他の才買取と代乱炭水化物、ATPの合成、呼吸などの各径路を表硯した一群の連立  

方程式を定式化し、各過程で栄養塩の飽和効果に関するMonod型の項などを入れて、■ノン制限粂  

第4図 調査測点およぴシミュレーションのための区画剖  
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第5図1976年夏期のシミュレーション  

第6図 動力学モデルの概念図  

件、窒素制限条件下での種類増殖率変化の計算を行った。  

（3）ミクロキスティスの栄養塩摂取、増殖実験   

ミクロキスティスの単藻培養により、その栄養塩類に対する種々の応答を定量化し、水の華形  

成機構やその予測のため動力学モデルを考察中であるが、供試ミクロキスティスは、EPA保存の  

M．。e，uginosaで、培地は第3表に示した通り、EDTAを除いてはGorham培地の％を基準にし  

た。細胞内のりン含有率は1～2日で2．1％増加し、その後次第に減少していく。培養初期には  

りン吸収速度が増殖速度を上回る。その増殖過程は外部基質濃度に依存するのでなく、むしろ細  

胞内の基質濃度に大きく依存することを示した。リン欠乏にした細胞のリン吸収速度は著しく大  

きい。一方、窒素吸収速度はリンに比較して非常に遅く、細胞の履歴による差が少ない。全体と  
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第3表 改良Gorham％培地の1吾地組成  

NaNO3＋Na上ICO3  

K2rIP（〕4＋K上ICO3  

MgSOJ・7H20  

CaC12・2トⅠ20  

Na2SjO3・9ri20  

NaCO3  

Fe citrate  

Citrjc  

Na2EDTA・2ト120  
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 して窒素の不足はリン不足に比較して発生しやすいと見られる。  

1977年9月、10月に霞ヶ浦の水の牽からKM－1、KM－2、KM－3の3種類の、群体を形  

成するミクロキスティス株を分離した。KM1、2は〟．αeγ叩よmoβα、KM3は〟・〝0ざ－a叩∂e  

と同定、そのうちのKM－1を用いて増殖特性を調べる一方、連続培養の貴通条件を検討した。  

試行の結果、照度としては1，0001Ⅹ、温度は25～300c、特に300cが毅適、リンはK2HPO4で1mg  

／ど以上が効果的、またクエン酸鉄が必要でかるがクエン酸は必要でなく、El〕T4が1mg／ど以  

上存在することが好ましいことが判明した。  

6．音楽糞化評価指標  

（1）Dl、AGPによる富栄養化の評価   

生物種の多様性に関して用いられるDI（多様性指数）は情報エントロピー量であるが、二の値  

は水域が貧栄養で出現藻類種が少ない場合に低く、条件が変わり多櫨類が出現した状態で高くな  

り、優占櫨が他校を抑えて異常増殖する、いわゆるブルーム時には再び低い値になる性格を有す  

る。霞ヶ浦の過去7年間の植物プランクトン櫨と量の変遷にもとづき、DIの変化を計算する－・方、  

各地の湖におけるDI値と霞ヶ浦のそれを対比した。   

藻類培養試験によるAGPは富栄養化の有力指標であるが、従来の単藻培養によるAGPよりも、  

湖水や池水を植種した、多榛の蓬莱頁が混在する状態での培養によ．）求めるAPG値（AGP、1）を用い  

る方が、従来のAGPに比しより広い意味での藻頬増殖能力を表し、COD指標ともほぼ比例的な関  

係があること、またD上値とも密接な相関があることを明らかにした。第7図は湖水、廃水、同処  

理水C）AGPと、ここに提案したAGP、tとの関連を図示した。  

（2）クロロイルα、CODなど  

富栄養化の指標としてのクロロフィル¢の測定については4節で述べた。このほか植物78ランク  

ン量や純生産量など、富栄養化に関係深い指標は、西浦において年間を通じ多くの観iHIJデータが  

あり、COD、SSなど関係行政機関により測定、管理されている管理指標との相関が検討されつ  

つある。   

富栄養化評価指標の相関々係をいろんな陸水について見るため、1977、1978両年の6～7月に  

かけ洞爺湖、惧多楽欄、支第湖、半月湖、大乱十和田湖、馬沼、中禅寺湖、湯の湖、本栖湖、  
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第7回 湖沼水、廃水、処理水のAGPとAGPMの関係  

第8図 居住地の周辺で水が汚れている場所  
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中沼、菅生昭、渦沼など、東日本の菖栄養、中栄養、貧栄養湖沼群を現地調査して、富栄養化関  

係指標につき測定分析を行っている。それらのデータの㌍理結果については、1979年度調査予定  

のものとあわせ、後日発意する予定である。  

7．霞ヶ浦の湖岸環境評価  

（1）西浦周辺住民の環境意識  

1977年5月に行った、西浦周辺住民の水を中心とした意識調査で、A票によるものは国立公害  

研究所特別研究成果報告第1号で報告した。B票についての集計解析は、ねらいとして具体的に  

水の汚れや景観のすぐれた点、遊泳可能な場所、悪臭のある場所などを指摘するものであり、成  

果の例として第8図に、回答者住民の居住地周辺で水の汚れている指摘のあった場所を示す。一  

方景観のすぐれた腺克とじては馬耕、歩崎などがあげられている。  

（2）湖岸環境の臨場意識調査   

統一的な地域環境評価を行って、紡果を定量的に表示するため臨場調査が必要なので、湖岸住  

民と大学生42名のグループを西浦の20地点に案内し、水の汚れやアオコ、水草、水色、浮遊ゴミ  

等についての各個人の認識内容を現場で回答Lて苫う形をとった。2回の調査の結果、たとえば  

水の濁りについて新たに第8匡ははやや異なる結果が得られた。臨場調査によってこの差が現れ  

たことになる。  

第4表 各調査地点に対する各評価項目のポイント  

8．も 盟  
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これらは一連の、人間をセンサーとした環境質の測定であるが、定量化するため、評価項目と  

して水遊び、ポート・ヨット、釣り、散歩、景色、住む場所としての適、不適をそれぞれ評価点  

＋3、＋1、一1、 －3を与えて全体集計したものが第4表である。評価点のよい代表例として  

出島村歩崎、悪い方の代表例として玉里村下高崎という結果になっている。   

なお本調査結果の解析では、回答者が住民であると学生であるとの違い、性別、年令など属性  

による違いも考察しているが、その詳細は略する。この成果を受けて、その後第3回の臨場調査  

を実施した。  
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る意識調査．国立公害研究所研究発表会，筑波．（53．4）  

（3）原料幸彦：暮らしから見た霞ヶ浦の環境汚染．茨城県環境週間記念誌演全，土浦．（53▲ 6）  

（4）酎斗幸彦：水環境に対する住民意識に関する研究一偏ヶ浦周辺住民意識調査．日本地域学  

会第15回国内大会，仙台．（53．11）  

（5）原料幸彦・中柳l参身：霞ヶ浦の環境問題について．霞ヶ浦問題研究会講演会，大洗．（54．3）  

（6）須藤隆一・岡田光正・針生 晋：霞ヶ浦および揚ノ湖におけるACP．日本陸水学会第43回  

大会．奈良．（53．7）  

（7）須藤隆一・岡田光正・寺薗克博：人工湖沼を用いた富栄養化の研究（第2報）．昭和53年度日  

本醸酵工学全大会，大阪．（53．11）  

は）臼井憤吾・岡田光正・須藤隆一：情報エントロピーによる水質評価に関する研究．第15回下  

水道研究発表会，東京．（53．5）  

（9）田井傾吾・須藤隆一・杉浦則夫：藻類のCODと多様性指数．日本陸水学会窮43回大全，奈  

良．（53．7■）  

（10）矢木修身・岡田光正・須藤隆一：肌cγOCγgfよぶの分離および培養について．日本陸水学会第  

43回大会，奈良．（53．7）  

（ll）矢木修身・須藤隆一：〟よcroc〟8～よβによる水の華の発生および消滅に関する研究（第2報）  

一霞ヶ浦に発生する肋cro叩β亡gざの培養について，昭和53年度日本醸酵工学全大会，  

大阪．（53．11）  

（】2）矢木修身・岡田光正・細見正明・須藤隆一二水の華および赤潮生物の培養について．国立公  

害研究所研究発表会，筑波．（53．4）  

（Ⅰ3）岡田光正：水の華の発生と消滅について．第25回日本生態学会大全（マイクロエコロジー勉  

強会），福岡．（53．4）  

（14）岡田光正・矢木修身・須藤隆一：〟ほγ0用8亡gβの増殖促進物質について．日本陸水学会第43  

回大全，奈良．（53．7）  

（15）岡田光正・須藤隆一・合葉修一：肋cro用βigβによる水の華の発生および消滅に関する研究  

（第3報）一一∴〟永廿飢Ⅷ別行のりン吸収と増殖．昭和53年度日本醗酵工学会大全，大阪．  
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（53．11）  

（16）岡田光正・好i藤隆一・合菓修一：肌crocッざ上よβによる水の華の発生および消滅に関する研究  

（第4報）一肌cro叩β～fざの窒素吸収と増頼．昭和53年度日本醗酵工学全大会，大阪．  

（53．11）  

（】7）岡田光正・矢本帽身・狛藤隆一・合葉順一：〟gcγOC〃占£よ占の連続培養．昭和53年度目木棺酵  

工学全大全，大阪．（53，11）  

（】8）細見正明・津野 洋■村岡浩爾：糊の富栄養化に及ばす沿岸地下水の挙動について欄1報）．  

土木学会第33回年次学術講演会，仙台．（53．9）  

（19）村岡括爾・柏崎守弘・福島武彦・河合崇欣・大槻 晃・手塚和彦：底引き網漁法による底泥  

のまき上げ量の推定．日本陸水学会第43回大会，奈良（53．7）  

伽）吉田富男・柏崎守弘・浅見輝男・相島直樹：霞ヶ浦における生物的窒素固定と脱窒．日本陸  

水学会第43匝】大全，奈良．（53．7）  

（21）安野正之・菅谷芳雄・岩熊敏夫：竃ヶ浦の底生動物の分布と季節変動．日本生態学会，第26  

回大会，横浜．（54．3）  

（2Z）安野正之・岩熊敏夫・菅谷芳雄：電ヶ浦の底生動物の分布と季節変動．日本生態学会，葦26  

恒卜大会，横浜．（54．3）  

提3）森下正彦・安野正之：霞ヶ浦における動物および植物70ランクトンの相互関係について．日  

本生態学会、第26回大会，横浜．（54．3）  

（Z4）森下正彦・安野正之：霞ヶ浦における動物プランクトンの季節的消長と環境要因の変動との  

関係について．陸水学会，第43回大会，奈良．（53．7）  

（25）土屋 厳・白井邦彦：露ヶ浦の湖面蒸発量の算定について（1）．日本気象学会、仙台、（53．11）  

（Z6）宮崎忠国・安岡菩文・清水 括：グランドトルースデータとしての分光反射スペクトルの定  

量的処理．第4回リモしトセンシングシンポジウム，東京．（53．11）  

（Z7）安岡着丈・宮崎忠国：遠隔計iRりによる湖水城の定量的水質計測－その2－クロロフィルαの  

定量．第4固リモートセンシングシンポジウム、東京．（53．11）  

（28）安岡尊文：遠隔計測による湖水域の定量的水質解析．環境科挙措別研究合同研究報告会，野  

札（54．2）  

（Z9）安岡善文二遠隔計測による湖水域の濁りの測定．理研シンポジウム（海の濁りに関するシン  

ポジウム）、東京，（54．3）  

（30）宇都宮陽二期：霞ヶ浦の胡座地形とその堆積速度について，日本地理学会．東京．（54．4）  

（31）菅谷芳雄・安野正之：数椰の採泥器の比較，検討．日本陸水学会，第43匝卜大全，奈良．   

（53．7）  

（印 刷）  

（1）合田 鰹（1979）：第15全土水草会衛生コニ学研究討論会講演論文兼、172－179．  

（2）合田 髄・出井憎吾（1978）：エントロビ【による水質環矧動乱水質汚瀾研免1（1），12－21．  

（3）中杉修身・北畠能房・原料幸彦・内藤正明（1979）：笛栄養化l坊」1二に関する総合解析フレー  

ムワーク．国立公害研究所研究報告，第6号，303－3川  

（4）中杉修身・青木暢二・原沢英夫・原村幸彦・丹羽㍍士雄（1979）：湖樺環矧こ関する臨場眉  

識調査（その2）一節2回調査結果の解析．圧1立公宅研廃所研究報軋第6号，327－  

334．  
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（5）原料幸彦・青木陽二・中杉修身■丹羽富士雄（1979）：湖岸環境に関する臨場意識調査（そ  

の1）一第1回調査結果の解析．国立公害研究所研究報告，第6号，317－326．  

（6）原料幸彦・青木陽二・森圧‖亘幸・丹羽富士雄（1979）：湖環境に対する住民意識に関する研  

究一一偏ヶ浦周辺住民意識調査－－－一 地域学研究，9，155－173．  

（7）青木陽二・原料幸彦（1979ト：霞ヶ浦周辺住民の水を中心とした環境に対する意識調査一  

地図調査の結果．国立公害研究所研究報告，第6号，311－316・  

（8）安部書也・横内陽子・大槻 晃（1979）：大気降‾F物中の栄養塩畠について．国立公害研究  

所研究報告，第6号，79－84．  
t9）大槻 晃・柏崎守弘一河合岩牧く1979）二栄養塩矧農産の季節変動から見た霞ヶ浦の富栄養  

化現象の特徴．国立公害研究所研究報告，第6号，95－104．  

（10）Otsuki，A，（1978：A reactivation soll】tion for a copperized cadmination of ni－  

tratein naturalwaters．Anal．Chim．Acta，99．375－377．  

（川 ≠兵藤隆一（1978）：AGP．下水道協会誌，15（167），104．  

（12）須藤隆一（1978）：AGPによる富栄養化の評価．環境81日宣，∂（9），55－66・  

（13）臼井憤吾・岡田光正・き頁藤隆一（1979）：情報エントロピーとAGPによる富栄養化の評価・  

国立公害研究所研究報告，第6号、203－212  

（14）森 忠洋・唄藤J逢一■岡m光正（1998）：下水3次処理水の藻頒培養試験．日本水処理生物  

誌，14（2），22－29．  

（15）Sudo，R．∴札Ohtake，S．Aiba and T．Mori．（1978）：Sorne ecologicalobservation on  

the decomposition of periphytic algae and aquatic plants．Water Res・，12、  

179－184．  

（16）田井傾吾・ラi■i藤隆一・同国光正・針生 背（1978）：1富栄養化の評価ならびに制御指標の検  

討一COl）仙について．水処理技術，柑（5），429－443  

（17）田井慄吾・内藤敦子・合田 健（1979）：第ユ5匡亘仕木学会衛生工学研究討論会講演論文集，  

69－74．  

㈹ 矢木修身・岡田光正・須藤隆一（1979）：水の華および赤潮生物の培養について．国立公害  

研究所研究報告、第6号．223－230．  

（19）岡田光正・須篠隆一・（1979）：〟ほrO用ざ仁王gの栄養塩l吸収と増額特性について．匡】立公害研  

究所研究報告，第6号，293－302．  

馴 岡m光正・須藤隆一（1978）こAGPをめぐる諸問題」用水を髄水，20（7），765－779、  

（21）岡円光正（1978）：The effects of sediment olllake eutrophicatioFl＝The Application  

of algalassay procedure．有害底質の処理処分に関する日米専門家会議（The4th  

US／JAPAN Exparts Mccting on Management of BoLtom Sediments Containing  
Toxic Substances）．  

（22）細見正明・津野 洋・村岡浩爾・合田 健（1979）：美浦村モデル鱒故における地下水の分  

質分布特性と地下水流に関する調査研僕∴匡1立公害研究所研究報告．第6号，65－78．  

（23）細見正明・術藤灘一（1979）：藻類の増殖に及ぼす底泥の路矧二関する研究一底泥のAG  

P．周立公告研究所研究報告∴ 許6号，115－122．  

（24）村岡浩爾・福島武彦（1979）：掛一湖の吹送流に関する実験的研究．国立公割汗究所研究報  

告，節6号，231244．  

（25）村岡甘爾・津野 洋・柏崎守弘・大坪回川ri・福塙武彦（1979）：感潮河川の水理・水質特性  
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一滴沼川について．国立公害研究所研究報告，第6号，245－256．  

伽）村岡浩爾・大坪国順（1979）：山王川の水文流出に関するシミュレーション．国立公害研究  

所研究報告，第6号．257－272．  

㈲ 村岡浩爾・福島武彦（1979）：霞ヶ浦の潮流特性．国立公害研究所研究報告，第6号，33－  

44．  

伽）津野 洋・村岡浩爾・細見正明（1979）：山王川流出汚濁負荷量に関する研究．国立公害研  

究所研究報告，第6号，45－54．  

伽）津野 洋・柏崎守弘・大槻 晃・村岡浩爾・楢戸良雄（1979）：高浜入水域への栄養塩の河  

川からの流入量について．国立公害研究所研究報告，第6号，55－64．  

（30）津野 洋・細見正明（1979）：けい光分光光度計によるクロロフィルαの連続測定とその分  

布特性に関する一考察．国立公害研究所研究報告，第6号，213－222  

（31）津野 洋・柏崎守弘・合堰 健（1979）：霞ヶ浦高浜入における藻類増殖のシミュレーショ  

ンに関する研究．国立公害研究所研究報告，第6号，273－280．  

（3Z）津野 洋・合田 健（1979）：藻顆の増殖過程における栄養塩の摺取ならびに代謝に関する  

動力学モデル．国立公害研究所研究報告，第6号，281「292．  

（33）Tsuno，HリT，Goda．and Somiya Y．（1978）：Water Res．，72，513－522．  

（34）相崎守弘・大槻 晃・河合崇欣・福島武彦・細見正明・村岡浩爾（1979）：底泥からの栄養  

塩類の回帰．国立公害研究所研究報告，第6号，105－114  

日5）相崎守弘・近田俊文（1979）：霞ヶ浦における細菌分布．国立公害研究所研究報告，第6号，  

123【132．  

㈱ 吉田富男・相崎守弘・浅見輝男・相島直樹：霞ヶ浦における生物的窒素固定と脱窒．日本陸  

水学会誌．（投稿中）．  

師 柏崎守弘・福島武彦・大槻 晃・手塚和彦（1979）：ブルーム時の水草常における溶有酸素  

量の日変動．国立公害研究所研究報告，第6号，133－138．  

（認）安野正之・菅谷芳雄・岩熊敏夫（1979）：霞ヶ浦高浜入の底生動物，特にオオユスリカとア  

カムシュスリカの分布と季節変動．回立公害研究所研究報告，第6号．171－184．．  

（39）春日清一・石居 進・山根爽一・松下替之・高野確・新井忠子・大貫芳哉・小川年以（1979）  

：霞ヶ浦における魚類個体群の生態学的研究1．張細採射こよる高浜人魚顆相の同年  

変動．国立公害研究所研究報告．第6号，185－202．  

師）春日清一・石居 進・山根爽一・高野 議・松下替之・新井恵子・大賞芳哉（1978）：電ヶ  
浦高浜入における魚類の季節的変動．国立公割汗究所研究発表会予稿乳SS／OT－  

1－78，95－104．  

㈱ 森下正彦・安野正之（1979）：霞ヶ浦高浜入における－動物7dランクトンの季節消長と水コ†三分  

布．国立公害研究所研究報告，第6号，155－170．  

（42）岩熊敏夫・柏崎守弘（1979）：霞ヶ浦高浜入における一次生産の季節変動と夏期における円  

変動．国立公害研究所研究報告，窮6号，139－154．  

（43）土屋 厳・白井邦彦（1979）：霞ヶ浦の湖面蒸発の算定について．国立公害研究所研究報告、  

第6号．23－32．  

佃 安岡善文・宮崎思国り979）ニ遠隔計測による霞ヶ浦の定量的水質計測（クロロフィルαの  

走量）．国立公害研究所研究報告，第6号，85－94．  

（45）安岡善文（1979）：霞ヶ浦における水質汚染．「宇宙からの目」，朝倉昏軋192．  
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（相 安岡善文・宮崎忠国（1979）：リモートセンシングによる水質環境調査．日本匡仕海洋総合  

学術診断委員会技術報告乳（財）日本造船振興財軋  

（47）Yasuoka，Y．，Y．IikuraandT．Miyazaki，（1978）：Quantitative description and analysjs  

of remotely sensed water quality distribution・ProcL Of12thInternational  

Symposium on Remote Sensing of Environment，1309－1318■  

（48）字郡宮陽二朗（1979）：霞ヶ浦の湖底地形とその唯横速度について．匡は公割汗究所研究報  

告，第6号，7－22  
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一 2．l．5 有機廃棄物、合成有機化合物、重金属等の土！嚢生態系に及ばす影響と  

浄化に関する研究  

（研究担当部〕水質土壌環境部：土壌環境研究室・陸水環境研究室・水質環境計画研究室  

生物環境部：陸生生物生態研究室  

（研究の期間〕昭和53年4月一56年3月  

〔研究の日的〕本研究は増加の一途をたどりつつある生活、産業廃棄物の処理対策として、また  

資i原の有効利用という面からも活発化しつつある農用地土壌への廃棄物の還元を有機廃棄物を対  

象としてとりあげ、含有される合成有機化合物や重金属等有害物賛ならびに農用地に負荷される  

合成有機化合物も含めて有機廃棄物の土鳩への還元が土鳩・底質一植物生態系や土鳩・底質環境  

の物理・化学的性質および地下水等土壌・底質環頓にかかわる陸水の水質に与える影響などを総  
合的に解明するとともにその浄化に関する基礎的資料を得ることを目的とする。  

〔研究の経過および成果の概要〕以下のとおり。  

研究課題 り 土壌・底竿環境における合成有機イヒ合物の分解と単軌こ閲すち研究  

〔担当者）藤ノ＝卦博・向井 哲・久保井 徹・村岡浩爾・福島武彦・大坪馴l貞・高井康雄（客員  

研究員）・欠崎仁也（客員研究員）  

〔目 的〕土一案・底乍守環矧二負荷される合成有機化合物（農薬、高分子凝集剤、土鳩安定剤、界  

面活椎則など）の土橋・底質環境における挙動、柵物の生育に与える影響を解明する。  

〔経過および成果の概要〕土鳩安定剤や汚泥の凝集剤として使用され－るポリアクリルアミドにつ  

いてその桝物生育及び土鳩酵素に与える巌響と土鳩中での分解に関する実験と合成有機化合物を  

含む底質の流水環境下の挙動を水理学的・物理学的に究明するための実験を行い、次の結果を得  

た。   

rl）各種高等榊物の発芽、初期生育ならびに収卦二与える影響について検討Lた。   

土壌を使用しない実験において純子の発芽には、供試した14軒の凝集剤はいずれも発芽1二彫響  

を与えなかった。また火山灰土鳩を用いた発井試験においていg／kg土鳩まで発芽に影響を与え  

ないことが明らかになった．（第2衷）。   

幼柄物の生長に対してカナオン系凝薬剤が根の伸長を著しく阻害することが明らかになった。  

（第上表）。   

火山灰二L鳩を用いた試験において捕物の生育・収量は、0－1g／kg土鳩の範囲ではほとんど影  

葦掌を一受けないことがみいだされた。  
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第2蓑 ポリアクリルアミド（C2）の各  

裡植物に対する効果  
第1衷 ポリアクリルアミド系凝集剤のコカプ根の伸長に対  

する影響  

イオン性 PA∫の榛頬 分子量×Hr6 伸長牢（％）  植物性   栽培日数 刺定項目  

コカ70  63  

コマツナ  32  

ハクサイ  21  

タイズ  21  

エンドウ  21  

インゲン  21  

オオムギ  21  

イネ  30  

トウモロコシ  25  
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＊、ポリアクリルアミド  F．W．：新鮮物重  D．W．：乾物重  

ポリアクりルアミド：0－1000ppm（土壌あ  

たり）  

土：効果なし、－－；減収（1％水準で有意）、  

－；減収（5％水準で有意）  

（2）ポリアクリルアミド水溶液に少是の土壌を加え振とう培養する畑地土壌のモデル系実験に  

より、カナオン系ポリアクリルアミドが土鳩微生物の働きによって分解し、無機態窒素が生成さ  

れることを認めた（第1図）。  
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第1図 アクリルアミドの分解と無機態窒素の消長（土塊懸濁液試験）  
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（3）4種の土Iのウレアーゼ活性に対してカナオン系ポリアクリルアミドが2～15％活性を阻  

害すること、酵素活性の高い土用が低い土f衰より影響を受けにくい傾向にあることを認めた（第  

3表）。  

第3表 土鳩のウレアーゼ塙性に与えるポリアクリルアミドの影響  

ポリアクリル  

アミト   火山灰土堵   花こう  安山旨   

〃月／g：t二鳩  ロ   田  岩土土兵  土鳩   

0  2．07  1．04  4．52  1．99  
（100）  （100）  （100）  （100）   

500  2．02  0．89  4．21  1．66  

（98）  （86）  （93）  （83）   

1000  】．94  0．88  4．】6  ユ．ア0  
（94）  （86）  （92）  （85）  

土土卑採取地：火山灰土鳩Ⅰ、長町県御代田町（林地）  

′′  け、茨城県豊里町（豚ぶん施用）  
花こう岩土鳩、広島県福山市（牛ふん地利  
安山岩土用、香川県善通寺市（放牧地）  

（）′比活性  

（4）底質に含まれる合成有機化合物の流水一戸への溶出、および底質そのものの巻き上げによる  

流水への混合特性を考察するため、風洞付エンドレス循環水路を作成した（写真1）。種々の水理  

条件下で流れ特性を検討し、困難とされていた溶出速度の′トさい物質、または微量の溶出量に対  

する長時間の通水実験に対し，この水路が有効であることが確かめられた。  

写真1 エンドレス循環水路  
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研究課題 2） 土塊・底質環境に及ぼす有機廃棄物の影軌こ関する研究  

〔捜当寺）藤井国博・向井 哲・久保井 徹・村岡浩爾・細見正明・福島武彦・大坪国順・  

高井康雄（客月研究員）・大羽 裕（客眉研究員1  

（目 的〕下水汚泥など有機廃棄物施用土矧こおける土壌の物理・化学性、土上表生態系の変動、  

地下水の水質に与える影響、植物生育に与える影響を解明することによって、有機廃棄物が施用  

された土壌の特質を明らかにする。また、底質に負荷された下水汚泥が底質生態系や水質に与え  

る影響をモデル系によって解明する。  

〔経過および成果の概要〕大型ラインノーター、有底枠、ほ場の整備と予備実験を行うとともに  

小規模実験装置を使い下水汚泥等有機廃棄物の土上長の物理・化学性、土壌生態系および植物生育  

に与える影響ならびに下水汚泥の施用および地表面におけるその残留物の降雨による短期的な土  

鳩浸透機構および地下水流出特性に関する調査・研究を行い次のような結果を得た。  

（1）主として関東以西の各地における有機物施用の実態を調査し、得られた土f鋸式料（第4表）  

についてその物理・化学性の測定を行った。耕作地（畑、果樹園、放牧地）は隣接林地より土確  

pH、最大容水量、塩基置換容量（CEC）、全炭素（TC）、仝窒素（T－N）とも高い傾向があり、  

施肥や耕起による土壌の理化学性の改善がうかがえた。また有機物施用による土用の性質の変化  

は、堆肥化あるいは醗酵させたふん尿、家庭ゴミ、汚泥を施用した場合と生ふん尿施用の場合と  

異なっていた。前者では対照地よりp［Ⅰ、春水量、CEC、T－C、TNとも高くなる傾向にあ  

ったが、後者ではT－C、TNが高いことを除き対照地との差が明確でなかった。放牧草地に  

第4表 有機物施用土士実の理化学性  

N仇  採取地  土 鳩  土地  施   肥  蚊大谷水昂   pli  C．E．C．   全炭素  全葉菜  
利用形態  （g／100g乾土封  け120）  （KCl）  rME／10坂乾土1  （％）  （％）   

口  茨】戒  火山灰  用   対  照   90   6．4  5．4   32．5   6．1  0．42  

畑   隊 ぶ ん  1DO   4．4  4．l   27．8   

2  長 野チ  火山灰  放牧草地  牛 ふ ん  111   7．0  6．1   28．4   6．8  0．49  

林  地  105   5．7  5．0   14．0   4．0  0．28   

3  広 島  ，鉱 質  旭   対   照   41   5．8  4．6   8．3   0．9  0．10  

畑   野積牛ふん   62   6．6  6．0   12．4   1．4  0．15   

4  香 川  鉱 質  水  Ⅲ  対   照   48   5．3  4．8   7．5   1－2  0．13  

水 【月  牛ふん地肥   75   6．3  5．6   19．4   4．9  0．49  

水  田  †く多）   60   6．6  5．3   13．4   3．3  0．23  

水  田  J（少）   59   5．6  4．5   11．6   2．4  0．18   

5  香 川  鉱 質  水 IH  対   照   55   6．1  5．2   9．4   1．8  0．18  

水  田  生半ふん   55   6．0  5．0   9．5   2．3  0．22   

6  香 川  鉱 質  果樹阿  無 施 肥   53   6．3  5．3   12．9   1．6  0．15  

果 樹園  化学肥料   43   4．1  3．5   7．9   0．7  0．07  

果樹固  ナタ ネ粕   47   5．4  4．6   12．1   1．8  0．18  

果樹幌  ヰふん堆肥   53   6．8  5．9   14．邑   2．3  0．1S   

7  香 川  鉱 撃  放牧草地  牛 ふ ん   73   4．8  3．8   23．4   

林  地  62   4．5  4．1   】4．8   3．5  0．21  

8  福 r瑚  鉱 貿  草  地  生牛ふん   77   8．2  7．8   13．4  

林  地  58   4．9  4．0   8．9   

9  伎 崎  鉱 驚  畑   コンポスト  117   5，7  4．9   55．4   6．8  0．73  

果樹園  対   照   7Z   7．2  6．3   25．1   3．2  0．29  

林  地  77   5、4  4．0   22、7   2．7  0．24   

10  長 崎  鉱 質  果樹 園  コンポスト   85   7．1  6．4   30．9   6．7  0－50  

果借手 固  対   照   75   6．4  5．2  、30．0   2．8  0－22  

林  地  86   4．8  3．9   23．0   5．2  0．34   

皿  長 崎  鉱 質  林  地  コンポスト   72   7．8  7．0   20．3   2．9  0．26  

果樹聞  79   4．9  7．0   19．1   3．2  0．25   
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おける家畜ふん尿の影響は対照となる非放牧草地の試料がなく、今後の解明を待つところである。  

（2）砂質および火山灰土士哀への下水汚泥の施用は、土壌の微生物の増殖をもたらし■（弟2）、  

また長期にその状態が続くことが明らかにされた。また汚泥施用土用の微生物相の連続的変動も  

認められた。生理自勺活性を示す微生物群は、基質となる物質の消長とともにその敷か増減するこ  

とも明らかにされた。また、これら微生物数は土鳩条件（pH）に変化を与えるとともに土塊pH  

によりその生育が制約されることも明らかになった。  

（3）土鳩のウレアーゼ活性は、下水汚泥の施用や有機廃棄物の施用により、著しく増加するこ  

とが明らかにきれた。  
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第2図 下水汚泥施用土鳩の微生物相  

［コ2週間堵姜   ■5週間培養  

（4）産業廃水汚泥の植物生育に与える影響せ検討し、施肥窒素の全てを汚泥窒素で施用すると  

小松菜の発芽はやや阻害（10％）され、さらに施用量を増加させるとかなり発芽が阻害（25％）  

されることが判明した。  
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（5）降雨発生装置を有する2m長の土鳩コラムを製作し、吸着性および非吸着性物質を溶解さ  

せた雨水を設定した降雨パターンで浸透させ、微生物反応が無視し得る短期間の浸透・流出機構  

を実験的に明らかにした。すなわち、非吸着性物質の浸透は大間隊浸透を伴わないピストン型流  

出に近いと考えられ、吸着性の高い物質では地表に近い層の吸着が著しく，土鳩の吸着限界との  

関連性で浸透特性を論ずる必要がある。  

研究課題 3） 土壌環境における有機廃棄物随伴重金属等の影響と挙動に関する研究   

〔担当者〕須藤隆一・田井傾吾・岡田光正・高松武次郎・藤井国博・久保井 徹・大野 茂（客  

員研究員）・高橋英一（客員研究月）   

〔目 的〕下水汚泥など有機廃棄物に含有されている重金属等の由来、存在形態、土鳩環境中で  

の形態変化、挙動、植物による吸収、移行、電極、．および地下水への溶出などについて明らかに  

し、有機廃棄物の土鳩還元をめぐる問題点を解明する。  

〔経過および成果の概要〕有機廃棄物のうち下水汚泥は、下水道の普及に伴って発生量が増大し、  

その処分が問題となる。下水汚泥の処分方法として乾燥固形化、コンポスト化などによる農業利  

用が考えられるが、こ⑳場合、随伴する重金属が問題となる。昭和53年度は主として生活排水の  

生物処理汚泥に含まれる重金属に着日し、その濃度範囲と由来について検討を加えた。   

生活排水の生物処理汚泥中の重金属濃度はおおむね、汚泥乾燥固形物当たり（mg／SSkg）Cd；  

0・5－1・5、Pb；50－100、Ni；2－10、Cu；50～100、Mn；200－500、Zn；300～1，000、Fe；  

10，000～20，000、Cr；10～50、Hg；0．1－0．2の範囲にあることが分か・つた。また、この重金属の  

由来について食品、家庭用品、水道水などに含まれる重金属を分析した結果CuとZnは水道水中  

に含まれるものの寄与が高〈、Cdは魚介類、肉類などに比較的多く含まれ、またトイレットペー  

パーは種々の重金属を含んでいることが分かった。  

〔発 表〕  
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研究課題 4） 環境汚染物質の土鳩処理に関する研究  
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〔担当者〕藤井国博・向井 哲・米山忠克・久保井 徹・高松武次郎・著臼富男（客員研究員）  

・矢崎仁也（客員研究月）  

〔目 的）土鳩環境における有機寓乗物の分解機構の解明、分解生成物の植物生育に対する影響  

などを解明し、土壌環境のもつ有機廃棄物の分解力を推定することによって、有機廃棄物の有効  

利用の基礎的データを得ることを目的とする。また、合成有機化合物、重金属等の集積土鳩の処  

理方法の開発も試みる。  

〔経過および成果の概要〕’有機廃棄物施用土鳩の物質代謝を明らかにするために各種成分の測定  

法の確立と土Ⅰ針こよる下水汚泥の分解ならびに下水汚泥の分解に与えるポリアクリルアミドの影  

響について検討し、以下の結果を得た。  

（1）土鳩植物および土鳩溶液中の無機態窒素、l）ん酸、K、Ca、Na、Mgなど無機元素の自動分析  

法を検討し分析法を確立した。また下水汚泥施用土鳩で生成■存在が予想されるN一ニトロソ化  

合物のiRり走法も検討した。  

（2）下水汚泥の土士削二よる分解力の検討を小型ライシノーターを用いて行い、下水汚泥の炭素  

は2．5か月で12－18％分解され、窒素は16－21％が分解されることが明らかにされた。また分解生  

成物としての無機態窒素のうち移動しやすいと考えられる硝酸の土士表層内の移動が確認されたが、  

移動距離としては100日間で30cm程度と推定された（第3図）。  
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第3図 下水汚泥施用土鳩の土土嚢溶液中の硝椴態窒素の消長  

二い＃ 火山灰二上場（糾」誉β町）j蕊腔250c   

（3）下水汚泥の分解に与えるポリアクリルアミドの影ギ引こつし、て検討し、土壌中における下水  

汚泥の窒素の無機化にポリアクリルアミドは形智を与えないことと、ポー」アクリルアミド中の窒  

素も分解されることを明らかにした。  

－54－   



2，l．6 臨海地域の気象特性と大気拡散現象の研究   

〔研究担当部）大気環墳部：大気環境計画研究室・大気物理研究室  

〔研究の期間〕昭和53年一昭和56年  

〔研究の目的〕我国の大都市城、工業地城のほとんどは海岸線に接している。したがって、海に  

画する地域の大気拡散現象を調査すること昼、大気汚染制御の上から挺めて重要である。   

海岸付近では、一般の傾度風の他に、海と陸の温度差によって生ずる、いわゆる海陸風循環が  

あり、ニれが大気汚染に及ばす影響は複雄である。東京湾、大阪湾、瀬戸内海田辺における広域  
の実態調査はこれまでも行われているが、気候学的比重が大きく、大気汚染との関連において、  

定性的あるいは部分的な結果しか示されていないのが現状である。また、現在、緊急の問題にな  

っている光化学スモッグ等、化学反応を伴う大気汚染では、乱流拡散機構の解明が必須である。  

本研究は乱流拡散現象の解明に視点をおいて、海陸風循環に伴う上昇、下降流による移流、各高度、  

特にエクマン層内における安定度、乱流拡散係数の挙動、エクマン層と内部境界層との汚染物質  

の交換など、基礎的な物理事象の解明と従来、気象学、伝熱工学、乱流流体力学、衛生工学等広い分  

野でそれぞれ独立に発展してきた研究を有機的に総合した解析手法を確立する事を目的とする。  

〔研究の経過および成果の概要〕昭和53年4月大望拡散風洞が竣工Lた。この風洞は、風洞内気  

流温度利別、澗走部床パネルの加熱冷却、測定部への流入気流の温度、風速の鉛直分布の制御機  

構などを備えており、これにより臨海地戚の複雑な気流の風洞シミュレーションが可能になった。  

これを機会に本特別研究が発足した。本特別研究は、（1）風洞シミュレーション、（2）数値シミュレ  

ーションおよぴ（3）野外観潮を3本の柱にLそ、個々の成果を朴胤こ結びつけながら、総合的に臨  

海地城の大気汚染の現象の解明と汚染制御に役立てようとするものである。   

本年度は臨海地城でい也形的に最も単純な場合を取り扱った。すなわち、陸地が平坦で、海岸  

線が単調の場合である。この場合でも、海陸の温度差に起因して、海風侵入時、内陸部に混合層  

が発達して、大気汚染としては深刻ないぷし型の汚染を引き起こす。また、二次的な流れとして  

海陸風が形成される。これは循環流であるため、その内部構造は複雑で、Lかもフローパターン  

が1日を通じて、逆転するため大気汚染物質の移流拡散は時間的にも場所的にも変化して複経  

である。  

研究課題1） 環境用風洞による大気汚染のシミュレーションに関する研究  

〔担当者〕鵬郵羊匡・小川 靖・光本茂記・上原 清  

〔日 的〕海風の侵入に伴って海岸線から発達する内部境界層（混合屑）の発達過程をシミュレ  

ートし、その中での気流、安定度の変化とそれらの拡散現象に及ばす膨響を解明する。さらに、  

野外調塞や数値実験（数値シミュレーション）結果との比較から、フィールドと風洞の朴‖以削を  

検討し、風洞による拡散シミュレーション手法を確立する事せ目的とする。また、水槽を用いた  

室内実験によって海陸風循環流をシミュレートし、循環流中の拡散現象、地形の齢響などを調べ  

る。  
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〔経過およひ成果の概要）  

（1）混合層：風洞内に水平加熱平板を設置し、平板上に形成される混合層の発達過程とその中  

での乱流輸送現象の研究を行った。混合屑は不安定成層状態にあり、強風時は強制対流であるが、  

無風に近いときは自然対流が卓越し、弱風時にはそれらの共存流になる。自然対流および共有対  

流城の混合層の発達は床面（地面）からの供給熱量に比例するが、その熱伝達率は次のような無  

次元式で相関できる。  

Nu＝0．038ReOL8prl／3  （強制対流）  

Nu＝0．155Ralノ3  （自然対流）  

Nu＝（（Nuf。r。ed…V．CLi。n）4＋（NunaLu，。】c。nveCti。。 ）4〕1′4  （共存対流）  

ここで、Nu、Re、Pr、Raはヌツセルト数、レイノルズ数、プラントル数、レイリー数と呼ばれる  

無次元数である。本研究ではレーザ【トンプラ一流速計を用い ることにより、自然対流時の風速  

分布の測定が可能になった。風速は混合層全域でほとんど一様で、わずかに壁面のごく近傍にの  

み急激なこう配を有する特異な分布を示す。このような分布から共有対流、強制対流の分布への  

変化の仕方は昨年度提出した乱流モデルにより良く説明できる。  

（2）海陸風循環：   

昨年度、設計、製作した室内実験装置（海陸風実験用水槽）を用いて、海陸風循環シミュレー  

ション実験を開始した。底面の左半分を一定温度に保ち（海而）、右半分を～志田期（6～12分）、  

一定振幅（約2℃）で変化させる（陸地表面）とそれらの境目（海岸線）を中心とLて、海陸風  

循環が生じた。この流れを、テルルの電気分解によって可視化して、一周期にわたって堀野し、  

剛寺に、いくつかの断面での、温度の鉛清二分布を熟電対で測定した。その結果、海陸風およぴそ  

の補慣流の存在が確かめられ、また陸地側の温度上昇時に、陸地全域にわたって小さな対流セル  

が生じて規則的に並び、この対流セルの高さと、塩度の鉛直分布測定から得られた混合層の高さ  

とがほぼ一致することが分かった。  

研究課題 2） 大気中の気流の立体構造に関する研究  

3） マルチトレーサーガス実験による乱流拡散の研究  

〔担当者〕植凹洋匡・小川 靖・光本茂記・竹内延夫・清水 浩・笹野泰弘  

〔日 的〕内陸部地形が平坦で、かつ海岸線が単調な場合について、海陸風発生時の気流の立体  

構造、乱流拡散現象の観測を行い、日中海風の侵入に伴って内陸部に形成される混合層の挙動、  

逆に夜間陸風時に海上に形成される混合屑の挙動を明らかにし、また、その内部での汚染物質の  

強い混合拡散によって生じるし1ぶし型汚染の発生機構を解明する事を目的とする。  

〔経過および成果の概要〕昭和53年9月18日～19日千葉県九十九里浜片貝海岸で、また同11月9  

日～】0日神奈川県相模鴻池城において海陸風の特別観測として実施した。相快湾組紬こおいては  

陸風時、海上での混合屑の発達に注目して、東京大字海洋研究所の研究船淡睾丸での洋上観測も  

併せて行った。   

九十九里浜観測：海岸およひ闇端から2、3．5、7kmの距離にある計4地点において、カイツー  

ン、乱流ゾンデ、パイポール、低層ゾンデを用いて、風向、風速、温湿度、乱流統計畏の錯価二分  

布の測定を、午前5暗から翌日の午後4暗まで35時間にわたって連続的に行った。また、海岸線  
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上で、海風時に内部境界層内（地上1，5m）およぴその上空（高度50m）から、SF6を放出し、扇形  

（半径5．5km）24地．・呈での地上濃度およぴ3．5km下流での鉛直濃度分布を測定した。その結果、日  

中、弱安定成層の海風が内陸部地面で加熱されると、強不安定成層状態の混合層が形成される。  

ごのとき、混合層中の熱7dルームのオーバーシュートによって、混合屑直上に逆転層が形成され  

る。また、上空では海陸風循矧二伴う補償風が現れ、陸から海に凪が吹き込む。   

夜間は、逆に接地逆転層を伴った陸風が吹くが、風速は海風のそれより弱い。本税渕では海陸  

風循環の全体的なパターンのは握には至っていないが、海岸から内陸部7km程度の領域の気流の  

立体構造に限って言えば、従来からの観測結果および本研究の数値シミュレーションの結果と一  

致する。  

トレーサーカースの拡散実験の結果は、日中混合層が発達して、流れ揚がほとんど定常状態にあ  

る場合を除いて、従来のブルーム、パフモデルでは説明することができないも このように気流が  

複雑な立体構造をもち、しかもそれが日変化するような場合の大京拡散を予測するためには、乱  

流拡散に対する局所的な安定度依存性を考癒した乱流モデルによる数値計算が必要であり、本観  

測結果は、次年度以降実地する数値シミュレーションの参照チータとして禿要な意味を持つ。   

相模湾観測：陸上観測点として、茅ヶ崎市の海岸および厚木市寒川牒丁の2点、洋上観測点とし  

て伊豆大島において、カイツーン、低屑、′ンデ、パイポールによる気象観測を行い、さらに、扶  

育九では、茅ヶ崎沖と大島付近を南北に往復しながら、小型カイツ【ン、低層ゾンデによる移動  

観潮を行った。9日午後からは北東の季節風が強まI）、典型的な海陸風循環をとらえることはで  

きなかったが、北風の海上への吹き出しによる海面での混合層の発達を観測することができた。  

尚、剛割こ行われたレーザーレーダーでの測定で、風向が南から北に急に変わった9日牛後3時  

頃、空中のエアロゾル濃度が急低下することが確認された。   

北風の卓越していた10日深夜には、茅ヶ崎海岸からトレーサーガス（SF6）を放出して、池上  

で小型漁師を走らせながら補集し、海側での拡散実験を行った。   

レーザーレーダー観測：前記2匝lの観測の際にレーJトーレーダ」によっ鉛直＿【：方の連続測定が  

行われた。その結果、温湿度の鉛直分布構還や凧糸の鈴掛攫造に対応して、エアロゾルの空間分  

布に明瞭な構造が見い出された。また風向の変化とエアロゾル濃度との間に高い相関が見られた。  

研究課題 4） 臨海地域の気流、汚染濃度の予測モデルの開発  

〔担当者〕柵円洋匡・光本茂記  

柑 的〕時間的にも、空間的にも手綱ほ構造をもつ気象現象や、その中での拡散現象の基本的  

なメカニズムを数値実験により解明することを冒的とし、さらにこれを発展させて臨海地城の柿  

々の地形、気象条件での気流ぶよび拡散を物理的に予測する大気汚簗数値子瀾Ijモデルを開発する  

事を巨川1Jとする。  

〔経過および成果の概要〕大気汚染物質の移流、拡散と海陸風との関係を探るという観点から  

（1）陸地や海而の上空にある粒子（汚染物質）が海陸風によってどのように述ばれるか、（2）陸地が  

フラットでなく、平野の背後に山や丘陵地がある場合、梅陸風がどのような影響を受けるか、と  

いう点こついて数備実験を試みた 数値実験は、2次元プリミティプ方程式系の差分計界によっ  

た。  
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海陸風循環中の汚染物質の移流：海陸風循環が形成されている状態で、朝8時に高度300mお  

よぴ700mのいくつかの点にトレーサーを投入して、その後1周期にわたる各トレーサーの軌跡  

を計算した。放出された粒子は、最初の位置によって異なった軌跡を描くが、いずれの場合にも、  

この1周期の間では、水平方向にせいぜい20kmの範囲を往復し、海陸風循環に伴う汚染物質の移  

動はそれ程広域に及ばないことが分かった。   

海陸風循環に及ぼす陸地斜面の効果：陸地斜面の熟的効果は斜面風を発生させ、海陸風との相  

乗作用によって風を強め、位相の進んでいる斜面風により海陸風を変形する。このような位相の  

ずれのため、陸風が海風に交替する朝方には、海尉寸近ではまだ陸風が残り、山鹿では斜面に泊  

った逆向きの凪が吹〈ため、平野では上空から下降する流れができて、そこに高波度の大気汚染  

をもたらす。一方、陸地斜面の力学的障壁作用は風を弱め、海陸風領地を狭める方向に働く事が分  

かった。  
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屋．（53．4）  

（】7）水村璃郎・萩野文九・近藤 勝・楠田洋匡・福井啓介：鉛直平行平板間の共有対流場における  

る乱流輸送現象．化学工学第43年合一名古屋．（53．4・）  

（18）水科篤郎・萩野文丸・植田洋匡∵ノト森 悟・前田利昭：レーザードップラー流速計の非等温  

系乱流場への適用（Ⅰ）一美験例．化学工学第43年会，名古屋．（53．4）  

（lg）水科篤郎・萩野文九・植田洋匡・小森 憎・前田和昭：レーザートン70ラー流速計の非等温  

系乱流場への通用（ⅠⅠ）－幾何光学的解析．化学工学第43年全，名古屋．（53．4）  

伽）相鋸羊匡：乱流拡散係数の測定．日本機械学会第55期総会，横浜．（53．4）  

提1）水村篤郎・植田洋匡・小森 情・前田和昭：安定層成中の乱流構造．第15回日本伝熱シンポ  

シンポジウム，札幌．（53．5）  

（印 刷）  

（1）楠虻洋匡（1978）：拡散風軌化学工学，42，226．  

（1）Ueda，H．，S．Mitsumoto，S．Komoriand T．Mizushina（1979）：Theinfluence of buo－   

yancy on turbulent transportin thelower atomosphere．Quart．」．Roy．Meteo；．soc．   

（in press）．  

（3）Asai，T．and S．Mitsumoto（1978）：Effects of aninclinedland surface on theland  

and sea breeze circulation－A numericalexperiment．）．Meteor．Soc．Jpn．，57，  

559－570．  

（4）Ueda，H．，T．Mizushina，F．Ogino and S．Kornori（1978）：Buoyancy effect on eddy  

diffusivitjesin thermally stratified flowin an open channel．Heat Transfer1978，  

MC－16，9ト96．  

（5）Nakajjma，M．，K．Fukui，十1．Ueda and T．Mizushina（1978）：Dcveloping combined free  

and forcedlaminar convection between verticalparallelplates withconstantwall  

temperature．）．Chem．Eng．Jpn．，17，19－24．  

（6）Nakajima，M．，K．Fukui，H．Ueda and T．Mizushina（1979）：Turbulent mixed convec－  

tion between verticalparallelplates．」．Chem．Eng．Jpn．，12，650－654．  

（7）Mizushina，T・，F・Ogino，S・Komoriand H・Ueda（1979）＝Application 

1er velocimetry to turbulence measurementin non－isothermalflow，Proc．Roy．Soc．  

LondDn，A．（in press）  

（8）Ueda，H．，S．Mitsumoto，S．Komoriand T．Mizu5hina（1979）：Theinfluence of buo－  

yancy on turbulent transport jn thelower atmosphere．Quart．JL Roy・Meteor・Soc・，   

（in press）．  

ー59－   



2．2 経 常 研 究  

2．2．1環 境 情 報 部  

研究の概要   

環境憫報部は、環境公害に関する広範閏な情報の収集・評価・保持・改善∵提供を行うデータセン  

ターとして、また、所内および庁内の計算サービスを行う計算センターとしての役割をはたすとと  

もに、その業務を効果的に遂行し、かつ、情報処理技術を向上するための調査研究を行っている。   

重点業預として進めている数値情報・非数値情報（文献情報・社会情報・画像情報など）の環  

境データベースの整備には、計測方法、記録方式、データ処理方法の標準化のための研究、デー  

タベースの設計方針確立のための研究、その利用の効率化をはかるための研究が先行しなければ  

ならない。また、文献情報については、環境問題に関する文献の検索システムの開発が緊急であ  

る。さらに、リモートセンシング（ランドサット情報を含む）によって得られる画像情報の処理  

方法並びにその利用方法についての研究の推進もはかっている。   

このために、数値情報としての形態の整備を目標とした磁気テープ仕様の標準化を研究し、ま  

たデータ処理の標準化とともに異′削直の自動検出を大気データについて開発し、さらに水質デー  

タについて全国公共用水城水質測定結果のファイル化の方式を開発した。これらデータベドス利  

用方法については、地域傾向面分析法を用いた解析等を実施した。   

非数値情報としては、数値化の可能な多次元情報、たとえばランドサットデータ等は画條情報  

処理装置の整備に合わせて、その応用例としても進められたが、数値化のできない文献情報等に  

ついては、環境公害についての情報源を明示するシステムの一種としてのIRS（UNEPの一  

部門）の処理方法を開発した。   

さらに、環境情報に関連する多面的な調査研究として、諸外国の情報処理方法の研究や重要文  
献についての情報評価的検討をした。  

研究課壌 環境データバンクに閲する基礎研究  

〔担当者〕磯崎昭太・宇都宮陽二朗・松本幸雄・大島高志・姫野純子・古川満信・藤原正弘・  

土屋 巌・近藤次郎  

〔期 間〕昭和51年4月－54年3月  

〔概 要〕環境テ」夕べース作成業務の遂行上鮨決すべき諸問題のうち、とくに数値憫儲のデー  

タファイルの作成と利用方法に関して重点的に研究するとともに、広範な分野についても調査を  

進め、以下の事項を明らかにした。  

（1）大気環境データの磁気テー78仕様の標準化   

前年度は大気環境チータの磁気テープ仕様の標準化に閲し、その間題点と今後の方向について  

検討した。本年度は、これらの成果をとりまとめて国立公害研究所の磁気テープ標準仕様を発表  

し、関係自治体の検討と磁タけ－プ仕様作成の参考に供した。  
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（2）大気環境チータの異常値自動検出   

自治体において測定している大気環境データは、日掛則這器およぴデータ伝送の間のトラ7サル  

により各種の異常値を含んでいる。その異常値をコンピュータにより自動的に検出して、修正ま  

たは欠測とすることが出来れば大気環境データ処理の標準化と効率化に大き〈貢献することとな  

る。前年度においては、異常値自動検出のための教権の基準を明らかにLたが、本年度はこれら  

の基準の有効性（発見率と適中率）を検討した。次年度においてはこれらの成果を取りまとめ、標  

準的方法を提案する予定である。   

（3）大気環境データ処理における標準化   

大気環境データの測定、クリーニング（異常値の発見と修正、除去）、集計、利用等の各段階  

における処理方法が、自治体ごとや同じ自治体でも年度により異なれば、自治体間の相互利用や  

全国的な評価を行うことが極めて困難である。よって、データ処理の観点より、ニれらの各段階  

における画題点を明らかにし、標準化すべき項目を検討するとともに、標準化の効果について考  

察した。次年度以降測定器の保守管理の標準化と結びつけて、データ処理方法の標準化を検討する。  

（4）環囁データベースの利用方法   

大気環境チータを剛－て、測定点の汚染質濃度を立体的に表現したり、それをもとに、平面分  

布のパターンを立体的に表示することは、視覚的認識の手段としても、解析の基礎手法としても  

重要である。本年度は、いわゆる地域傾向面分析法（2変数の多項式回帰）により、国立公害研  

究所のデータファイル（大気環境月間値・年間値データファイル、大気測定局属性情報ファイル）  

を用いて、東京周辺、大阪周辺のSO2の年平均濃度（昭和45～51年度）について基礎的分析を行  

った。   

環境汚染物質の分布を表現する重要な手段として、公害地図の問題があるが、本年度はわが国  

で作成されている各種の公害関係地図を検討するとともに、光化学スモッグによる健康被害の発  

生時刻と被害度分布図を作成した。   

大気環境データファイルのデータを用いて測定局の類似性を多変量解析法により解析し、測定  

局の分類を検討中である。  

（5）水質環境チータの処理方法について   

全国公共用水城水質測定結果をファイル化するにあたっての問題．亙を検討し、デ」タを入力す  

る磁気テー70・フォーマットの作成、測定点に関する属性の検討を行うとともに、測定点の回公  

研コードを決定した。  

（6）諸外国の環境情報システムの調査   

環境テ」タベース作成にあたって、諸外国の環境情報システムの実態を知I）、参考にすること  

は重要であると巧‘え、各国関係機関から資料を入手し、本調査を行った。米匡けは、大気・水質  

・自然環境・廃棄物等の分野で、各々数権類のデータバンクがあり、これらを傘下に収めたシス  

テムも作成されている。これらのうち、最も参考になると思われる、SAROAD（大気汚建デー  

タ蓄憤、検束システム）とSTORET（水質汚濁データ蓄積、検索システム）について、くわし  

◆く検討した。   

この他、西独のUMPLIS、カナダのELIAS、WATDOC、スウェーデンのEISについて、  

調査、検討した。  
（7）環境科孝に関する論説等の検討   

今後の環境問題に影響を与えるような、兎要な研究あるいは新しい見解を含んだ論説について、  

いわゆるCriticalreviewの型式でまとめた。53年度は、二酸化炭素による人為的気候変化論等  
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を検討の対象にした。  

〔発 表）  

（講 演）  

（1）藤原正弘・宇都宮陽二朗・松本幸雄・大島高志・姫野純子：環境チータベースの作成一大  

気・7k質環境データフ7イルの作成を中心として．国立公害研究所研究発表会，筑波．  

（53．4）  

（2）藤原正弘・松本幸雄・大島高志・姫野純子：大気環境テ」タの磁気テー70仕様の標準化に関  

する提言（．その2）．第19回大気汚建学会，札幌．（53．9）  

（3）藤原正弘・松本幸雄・大島高志・姫野純子：国立公害研究所における環境情報の収集・管理  

（その2）．第19回大気汚染学会，札幌．（53．9）  

（4）国立公害研究所環境情報部：大気環境チータの異常値自動検出・第19回大気汚染学会自由集  

会．札幌．（53．9）  
（5）国立公害研究所環境惰磯部：大気環境データ処理の標準化について・第19同大気汚染学会自  

由韮会，札幌．（53．9）  

（6）藤原正弘・大島高志・松本幸雄：環境公害データの組織化とデータ処理・衛生工学研究シン  

ポジウム，京都．（53．8）  

（7）宇都宮陽二朗・古川満信・山辺功二・和高慶夫：水城環境情報処理システムについて・日本  

地理学会，東京．（54．4）  

（印 刷）  

（1）宇都宮陽二朗（1978）：公害と地図．環境情報科学，7（1），211・  

（2）大島高志・松本幸雄・藤原正弘（1979）：国および地方自清≠における大矢環境チータ処理シ  

ステムの現状．公害と対取，15，1641172．  

（3）松本幸雄・藤原正弘・大島高志・姫野純子（1979）：大気環境データ処矧こおける標準化・公  

害と対嵐 t5，471－482．  

（4）藤原正弘・大島高志・姫野純子（1979）：話省外国の環境情報システムについて（1）・公害と対策，  

t5，573′581．  

（亭）姫野純子・大島高志・藤原正弘（19面：諸外【童】の環郡潮システムについて（2）・公三塁iと対鼠  

】5，713－716二  

（6）大畠高志・藤原正弘・畑野純子（1979）：諸外国の環境情報システムについて（3）・公害と対乳  

15，1061－1071．  

（7）近藤次郎（1979）：大京環境チ」タの二 三の問題・大気環境チータ処理システム研究会報告  
霊，国立公害研究所調速報告，第10号，3－6．  

（8）松本幸雄（1979）：大京環境チータの団■他方自治体におけるプロ【．大京環境チータ処理シ  

ステム研究会報告聾，国立公寺圭き研究所調査報告，第10号，7－22・  

（9）土屋 避（1978）：ミランコビッチ説の検討．月刊 海洋科学，川，239－246・（古環境変動  

lこ・、  

（10）土民 巌（1978）：化石燃料の使いすぎで地球は混曖化するだろうか？・環境情報科学，7（3），  

63－67．  
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研究課題 画傷付報処理システムに関する研究   

（過当者）安岡善文・宮崎悪国・内藤正明   

〔期 間〕昭和51年4月－56年3針  

〔概 要〕広域にお【iる環境状態の変化を的確には握するためには、その地域に離散的に配置し  
たいくつかの制定点チ」タに基づいて解析する従来の方法に比較し、メッシュデータなどの二次  

元データを得て解析するほうがはるかに有効な場合がある。本研究は、航空写真、衛星写真等に  

よる二次元画像データから目的に応じた重要な環境情報を抽出し、解析処理するための手法を開  
発することを目的とLた。   

研究は、ハードウエア、ソフトウェアの両面からアプローチし、1）画像データからの定量的、  

定性的環境情報の抽出，2）二次元分布ノヾターンを用いた環境変化の予測と環境の質の評価、3）  

画像チータの蓄碩、検索および表示システムの開発、について行った。この結果、i）クロロフ  

ィルα等水質分布パターンの定量的、定性的計測（第1図）、ii）レーザレーダ等による動的画像  

データの予測と評価∴両人画計算機の対話型画像処理システムの開発（第2煙りを進めること  

ができた。   

今後はさらに効率的な画像解析システムの開発、特に大量画條データの蓄積、検索手法の開発  
を行う予定である。  
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第1図 人工衛星データによる水質の分布図作成（霞ヶ浦、1979年2月20日）■  

（a）透明度分布図（0・5m－1・2mを10段階で表示），（b）水質の遠いによる霞ヶ浦水域の分類  
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第2区Ⅰ画像情報処理ハードウェアシステム  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）清水 浩・笹野泰弘・竹内延夫・植田洋匡・安岡蕃文・山崎哲夫・松戸 修・奥田典夫：レ  

ーザレーダを用いた空間相関法による風向・風速の測定法の開発．日本気象学会，仙台．  

（53．11）  

（2）安岡善文：新国産MSS－BGLIBによる観潮データの解析．リモートセンシング合同技  

術検討会，（財）日本造船振興財臥 東京．（53．11）  

（3）宮崎忠国・安岡薯文・清水 浩ニグランドトルースデータとしての分光反射スペクトルの定  

量的処理．第4回りモートセンシングシンポジウム（計測自動制御学会），東京．（53．11）  

（4）安岡善文・宮崎忠同：遠隔計測による湖水域の定量的水質計測－その2－クロロフィルαの  

定量．第4回りモートセンンンデシンポジウム（計測自動制御学会），東京．（53．11）  

（5）横山隆造・橋元 暗・豊田弘道・稲村 実・藤村貞夫■・愛甲 敬・安岡善文・清水 活・高橋  

健太郎：リモートセンシングを用いた閉鎖湾の環矧こ関する総合学術調査．第4回りモ  

ートセンシングシンポジウム（計測自動制御学会）．東京．（53．11）  

（6）Yasuoka，Y．：Structuraldescription and matching of aline drawing．PJlOC，4th  

Int．Jt．Conf．Pattern Recognition，Kyoto．（53．11）  

（7）安岡普文：遠隔計測による湖水域の定量的水質解析．環境科学特別研究合同研究報告会（文  

部省環境科学特別研究）、野臥（54．2）  

（8）安岡菩文：遠隔計測による湖水城の濁りの制定．理化学研究所シンポジウム（海の掛＝こ関  

するシンポジウム），東京．（54．3）  

（印 刷）  

（1）Yasuoka，Y．，Y．1ikura and T．Miyazaki（1978）：Quantitative description and analy－  

sis of remotely sen5ed water quality distribntion・Proc・12thInt・Syrnp・On  

Remote Sensing of Environ．，1309L1318．  

（2）安岡善文（1979）：42．霞ケ浦における水質汚染 2）航空機による水質汚濁計測140－141．  
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宇宙からの眼－リモートセンシングデータ解侃「宇宙からの版」編集黍月会鼠 朝倉  

書取192pp．  

（3）安岡善文（1979）：5．衛星リモートセンシングによる環境モニタリングシステム．「人工衛星に  

よる環境情報の収集t利用に関する調査報告書」．（財）リモート・センシング技術センタ・  

（4）安岡普文・宮崎忠国（1979）：リモートセンシングによる水質環境調査．日本匡1土海洋総合学  

術診断委月 会技術報告書，（財）日本造船振興財団．  

研究課髄 衛星写真情報の環境公専解析への適用に関する基礎的研究  

〔担当者〕宇都宮陽二朗・松本幸雄・大島高志・広崎昭太・土屋 巌・松戸 帽・藤原正弘  

〔期 間〕昭和53年4月→56年3月  

（概 要）人工衛星のもたらす蜃境情報の環境公害解析への利用の可敵性を検証するために、そ  

の映像解析の方法を検討するとともに、研究対象地域の継続的な地上観iRlげ－タの収兼を開始し  

た。本年度は関東・東北の2地域のうち、おもに関東地方における水質汚濁（富栄養化現象）の  

解明を行った。国立公害研究所による霞ヶ浦水質調査とほほ同時に据影されたランドサット2号  

のデータ（昭和51年7月29日）の各バンド別のフイルムによる加色合成像、化学処理による等濃  

度区分図、MultiColor Data System4200ESによる加色合成解析の結果に基づき、水質の汚  

濁度による区分をしt。、方、水質測定点に対応させてGCP補正（測地的補正）ずみのLAND  

SAT MSS CCTによる濃度数値データを碍、これらに対して各点における冨栄簑化指標（透明  

度、電気伝導度、全リン酸、クロロフィルα、SS等）測定値との重回帰分析を行い予測式を作  

成した。この予測式をもとに、透明度、クロロフィルα、全リン酸の霞ヶ浦全域にわたる濃度分  

布図を作成した。その結果、霞ヶ浦の富栄養化現象は高浜入と土浦入の奥で最も運行し、湖心、  

湖尻に低下してゆ〈ことが明らかとなった（第3団）。この結果はフイルムによるアナログ解析結果  

ともよ〈調和しており、アナログ解析を予備的解析に、デジタル解析は精密局地解析に用いられ  

る可能性が示唆された。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）土屋 巌・松戸 佗：リモートセンシングによる鳥海山小氷河鮮の探査一多年性雪氷の熱  

的数値解析．日本気象学会，東京．（53．5）  

（2）宇都宮陽二朗：都市における冬季の地表面温度変化とその特性．日本地理学全、新札（53．10）  

（3）土屋 敲・宇都宮陽二朗：通年自動記録型の放射温度計による地表温度の測完と考察・日本  

地理学全，新潟．（53．10）  

（4）土屋 巌・松戸 修：鳥海山見形小氷河周辺の地表面温度解析のための画像処理について・  

第4回リモートセンシングシンポジウム，東京．（53．11）  

（5）土屋 巌・宇都宮陽二朗・松戸 修：ランドサット磁気テー7’による霞ヶ浦富栄養化現象の  

数値解析．日本地理学全，東京．（54．4）  

（印 刷）  

（1）．土屋 巌（1978）：鳥海山見形／ト氷河の雪氷気候学的研究（3）一リモートセンシングを利  

用した塩度解析と氷河としての特色．雪氷，40（1），10「21．  
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第3図 マルナカラーデータシステム4200ESによる湖水汚濁の相対的区分（①低濃息②中  
波度．③高浪度）（上図）とLANDSAT MSS CCTと水質グランドトルースデAタ  
を朴、た予洲式によるクロロフィル浪度（〃g／J）のコンピュータマップ（下図）（1976  
年7月29日）  
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（2）土屋 巌（19ア8）：都市の熱．蟻塔，Z4（10），29－32．  

（3）土星，巌・松戸 帽（1979）：鳥海山見形小氷河周辺の熱映像解析．日本国土海洋総合学術診  

断昭和53年度技術報告集一国土関係，（財）日本造船振興細孔109－116．  

研究課題IRS（国際環境情報源照会システム；改称州FOTERRA）に係るデータ処理システ  

ムに関する研究  

〔担当者〕姫野純子・松本幸雄・大島高志・藤原正弘  

〔期 間）昭和53年4月54年3月  

〔概 要）国際環境情報源照会すステムは、54年1月より、その略称が、IRSからINFOTERRA  

に変更となった。  

INFOTERRAの情報源検索は、従来、国際情報源台帳の索引を用いて、マニュアルで行って  

いたが、本年度からは台帳の内容を収録した磁気テープの入手が可能となった。しかし、UNEP  

から提供される検索プログラムは、磁気テープベースの検索で、情報源番号のみを出力するもの  

であるので、日本での利用を答易にするため、端末機から即時に検索できるシステムを開発、作成  

した。これは、端末機から、4けたのINFOTERRAキーワードを“＆”（論理積）“，（論理  

和）等で組み合わせた検索条件式をフリー7i－マットで入力すると、適合する情報碩について  

の登鐸内容を、関連の深いものから順次指定の件数だけ出力するものである。全体の構成図を第  

4図に示す。この検索プログラムは、①検索条件式のチェック、処理 ②Invertedファイルによ  

r）、検索条件に適合する情報源の選択（∋工NFOTERRAファイルの必要部分を抽出した，  

lNFOTERfiA  

一 

・二」→  

第4図INFOTERRA情報源検索システム  
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AbbreviatedファイルとAttributeファイルを用いて該当する情報源に関するレコuドの出力、  

の三つの部分から成っている。Abbreviatedファイルは、ダイレクトアクセス、Invertedファイ  

ルは、インデックスシークェンシャルアクセスに依ったも  

〔発 郵  

（印 刷）  

（1）環境情報部（1979）：環境データベースのユーザガイド（第2版トr一瀾末機操作を中心とし  

て．国立公害研究所調査報告，第8号，96pp．（Ⅴ．INFOTERRAファイルの検嵐  

73－96参照）  
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2・2・．2 総 合 解 析 部  

研究の概要   

本研究部に対しては研究所発足当初よI）、多様な役割が期待されてきた。その点に関して、部  

の発足以来種々検討を重ねてきたが、現時点でもまだ環境問題の総合解析体系なるものが明確に  

なっているとは言い難い。したがって本年度の成果も部会体として必ずしも一つの体系の中にま  

とめられるものではなく、いくつかのサブテーマとして並列的に進められた結果としての凝樟に  

止まっている。ただしそれぞれのテーマは次のごとき一連の課題構成の中に密接なつながりをも  

って位置づけられるものである。  

総合解析部権常研究課領一覧  

（1）環境質の計量化・指標化に関する研究  

（2）環境変動予測モデルに関する研究  

阜環境計画・規制手法に関するシステム分析”  

の一部において大気質変動予測モデルを検討  

境
 
動
 
測
 
 

環
 
変
 
予
 
 

（3）環境評価に関する研究   

人間環境質の社会的側面の評価に関する研究  

（4）環境影響評価システムに関する研究   

環境影響評価システムの設計研究  

（5）環境対策のシステム解析t設計   

環境計画・規制手法に関するシステム分析   

環境政策形成システムに関する理論的、実験的研究  

（6）長期、広域的な環境問題の解析   

資源化システム導入指針策定に関する基礎的研究   

環境保全と経済活劇の調剤に関する基礎研究   

環境公害研究の体系化に関する基礎的研究  
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なお上記諸課題に共通する当部の研究内客の特色は、   

－自然科学的知見に人文・社会科学的検討を加え、   

－システム解析的思考および手法に立脚して、   

一間題解決のためのpolicy syntl－eSisを目指す、   

ものであると言えよう。  

研究諌現 環境影響評価システムの設計研究  

〔担当者〕内藤正明・中杉修身・乙間末広・後藤典弘・原料幸彦・原沢英夫  

〔期 間）昭和52年4月－54年3月  

〔概 要〕環境影響評価の－一部制度化や地方公共団休等における実施に伴い、同システムの運用  

に不可欠の技術面での整備が望まれている。本研究では、システムのわく組策定に引続き、環境  

庁委託作成の技術資料集の内容検討を行った。この資料集は、各個別の環境影響事象（典型7公  

害、廃棄物および自然環境の9分野）について、アセスメントに必要な調査、干潮、評価の方法  

等をとりまとめた各論縮ともいうペきものであるが、これらに共通し、評価対象事業の立場から  

みた総論編ともいうべきものに欠けていた。このため、本年度では、以下のまとめを行った。  

（1）内外の指針、技術資料集等を調査し、本資料集総論福の位置づけ、内容目次を明らかにした。  

（2）上記のうち、環境儲の現況調査、環境督；響の予測と評価、環境保全対策の立案、稔合評価  

と検討結果のとりまとめ、について章を設け、各論編及び他の資料集との関係を検討・蜜さ埋Lた。  

（3）これらの検討・討議に基づき、資料基総論締の執筆を行った。  

〔発 表）  

（講 演）  

（1）後藤典弘：計画アセスノントとNEPAの新施行規則について．第1回近畿地l茎TA研帽会，  

大阪、（54、3）  

（印 刷）  

（1）後藤典弘（1979）：環境影響評価の新しい方向一計画アセスメント．生活と環境，24（1），17－  

23．  

研究課隆 環境計画・規制手法に関するシステム分析  

（姐当者〕内藤正明・乙問末広・飯倉善和・田村正行・請合芙紀子・北畠能房・  

〔期 間〕昭和53年4月－54年3月  

〔概 要〕環境問題が次動こ広域的でかつ複雑化していく状況に対応Lて、環境の施策を設定し、  

これを評価する新たな指標と計画手法か必要になる。そこで昨年度までの課題を発展させ、環機  

密を総合的かつ広域的には握する指標を確立し、これに基づく合理的な環境規制t計画手法を閲  

発することに主目的を置く。この具体的研究内谷は大きく次の二つの課題から構成される。   

1）環境質を総合的に評価する指標の確立   

各校の環境質項目がそれぞれどのような特徴を有しているか、また、どう相互閑適しているか  
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を検討L、しかる後、これらを集約Lて一つの指標体系を形成する利l臥 それに含まれる問題点  

を整理した。特にこの中で、①空間的集約のステップとして、広域の汚染状況を評価する指標を  

提示すると共に、この際必要となる汚染パターンの新たな予測モデルを提案した。②環境とエネ  

ルギー問題をエクセルギー概念を用いて統】的に解決し、複合汚染の汚染度を評価する新たな考  

え方を提示した。   

2）総合的指標に基づく合理的な環境計画・規制手法の検討   

上で提示した指標を基準として、環境管理のい〈つかの具体例をとり上げて、最適な設計、計  

画、管理のあり方を検討した。たとえば、①廃水処理プロセスの多目的最適設計、②大気稜合汚  

染の評価とその最適規制、③新幹線運行の適正化、④都市域多煙源の適正配置、⑤モニタリング  

ポスト配置の適正化、などであり、これらはいずれも定量的根拠の乏しいままになされてきた従  

来の方針に対し、環境質の明確なる評価に立った新たな方策を示唆するものである。   

なおアメニティ項目をも含めた総合的指標の体系化を進めるとともに、これに準拠Lた環境計  

画のあり万、およぴそれを決定するシステム手法の確立に向けて既往の方向を発展させるのが今  

後の課題である。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）飯倉善和・原料幸彦・北畠能房・内藤正明：“公害親御のシステム的考察”．国立公害研究所  

研究発表会，筑波．（1978．4）  

（2）飯倉善和：“フーリエ変換を用いた70ルーム式の車合計算”．大気汚染学会講演会，札幌．  

（1978．9）  

（印 刷）  

（1）落合美紀子・内藤正明（1978）：広域汚染の指標に関する検討 その2：広域汚染指標の環境  

管理への適用．公害と対策，川（9），1005－1012．  

（2）乙問末広（1978）：環境指標としてのエクセルギー仁環境情報科学，7（4），65－67．  

（3）乙間末広・内藤正明・L．T．FAN（1978）：効率と安全性を指標とする曝気槽への廃水分配  

式の評価．水質汚濁研究，l（3），192－198．  

（4）乙間末広（1979）：エクセルギー概念による環境汚染の熱力学的解釈．公害と対策，15（3），  

436－442．  

（5）鴇村正行（1979）：新幹線の適正なスピードとは？．環境情報科学，8（1），47－48．  

（6）内藤正明（1979）：環境システムの評価阻組 計測と榔札18（7），602－603．  

研究課題 資源化システム等人指針策定に関する基礎的研究  

〔担当者）中杉修身・乙†；り末広・後藤典弘・田村正行  

〔期 間）昭利53年4月55年3月  

〔概 要〕近年、廃棄物処理システムの代替案として廃棄物資源化システムが採周されるように  

なってきた。しかし資線化システムは適正処矧二加えて資源回収をも目的としているため、使用  

される技術が複雑であり、また恒川又資源の市場が必要であるなど、処理システムの場合とは異な  

った問題を有している。とくに一般廃棄物を扱っている自治体が資源化システムを導入するには  
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困難が伴う。そこで前年度まで行ってきた廃棄物資源化に関する実証的研究の成果をもとに、廃  

棄物資源化システムの導入指針作成についての基礎的研究を行った。   

まず、適正処理の概念を明らかにするため、自治体における一般廃棄物処理で問題となってい  

る適正処理困難物を取り上げ、自治体における適正処理困難物の取扱いに関する実態調査と適正  

処理困難物と考えられでいる製品の業界に対するヒヤリングの結果を解析して、適正処理困難物  

の判断基準についての考察を行った。   

次に、資源化システムを採用している自治体の調査結果を検討し、資源化システム導入指針の  

フレームワークを明らかにし、盛I）込まれるべき項目の整理を行った。この中から焼却工場から  

のエネルギー回収システムの事例として札幌市のシステムを詳し〈解析し、このような資源化シ  

ステムの導入に際して留意すべき点を明らかにした。   

また、資源化システムをエネルギーの観点から総合評価する一一方法として、“エクセルギー′′  

概念による資源化システムの評価手法について検討した。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）後藤典弘：資源化による環境影響とその評価．都市ごみ再生利用技術システムの研究開発成  

果発表会，東京．（53．10）  

（2）後藤典弘：廃棄物処理技術の現状．日本機械学会第25匝】講習会，徳臥（53．11）  

（3）後藤典弘：粗大ごみ・不燃ごみ・分別ごみの適正処理及び資源化の技術的・経剤勺問題．第  

4恒1廃棄物処理・資源化推進フォーラム，東京．（54．1）  

（4）Gotoh，S．et．al．：Source Separtion for Resource Recovery－Stateroトthe－Art  

Second Recycling World Congress Proceedings，Manila．（54．3）  

（印 刷）  

（1）後藤典弘（1978）：ごみ処理の経済性．廃棄物工学研究所月報，（8），1－4．  

（2）廃棄物行政研究会（後藤典弘他）（1978）：資源化ハンドブック，廃棄物資源化研究会，219pp．  

（3）後藤典弘（1978）：ごみ組成湿基準か乾基準か．都市と廃棄物，8（9），25－27．  

（4）後藤典弘（1979）：ごみ処理技術開発における「実証」の重要性．技術と隠猟（142），11－19．  

（5）後藤典弘（1979）：ごみ処理と資源化の技術．工菜技術，20（2），26－32．  

（6）m村正行・後藤典弘（1979）：適正処理困難物の判断恭準に関する考察．郡市清堀事業におけ  

る適正処理困難物に関する調査研究博生省昭札54年鹿妻託研究報告哲，（社）全匡1郡市  
清苗招滝私  

（7）中杉修身（1979）：市町村における資源再生利用技術システムの導入に係る指針．資源再生利  

用技術システムの評価研究一昭和53年度報告書，（財）日本産業技術振興協会．  

（8）中杉修身他（1979）：焼却工場におけるエネルギー回収（札幌市）．同上報告蕾．  

研究課題 環境保全と経済活動の調和に関する基礎的研究  

（担当者）北畠離婚卜後藤典弘  

〔期 間〕昭和53年4月－54年3月  

〔概 要）水資源、エネルギー資源等の不足、廃棄物の埋立処分地の減少、および快適な環境を  
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求める社会的欲求の高まりと共に、環境問題、資欄間題と経済括動との相互依存関係に関する分  

析が一層必要となってきている。このような分析によって、人間生存にとって必要な消費財、お  

よびそれらを生産するに必要な中間財の供給をになっている経済活動の今後の進むペき方向も明  

らかになって〈るものと思われる。   

この目的のもとに、本研究は、環境経済学とくに外部性理論を用いて、経済活動と環境問題、  

資源問題との相互依存関係の解析を試みてきた。この一環として、53年度は、経済活動の外部効  

果の一例として、大気汚染による健康被害をとり上げ、健康被害費用関数の統計的計測および間接  

規制におけるピグー流課税策のもつ意味および限界について明らかにすることを試みた。また、地  

域における経済活動、環囁問題、資源問題の相互関連を一般均衡論の立場から解析する試みの第  

一歩として、東京都下多摩地区を対象とする階層的最適化モデルを構築し、試行計算を行った。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）Kitabatake，Y．：An equjtabIe cost sh且rin左台Cheme for regiona】environmenta】qua，  

1ity management．Hiroshima Conference of Peace Science Society（Internatio－  

nal），広島．（53．8）  

（E「j 刷）  

（1）北畠能房・他（1978）：公害のCost－Benefit分析．（財）とうきゅう環囁馴ヒ肘臥  

（2）北畠能房（1978）：環境問題における便益・費用の概念および経済的効率基準について．環境  

情級科学，7（2），78－81．  

（3）北畠能房（1979）：環境問題における費用の分祖について．環境惰萄科学，7（4），9－18．  

研究課題 環境政策形成システムに関する理論的実験的研究  

〔担当者〕馴斗幸彦・後藤典弘・中杉修身・飯倉善和・丹羽富士雄  

〔期 間〕昭和52年4月－55年3月  

〔概 要〕以下の3サブテーマを中心に研究を進めた。  

（1）既存の公害防止および環境保全政策の形成過程に関する研究。関連文献の収基とその検討  

を行った。特にEIAの立法制度化過程については、わが匡lの地方公共世体における経過と米国  

国家環境放棄法に基づくEIAについて検討を加えた。また、既存の公害規制行政について、特  

に大兄環境基準に茄目し、その設定手続や運凧こ関する問題点を考・察した。  

（2）環境創造計画のための政策形成システムに関する研免 アメニティの見地から薫要と思わ  

れる近隣騒音佃題をホ側にとり上げ、環境庁か53年10月に環境モニターを対象に実施したアンケ  

ート調査結果を解析した。これによl）二の問題に対する政策的対応の可能lて上を検討した。また、  

生活環境等の環境計柳こ係わる謂l軋題に関して、郡7け計画学全学術研究発表会（S53．11）において  

ワークショップを開催し朝】－】家による討議を行った。その他、環境庁内のアメニティ研究会にお  

いてもこの研究に関連した活動を行った。  

（3）環境政策形成に賛する市民参加方式に関する研究。住民参加方式の実験的研究として、昨  

年度準瀾したグループ・アナライザ」・システムを用いた実験台議を開催した。この実験会諷ま  

住民参加会議において参加者意見をフィードりヾックさせた効果を分析するためのもので、基金  
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形式のものを土浦市で、会議形式の実験を山形市で実施した（写真1）。また、昨年度実施した  

文献サーベイの結果の補足的整理も行った。  

写真1 実験会議の現場写真  

この他、住民参加会議実験をはじめ各種の環境政策実験を行うための「人間←環境評価実験施  

設（Evaluation Laboratory of Man－EnJironment Systems：ELMES）」の建設準備を行い、  

54年度に完成予定の共同利用棟内にこのための実験室等が設置されることが決定した。また、  

グルー70・アナライザー・システムの機能強化も行った。  

（発 表〕  

（講 演）  

（1）J酎斗幸彦：参加者意見を7イ∵ドパックさせた住民参加会議．日本社会心理学第19回大全，  

大阪∴（53．9）  

（2）丹羽富士雄：市民参加枝術開発の市民参加を中心に．第13匝川本都市計画学会学術研究  

発表会，ワークショッ70，束京．（53．11）  

（3）原料幸彦：住民参加実験会議一グルー70・アナライザーを用いた実験会談．同上ワークシ  

ョッ70、東京．（53．11）  

（4）原料幸彦：環境計画における住民参加実験会議．文部省科研召特別研究「環境科学」．R50環  

境情報領域合同研究報告会，野田．（54．2）  

（印 刷）  

（1）後藤典弘（1979）：環境影響評価の新しい方向一計画アセスメント生活と環楓24（1），  

17－23．  

（2）後藤典弘（1979）：環境研究と計画．環境情報科学，8（1），14－19．  

（3）原料幸彦（1978）：ワークショ・ソ7潮告．「環境計画への住民参加」．都市計画，（105），90  

92．  
（4）原料幸彦（1979）：技術の社会的受容と市民参加一生活環矧こ影響を及ばす技術を対象に・  

技術と経乳（143），108－12g．  
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（5）飯倉善和（1978）ニ環境汚染権政策の可絶性について．環境情報科学，7（3），95－96．  

（6）中杉修身（1979）：近隣騒音とその分析・かんきょう．4（2），64■67，（3），74－78．  

（7）寺川泰生・原料幸彦・小栗幸夫（1978）：住民意向調査にもとづ〈市街地街路利用計画策定の  

一方法一山形市におけるケースタディ（その2）．都市計画別冊，論文集（13），229「  
234．  

研究課題 人間環境賞の社会的側面の評価に関する研究  

〔担当者〕原料幸彦・中杉修身・青木陽二・丹羽富士雄  

〔期 間）昭和53年4月－54年3月  

【牧 草〕人間環境の積極的な創造とし、う点から言えば、人間自らが造り出しその生活と深く係  

っている社会的な環境の重要性は高い。特に人間環境のアメニティを高めるためには、その社会  

的側面での質の向上が必要である。本研究はそのために必要な評価指標作りとその測定方法の開  

発を目的とする。   

本年度はまず昨年来行っている社会指標についての研究を継続した。昨年実施した地方自治体  
における社会指標の利用実態調査についての結果の整理を行い、利用状況が明らかとなった。さら  

に各自治体で作成した社会指標に関する文献を集め、考察を加えている。また社会指標を環境指  

標休系の中に位置づける試みも行った。   

次に人間と環境との係わりあいを測定する方法についての研究を行った。本年度は戸外におけ  

る余暇行動として公国の利用のは握について考察を行った。その結果公園などにおける利用者の  

変動を調査する為の調査目数についての知見が得られた。  

〔発 表）  

（講 演）  

（1）内藤正明・落合美紀子・原料幸彦・田村正行・乙間末広：環境指標に関する－一考察．衛生工  

学研究シンポジウム講演会，京都．（53．8）  

（印 刷）  

（1）原村幸彦・篠崎享一（1978）：地方自治体における政策用具としての社会指標の利用実態に関  

する研究．都市計画別冊、論文英13，151－ユ56．  

（2）原料幸彦・篠崎草－・（1979）：政策用具としての社会指標のあり方に関する－一研私学術情報  

の利用体系に関するシステム科学的接近，昭和53年度研究報告雷．167－－172．  

研究課題 環境・公害研究の体系化に関する基礎的研究   

（担当者〕内藤正明・中杉修身・乙間末広・後藤典弘・原料幸彦・安岡贅文・三浦瞳広   

〔期 間〕昭和53年4月－56年3月  

〔概 要）過去、国の研究機関等で実施してきた既存の公準および環境関連の研究は、多学的な  

種々の研究分野から当面する問題の対策として取組まれてきたこともあって、必ずしも体系だて  
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られ、効果的に実施されてきたとは言い難い。本研究では、従来および現行の多くの環境・公害  

研究課題を総合的な視点から再検討し、望ましい研究体系の確立に資することを目的としている。   

初年度の昭和53年度では、環境・公害研究に関する内外の文献・資料等の収集を行い、加えて  

環境・公害研究の範囲、そのあり方について、問題中心のアプローチから、検討・討議を行った。  

とくに、学際的研究のあり方についての検討を行った。  

（発 表）  

（印 刷）  

（1）後藤典弘（1978）：環境研究の体系－一環填三学のすすめ．用水と廃水，20（lo），1252－1259．  

（2）後藤典弘（1978）：環境研究における学際性．用水と廃水 20（12），1521－1527．  

（3）後藤典弘（1979）：環境研究と計画．環境情報科学，8（1），14－19．  
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2．2．3 計 測 技 術 部  

研究の概要   

本研究部は人間をとりかこむ環境の状態とその変化を正確には促する立場から、大気、水、生  

体中の環境汚染物質の測定技術をはじめとして、環境を適正評価するための計測方法を研究する  

とともに計測方法の統一化と自動化等、計iRl‖支術の改良、開発を行うことを目的としている。   

研究室構成は、大気計測、水蟹計測、生体化学計測と対象別で、いずれもそれぞれの媒質中に  

おける各種汚染物質の分析方法の研究を主として行う。全体的な研究の方向としては、各媒質中  

における微量の重金属の定量法とその有在状態の解明、および微量汚染有機物の系統的な分析法  

の確立ということにまとめられ、前者については、原子吸光分析法、発光分析法、けい光Ⅹ線法を  

主要な手段として用い、後者では、各種クロマトグラフ法と質量分析法の組み合せによる方法  

を武器とする。いずれも機器分析法が中心であり、既存の装置を利用するのみならず、多元素同  

時分析システム、スパーク源四重庵質量分析計、多要素モニタリングシステムといった測定機器の開  

発研究に力を入れていることも本研究部の特徴である。さらに分析法の統一化、精度管理につな  

がる研究として、環境標準物質の作製法についても、今年度から特に重点をおいて研究をはじめ  

ている。前年度作製した標準試料、NIES No．1について各方面に分析依輔してその保証値を決  

める作業を進めるとともに新たに、NIES No．2（堆積物）を作製した。   

本年度新設された分析室では、一般分析業務および大気モニタリング装置の管理を行っている  

が、大気モニタリングの関連研究として、大気中の二酸化硫安の測定法に関する研究を行った。  

研究課題 降水中の汚染物質の測定法に閲すも研究  

〔担当者〕安部書也・藤井敏博・安原昭夫・構内陽子  

〔期 間〕昭和51年4月－56年3月  

〔概 要〕  

（1）凍結膿結した降水試料中より塩化メナレンを用いて抽出した抽出物をGM＿MSを用いて分  

析する方法について予備的実験を行い、フタル酸エステルおよび数横の有機酸類を検出した。  

（2）GC－MSへの試水の直接導入法による、水中のアセトアルデヒドおよびアクロレインの測定  

法について検討Lた。プレカラムにトリアセナンを用いるプレカット法によって水分とアセトア  

ルデヒドを分離することが可能になり、試水500〟1を用いて、アセトアルデヒド1ppb、アクロレイ  

ン5ppbの検出限界で測定する方法を確立した。  

研究課題．大気中の薇畳有機性汚染物賢の測定に関する研究  

〔担当者）安部喜也・藤井敏博・安原昭夫・横内陽子  

〔期 間）昭和52年4月一55年3月  
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〔概 要〕  

（1）大気中にppbオーダーで存在するアルデヒド類のGC－MSによる信頼できる分析法を開発  

した。サンプリングは、ガラス管に充てんしたモレキュラーシープにアルデヒトを常温吸着させ  

て行った。GC－MS分析では、アルデヒド基イオンと親イオンを使って高感度なマスフラグノン  

トグラフイーを行った。検出限界はホルムアルデヒドで1eの試料に対して0．2ppbであった。本  

法はサンプリング操作も簡便であるためフィールドでの広い応用が期待できる。  
（2）標準ガス発生法として拡散セル法について検討を行った。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）安部喜也・藤井敏博・横内陽子：都市大気中のアルデヒドの測定（1）一GC－MSによるホルム  

アルデヒドの検出．第19回大気汚染学会，札幌．（53，9）  

（2）安部書也：大気中有機成分の分析法の現状と問題点．日本地球化学会年会，函隠（53．10）  

（3）安部書也・藤井敏博・横内陽子：都市大気中のアルデヒドの測定（2）一GC－MSによるアセトア  

ルデヒドの検出．分析化学余年会，金沢．（53．10）  

（印 刷）  

（1）F。jii，T．，Y．Y。k。。Chiand Y．Ambe（1979）：S。rVeya。ddet。rminati。。。ftrac。C。m－  

ponentsin air by serialmass fragmentographic runs over the entire mass  
range．」．Chrornatogr．，（in press）．  

研究課題 スパーク頂四重極質量分析計の開発  

〔担当者〕藤井敏博  

【期 間〕昭和51年4月▼54年3月  

〔概 要）  

（1）まった〈データのなかったスパークイオン源の輝度をAg十について初めて測定した。こク）  

値と簡単なspace phase理論を導入して、再度、より厳密なSSQMの感度の算出を行い、実際の  

試作機で得られた感度と比較した。よい－・致が確認できた。  

（2）感度は58Ni十のイオン電流強度として2．5×10▲14Aがユニット分解能において得られた。  

同時に高速走査（0．03sec）によI）オシロスコープ上にマススペクトルを描かせることが可能となっ  

■∴  

（3）SSQMの分解能として、Ptの天然同位体ピークの分離で検討した。およそm／e200までの質  

量範囲においてユニット分解能が得られることを確認した。  

（41数橡の元素についてマス∴乙ベクトルを得た。また合金試料としてステンレス鋼SUS304L  

の成分分析を行った。測定結果はJIS規格による成分規格とよい一致を示した。  

（5）負イオン検出のためにパルスカウンテング法を検討し、マルチチャンネル検出器へのデー  

タ記録法（マルチスケーリングモード法）を確立した。GC－MSへの適用も可能になることを確認   

した。  

〔発 表）  

（講 演）  
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（1）藤井敏博・不破敬一郎：Perfluorotributylamineの負イオンマススペクトル．第37回El本化  

学余年全，横浜．（53．4）  

（2j 藤井敏博・不破敬一郎：負イオン検出のためのパルスカランテング法．第26回日本質量分析  

学会年会，京都・（53・．5）  

（3）藤井敏博・不破敬→郎：CC－MSにおける負イオンのパルス計数法．第27回目本分析化学舎  

年会，金沢．（53．ユ0）  

（印 刷）  

（1）Fujii，T．（1979）：Anion cotlnting－mu】tichannelanalyser system Eor negative－ion  

quadrupole mass spectrometry．Anal．Chjm．Acta，104，167－171，  

（2）Fujii，T．and K．Fuwa（1979）：Negativeion counting techniques for gas chromato、  

graphy mass spectrometry．Anal，Chim．Acta，（in press）．  

研究課題 環境中に存在する悪臭物質の同定と定土に恥すも研究  

〔担当者〕安原昭夫  

〔期 間〕昭和53年4月一56年3月  

〔概 要）  

（1）嫌気的条件下および好気的条件下で腐敗した豚尿中の臭気成分の存在量の差異を明らかに  

した。嫌気的状態ではフェノールとカルポン酸が悪臭の主要な原因となっているのに対して、好  

気的状態ではインドールとスカトールが悪臭の原因であった。また臭気成分の分解中間体と考え  

られる物質をいくつか見い出した。  

（2）マスクロマトグラフイ一により、腐敗した豚鱒のヘッドスペースガス中から硫化水素と硫  

化メチルを多量に検出した。両成分の生成状態をGCで分析した。  

（3）養豚場の主要な悪臭発生源のひとつである豚糞に含まれる臭気成分を解明するために、新  

鮮な豚糞を溶媒で連続抽出し、抽出液を水蒸気準留することによって揮発性成分を分離した。フ  

ェノール、かレポン酸、酸化メシナル、ジアセトンアルコールなどをCC／MSで同定した。  

（4）コンピューター制御によるマスフラグメントグラフイーの実用性を調べるために、水のカ  

ビ臭物質であるジュオスミンを対象として分析した結果、溶媒抽出法を用いた場合、水1g中に  

含まれる30pgを検出することができた。  

（5）コンピューター制御によるマスフラグメントグラフィーを用いて、豚尿溜めのヘッドスペ  

ースガス中のフェノール顆の浪度を定量した。  

（発 表〕  

（講 演）  

（1）安原昭夫・不破敬一郎：豚の腐敗尿中の悪臭成分，特に中高沸点物質に関する研究．日本化  

学会第37春季年会，横浜．（53．4）  

ほ）安原昭夫・不破敬一郎：豚蛮中に含まれる臭気成分の同定．弟ユ3固有機化合物のマススベタ  

トロノトリー討論会，広島．（53．11）  

（印 刷）  

（1）Yasuhara，A・and K．Fuwa（1978）：Hydrogen sulfide and dimethylsulfideiT）liqujd  
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swine manure．ChemosT）here，7．833－838．  

（2）Yasuhara，A，and K．Fuwa（1979）二Odor and voIatile compoundsinliquid swine  

manure・lll・ Volatile and odorot］S COmPOnentSin anaerobica＝y or aerobicaT  

11y digestedliquid swin占manure，Bull．Chem．Soc．Jpn．，52，114Tl17．  

（3）Yasuhara，A．and K．Fuwa（1978）：Volatile and odorous componentsiTISOlid swi－  

ne manure．Agric．Biol．Chem．，43，313－316．  

（4）Ya，Suhara，A．and K．Fuwa（1979）：Determination of qeosminin water by computer－  

COntrOlled mass fragmentography．J・Chromatogr．，172，453－456．  

研究課題 天然水中の溶存有機化合物の同定と定量法に閲すも研究  

【視当寺）白石寛明・大槻 晃  

〔期 間）昭和51年4月－56年3月  

〔概 要〕  

（1）化学結合型吸着剤を用いて微量有機化合物の濃縮・分離法を、高速液体クロマトグラフィ  

ーを用いて検討した。比較的分子量の大きく高沸点であるためガスクロマトグラフィーによる同  

定・定量が困難である有機リン系農薬アベイトおよび界面活性剤ポリオキシエチレンアルキルフ  

ユニルエーテルを対象物質とした。溶媒抽出等の煩雑さをさけるため、検水を直接吸着剤に通じた  

のちグラジュント溶出する方法を検討した結果、前者に対してはポンプパックフユニル／コラン  

ルを用いることにより高感度でUV検出が可能であった。後者はポンプパックC18／コランルを  

用い7ルキル基の炭素数別に分離・定量が行われた。  

（2）エミッターカレントプログラマー（ECP）を用いてフィールドディソープションマススペク  

トル（FD－MS）の基礎的検討を行った。FDマススペクトルの強い温度依存性とイオン電流量  

の時間的変化のため電気検出により得られた単一スキャンのFDスペクトルの再現性は良くなか  

ったが、ミニコンピューターを用いて各スキャンに得たスペクトルを積算したものはかなり良い  

再現性を示した。ECPを用いエミッター電流を同→速度で上昇きせることにより、使用するエ  

ミッター間の不均一性による影響を減少させることが可能であった。FD－MSの混合物の分析  

への有効性を検許した結果、ECPを用いエミッター上に温度勾配をかけることにより各成分を  

ある程度分離させることが可能であった。質量分析計をオンライン化し、マスクロマトグラフイ  

一等を併用すれば、混合物の分析にECPを用いるFD－MSが非常に有効である土とが示され  

た。天然水への応用を試み（1）の方法で浪縮されたフラクションからポリオキンエチレン7ルキ  

ル7ユニルエーテル等が検出された。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）大槻 晃・高久武雄：逆相吸着法による水中の殺虫剤アベイトの分析法の検討．日本分析化  

学会第27年全，金沢．（53．10）  

（2）白石寛明・大槻 晃・不破敬一郎：ECPを用いるFD－MSスペクトルの研究．第i3回有  

機化合物のマススベタトロメトリー討論会，広島．（53，11）  

（印 刷）  
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（1）Otsuki，A．and T．Takaku（1979）：Deterrnination of an or糾nOPhosphorusinsectiL  

cidein water at parts per billion by reversed phase adsorptionliquid chro－  

matography．Ana】．Chem．5L833‾835・  

■研究課筒 多元素同時分析システムの開発  

〔担当者】古田直紀・大槻．晃・原口紘茶（客員研究員）  

〔期 間）昭和50年4月－55年3月  

〔概 要）未知試料について、各元素ごとに定性定量分析するのは、大変な労力と時間を   

要する。同一操作で多元素（重金属および非金属）を迅速に分析するシステムを開発した。   

ここ数年来、原子スベタトロスコピーによる多元素同時分析を日精し、多〈の試みがな   

されてきたが、その結果、ICP（Inductively Coupled Plasma）発光分光法を用いたDirect   

Rea，ding方式（1分析波長に対して一つの光電子増倍管を配列させる方式）と、SequentialSlew   

Scan方式（一つの光電子増倍管で多数の分析波長を逐次掃引する方式）が走者しつつある。し   

かし、前者は迅速に同時分析可能だが融通性に欠け、後者は逆に、融通性はあるが同時分析がで   

きず時間がかかる。そこで、我々は独自なSequentia】S】eⅣScan方式を用いた全自動多元素   

同時分析システムを開発した。第1図にシステム図を示す。  

第1図 全自動多元素同時分析システムのシステム図  

1CP光源に試料を導入し、その発光スペクトルをプログラマブル分光器により分光し、分光  

したスペクトルをSIT（SiliconIntensified Target）面検出器で、分析波長近傍5nm波長領域  

を制定する。ミニコンビュー夕一により、オートサンプラー、分光器のミラーおよび回棉格子、  
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OMA（OpticalMultichannelAnalyzer）、XYレコーダーを制御し、全自動化した。スペクト  

ルは、オシロスコープ（CRT）でモニタpしながら、ⅩYレコーダー、紙テープ（または磁気  

テープ）に出力され、分析結果はテレタイプに出力される。   

このシステムの検出限界および精度（RSD）を第1表に示した。本システムは、pPbレベルの  

分析が、平均3％程度の精度で、単時間に（10元素につき10分程度）、しかも正確に（主要成分に  

よるパシタグラウンドの変動を補正する）、分析できる。  

第1表 本システムの検出限界と精度  

Element  Wavelength Detcction RSD  

nm  LimiりJg／ml％（〃g／m】）  

328．1  0．008   5．9（0．5）  

396．2  0，036   3．0（5．0）  

193．7  0．072    ¶－  

ⅠⅠ  455．4  0．0003   －  

306．8  0．35  4．5（1．0）  
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ⅠⅠ  393．4  0，00004  

ⅠⅠ  226．5  0．006  

1Ⅰ  228′6  0．016  

ⅠⅠ  267．7  0．010  

324．8  0．005  

ⅠⅠ  259．9  0．003  

451．1  0，33  

670．8  0．001  

ⅠⅠ  279．6  0．00002  

11  Z57．5  0、00004  

390．3  0．078  

589．0  0，006  

ⅠⅠ  231．6  0．033  

213．6  0．26  

405．8  0．26  

ⅠⅠ 407．8  0．000009  

I1  334．9  0．0022  

ⅠⅠ  309．3  0．0055  

213．9  0．0155  

7．7（0．1）  

6．9（0．1）  

6．9（0．1）  

8．4（0．05）  

6．6（10．）  

5．6（0．001）  

8．0（0．On5）  

6．7（5．0）  

3．5（0．5）  

3．0（10．）  

5．1（0．1）  

3．1（0．5）  

3．1（1．0）  

〔発 表】  

（講 演）  

川 古田直紀・C、W．Mcl。e（）d・阪口紘照・不破敬一郎：多元素同時分析システムの開発ならび  

に分析法の基礎的研究（第1報）rSlew Scan方式分光器の試作と炎光分析へ．の応札  

日本分析化学会、北見．（53．6）  

（2）古田直紀・C．W．McLeod・原口紘燕・不破敬一郎：多元素同時分析システムの開発なら  

に分析法の基畦的研究（第2報）－1CP発光分析法の生体試料への応用．応用スベ  

タトロメトリー，東京．（53．10）  

（3）C二w．McLeod・古田直紀堀口紘禿・不破敬一郎：RFICP発光分光分析法による多元素  

同時分析（第1報）一分析条件の検討と基礎的データ．日本分析化学全，金軋（53▲10）  
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（4）古田直紀・C．W．McLeod・原口紘蕎・不破敬一郎：多元素同時分析システムの開発ならびに  

分析法の基礎的研究（第3報）一〔ICP光源LSlew Scan分光器－SIT検出器〕  

分析システムの評価．日本分析化学全，金沢．（53．10）  

（5）古田直紀・C．W．McLeod・原口紘禿・不破敬一郎：多元素同時分析システムの開発ならびに  

分析法の基礎的研究（第4報）－ICPおよびフレーム発光分光分析の比較．日本化  

学会，名古屋．（53．10）  

（6）古田直紀：コンピュータを用いた公害計測技術一多元素同時分析システムの開発．中国工  

業技術協会，呉．（53．ユ1）  

（印 刷）  

（1）Furuta，N．，EL Yoshimura，H．Haraguchiand K．Fuwa（1978）：The photodissociation  

Of alkalihalidesin air－aCetylene flame as studied by molecular absorption  
spectroscopy．Spectrochim．Acta，33B，715，726．  

（Z）Furuta，N・，C・W・McLeod，fI・Elaraguchiand K．Fuwa（1979）：Use ofa progra－  

mmable monochromator and a SIT detectorin flame atomic emission spec－  

trometry・Bu11．Chem，Soc．Jpn．，in T）reSS．  

研究課題 電気化学的計測法を主体とした多要素伺時モニタリングシステムの開発研究  

（担当者〕河合崇欣  

〔期 間〕昭和52年4月－57年3月  

〔概 要）生態系の全活動を総合的に反映すると思われる光合成速度と呼吸活性に関する連続測  

定システムの基本構成ができ上った。PH，DO，NO3濃度測定における自動温度保障について市  

販の装置で実験精度を維持できることを確かめた。準自然実験他における藻類増殖の過程に関連  

して1か月以上の連続測定を行った。水温、DO、PHについての投込み式と、PH、Chl．a、NO言渡  

度についての汲上げ式とを併用し、照度、気温も測定した。矧こ十分な安定性をもち、かなり長  

期の無保守自動連続測定が可能な温度測定を除いては、まだ何らかの改良、開発を要するものば  

かりであるが、測定結果から主に次のようなことが示唆された。Ⅰ）光合成、呼吸に伴う炭酸ガス  

の出入りを主な原因とするpHの日変動では日中の変化パターンはかなり複雑である。夜間のpH  

降下の速度はChl・血量とよい相関を示した。II）遠類の増殖に伴い、夜明け直前にi貝IJ定されるpHの  

最低値がテルが川川にズレるが、藻類が定常値（Chl．α量）に達するとpHの最低値も上昇しなくな  

ることが観察された。JIり一次生産量の大きい富栄養化水城でのpHに関する測定値としては、夜間  

のpH降下速度と日長低pH値がより適している。   

今後、他の項目の測定値の信頼度が高まれば、連続測定の結果から各種因子の測定条件の改良、  

各水質データの有効性の向上、水質変化と水圏生態系の動態に関する知見の拡大などか期待きれ  

る。   

底泥の磨化還元電位の微細構造測定では、金と、白金を電着した金との針状対電極によって底  

泥中への酸素供給の状態が明瞭に示されることが明らかになった。  
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研究課顎 生体中の重金属の存在状感、およぴその分析法に関する研究  

（担当者〕岡本研作・佐竹研一  

〔期 間）昭和52年4月一55年3月  

〔概 要〕生体中の重金属の分析を試料を破壊しないで定量的に行うため、けい光Ⅹ線分析装置  

を用いて検討を行った。   

けい光X線分析法によって生体試料を分析する場合には、一般に試料を乾燥し粉末とし、これに  

希釈剤や標準元素を添加して定量分析したり（標準添加法）あるいは外部標準法等によって定量  

分析を行っている。この生体試料のⅩ線分析をさらに進めて、生体試料に含まれる無機元素量を  

生きたままで直接的に定量することが可能であれば、試料を乾燥したり、粉末にしたりする段階  

での汚染や、目的元素の損失をさけられるだけでなく、生体内の無機元素量と関係のある生物の  

活性等も合せて知ることも可能である。   

このためエネルギー分散型けい光Ⅹ線分析装置（ORTEC TEFA 6111）を用いて検討し、目  

的元素と同一の元素を試料と共に測定し、補正を行う方法で、適当なサイズの生きたままの試料  

（細胞、組織個体）についてCu、Zn、Br、Rb、Sr 等の元素について分析が可能になり、密着補正  

法として提案した。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）佐竹研一：けい光Ⅹ線分析装置による生体試料（Living Sample）中の重金属量測定．日本  

分析化学会，北見．（53．6）  

（2）佐竹研一：けい光Ⅹ線分析による生体試料の直接定量分析．X線分析研究懇談会（日本化学  

会），筑波．（54．3）  

研究課題 環境標準試料の作製と評価  

〔担当者〕岡本研作  

t期 間）昭和53年4月－55年3月  

〔概 要〕本年度は、52年度に作製した環境標準試料N1ES No．1「リョウプ」について、含  

有される各元素を原子吸光法、フレーム分析法、プラズマ発光分析法等により定量した。また、  

国内の20か所の分析機関にりヨウプ試料の分析を依栃し、各種分析法による分析値を得た。現在、   

分析値の得られた元素は、K、Ca、Mg、Al、Mn、Zn、Fe、Cu、Ni、Co、Pb、Cd、Sr、Rb、Na、Cr、  

Tl、As、Hg、Se、Br、Ba、Cs、Sc、Sb、Si、C、H、Nの30元素であり、用いられた分析法は原子吸光  

法、フレーム分析法、けい光X線法、放射化分析法、同位体希釈質量分析法、プラズマ発光分析  

法、ホトンアクティペインョン分析法、比色法、けい光法、重量法および元素分析計による方法  

である。   

環境標準試料NIES No．2として、東大、三四郎池より採取した試料を用いて、底質標準  

試料の作製を行った。試料は風乾後、ポールミルで粉砕し、ナイロン製ふるいを通して200メッ  

シュ以下の区分を集め（約40kg）、これを縮分器を用いて混合、均一化した。均一化した試料は、  
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約2000本の試料ビンに充てんし（各20g）、日本原子力研究所（高崎）においてコバルトー60照射  

による殺菌を行い、試料の調整を完了した。  

〔発 表〕  

（講 演）  

り）岡本研作・不破敬一郎：生体標準試料の作製と評価，（Ⅹ）植物標準試料「リョウブ」の作製  

と均⊥性および評価．分析化学全年会，金沢．（53．10）  

（2）岩田春夫・岡本研作・松本和子・原口紘蕎・不破敬一郎：底質標準試料の作製と評価（第一  

報），ケイ光Ⅹ線分析饉による均一性のチェック．分析化学会年会，金沢．（53．10）  

（3）Okamoto，K：Preparation of new environmentalstandards：、、pepT）erbush〝and“pord  

Sediment′′・ULS・一JapanJCooperative AnalyticalMeeting，Washingt。n．（53．9）   

（印 刷）  

（1）Fuwa，K．，K．Notsu，K．Tsunoda，H．Kato，Y．Yamamoto，K．Okamoto，Y．Dokiya and S．  

Toda（1978）：Japanese tea Zeaves：A possib】e bio】ogicalstandard refelTenCe  

material・Bull・Chem・．Soc■Jpn・，51，1078－1082L  

（2）Okamoto，K．，Y．Yamamoto and K．Fuwa（1978）：PeT）Perbush pow（1er，a neW Stand－  

ard reference material．Anal．Chem．，50，1950－1951．  

研究課確 大気中の二酸化硫黄自動測定機の緯度等に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・功刀正行t神谷澄子・松本 茂（技術部）  

〔期 間〕昭和53年10月－54年3月  

〔概 要〕大気中の二酸化硫黄の連続モニタリングは環境基準を求める場合の瑚定法である溶液  

導電率方式が通常使われているが、低濃度地域では二酸化硫黄以外の吸収液に溶けて導電率に影  

響を与える物質の比率が増加し、その測定精度が問題となっている。溶液導電率法以外に自動測  

定機として、炎光々度検出方式、電量方式および紫外線け一い光方式などが開発され、実績をもっ  

ている。以上のそれぞれの方式について、その制定絹度、感度、安定性などを検討し、低濃度城  

において信頼性の高い測定法を求めるのが本研究の目的である。   

二酸化硫黄はわが国に限らず地球的規模の広域汚染物貿であり、WHO UNEP など国際機関  

でも、重点課窃としで、その制定法の比較、検討を進めている。   

本年度は次の2点について実験研究を行った。  

1．長期間フィールドi111j定を実施し、それぞれの測定機の構成をチェックし、安定性の高い測  

定システムを検討した。   

2．標準ガス発生装置から、低濃度城の数段階の二酸化硫黄を一定期間発生させ、各測定機の  

感度、直線性および再現煙を検討した。  

〔発 表〕  

（印 刷）  

（1）溝口次夫・功刀正行（1979）：大気汚染自動illl僅機の原理と間箇点．火気環境データ処理シス  

テム研究会報告乳 匡】立公害研究所調査報告，第10号，3345．  
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2．2，4 大 気 環 境 部   

．研究の概要   

大気汚染に関して、米国で環境基準の見直しが行われ、硫酸塩エアロゾルの問題がクローズア  

ッ70されるようになった。我国でもガス状汚染質の間霹が一段諾して、粒子状汚染質に問題の焦  

点が移りつつある。本研究部でもエアロゾル研究社が新設されて粒子状汚染質の研究が強化され  

た。特に、ガス状汚染質から粒子状汚染賓の生成する過程の研究に当面の研究の重点が置かれた。   

本研究部では環境大気中の現象を解明するために大型施設による実験的シミュレーションとフ  

ィールド実験による検証を組み合わせて研究する方法を重視している。52年度末に完成した環境  

用大型風洞を用いて海陸風の種々の状態のシミュレーションが始められ、一一方では九十九里、相  

模湾において海陸風の調査が行われた。また、大型スモッグチャンバーによってNO√∴炭化水素  

を含んだ汚染空気の光化学反応の室内実験が行われると同時に、東京湾城において光化学大気汚  

染の立体調査が行われた。これらのフィールド調査の際には計測車搭載用レーザーレーダーによ  

って逆転層の測定、エアロゾルの分布が調べられた。   

以上のように、本年度は大型室内施設の充実とともに、フィールド研究が強化された。また経  

常研究ではこれらのシミュレーションの基礎となる大気乱流の構造、光化学反応の素反応の速度、  

大気汚染物質の分光特性などの研究が行われた。  

研究課題 レーザーレーダーによる大気汚染立体分布の測定に関する研究  

〔埴当寺〕笹野泰弘・清水 浩・竹内延夫  

（期 間）昭和53年4月一57年3月  

〔概 要〕本緬究は大気境界層内のエアロゾル空間分布および排煙流拡散を主な測定対象として  

レーザーレーダ⊥によるフィールド観測を行い、測定方法、データの処理、解析手法を確立する  

ことを目的としている。53年度は計測車を用いて次の9回の観測を行った。  

イ）排煙流拡散の観測  

i）乙戸沼公園（筑波）  

ii）  ′  

iii）二宮公園（筑波；建物まわり）  

53．5．8，17  

54．3．5－10   

54．2．26、・3．3  

ロ）エアロゾル鉛直プロファイルの観測  

i）新宿御苑  53．8．8～12  

ii）乙戸沼公園 53．10．24－25  

ノ＼）海陸風に伴う鉛直プロファイルの観潮  

i）九十九里浜 53．9．18～19  

ii）茅ヶ崎  53．11．9～10  

ニ）湖水面上のエアロゾル空間分布  

i）霞ヶ浦  53．10．31－一11．2  

ii） ′′  54．2．16～20  
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これらのフィールド観測は他のグループと時間・場所を合わせて行い、気象情報などの比較デ  

ータを入手できるように留意した。データの蓄積のかたわら、望遠鏡姿勢の自動読込、掃引動作  

のミニコン操作などの機能を向上させた。また、エアロゾル鉛直プロファイルを、時間・空間的  

に種々の組合わせで測定し、測定方法を検討した。測定データの処理についても雑音レベルの設  

定法などを比較検討し、目的に応じた表示方法を開発した。   

レーザーレーダーのデータを定量的に解析するために、波長別直連日射計で、太陽光を光源と  

した大気中の減衰量を測定し、エアロゾルの粒径分布、全エアロゾル量を求めることを試みた。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）清水 浩・笹野泰弘・竹内延夫・松井一郎・松戸 修・奥田典夫：車載型コ‘ンピュータ制御  

レーザーレーダーの開発．気象学会．東京．（53．5）  

（2）笹野泰弘・清水 浩・竹内延夫・奥田典夫：レーザーレーダーによる大気境界屑観軋 気象  

学会，東京．（53．5）  

（3）清水 浩・笹野泰弘・松戸 帽・竹内延夫・奥田典夫：レーザーレーダーデータの処理法ぶ  

よび表示法．大気汚染学会，札幌．（53．9）  

（4）笹野泰弘・清水 浩・竹内延夫・奥田典夫：レーザーレーダーによる排煙流拡散観測．大気  

汚染学会，札幌．（53．9）  

（5）笹野泰弘・清水 浩・竹内延夫・奥田典夫：レーザーレーダーにおける幾何光学的効率の決  

定．応用物理学会，大阪．（53．11）  

（6）清水 浩・笹野泰弘・竹内延夫・飯倉善和・奥田典夫：レーザーレーダー信号処矧こおける  

ダイナミックレンジの拡大法．電通学会，東京．（54．4）  

（7）清水 浩・笹野泰弘・平尾豊志・松戸 修・竹内延夫・奥田典夫：レーザーレーダーの実時  

間データ収集，応用物理学全，東京．（54．3）  

研究課題 差分吸収散乱法レーザーレーダーによるNO2遠隔計測に閲すろ研究  

〔担当者〕杉本伸夫・竹内延夫  

〔期 間〕昭和53年4月一56年3月  

〔概′要）53年度はフィールドで便用するシステムにまとめるために、次の改良を行った。  

1）同軸型色素レーザーの電気雑音を1／30に減少させ、測定にほぼ支障ない状態にしたJ   

2）信頼性を高めるために、同軸型フラッシュラン7や加圧型スパークギャップを設計謝作し  

た。   

3）コンビュ→ターでレーザー部を制御できるように改造し、ミニコンからの指令で、任意に  

波長の選択、レーザーのトリガーを行えるようにした。   

4）測定精度を向上させるために、美空に排気でき、プリユースター窓をもつ試料セルを製作  

した。   

以上、53年度はシステムをコンピューターで操作、データ取得のできるように機能の充実を企  

った。  

（発 表〕  
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（講 演）  

（1）竹内延夫・成田郁夫・奥田典夫：レーザーレ【ダーによるNO2浪度計測について．大気汚染  

学会，札幌．（53．9）  

研究課喝 大気汚染物質の分光特性の研究  

〔担当者〕竹内延夫・清水 浩  

〔期 間〕昭和53年4月－54年3月  

〔概 要〕大気汚染気体の分光データを得ることを目的として研究を行った。とくにNO2吸収・  

けい光スペクトルを測定するために、時間分解けい光測定システムを製作し、測定を行った。こ  

れは、フラッシュランプ励起のパルス動作色素レーザーを光源とし、吸収の強い460～470nm の  

任意の波長帯で励起する。NO2のけい光寿命には三つの時間帯が報告されており、必要に応じて  

ポッケルスセルのパルスシェーバーによって短いパルス幅に切り出す。直径25cmのけい光セルか  

らのけい光を分光器で分光し、光電変換された信号をトランジュントレコーダでディジタル化し  

て磁気テー70に記録した。これらの測定を、励起光の波長掃引を含めて全て自動的に行う70ログ  

ラムを開発した。この装置を用いて、NO2の基準子反動である〃1、ソ2だけずれた波長でのけい光の  

時間分解分光を行い、コンピューターによって解析を行った。  

〔発 表〕  

く講 演）  

（1）竹内延夫・丹野直弘・渡部修一・梶原令史・桜井捷海：ミニコンによるNO2けい光の自動測  

定．応用物理学全，束京．（54．3）  

研究課題 赤外線吸収による大気汚染物質濃度の遅隔計測に関する研究  

〔担当者〕竹内延夫  

（期 間〕昭和53年4月－56年3月  

〔概 要〕鉛化合物を主とする赤外半導休レーザーを用いて長光路吸収法による汚染気体遠隔計  

測のシステムの実用化を目的として、53年度は以下の研究を行った。  

（iト熱赤外カメラを用いた赤外半導体レーザーの光軸決定。  

（ii）半導体レ→ザーの単一・モード発振およぴ、ビーム拡がりの決定。  

（iii）長光路（100m）での伝幡のテスト。  

（i）については富士通1nfra Eye501Aを使用して、半導体レーザーを光源とする光学系での  

レーザービームの中心の軌跡と各位置におけるど一ムの平行性を調べ、光学システムの調整を容  

易に行える手法を開発した。また、（ii）に関しては、半導体レーザーを完全に1波長（単一モー  

ド）で発振させるに必要な電流条件を調べ、ビームの拡がりが従来報告されているものよりは遥  

かに狭く、全半値幅で200 程度であることを見出した。（iii）については、100m離れた建物屋上に  

置かれた反射鏡で反射された半導体レーザー光を受光し、長光路システムの予備テストを試みた。  
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また、半導体レーザーの動作波長城を拡大するために、サイクル型冷凍器（米国CTI一社モデ  

ル21型クライオクーラー）を構入し、それに付属させるジュワー部分を設計製作した。これによ  

って、液体ヘリウムなしに半導体素子の動作温度を200Kまで冷却することが可能となり、単一の  

素子で波長を変えて、制定できる汚染気体の数を増やすことが可能となった。  

（発 表〕  

（講 演）  

（1）竹内延夫・長田光昭：Pbl－∫Sn∫Teレーザーの偏光特性．応用物理学会．大臥（53．11）  

研究課領 小型スモッグチャンパーによる光化学スモッグ生成機構の研究  

〔旭当寺〕高木博夫（技術部卜鷲田仲明・秋元 輩  

〔期 間〕昭和50年4月－55年3月  

〔概 要〕以下の三つの項目について実験を行った。  

（1）NO－H20一空気系でのキシレンの光酸化反応   

前年度にひき続きキシレンの光酸化反応の研究を行い、特に0－キシレンについて〈わしい実  

験を行った。0一キシレンの光酸化反応で検出された高沸点生成物はトルアルアヒド、ジメチル  

フェノール（2，3，3，4－）、ジメチルニトロベンゼン（主に3，4－）、0－メチルベン 

レート、ジメチルベンゾキノン、ジメチルニトロフェノールであり、低沸点化合物としては、ホ  

ルムアルデヒド、アセトアルデヒド、グリオキザール、メチルグリオキザール、パイアセナルが  

検出された。高沸点化合物の生成量が0－キシレン減少量の17％であるのに対し、低沸点化合物  

の生成量は炭素数で0一キシレン減少量の約45％を占めており、キシレンの光酸化反応では予想  

以上に低沸点化合物を生成していることが分かった。  

（2）NO－H20一空気系でのシクロアルカンの光酸化反応   

シクロペンタン、シクロヘキサン、シクロヘブタンについて光酸化反応を行ったところ、生成  

物はいずれの場合も相当するシクロアルカノンとシクロアルキルナイトレートであった。それら  

の生成比はシクロアルカンの種類によって大きく異なり、C5、C6、C7に対してそれぞれ0．・02－  

0．06、2．3－2．7、0．4、0．8であった。これらの結果から反応機構の検討を行った。  

（3）光イオン化ガスタロ質量分析計（PI－GCMS）による大気汚染物質の分析   

当研究室において試作された光イオン化がスタロ質量分析計を用いて、硝酸エステル類（メチ  

ルナイトレート、エテルナイトレート、シクロペンチルナイトレート、シクロヘキシルナイトレ  

ート シクロへプチルナイトレート）、ジナイトレート類（エチレングリコールソナイトレート  

プロピレングリコールジナイトレート）、および亜硝酸エステル類（メチルナイトライト、エテル  

ナイトライト、花－7●テルナイトライ．ト、～－プチルナイトライト）のアルゴン共鳴線（11．83、  

11．62eV）による光イオン化質量スペクトルを得、それらと通常の電子衝撃質量スペクトルとの  

比較を行った。  

（発 表〕  

（講 洩）  

（1）高木博夫・鷲Hイ申明・秋元 法・奥田典夫：NO－H20一空気一系でのシクロアルカンの光  

酸化反応．第19匝l大気汚染学会．札幌．（53．9）．  

－90一   



（2）高木博夫・驚甲伸明・秋元 謹・奥田典夫：NO－H20‾空気系でのオルト，メタ，パラ，  

キシレンの光酸化光化吏討論会，京都．（53．11）  

（印 刷）  

（1）wa5hida N，，H．Akimoto，H．Takagiand M，Okuda（1978）：Gas chromatography／  

pllOtOioniヱatiDn maSS SpeCtrOmetry・Anal・Chem・，50，910－915・  

（2）Hoshino M．，H．Akimoto and M．Okuda（1978）：Photochemicaloxidation ofbenzene．  

toluene，and ethylbenzeneinitiated by OH radicalsin the gas phase・Bull・  

Chem．Soc．Jpnり51，718－724．  

（3）Washida N．，G．Inoue，H．Akimoto and M．Okuda（1978）：Potentialof hydrocarbons  

for photochemicalconversion of NO to NO2．Bull・Chem・Soc・Jpn・，51，2215  

－Z221．  

（4）Akimoto H．，M．Hoshino，G．Inoue，M．Okuda and N．Washida（1978）：Reaction me－  

chanism of the photooxidation of the teluene－NO2TO2－N2SyStemin the gas  

PllaSe．Bull．Chem．Soc．Jpn．，51，2496－2502．  

研究課題 光化学スモッグに対する太陽光の効果に関する研究 ■   

〔担当者〕井上 元  

〔期 間〕昭和51年4月－55年3月  

〔概 要〕以下の2項巨＝こついて実験を行った。  

（l）YAGレーザーと質素分析計を組み合わせた光化学反応嚢置を用いて、530nm光によるBr2  

の光分解を行い、Br＋の時間分解質量スペクトルが得られた。Br→■イオンのど－クはレーザーパ  

ルス照射後124／」SeCの点にみられ、これからBr2の光分解で生成したBr悦子の並進エネルギー  

速度が6．86×104m／sであることが分かった。この倍はレーザー光の波長に相当するエネルギー  

とBr2の解離エネルギーから理論的に予想される値とよく一致している。  

（2）フラッシュランプ励起の色素レーザーを用いてN204の光分解に伴うNO∠●の発光スペクト  

ルの研究を行った。NO2に近紫外郎の光を照射した時の光化学過程は、光化学スモッグに対する  
太陽光の波長効果を解析する上で非常に重要である。本研究では温度225．2－314．30K、圧力20－  

120mTorrの範囲でNO2ガスに対し色素レーザーによる光照射を行ったところ、照射光波長290  

－370nmの領域でNO2＊からの発光が見出された。発光強度の温度変化、圧力変化の様子から、こ  

の発光は  

2NO2こ‾→N204   

の反応でNO2と平衡を保って存在するN20Aの光分解に伴う発光  

NO2＋NO2事  N204＋hレ   

NO2十hl′′  

によるものであることがわかった。  

〔発 表〕  
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（講 演）  

（1）井上 元・中訂姦夫・臼井義春・秋元 輩・奥田典夫：N20。の光分解に伴うNO2書の発光．  

光化学討論会，京都．（53．11）  

（2）井上 元・奥田典夫：Photofragment Spectroscopy装置の作製とその性能．高速反応討論  

会，大阪．（53．12）  

（印 刷）  

（1）fnoue，G・，Y．Nakata，Y．Usui，H．Akimoto and M．Okuda（1979）：Emissi。n。f NO2  

formedin NO2formedin the photodissociation．of N204．J．Chem．Phys．，70，  

3689－3693，  

研究膠顎 光イオン化質量分析法による気相反応に関する研究   

（埴当寺）鷲田イ申明  

〔期 間〕昭和50年4月－55年3月  

（牧 羊）メチルラジカルと酸素原子、酸素分子、一酸化窒素、およびオゾンの反応速度を決定  

した。これら一連のメチルラジカルの酸化反応は、光化学スモッグに関係する環境大気中の炭化  

水素の教化反応はもちろん、燃焼反応、さらには上層大気特に成層圏オゾンの破壊に閲する反応  

にも深くかかわった最も基本的な反応である。   

メチルラジカルは酸素原子とエチレンの反応  

C2H4＋0   ＞ CH3＋CHO  ＝）  

で生成させ、メチルラジカルの濃度が定常状態渡度に近づく速さから酸素原子との反応速度（鳥2）  

か1．4×10」Ocm3molecule▲】sec－】である事が決定された。  

CHユ十0  CH20＋H  （2）  

さらにこの条件に酸素分子やオゾンを加え、メチルラジかレのシグナルの減少から、各々の反応  

速度が決定された。  

CH3十02   鬼3＝2．5－4．5×10‾14003molecl】1e」5eC‾】  

CH3＋03   息4＝   8，4×10▼】3  〝   

【発 表〕  

（講 演）  

（1）常田伸明・秋元 肇・奥田典か．斉藤修二：エタノールラジかレと酸素原子分子との反応．  
日本化学舎第37春季年会，横浜．（53．4）  

（2）鷲田仲明：プロパンおよぴプロピルラジかレの酸化反応．第19回大気汚染学会，札幌．（53．9）  

（3）鷲剛申明・秋元 峯・奥田典夫：H＋NO＋Mの反応系でのHNO分子．光化学討論会，京都．  

（53．11）  

（4）鷲田仲明・秋元 肇・奥田典夫：CH3＋03の反応速度の決定．第13回帝速反応討論会，大阪．  

（53．12）  
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（5）驚け‖申明・秋元 轟・奥［日典夫：0，H，N，NOと03の反応で一重項酸素分子は生成する  

のか．第13回高速反応討論会，大阪．（53．12）  

（6）Washida，N．，H．Akimoto and M．Okuda：Reaction of methylradicals with．ozone・  

the ACS／CSJchemicalcongress：1979，Honolulu・（54・4）  

（印 刷）  

（1）washida，N．，H．Akimoto and M，Okuda（1978）：Formation of shglet state mole－  

cular oxygenin the reactiQn Of H＋02，J・Phys・Chern・，82、18－21・  

（2）Washida，N．，H．Akimoto and M．Okuda（1978）：HNO formedin the H＋NO＋M  

reaction sy5tem，］．Phys．Chem・，82，2293‾2299・  

研究課頸 温度成層化した乱流の構造と拡散機構  

〔担当者〕植m洋匡りト川 靖・光本茂記  

〔期 間〕昭和52年4月－56年3月  

（概 要〕乱流の構造や拡散は、温度（密度）成層の状態によって著しく変化する。高温の軽い気  

塊の上に、低温の重い空気が乗っている浮力的に不安定な成層状態では気流の上下ち向の運動が  

盛んになり、乱流混合、拡散は盛んになる。逆に、安定成層では乱流変動は浮力により減衰する。  

乱流拡散は、この成層状態だけの相異によって、1000倍以上の変化をきたす。本研究はこの乱流  

輸送に及ぼす浮力効果を乱流構造の変化という観点から解明する事を目的とする。  

（1）乱流構造に及ばす温度成層効果   

完全に発達した定常二次元の成層乱流を開水路中に形成させ、乱れの各方向速度および温度変  

動を実測してそれらの統計解析から次の知見を得た。不安定成層流中の乱流は、局所的に高温の  

乱流渦の上昇と低温渦の下降運動とで構成され、特に冷温渦の下界運動が鉛直方向への乱流輸送  

の70％以上の寄与を示す。そして、不安定度の増大に伴って大きな乱流渦ばかりでなく、中立時  

等方便を示す小さな乱流渦までも鉛直運動が支配的になる。1  

（2）線型理論   

運動量、熟および汚染物貿の乱流輸送に対する拡散係数（それぞれ∈〃，∈〃，∈β）はブラディエ  

ント、リチャードソン数Riのみの関数になり、安定、不安定成層流でそれぞれ次式で表される。  

EM／E〟0＝（1＋2．5Ri）‾】（stable），eM／E．vo＝（1－25Ri）】／3（unstable） また、  

E〃／亡〟＝∈〃／∈〟＝1．2〔1－10（g〃／∈。IJ）Rり／〔1－（E〟／∈〃）Rり2   

またその他の種々の乱流統計還に対する浮力効果も、局所的に平衡状態に達し、Ri数のみの関  

数として相関できる。この挙動を説明するために線型化した乱流スペクトル理論を提出し、その  

妥当性を検証した。  

（3）自然対1克と強制対悦の共有流れ   

片側高温片側低温の平行平根間の共存乱流について、運動量、熟の乱流輸送に及ぼす共存流の  

影響を検討した。乱流拡散係数に対する影響はPrandthの混合距馳Imを導入すると物性値変化  

に依存しない一般式が得られる。自然対流と強制対流の方向が逆の場合（oposing flow）、混合距  

離の分布は中立流のそれと変わらないが、aiding flowでは乱流変動が減衰するoこのような挙  

動に対する理論的考儲を行い、共存流中の温度分布、速度分布および壁面への熱伝達・摩頒係数  
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を計算し、実測値との良好な→致を見た。   

今後、大気中での汚染物質の拡散に支配的を温度成層効果について重要なもう1・・hつの要素、水  

平方向の拡散を乱流構造との関連において解明する。  

【発 表〕  

（講 演）  

（1）植田洋匡・水科篤郎二門管内完全発達乱流の壁面近傍の乱流構造．化学工学第43年会，名古  

屋．（53．4）  

（2）水村簡郎・荻野文丸・近藤 勝・相田洋匡・福井啓介：鉛直平行平横間の共存対流場におけ  

る乱流輸送現象．化学工学第43年会，名古屋．（53．4）  

（3）水料簡郎・荻野文丸・植田洋匡りJ、森 悟・前日和昭：レーザートソプラ一流通計の非等温  

系乱流場への適用（Ⅰ）実験例．化学工学第43年全，名古屋．（53．4）  

（4）水科筒郎・萩野文丸・植田洋匡リト森 悟・前田和昭：レーザードップラー流速計の非等塩  

系乱流場への適用（IT）一幾何光学的解析．化学工学第43年全，名古屋．（53．4）  

（5）植田洋匡：乱流拡散係数の測定．日本機械学会窮55期総会，横浜．（53．4）  
（6）水科篤郎・植師羊匡・小森 悟・前田和昭：安定成層中の乱流構造．第15回日本伝熟シンポ  

ジウム．札幌．（53．5）  

（7）植田洋匡・水科篤郎・萩野文九り」、森 悟：温度成層泥中の乱流拡散係数におよほす浮力効  

果．1978年日本気象学全春季大会，束京．（53．5）  

（8）水科篤郎・萩野文丸り」、森 悟・前m和昭・植田洋匡：レーザー・トソ70ラー流速計によも  

非等温系乱流場での乱流測定．流れの動的計測シンポジウム，東京．（53．12）  

（9）中島正基・福井啓介・植田洋匡：鉛直平行平板問の共存流れ場における乱流輸送現象．化学  

工学第44年会，東京．（54．4）  

（10）水科篤郎・植圧＝羊匡・′」、森 悟：不安定成層流の乱流構造，第16回日本伝熟シンポジウム，  

広島．（54．5）  

（印 刷）  

（1）Ueda，H．，T．Mizushina，F．Ogino and S．Komori（1978）：Buoyancy effect on eddy  

diffusivitjesin therma】】y stratified t】owin an opeT7Channe】．Heat Transfer  

1978，MC－16，91－96．  

（2）NakaiiTna，M．，K．Fukui，H．Ueda and T．Mizushina（1978）：Deve】oping con－bEEled  

free and forcedlaminar convection betweerlVerticalparErllelplates with  

eonstantⅣa‖temperaとure‥J．Cheln．Blg、Jpn、，ll，19－24．  

（3）Nakajima，M．，K．Fukui，H．Ueda and T．Mizushina（1979）：Turbulent mixedconvec－  

tIon betweeTIVert血IparallelpLates・J．Chern．Eng，Jpn．，†2，650－654．  

（4）Mizushina，T・，F・Ogino，S・Komoriand H・Ueda（1979）：Application oflaserdopp一  

】er ve】ocimetry to turbu】ence measurement上n non－isothermaHlow．Proc．Roy．  

Soc．London，A．（in press）  

研究課題 大気境界層内での乱流輸送現象  

〔担当者〕植上1】洋匡りJ、川 端・光本茂記  
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〔期 間〕昭和51年4月－56年3月  

〔概 要〕大気境界屑内での大気の挙動は、生活環境に直接関連するばかりでな〈、工場等の排  

煙や自動車排気ガスなどの大気汚染物質の移流、拡散現象を支配している。地表面は、日中の太  

陽エネルギー照射、夜間の放射冷却により、その温度は大きな日変化を示す。それに伴い大気境  

界層は、日中、不安定な温度成層（混合層）を形成し、夜間、強い安定成層（接地逆転層）を形成す  

る。大気境界層の構造、乱流輸送現象およぴそれらの日変化は、大気の成層状態の変化による乱  

流拡散係数の鉛直分布の変化に起因すると考えられる。   

本研究の目的は、  

1）基礎研究で得た乱流構造・拡散機構に対する温度成層効果に関する知見が、大気中の大規  

模乱流についても成立する事を検証するとともに、   

2）温度成層の効果に起因して現れる種々の気象現象の解明を行うことにある。   

観測は1978年10月25E巨10月26日、筑波での合同気象観測（高層気象台、気象研究所、国立公  

害研究所）の一環として行った。観測は、夜間の接地逆転屑の発達、早朝の逆転屑の崩壊、低層  

での混合層の発達、日中の不安定層の変化など一連の成層状態の日変化と、それに伴って起こる  

気象現象を追跡した。その際、カイツーンの連続昇降による風向、風速、温湿度の測定、超音波  

風速温度計による地上1．5m、筑波気象観測塔の5高度（25、50、100、・150、200m）におけるレイノル  

ズ応力・熱流束の測定を行った。その結果、熟あるいは汚染物賀の乱流拡散係数に及ぼす温度  

成層の効果については、前述の基礎研究の結果とほほ完全に一致することを確めた。また、乱流  

モデルを大気穐界層に対する数倍計算プログラムに組み込んで、逆転層、混合層の発達、崩壊過  

程を含む大気境界層の日変化をシミュレートした。さらに、接地気層について、上記の乱流モデ  

ルに基づいて成層状襲での風速、温度分恥こ対する統一的な理論を展開し、従来提出されている  

log一）inearlowやKEYPS式の検討を行った。   

本年度までの研究で接地気層を含む低層大気中の運動量、熱の乱挽輸送に及ぼす温度成層の効  

果がほぼ明らかに、なった。これにより大気汚染物質の鉛直方向の拡散は予測できるようになった  

ので、今後は、水平方向の拡散、すなわち、汚染物質の横の拡がりに関する研究を野外でのトレ  

ーサーガスの拡散実験および大気乱流の構造の検討を通じて行う。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）楠鋸羊匡：下層大気の構造と乱流輸送現象一乱流拡散係数におよばす浮力効果・第12回伝  

熱セミナー，京都．（53．9）  

（2）植田洋匡・光本茂記・水科鴬郎・萩野文丸り」、森 悟：大気境界層の構造と乱流輸送現象・  

第12回化工秋季大全．乱流の測定および構造シンポジウム，岡山．（53・10）  

（3）相田洋匡・光本茂記・鈴木弥幸・穐田 厳・鈴木「呵り彦＝接地逆転層，稼聞低層ジェットの生  

成・発達・消滅過程の観測→カイツrンによる風速、温度、湿度の鉛直分布連続制定  

気象学全春季大全，東京．（53．5）  

（4）植臥羊匡・水料簡郎・荻野文九・ノト森 悟：温度成層流中の乱流拡散におよぼす浮力効果・  

気象学全春季大全，東京． （53．5），節19回大気汚染学会，札帆（53・9）  

（5）植用洋匡・光本茂記・鈴木弥辛・穐田 厳・鈴木剛彦：夜間接地逆転層、低層ジェットの観  

測．第19回大気汚染学会，札幌．（53．9）  

（6’）相打洋匡・光本茂記・篠田敏夫t花房龍勇■篠谷徳之助・大家 伸：大京境界局内の乱流拡  

散係数におよほす浮力効果一熱の乱流拡散係数について．気象学全秋季大会，仙台・  
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（53．11）  

（7）相田洋匡・光本茂記：成層化した接地気屑の速度分布について．気象学全春季大会，東京．  

（54、4）  

（8）植鋸羊匡・奥野典夫：海陸風循環流中の乱流構造と拡散機構について．環境の動態セミナーー  
文部省環境科学特別研究，束京．（54．1）  

（印 刷）  

（1）Ueda，H．，S．Mits。m。t。，S．K。m。riand T．hiz。Shina（1979）：Theinfl。。n。e。f b。。T  

yancy on turbulent transportin thelo、Wer atmOSPhere．Quart．］．Roy、Mete。rl．  

Soc．，（in press）．  

研究課題 地形・地表障害物まわりの流れと拡散現象  

臼旦当寺）小川 靖・植偏洋匡・光本茂記  

（期 間〕昭和52年4月－56年3月  

〔概 要）市街地、高層建物周辺、山の背後等の地表、地形l草書物周辺気流中に高い汚染濃度の  

出現する過程を解明することを目的とする。   

昭和53年8月14日よ・リ1週間、鹿島臨海地区の平坦な場所に1．8mの立方体のモデル建物を置  

き、その建物まわりの気流を4台の3方向、およぴ2台の2方向、2台の1方向の超音波風速計  

によって測定した。また建物まわりの風向は建物風下中心線＿Lに配した鉛直断面湘是用の小型べ  

－ン（3断面）と水平断面測定用の′ト型ベーン（3断面）をそれぞれ地上とクレ【ン辛から5秒  

おきに10分間写真測定を行い、その最多風向から求めた。さらに建物屋上中央からトレーサーガ  

スを放出し、建物表面上と建物風下での浪度の分布を求めた。  

この結果によると建物背後での渦領域の大きさは鉛直方向では建物高さの1倍から1．5倍程度で、  

水平方向では建物の半分の高さの水平断面では建物の幅の約2倍の渦が発生する。   

膿度の分布を見ると地上の高波度か建物の近傍（約0．5H）に出るケースとやや凰‾lミ▲側（約1．5H）  

に出るケースがある。これは建物と一一般風の風向とに関係する事が分かった。この事は建物の屋  

上から放出した白煙の写真測定によって煙が一般風の風向によっては建物屋上で逆流せずにその  

まま風下に移流してい〈現象からも分かった。   

今後、野外観測で求まった結果を風洞内で再現し、三次元檀物まわりの流れ場と濃度場の測定  

を行い、特に水平方向の拡散朔象の相似別の検討と共に建物まわりのダウンドラフト現象の解明  

を行う。   

野外実験ではひきつづき3次元の種物モデルによる市街地モデルを作l）、より季夏雉な場での拡  

散現象を解明する。  

〔発 襲）  

（講 演）  

（1）OgaLra，Y・：Sim‖arity considerations for flowaround a two－dimensionaImodeI  

fence．Partl－fieldinvestigation，Part2－Wind tunnelstudy．Fourth  

U．S．－Japan Air Pollut主on－Related Meterology Meeting，Washington D．C．  

（53．12）  
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（印 刷）  

（1）Ogawa Y．，Diosey Ogawa P．and S．Oikawa：The effect of the characteristics of  

the oncoming wind on the flow behin（1a two－dimensionalmodelbuilding．  

The FifthInternationalConferenceOn Wind Engineering（To be published）  

研究課題 気液界面での乱流の構造と横方向乱流拡散機構に関する研究  

〔担当者〕大気環境部：棺鋸羊匡‥小川 靖・光本茂記  

総合解析部：内藤正明  

（期 間〕昭和53年4月－56年3月  

〔概 要）大気中の汚染物貿、酸素、炭酸ガスあるいは熟の気液界面での挙動は、それらのグロ  

ーバルな収支を考えるうえで重要な問題である。これらの挙動は界面での乱流の構造と密接に結  

びついている。気液界面はステッ70状の密度変化をもつ典型的な安定成層（逆転層）である。そこ  

では鉛直方向の乱流拡散係数はゼロに減衰するが、横方向の乱流拡散はほとんど減衰しない。本  

研究は、気液界面での乱流構造の解明を通じて熟あるいは物質の流人出機構を明らかにし、気液  

界面での、浮遊物質の拡散から横方向の乱流拡散機構を解明することを目的とする。   
本研究では、界面に浮遊させたトレーサー粒子を追跡することによI）、その粒子の二次元的拡  

散過程とラグランジュ的な乱流特性から界面の乱流構造を検討した。実験は完全に発達し草間水  

路流れを対象とした。トレーサー粒子は1mm直径の発泡スチロール球で、これをパルスモータ駆  

動の制定台車上に設置したビデオカメラで追尾し、ⅩYトラッカーで粒子の座標位置信号を取り  

出し、AD変換して大型計算機で統計処理した。  

乱流拡散係数：粒子の平均軌跡からの偏位はガウス正規分布になり、その分散から乱流拡散係数  

が高精度で求まる。スパン方向の拡散係数㍉は摩擦速度㌔、水深∂で無次元化すると0．13になる。  

また、本方法では従来測定不可能であった流れ方向の拡散係数仁王の測定が可能であり、その値は  

㍉の1．5～2．0倍になる。  

ラグランジュ的な乱流特性：乱流特性は界面近傍で特別な変化を示すような事はなく、液本体で  

の分布をそのまま外挿したものになる。例えば、界面での乱れ強度 祝′／鮎＊、む′／㌦はそれぞれ  

0．95、0．70になり、これは液本体からの外挿値と－・致する。ラグランジュ的に見た流速祝，むの自  

己相関関数はオイラー的なそれと相似な分布形を示すが、ラグランジュ的な検分長さはオイラー  

的なそれの数倍になる。   

今後、レーザートンプラ一流速計を用いて坑液界面および界面近傍の乱流構造をオイラー的に  

計測し、ラグランジュ的な構造との相関関係を明らかにする。  

〔発 表〕  
（講＋演）  

（1）植周洋匡・内藤正明・太一口宣久t山本－・夫：気沌界面のラグランジュ的な乱流構造の測定．  

流れの動的計測シンポジウム，東京．（53．12）  

（2）枇田洋匡・内藤正明・大皿立久・山本一一夫：宍液界面の乱流構造．化学工学弥14年全，東京．  

（54．5）  

（印 刷）  
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（1）Ueda，H・，M・Naito，N・Ohta and K．Yamamoto（1979）：Measurement。f Lagrangian  
StruCttlre Of turblence at th’e free surface・Chem．Eng．Sci．，34，（in press）．  

研究課題 広域（光化学）大気汚染の拡散機鰍こ関する研究  

（姥当者）植田洋匡・小川 靖・光本茂記  

〔期 間〕昭和53年4月－56年3月  

〔概 要〕反応を伴った大気汚染について、汚染質問の混合、拡散、反応過程の相互作用を流体  

力学的な立場から解明することと、広域の光化学大気汚染の総合的な観測手法を確立することを  

目的とする。   

NO03系の反応は、反応物質の濃度の増大によって、その反応速度が拡散律速から反応律速  

に、さらに拡散律速に移行する。大気中でのNOのNO2への転換は混合、拡散が律通過程であり、  

乱流によって生じる反応物質の濃度むらが反応速度に及ぼす影響が大きい。   

この混合、拡散、反応過程の基本的メカニズムを解明するため、風洞実験を計画し、本年度は  

実験装置の設計計算およぴその製作を行い、予備的な実験を実施した。   

今後、上記の実験を実施する一方、乱れの輸送方程式に基づく乱流理論を確立して、混合、拡  

散、反応過程の相互作用を解明し、NOのNO2への転換機構をシミュレートする。   

また、広域大気汚染の観測手法とLて、まず飛行機による風向・風速の測定法を確立し、広域  

の風系および大気境界層の立体構造の観抑‖こ適用する。  

研究課題 大気中の浮遊粒子状物質（エアロゾル）の粒径分布と化学組成測定に閲すさ研究  

〔担当者〕村野健太郎・福山 力  

〔期 間〕昭利52年4月55年3月  

〔目 的）エアロゾルの粒径分布と化学組成を同時に測定し、両者の相関を明らかにする。  

〔概 要〕  

（1）光化学スモッグシーズンのア月28日－31日に所沢市の公害研修センターでエアロゾルの調  

査を行った。光散乱粒子カウンターおよび水晶発振式質量濃J空測定器の測定値は良い相関を示し、  

質素濃度には0・5′Um以上の粒子が寄与していることが示された。粒径に関しては午前中に0．5ノソm  

以上の粒子膿度が高くなっている。所沢保健所のモニタリングステーションの測定値とも良い相  

関が見られ、局所的な発生源による寄与はないことが明らかである。硫酸塩および硝酸塩エアロ  

ゾルの日変化はオゾン最高濃度と相関が高く、亜硫醸ガス漉度の日変化が少か－ことから、l］餌  

によって硫酸塩エアロゾルが増加したと思われる。けい光X線分析法による重金属濃度決定では、  

余属イオン捕捉用ろ紙、エクスパピールを使用する新しい方法で、鋼の定員値を謀めた。エアロ  

ゾル中の炭化水素の分析は多環芳香族炭化水素についてガスクロマトグラフィーとガスーマスに  
より定性分析を行い、学園都市内でフルオランテン、ビレン、（1、2－ベンズアントラセン、  

トリフユニレンク1」センのいずれか）、ベンゾ（b）フルオランテン、メチルベンゾビレン、ベ  
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ンゾ（b）クリセンが同定された。  

（2）10月に気象研究所の213mの観測塔を剛－て、エアロゾル濃度の高度分布を測定した。．25  

－50mで濃度が高く、50m以上は個数濃度が低く、昨年冬期と同じ傾向を示した。  

（3）11月、相模湾で海上のバッググラウンドエアロゾル濃度を測定した。  

研究課題 エアロゾル植生成機構の研究  

（担当者〕柄山 力  

〔期 間〕昭和53年8月－57年3月  

〔概 要〕環境大気中では硫酸ミスト、光化学エアロゾルなどの粒子状汚染物質が発生するが、  

その初期過程である核生成（nucleation）を解明することを目的とする。ノズルビーム方式の分子  

線発生装置を製作し、気相での核生成過程と圧力、温度、濃度等との関係を調べる。53年度は核  

（クラスター）検出用電子衝撃イオン源、四垂極質量分析器及びそれに付随した信号処理系の整備  

を行った。  
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2，2．5水質土i裏環境部  

研究の概要  

1．研究部の係る特別研究との関連   

水質土鳩環境部の係る特別研究としては、「陸水城の冨栄養化に関する総合研究」（昭和52年度よ  

り3か年継続）、「有機廃棄物、合成有機化合物、重金属等の土土来生態系に及ほす影響」（昭和53年  

度よリ3か年継続）、「海故における冨栄養化と赤潮に関する総合研究」（昭和54年度よリ3か年継  

続）の3件がある。   

節－の陸水城㍍栄養化の特別研究は、陸水環境研究室、水罰環境計画研究室のいずれも全員が  

参加し、土鳩環境研究室の2人も加わっている。第二の土鳩特研においては、土鳩環境研究室の  

全員と陸水環境およひ水質環境計画研究室の一部の研究員が参加しており、第三の海域冨柴層化、  

赤潮特研は新設の海洋環境研究室の全員が主として取組むほか、陸水環境研究室からも2名が参  

加する形となった。この特別研究はいずれも、関係各研究室が行っている経常研究が足がかりと  

なっていて、その例をあげれば，陸水環境研頂点の経常研究「陸水故における富栄養化の機構に  

関する研究」や水質環境計画研のテーマ「浅い湖における物質輸送と拡散に関する研究」か水特  

研におけるそれに当たり、また、土鳩環境研究室の経常テーマ「土鳩生態系に与える無機汚染物  

貿の影響に関する研究」が、土土衆特研を展開する上での基底流の一つになっている。   

2．経常研究の概要  

（1）陸水環境研究室  

．「陸水城における富栄養化の機構に関する基礎的研究」では、奥日光湯の湖を対象とし、処理場、  

地下水、底泥からの負荷量を調査し、AGP測定により制限栄養塩濃度の推定を行った。また、  

霞ヶ浦の水の華発生に関連すると考えら′れる細菌、菌類の調査も行って放線菌の分離やカピ臭発  

生物質の同定を行うなど多方面の研究でかなりの成果を収めた。次に「陸水域に及ばす汚水およ  

び汚泥処理の影琴削こ関する研究」では、アクアトロンに設置した回転円板式水処理装置を用いて、  

窒素などの栄養塩除去を目的とし、BOD負荷と硝化との関係、負荷変動の許容範囲、除まBO  

D当たりの発生汚泥量を明らかにした。  

「陸水妓における有機塩素化合物の挙動に関する研究」では、ジクロルおよびトリタロル禦PC  

Bを、土中細菌に属するアルカリゲネスを用いて分解させること、および分解代謝の中間産物の  

検索、テトラクロル以下のPCBを分解可能な細菌のスタリ－ニング等を行った。ジクロルPC  

Bは短期間に完全分解が可能で、トリグロル聖は肉エキスとペ70トンの存在下で80％まで分解で  

きること、さらに、二、三の代謝中間生成物の同定に成功している。また「水処理のエントロピ  

ーによる評価に関する研究」は、環境の秩序の尺度としての熱力学エントロピー鼠を使って系の  

水質の変化を、その入力と出力の差で見るだけでなく、処理70ロセスで発生する、非補償鮒二相  

当するエントロピm量をし加味して論ずるための叫連のセオリーを展開し、その結果から不可逆  

過程と一しての水処理の秩序性を具体的に評価する例を示すとといこ、次式に示す水質とエネルギ  

ーの変換効率りを売義、刊直した。  

J△5／△＝  

り＝  
△5／△亡十dfS／d亡  

Sはエントロピー、di5／d～は内部エントロピー生成率を表す。  
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（2）土l袈環境研究室  

「土鳩中における有機汚染物質の挙動に関する研究」では、畑地ほ場を用い、（1）BHC、TPN  

を単独または複合で用いた場合の農薬の投与後の挙動、（2）BHC、TPNの混合投与および堆肥  

の投与による土用動物中の農薬残留義について、（3）席柵酸のγ－BHC吸着能および痕前様態に  

関する、前年度から引続きの研究等を行い、それぞれについて具体的な成果を得た。「土鳩中に  

おける無機汚染物質の挙動に関する研究」では、昨年に引続き琵琶湖底璽試料を放射化分析、け  

い光Ⅹ線分析、原子吸光分析の三法で分析し、各種元素の底質中での水平、鉛直方向分布を明ら  

かにした。底質中表層に濃縮きれる元素としてマンガン、ヒ素につき調べた結果では、隆表層の  

酸化層中でも例えばMn（ⅠⅠ）が全マンガンの3－4割を占める。つぎに、「土鳩生態系に与える無  

機汚染物質の影響に関する研究」では、上様微生物の機能に閲し、ウレアーゼ活性とフォス7丁  

ターゼ活性とをとj）あげ、Hg，Cd．Cr，Cu，Ni，Pb，Znの詣金属の存在影響について調べた  

結果、ウレアーゼ活性については、火山灰放牧地土矧こ対しウレアーゼ活性阻害の発現濃度が低  

い順序で表すとHg，Cd．Cr．Cu，Ni，Zn，Pb で、一方火山灰未耕地土鳩での重余属元素に  

よる阻害度は、Hg＞Cu＞Cr＞Ni＞Cd＞Pb＞Zn の順であった。鉱督士風二おける7ォスファ  

ターゼ活性についても阻害ランクが明確にされた。  

（3）水質環境計画研究室  

「水環矧こおける浮遊懸濁物質の生物、化学的挙垂加二関する研究」は、当研究室としては基礎  
的な課題の一つで、室内（アクアトロン）におけるものとフィールド（霞ヶ浦）におけるものと  

に分かれる。室内では沈降筒を用いる実験が主体であるが、フィールドでは風などの影響で乱流  

状態にある水流中に採取器を入れて試料を一定時間間隔で採取するもので、通常の浮遊物と底泥  

由来の懸濁物とでその挙動や化学的性矧二相通があること等を明かにした。「水環境における微  

生物反応の動力学モデル化に関する研究」では、前年度に展開した動力学モデルに、新たに水理  

諸星を加えて、湖沼における富栄養化関連物督の鉛直分布模擬計算に応用したことが特色である。  

計算に必要な諸量として、一次生産率と日射の閥係、鉛直方向拡散係数、柿物プランクトンの沈  

降速度（以上湯の湖で）などを実測し、水温の錯直分布予測などに用いた。  

「河道モデルにおける流水中の物質移劇と水質の変動指標に関する研究」は、アクアトロン水理  

実験棟のこう配可変水路を用い、移流分散過程における流速物質濃度波形を観測した。沈降性物  

療、トレーサー分布観測結果から、沈降性物質の分散係数は溶解性物質のそれより大きいこと等  

を明らかにし、また、80mの屋外長水路を用いて栄養塩の流下実験を行い、付宕藻類の発生増殖  

過程をつぶさに調べた。「水環境における水理学、水文学的現象に関する基礎的研究」では、中  

心となった研究項目は、既成の単粒子沈降速度の諸法利から外れる固体粒子群の沈降粋性で、比  

較的Re数の大きい粒子を用いた実験で、粒子挙動のストロボ撮影尤どにより、粒子の債ゆれ現象、  

発生渦に由来するストローハル数Stv、Stpが粒子沈降にどのような影響を有するかを明らかにし  

た。   

最後に「浅い瀾における物質輸送と拡散に関する研究」では、吹送流による浅い湖での流動、  

混合現象解明をめぎし、水理快型と送風機とを組み合わせた実験により、（1）数値シミュレーショ  

ンに閲し棋聖相似率の意義、（2）水温変化のない時に起こる鉛直循環流を理言銅勺に説明するための  

考察、は水深変化の有在する場飢二生ずる水平循環流につき、移流項を省略してのエクマン・モ  

デルによる数値計算、などの諸員を検討し、いずれも相当の成果を収めることができた。  

（4）海洋環境研究室   

当研究室の新設に伴い、2件の経常研究を開始した。「海域における物質収支と水理シミュレ  
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ーションに関する研究」では富栄養化、赤潮をはじめとする海域およひ他の水環境での諸現象を  

物理、化学、生物現象の相互作用としてとらえ、諸過程のモデル化を笑顔および現場観測をもとに  

行ったものであり、現象の子iRlほも行うことを目的としたものである。「赤潮に関する研究」は  

その発生機構を解明することを第一の目的とし、特に本年度は赤潮生物の教程（ホルネリア、キ  

ムノジニウム、ペリソニウム、キートセラス、プロロセントラム、ヘテロシグマ）の分離培養を  

行い、さらに一部の様については透析培養を行い、増殖特性解明の基礎を確立した。   

3．付 記   

以上の経常研究諸テーマは、いずれも明年度継続して行われるものであり、昭和54年度以降は  

重点項目の変更等により、研究課題数をさらに増加して取組むことを予定している。  

研究課題 陸水域における富栄糞化の機構に関する基礎的研究  

〔娼当者）≠頁藤隆一・田井憤吾・大木修身・岡田光正・細見正明・内藤敦子・相崎守弘・津野洋  

〔期 間】昭和50年4月一60年3月  

〔概 要〕湖沼のりンおよび窒素負荷に関する研究では湯ノ湖を対象水域とし、処理場、地下水、  

底泥からの負荷量の推定調査を行った。またAGP測定により、制限栄養塩の推定を行った。と  

くに地下水、底泥からの負荷については霞ヶ浦についても調査を実施した。佑cγOCyざ～よぶの増殖  

と消滅に関しては、霞ヶ浦を対象として、水の筆先生期に週1～2回の頻繁な調査を行い、水質  

および動・柄物プランクトン群魔の変化を追跡した。また佑cγOCy8～iβの純粋分離を行ってその  

増殖特性を明らかにした。水の華発生に関連するといわれる細菌、菌椰の調査も同時に行い、と  

くに水道のカビ臭発生原因の一つと至れている放線菌の分離、カビ臭発生物質の同定を行った。  

藻頬発生に伴うCODの内部生産については純粋分馳した藻類を用いて、棟ごとの藻体のCOD  

値、および代謝産物のCODを求めた。   

得られた主要な結果は次のとおりである。   

1）揚ノ瀾の窒素、リンの負荷量は処理場からの糀入水がそれぞれ60％、75％と最も大きかっ  

た。   

2）AGP測定の結果、湯ノ湖、霞ヶ浦ともに窒素制限と推定された。   

3）霞ヶ浦よ り3件の〃～cγOCyざ山の分離に成功し、その窒素、リン吸収速度、および増軌速  

度の定量化を行った。   

4）藻体1mg当たりのCODは約0．2－0．5であった。とくに肌cγOCy∂吉J8は代謝物に由来する  

可溶性CODが大きかった。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）岡田光正：水の華の発生と消滅について．第25回日本生態学全大会（マイクロエコロゾー勉  

強会），福臥（53．4）  

（2）矢野帽身・岡田光正・細見正明・循瀾紺計－：水の華および赤潮生物の培養について・国立公  

害研究所研究発表会，筑波．（53．4）  

（3）須藤隆一・岡田光正・針生 晋：霞ヶ浦および揚ノ湖におけるAGP，日本陸水学会第43匝】  

大会，奈良（53．7）  
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（4）杉浦貝り夫・飯島昭夫・岡田光正・須藤隆一：霞ヶ浦における植物プランクトンの変遷につい  

て．日本陸水学会第43回大全，奈良．（53．7）  

（5）合田 健・村岡治爾・津野 洋・細見正明：霞ヶ浦周辺の地下水の水質について（第1報）．  

日本陸水学会第43匝l大全，奈良（53．7）  

（6）岡田光正・矢本修身・娼藤隆一二〟Jcrocy∫JJ∫の増殖促進物質について．日本陸水学会第43  

回大全，奈良．（53．7）  

（7）矢木修身・岡田光正・ラ貞藤隆一：肌cγOCyβ£gぶの分離および培養にていて．日本陸水学会第  

43匝l大会，奈良（53．7）  

（副 細見正明・津野 洋・村岡浩爾：欄の苗栄養化に及ばす沿岸地下水の挙動について（窮1報）．  

土木学会第33回年次学術講演会，仙台．（53、9）  

（9）飯島昭夫・杉浦則夫・矢木修身・狛藤隆一：霞ケ浦から分離した放線菌の臭気物質について  

（第1報）．日本水処理塵物学会第15回大全、長野．（53．11）  

（川 匡ほ克彦・岡田光正・狛藤俊一：藻類の増殖におよほす底泥の影響．日本水処理生物学合第  

15回大全、長野．（53．11）  

（11）岡H光正・国安克彦・損藤儒一：底泥の酸素消和こついて．日本水処理生物学会第15回大全，  

長野．（53．11）  

（12）矢木幡身・須藤隆一：肌cγOCy5～gざによる水の革の発生および消減に関する研究（第2報）  

一霞ヶ浦に発生する〟ゴcm瑚融点の培養について．昭和53年度日本醗酵工学全大全，  

大臥（53．11）  

（l割 岡田光正・‡兵藤隆一・合葉修一：怖cγOCy8～～ぶによる水の華の発生および消滅に関する研究  

（第3報）一肌cγOC〟β～よgのリン吸収と増軋昭和53年度日本醗酵工学会大会、大阪  

（53．11）  

（14）岡田光正・手兵藤隆一・合築修一：〟gcm瑚融烏による水の華の発生および消滅に関する研究  

（第4報卜一一朗圭汀“堵封来の窒素吸収と増殖一昭和53年度日本憶酸工学会大会，大阻．  

（53．11）  

（15）岡田光正・矢木修身・須藤閲－・合葉帽一：〟とCrOC射けねによる水の華の発生および消滅に  

関する研究（第5報）一リン制限‾Fにおける怖cγOC〟ぶ～iぶの連続培養．昭和53年度日本  

醗酵工学会大全、大阪．（53．11）  

（16）細見正明・矢木修身・‡F腰隆一・：藻類の増殖に及ぼす底泥の影響に関する研究（第2報）－  

好気的条件下における底泥Pの藻矧二村する有効性．昭和53年度日本西軍酵工学会大会，  

大阪．（53．11）  

（用 ラミ木修身・狛儲潤一・杉浦則夫：霞ケ浦から分離した放線苗の生成する臭気物矧ごっいて．  

第13【萱】日本水質汚濁研究会年次学術講演会，束乱（54．2）  

（18）維見正明・須儲潤一：底泥中のP分画について．第13回日本水質汚濁研究会年次学術講演会，  

東京．（54．2）  

（印 刷）  

（1）Sudo，R．，H．Ohtake，S．Aiba and T．Mori（1978）：Some ecologicalobservation on  

the decornposition of periphytic algae and aquatic plants．Water Research，12，  

179184  

（2）‡㌢i藤隆一（1978）：AGP，下水道協会誌、t5（167）、104．  

（3）岡H光正・須藤隆一（1978）：AGPをめ〈中る詰問乱用水と廃水．20（7），765－779．  
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刷 須藤隆一（ユ97β）：ACPによる富栄養化の評価．環境創造，8（9），55－66．  

（5）岡田光正・須藤隆一（1978）：The effects of sediment onlake eutrophicati。n：The  

application of algalassay procedure．有害底質の処理処分に関する日米専門家会  

議（The4th US／JAPAN Exparts Meeting on Managetnent of Bottom Sediments  

Containing Toxic Substances）  
（6）森 恩洋・須藤隆一・岡田光正（1978）：下水3次処理水の藻類培董試験．日本水処理生物  

誌，lヰ（2），22－29．  

（7）岡田光正・≠贅藤隆一（1978）：欧米における富栄養化対策の動向．環境創息 8（1n）、46－  

52．  

（8）須藤隆一（1979）：水城の富栄養化とその防止対軋 醗酵と工業，37（1），41－47．  

（9）細見正明・筍藤隆一（ユ979）：藻類の増殖に及ぼす底泥の影響に関する研究一成泥のAG  

P．匡は公害研究所研究報告，第6号，115－121．  

（10）大木修身・岡田光正・須藤隆→（1979）：水の華および赤潮生物の培養について．国立公害  

研究所研究報告．第6号，223－229．  

（11）岡田光正・須藤隆一（1979）：肌croc〟8～よ5の栄養塩吸収と増殖特性について．国立公害研  

究所研究報告，第6号，293－302．  

研究課題 陸水頓におよぼす汚水および汚泥処理の影響に関する研究  

〔書旦当者〕狛藤隆一・調井憤吾・矢木修身・岡田光正・内藤敦子  

〔期 間〕昭和53年4月－58年3月  

（概 要】本研究は、汚水および汚泥中の栄養塩芙軋有機化合物の生物学的ならびに物理化学的  

処理過程における物質変化と、それらの物質の陸水城に及ぼす巌響を検討するために行った。前  

年度までの研究において、回転円根法は、負荷変動に強いこと、汚泥発生量が少ないこと、窒素  

の除去率が高いこと、などを確認したので、アクアトロンに設置した回転円板装置を恥－て、操  

作条件について検討を加えた。不実験によって、BOD負荷と硝化との関係、計荷変動の許答範  

囲、除まBOD当たりの汚泥発生量を示すことができた。   

生物処理では、処理水質を向上させ、さらに汚泥発生量を減少させるためには、微小動物（原  

生動物および輪虫）の関与が不可欠であるので、その増殖条件について検討を続けた。繊毛虫規  

の一種であるC叫巾荘川CαmpyJ祝mを弛αγgJ～ge几eβ恒c8Jよぶ（細菌）の薗懸濁液中で連続培養を  

行い、比増殖速度と希釈率および南濃度との関係について検討を加えた。   

本研究所の廃棄物処理場設において、廃水および汚泥の性状を訴麿し、その処理特性について  

検討した。  

〔発 表〕  

（講 演）  

川 松重一夫・田井恨吾：国立公告研究所における廃水の再利札 第29回全回水道研究発表会，  

福岡（53．5）  

（2）岡田光正：廃水からの窒素除去の必要性．，78公害技術全団会議 束軋（53．7）  

（3）内藤敦子・岡乱光正・須藤隆一：原生動物の連続培養について．日本陸水学会第43回大会，  
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奈良．（53．7）  

（4）松重一夫・田井傾吾・土井賢二郎・小泉まゆみ：研究所廃水汚泥の性状とその処分．第29回  

廃棄物処理対策全国協議会全国大全，大阪（53．11）  

（印 刷）  

（1）臼井傾吾（1978）：総括胤 窮3章，技術的評価一排水規靴 処理効果の立場から一  

新しい生物学的処理技術総覧，植松菩稔，科学技術開発センター，434pp・（59－－  

74）．  

（2）須藤隆一（1978）：総括稲，：第1幸枝術的評価一生物学的立場から－ ．新しい生物学的  

処理技術総覧、植松盲稔，科学技術開発センター，434pp・（1127）．  

（3）須藤隆一（1978）二 回転円板法における生物膜の微生物相．醗酵工学会誌，56（5），580－  

591．  

（4）須藤隆一・岡田光正（1978）：生物膜法と裳乱 環境保全技術シリーズ，水質汚濁防止技術  

と装置＝4（化学工学協会編），培風鮨，239pp．（19－59）．  

（5）須藤隆一・松本利通（1978）：活性汚泥における国液分社の意義．活性汚泥のバルキングと  

その対嵐 須藤隆一．アイピーシー，445pp．（1－31）．  

㈲′須藤隆一（1978）：呼吸速鼠下水道協会誌，15（12），63．  

（7）須藤隆一（1978）：回転円板法における微生物管理．浄化そう・コミ70ラ，3（12），1－12．  

（8）須藤隆一（1979）：汚水処理の微生物（1）活性汚泥と生物隈．水，21（1），36－37．  

（9）多良藤隆一（1979）：汚水処理の微生物（2）ゾーグレアおよぴその他の細軋 水，21（2），  

24－25．  

（10）須藤隆一（1979）ニ汚水処理の微生物（3）ミズワタ・イオウ細菌およぴその他の糸状微生  

物．水，21（3）．24－25．  

（11）須藤隆一（1979）：回転円板法と微生物．回転円板処理技術総覧（神奈川県用廃水技術研究  

全編）．石黒政像 アイピナシー㍉640pp・（116－156）・  

（1Z）須藤隆一（1979）：廃水の生物処理における微′ト動物の役割．応用微生物研究セミナーⅠ，  

山口辰良，技報堂出版，249pp．（125－147）．  

研究課題 陸水域における有級塩琴イヒ含物の革軌こ関する研究  

〔過当者〕須藤隆一・矢木修身  

〔期 間）昭和53年4月－58年3月  

〔概 要）シクロル型PCBを良く分解する細菌を土鳩中より分離した。分類学的検討を行った  

結果、本菌は朋cαJgge几eぶに属するものであることが判明した0本菌は500ppm濃度のジタロル  

型PCBを3日間でほぼ完全に分解し、また10Dppm濃度のトリクロル型PCBを、肉エキスと  

ペプトンの存在下で、6日間で約帥％を分解した。   

さらに、GC－MS、IR、TLC等を剛－て、PCBの代謝中間生成物の検索おi：び同定を  

行った結果、6A－uXO←6－phenyl－2－hydroxy－hexanoic acidおよぴbenzoic acidの塩素  

化合物が、PCBの代謝中間体として生成されることか判明した。  

〔発 表〕  
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（講 演）  

（1）郭郎弓・太田安英・矢木修身・葦冒泰治：NADH鴫化酵素の性質と固定化．昭和53年度日  

本農芸化学全大全，名古屋．（53．4）  

（2）矢木修身・須藤隆一：ジフェニル関連物質の微生物分解（PCB分解微生物の同定とその代  

謝生産物）．昭和53年度日本農芸化学大全，名古鼠（53．4）  

（印 刷）  

（1）≠員藤隆一・矢木修身（1978）：囁水中に含有する有機物の生分解性について．環埼研究，  

（22），1928．  

研究課喝 水処理のエントロピーによる評価に関する研究   

〔担当者〕田井傾吾・内藤敦子  

〔期 間）昭和53年4月－58年3月  

〔概 要〕水処理はエネルギーを用し、て水に含まれる不純物質を除〈ことを目的とするが、その  

方法によっては多量の汚泥を発生させ、また大きなエネルギーの散逸を伴う。水質および水質の  

変化をエントロピーによって表現し、水処理における水撃とエネルギーの変換を総合的に評価す  

ることを試みた。   

水質はその組成を分析によって明らかにし絶対エントロピーと混合のエントロピーの和によっ  

てエントロピーという一つの尺度で表現できることを示した。また、成分分析によらず、浸透圧  

によって廃水などのエントロピーを測定できることを示した。   

逆浸透膜法を例に水質の変化をエントロピーの変化で表現し、同時に内部エントロピー生成を  

不可逆過程の熱力学によって求めた。また、この両者から水処理における水質とエネルギーの変  

換効率りを  

l△S／△fi  
●・＝  

△S／△亡l＋dg5／d～  

で求めうることを示した。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）田井偵吾・内藤敦子・合田 健：エントロピーの環境評価拍標としての意義．置立公害研究  

発表会，筑波．（53．4）  

（2）田井順吾・岡田光正・碩藤隆一：情報エントロピーによる水質評帆二間する研究．節15回下  

水道研究発表会．東京．（53．5）  

（3）田井偵吾：エントロピーによる水質の評価に関する研究．衛生工学研究シンポジウム（京都  

大学工学部衛生工学科創立20周年），京都．（53．8）  

（4）田井偵吾・内藤敦子・合田 健：水処理技術への不可逆過程熱力学の応札土木学会第33回  

年次学術講演会，仙台．（53．9）  

（5）内藤敦子・臼井傾吾・合田 健：エシ守口ピーによる水処理システムの評価．第13回日本水  

質汚濁研究会年次学術講演会，東京．（54．2）  
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（印 刷）  

（1）田井傾吾・松垂一夫・針生 晋・古市光春・土井賢二郎（1978）：逆浸透法（RO）装置に  

おけるシリカの析出（1）．用水と廃水，20（4），433－437．  

（2）田井憤吾・松垂一夫・針生 晋・古市光春・土井賢二郎（1978）：逆浸透法（RO）装置に  

おけるシリカの析出（2）．用水と廃水，20（6），675－681．  

（3）田井傾吾（1978）：環境汚染とエントロピー．水道公論，川（6），48－49．  

（4）田井傾吾・合田 健（1978）：エントロピーによる廃水処理の評価に関する研究．下水道協  

会誌．15（169）．14－23．  

（5）合田 健・田井惧吾（1978）：エントロピーによる水質環境評価．水質汚濁研究，l（1）．  

12－21．  

（6）臼井慎吾・内藤敦子・合田 健（1979）：熱力学エントロピーによる水処理の評価に関する  

研究．第15回衛生工学研究討論会講演論文集（宮崎，54．1），69－74．  

（7）田井憤吾（1979）：美的環境観．水道公害乳t5（3），48－49．  

（8）田井傾吾・岡田光正・須藤隆一（1979）：情報エントロピーとAGPによる富栄養化の評価．  

国立公害研究所研究報告．第6号．203212  

研究課題 土壌環境における有機合成化合物などの有機成分の集積分解に閲すろ研究   

（捜当者）向井 密   

〔期 間〕昭和52年5月－53年10月  

〔牧 草〕殺虫剤BHC区、BHC、殺菌剤TPN区、BHC、TPN、堆肥区の3種類の区を  

畑地ほ場に設定し、TPN、堆肥の投与がBHCの土鳩中における消長および微細分布様式に及  

ばす影響を約1年の期間調査した。その結果は次のようである。（1）TPNの投与は、本調査期間  

を通して全土中のBHCの稔残留量を著しく増大させると共に、その経時的消失を緩慢にする効  

果を示した。また、BHC残留量が増大する程度をBHCの異性体別にみると、γ－＞α－＞6－BH  

Cの順であったが、P－BHCではこのTPN投与の効果を認めえなかった。（2）堆肥の投与は、T  

PN投与に比較して、その投与初期にのみBHCの稔残留量をさらに増大させた。（3）一方、BH  

Cの微細分布については、農薬、堆肥の投与約2か月後は、シルト画分、と〈に植物遺体（堆肥  

を含む）にBHCが多量に残留していた。そして、その後は堆肥無投与の場合には、植物遺体の  

BHCは激減したが、シルト、粘土の両画分のBHCは少なからず増大する傾向を示した。これ  

に対して堆肥の投与ほ、植物遺体でのBHCの消失を緩和する効果を示し、シルト画分のBHC  

が若干減少した。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）向井 哲・吉田富男：土f喪中におけるBHC残留量の分布様式．日本土劇巴科学会．東京．  

（53．4）  

〔期 間〕昭和53年4月一54年3月  

〔牧 羊〕農薬（BHC、TPN）の混合投与および堆肥の投与が、土用動物中の各農薬の残留  
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量に及ぼす影響を、前述したと同一のほ場を対象として調査した。その結果、農薬の混合澱与お  

よび堆肥投与によって、また土鳩動物辟の使願に応じて、二j二堰動物から湖山されるBHCの総量、  

BHCの各異性体の量およひTPNの量がそれぞれ著しく変動することが見い出された。たとえ  

ば、農薬の混合投与は、土壌動物の単位生重当たりのBHCの総抽出量を増大させたが、農薬と  

堆肥の3者の投与は逆にそれを減少させること、および前者の場合、BHCの各異性体の抽出量  

をいずれも増大させたが、その傾向はα－BHC、とくに7LBHCにおいて著しし－ことなどが認め  

られた。終わりに、本研究を行うに当たり、土鳩動物試料を提供して載いた九州産業大・北沢右  

三教授（前東京都立大）に厚く謝意を表する。  

（期 間〕昭和53年4月－54年3月  

（概 要〕席柄醸の殺虫剤rBHCの吸着能および吸着機構を明らかにすることを即勺として、  

52年度に引き続き本年度は、㌣BHCの吸着に関与していると思われる物質群を腐植軽から抽出・  

分画することを試みた。その結果、rBHC吸着能は、アルコール・ベンゼン混液に可溶な物質  

を多〈含む腐植靡で高いのに対し、それが少ない席楢酸では低〈なる傾向があることなどが見い  

出された。なお、これらの抽出画分および抽出残済の腐植酸について、理化学的性質を現在追究  

しつつある。  

研究課題 土鳩中における無機汚染物質の拳軌こ関する研究  

〔担当者〕高松武次郎  

（期 間〕昭和50年4月一60年3月  

（概 要〕52年度に引き続き琵琶i由底質試料を中性子放射化、けい光Ⅹ線、原子唄光等の諸法に  

より分析し、佐々の元素の水平および鉛直分布パターンを明らかにした。また特に底質の転表層  

に温縮される元素（マンガン、ヒ素）については状態分析も行い、マンガンは極表層の酸化屑中  

でもその30－40％がMn（Ⅰ＝の状態であることを確認した。これは拡散によって下部還元層から供  

給されるMn（ll）が酸化層に叫部捕集されるととミパこ、酸化層を過って水域に溶出した一部も転  

化され水和酸化マンガンとして再沈殿する際にMn（ⅠⅠ）を共沈す 為と考えられる。一方ヒ素に  

ついてはイオンクロマトグラフィーによる底質抽出液（IN塩酸）中の亜ヒ酸およぴと酸イオン  

の分別定量法を確立し、要吉琶糊岐督コア試料に適用した。その結果、依表層（糖化屑）の抽出液  

中のヒ素はすペてと醸イオンであるが、下層（還元層、表面から1－4cm）では亜ヒ酸イオンの  

割合が40％程度に増加していることが明らかとなった。  

〔発 表〕  

（講 演）  

川 小山睦夫・松下録治・高松武次郎t‖l嶋宗継、根城 帽・堀 太釦∴琵琶湖の唯椅物におけ  

る栄養塩および関連金属の分布とその相関（3）マンガンにつし、て．日本陸水学会，奈  

良．（53．7）  

（2）川嶋宗継・根城 帽・堀 太郎・高松武次郎・小山睦夫・松下録清：同上（4）リンについて．  

日本陸水学会，奈良．（53．7）  
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（3）′ト山睦夫・松下鉦台・川嶋宗継・高松武次郎・大場忠通・堀部純男：放射化分析で見た陸水  

堆積物と海洋唯稗物．放射化学討論会，東京．（53．10）  

（4）小山睦夫・松下録治・川嶋宗継・板坂 修・堀 太郎・高松武次郎・藤永太⊥郎：琵琶湖の  

無機環境Ⅰ，水．懸濁物，生物の元素分布．日本地球化学全，函館．（53．10）  

（亭）′ト山陵夫・松下銀治・高松武次郎・川嶋葦緋・板取 修・堀 太郎・藤永太一郎：同上Il，  

推構物における化学変化と成分の水圏回帰．日本地球化学会，函館．（53．10）  

（6）高松武次郎：内標準法による岩石，底質試料のけい光Ⅹ線分析．X線分析研究懇談会．筑波，  

（54．3）  

（7）Kawashima，M．，T，Hori，T．Takamatsu，M．Koyama and R・Matsu5hita二Geochemical  

study of Lake BiwaSediments，（1）．Verticaldistributions and chemicalpro－  

pertiesof severalelements．The ACS／CSJChemicalCongress，Hawaii．  

（54．4）  

（8）Takamatsu，T．，M．Koyama，R．rnatsushita，M．Kawashima and T．Hori：ibid，（2）．  

Chemicalstates of manganese，Phosphorous，and arsenic，ibid・  

（印 刷）  

川 Koyam恥」軋，R、Ma乍sushita，M．Kawashim and T、Takamatsu（1977）：1norganic  

COmpaSitions oflOOO meter core samples from Lake Biwa：PartII．Paleo－  

1imnology of Lake Biwa and theJapanese pleistocene（V）．edited by S．Horie，  

174．  

（2）川嶋宗継・中川利宏・中嶋美栄子・塩田 見・谷口孝敏・板垢 帽・高松武次郎・松1ご録治・  

′ト山陵夫・堀 太郎（1978）：琵琶湖堆積物における梢々の元素の沿直分布と化学的性  

質，特にマンガン，リン，ヒ素の分布について．滋㌍大判：已要（自然），28，13，  

研究課題 土壌生態系に与える無根汚染物貰の影響に閲すも研究  

〔担当者〕藤井国博・久保井徹  

〔期 間）昭和53年4月一57年3月  

【概 要）53年度においては、土頒酵素を研究対象として各種二1∴楼のウレアーゼ活性およぴフォ  

スファターゼ活性に対する重金属元屈（Hg．Cd，Cr．Cu，Ni．Pb、Zn）の影響について検討  

し次の結果を群た。  

（1）ウレアーゼ活性については、遊離アンモニアを測定する方法を採用したが、従来の水蒸舅  

プ蕉飾こよる走童法を、オートアナライザーによる方法に改変するための検討を行い、これを確立  

した。  

（2）火山灰概牧地土橋（長野県側代田田r）を用いてHg．Cd．Cr，Ni，PbおよぴZnのウレナミ  

ーゼ活性†肝掛打数現膿度およU：金属元素間の阻害の強さを検討し、Hg15ppm，Cd150ppm，Cr  

60ppm．Cu6Oppm．Ni90ppm，Zn 300pp叫 Pb150ppmの共布でこの土鳩のアウレアゼ  

性は、約10％の活性の帆下を示した。韮金属■元添加貰150〟g／g土鳩の活性の阻害度は、Hg＞  

Cu＞Cr＞Ni＞Cd＞Pb＞Znの順であっf＝（第1図参岬）。  
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第1図 土讃のウレアーゼ活性に与える重金属元素の影響  

（3j 火山灰末耕地土ブ衰（長野県御代田町）のウレアーゼ活性に対する重金属元素の阻害度は、  

Hg＞Ni＞Cd＞Cu＝Cr＝Pb＞Znの順序であ，）、放牧地土鳩はl）、重金属元素の阻害は強く現れ  

た。  

（4）鉱質牧草地上土蓑（広島県福山市）での阻害順序は、Hg＞Cu＞Ni＞Zn＞Cdであったが、Cr  

およぴPbは全く阻害を示さなかった。  

（5）鉱栗土鳩（愛知県武豊町）および火山灰土鳩（長野県御代出町）のフォスファターゼ活性  

に対する重金属元素の阻害の強さば、鉱質土鳩でPb＞Cu＝Cr＞Ni＞Cd＞Zn＞Hg、火山灰土  

鳩でCd＞Pb＝Cr＞Ni＞Hg＞Cu＞Znとなった。ウレアーゼ活性の場合と違ってHgの阻吉度が  

低いのが特徴であった。  

研究課題 水環境における浮遊懸濁物質の生物・化学的挙動に関する研究  

〔担当者〕村岡浩爾・柏崎守弘・坪野 祥  

〔期 間〕昭和53年4月－55年3月  

（概 要〕湖沼や河川の浮遊懸濁物の現存最、生産・分解・沈降特性等を明らかにすることによ  

って水環境状況の適正なは捉を行い、将来予測に結びつけることを目的とする研究である。昭和  

53年度は、主に霞ヶ浦水城を対象として浮遊懸濁物質の沈降量の測定、沈降物質の化学的性状等  

を中心とLて調査を行った。その結果、沈降物の採取器の形状によって採取量が著し〈変化する  

ことが甲らかになり、目的に応じて使いわける必要があることがわかった。また沈降物の化学的  

性質は底泥表層と規似しており、底泥由来の浮遊懸濁物が、霞ヶ浦には大量に存在することが明  

らかになった。二の他、浮遊懸濁物質年中の細菌数の継続的な測定を行い、仝細菌数の変動特性、  
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好気従属栄養紳菌数の変動特性を明らかにLた。また全細菌数は保有物繋的な挙動を示すと考え  

られ、今後水環境の指標として有用であると思われた。  

（発 表〕  

（講 演）  

（1）相崎守弘：霞ヶ浦水城の細菌数の季節変化．第25回日本生態学会，福軌（53．4）  

研究課領 水環矧二おける微生物反応の動力学モデル化に関する研究  

【担当者）合田 健・津野 洋・柏崎守弘・福島武彦・岡田光正・細見正明  

〔期 間〕昭仰51年4月－54年3月  

〔概 要〕  

（l）活性汚泥微生物壌匝＝こよる有機基質の摂取・代謝に関する動力学モデルおよぴモデル式を  

提示した。このモデルにおいては細胞内の有機基質の蓄稽効果を考慮に入れており、これにより  

細胞内の蓄積物の変動、内生呼吸速度の変動および基質摂取速度の変動等をも表示できた。また  

同様の細胞内著特効果（無機基質）の考え方を藻鴇の増殖および栄養塩の1竺取に関する動力学モ  

デル化に際しても適用し、リンの細胞内への過剰摂取現象、細胞内炭水化物の変動およひ栄養塩摂  

取速度の変動等をも表示できた。尚このモデルにおいては光合成過程の表示式をも含むものであ  

る。  

（2）前年度までに作成された動力学的モデルに水理諦晃を加えることにより、湖沼における富  

栄養化関連物質（クロロフィルG、溶解性リン・窒素、DO、COD）の鉛直分布のシミュレーシ  

ョンに適用を行った。対象を日光揚の潮とした場合の更、秋期定常状態における鉛直膿度分布の  
計算および水温躍層の強制対税的混合を加味した水温の年変化寺側モデルと組み合わせることに  

より、水質諸星の年変化パターンの予測を琵琶湖北湖、日光湯の瑚を対象として行い実澗j値との  

比較検討を行った。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（‖ 福片言武彦・津野 洋・村岡浩閥二湖における水質の鉛在分袖了瑚モデル．土イこ学会第33回年  

次講演会、仙台．（53．9）  

（2）絆野 洋・福島武彦・村岡浩爾：渇の糊における鉛直方†Fi】水矯分布特性のンミュトーンヨン  

に関する研究．日本水軍汚濁研究会第13回年次学術講滴全，東寺」（54．2）  

（印 刷）  

（1）Tsuno，H．and T．Goda（1978）：Kinetic modelof activated sludge metabolism and  

its application to the response of qualitative shockload．Water Research，  

12，513－522．  

（2）津野 洋■合冊1陸（1978）漁業真の岬殖過程における基乍寺の†きモ取ならびに代謝に関する動力  

学モデル．水質汚濁研究，l，49－62．  

研究課題 海道モデルにおける流水中の物質移動と水質の変動指標に関する研究  
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〔担当者〕村岡浩爾・津野 洋・大坪国順  

〔期 間〕昭和52年4月一55年3月  

〔概 要〕沈降催物質の移流分散機構の解明のため、前年度のトラップ現象実験と同じ水路を用  

い、流水中の物質膿度波形を観測した。記錦の解析より、沈降性物質の分散係数は溶解性物質の  

それより大きな値をとるが、前者の濃度波形はTailing効果が著しく、有効波形の設定により分  

散係数の値が変動する。この特性についての資料解析も合わせて行ったが、実河川における物質  

輸送で沈降現象を伴う物質についての輸送量と輸送特性がかなり明確になったと考えられる。   

一方、湖に流入する汚濁河川の水賀特性の牡続調査により，河川流における汚濁物質の生物化  

学的挙動の解明が必要と考え、約80mの屋外水路において、上流端の流入栄養塩を制御すること  

により、自然環境下の水路内の付着藻類の発生・増殖特性を実験的に考察した。すなわち、流速  

2cm／s、水深6cm、1．OmgN／£、0．4mgP／〟の条件下において、付着藻類増殖に伴う基質摂取量、  

活性化エネルギー、比増殖速度定数の量的は握を行い、実河川における栄養塩流速と微生物増殖  

の定量化に対する基礎資料を与えた。  

研究拝領 水環境における水理学・水文学的現象に関する基礎的研究  

（捜当寺）村岡浩爾・大坪国恨・福島武彦  

〔期 間〕昭和53年4月一56年3月  

〔概 要）固体粒子の沈降特性、国体粒子の沈降特性は、粒子レイノルズ数、粒子形状、粒子個  

数等によって異なり一括した取扱いは難しい。今回は、比較的大きな粒子レイノルズ数の粒子を  

写貴1球形粒子の落下軌跡  
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対象とし、単一沈降時の横ゆれ特性の解明を試みた。球形粒子の場合でも粒子レイノルズ赦が200  

以上になると粒子の横ゆれが現れる。この横ゆれの挙動を解明するために沈降実験を行い落下中  

の粒子の挙動をストロボ輯影した（写某1）。また四塩化炭素とキシレンの混合液をトレーサとし  

て渦の可視化も行った。その結果、粒子の横ゆれとしては、粒子が左右交互に横ゆれする－－wave－  

motion’’が多いことがわかった。粒子は横ゆれの際、中心の周りに％～％程度回転し、回転方向  

と横ゆれの方向の関係はマグナス効果と一致する。第2臥第3図はそれぞれ粒子後部に発生す  
る渦のストローハル数Stvと粒子の横ゆれのストローハル数Stpを示したものであるQ粒子レイ  

ノルズ数が大き〈なると両者に差が現れ、Stvに比してStpの値が1オ→PL／トさい。これは粒子  

の横ゆれが渦の発生に追随しないことを示している。  

ーーーHoller  
＋Actlel〕bactl  
－－－CoITme亡亡a  
●・・・■Magarvey  

ふ BIsllOp   
O アao ＆ Kao  

0，01  
102  103  104 Re  

第2医Ⅰ渦皆の発生に関するストローハル数（Re：粒子レイノルズ数）  

102  103  10ん Re＝Wod／v   

第3国 税子の横ゆれのストローハル数（Re：粒子レイノルズ数、Wo：  

粒子沈降速度、d：枇子t虹径、レ：劫粧性係数）  
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【発 表〕  

（講 演）  

（1）大坪国順・中川博次・池添俊夫：流水中を落下する粒子の分布特性．土木学会第33回年次学  

術講演会 仙台．（53．9）  

（2）大坪国順・村岡浩爾：水中を落下する国体粒子の挙動について．土木学会第23回水理講演会，  

束京．（54．2）  

研究課題 浅い湖における物質輸送と拡散に関する研究  

〔担当者〕村岡浩爾・福島武彦  

〔期 間〕昭和52年4月、55年3月  

〔概 要〕以下の項目について研究を実施した。  

（1）吹送流による浅い湖での流れ混合現象の水理模型実験・数値シミュレ【ションに関して、  

現場・模型スケールでの相似性を考察した。  

（2）吹送流の場合、吹送方向に直角に水深変化の存在しない場合には鉛直循環流を生じるが、  

ニの時の鉛直方向流速分布は乱流の際、混合長モデルを修正することによI）数値計算を行うと実  

測値とよい一致を示した。またこの流速分布を周、いて分散係数の推定を行った結果、混合現象の  

時間オーダーをよく説明しうることが分かった。さらに吹送流の場合、努断力が水表面より加え  

られるため底面岨度は開水路の場合のように大きく流速分布を変化させることはないことが実験  

的に分かった。  

（3）水深変化の存在する場合の水平循環流について、移流項を省略することによl）エクマン・  

モデルを用いて数値計算を行った結果、適当な鉛直粘■性係数を与えることにより実測値・ノヾターン  

とよい一致を示した。  

研究課題 赤潮に関する研究  

〔担当者〕渡辺 信・渡辺正孝・矢木修身・細見正明・須藤隆】  

〔期 間）昭和53年4月－54年3月  

〔概 要）本研究は赤潮の発生機構を明確にすることを目的とし、特に本年度は赤潮現象の生物  

学的解析の基礎を確立する研究を実施した。その経過および成果は以下のごと〈である。  

（1）赤潮生物の種の分頬を行い、そのうちで特に問題となっている赤潮プランクトンーホルネ  

リア、ヘテロシグマ、70ロロセントラム、キートセラス、キムノジニウム、ペリジニウム、の分  

離・無菌培養を確立した。ホルネリア、プロロセントラム、ヘテロシグマはイーストエキス、ポ  

リペプトン等の有機物質とFecl3により増殖が促進される。またプロロセントラムは珪藻キート  

セラスの増殖を阻害する物質を放出していることが実験的に判明した。  

（2）プロロセントラムの大聖ガラス筒での透析培養に成功し、かつその株の上下運動は、光に  

よるのみならず、その株が保持するサーカディアンリズムによることが判明した。  
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（3）海底泥に存在し、条件が整えば発芽して赤潮形成の原因となるシストを採取する方法を確  

立し、その発芽条件を解析した。また赤潮鞭毛藻ホルネリア、ギムノジニウムのペリクルンスト  

形成を同調的に誘起する方法を確立した。  

〔発 表ト  

（印 刷）  

（1）Watanabe，M．M．，M．Watanabe and T．Yamagishi（1979）：Freshwater algae of  

Papua New Guinea（3）Blue－green algae from Mt．Wilhelm．Syo Kurokawa  

（ed．）：Studies on Cryptogams of Papua New Guinea：67A85．  

研究課題 海域における物質収支と水理シミュレーションに関する研究  

〔担当者）渡辺正孝・渡辺 信・村岡浩爾・福島武彦  

〔期 間）昭和53年4月－54年3月  

〔概 要〕富栄養化、赤潮をはじめとする多くの水環矧二間適した問楷は、その水域に起こって  

いる物理的、化学、生物的現象の校雉な相互作用の結果として現れたものである。それら現場で  

起こっている異質な諸現象およびその相互作用の機構を説明し、さらにその中の要因の変化によ  

らてもたらされるであろう将来の状態の予測をも行うための手段として、水環境のモデル化が考  

えられる。対象とする水城によりその挙動は異なり、そこに形成される生態系もおのずと異なっ  

たものとなる。ここでは流動特性をも含めた生態系のモデル構造を検討するととい二、その解析  

手法の開発を以下のごと〈行った。  

（1）藻甑の増税は基本的には栄養塩、光、温度等により限定されている。水城での流動はその  

栄養塩の移流・拡散し、その分布に大きな尉督を及ぼす、教祖にまず垂南方向に上土卜一な場を考え、  

3次元Navier－Stokes 式を垂帝二方r（i］（こ梢分した非定常2次元のいわゆる一層モデルを検討した。  

複推な水平方Iri】の地形効慄をよりたやすくとり扱うことができる有限要素法を用いて数値解を求  

めるプログラムを作成した。  

（2）貯水池はダムの人為躁作を受けることにより天然湖とは異なった熱収支および流動特性を  

持つ。特に洪雨による柴養塩の流人、夏期の温度成形、秋・冬期における密度不安壊による垂直  

混合等複雑な外的変化を受け、それにより生態系は非常に特異的な形態を示す。ここでは気温、  

温度、日射罠、風速、雲量、流入、流出水蓋および水温の日平均デ」タを用いることにより貯水池  

内の温度干潮を行い、測定値との満足すべき適合性を得た。  

（3）碓粗の増姉は特にNO3N、NH4－N、PO4－N、等の栄養塩腰によI）制限を受けるため、窒  

素とりンにもとづく物質循還系により種類の栄養塩摂取、増姉過程、捕食過程、分解過程等を  

表し、それぞれの生物・化学過拙ま温度・光等の関数として表現される、いわゆるBiogeochemi－  

calMnde】を作成し、種々の水城への応用′件の検討を行った。  

〔発 表〕  

（印 刷）  

（1）Watanabe，M．（1978）：Modelling of the entrophication proce5Sinlakes and resL  

ervoirs．Proceedings of the Baden Symposium，IAHS Publication No．125，  

200－210．  

－115－   



2．2．6 環 境 生 理 部  

研究の概要   

部設立以来や大気汚染物質およひ重金属の生体に対する影響に関する基礎研究〟を行っている。  

研究室構成は本年度急性影響研究室の開設により環項生理、環境病理、慢性影響の3研究室を含  

め4研究室より成り立っている。構成人月の専門分野の多様性と和）扱う手法の遠い等の関連か  

ら研究室の枠にこだわらず、大気汚染物質関係と重金属関係の二つのグループに大別される。本  

年度行った経常研究は、大気汚染に関しては将来特別研究への合流も考えられるものもあるし、  

その他の汚染物質に関しては、長期的、基礎的に継続されるべき重要な研究が含まれている。経  

常研究と特別研究は常に相互交流Lていくものであると考える。将来環境科学の発展に伴い、現  

在行っている対応策自勺な生休影響への考察から脱却して、全環境の汚染が人の健康に及ぼす影響  

を総合的に考察することがのぞまれている。そのような総合的考察を行うための科学的根拠を整  

備するには、広い専門分野を包含した多様な研究を体系的に積重ねることが必要である。  

環境生理研究室  

（1）大気汚染物質の生休への生理学的機能影響を評価するためにNO2ガス暴露動物に連動負荷  

を与えた結果、血中乳酸の増加、02摂取量、CO2排泄量の減少が顕著であった。  

（2）NO2の生体影響の・・・・・つとして肺の脂質過酸化が知られており、それに対する防御機構の－・  

つであるAntioxidant酵素系の役割が注巨されている。肺および赤血球についてこれらの酵素の変  

動を経時的に追及した結果、肺と赤血球では変動パターンが異なることが判明した。（急性影響  

研究室と共同）  

環境病理研究室  

（1）カドミウムによる腎傷害過程について検討した。まず慢性影響研究室との共同研究として、  

カドミウムチオネイン（Cd－MT）投与により、腎に尿細管を中心とした病理形態学的変化がもた  

らされることを明らかにした。さらにカドミウムによる腎の傷害過程並びにその後の経力割こ、一  

般の胃病変について重要視ぎれている免疫現象の関与の有無につき、主として免疫けい光法を剛、  

た免疫病理学的検索を、長期剛こわたって行っている。  

（2）大気環境部との共同研究として、トルエンと窒素酸化物の光酸化反応生成物が培養細胞の  

増殖と形態に如何なる影響を与えるかを検討した。二次生成物により、一般に増殖の抑制や、細  

胞質の変性、多核細胞の出現等、形態学的変化が孟どめられた。  

櫻性影響研究室  

（1）NO2に関してはNO2の動物に対する影響を分子レベルで解析する¶環として、肺表面活性  

物質として韮要な役割をもつリン脂質のアシル基部分の不飽和脂肪酸とNO2との反応に着目して  

来た。本年度はりノール酸をとりあげた。in vitroの反応でシスートランス異性化、ニトロ化な  

どの反応が起こることが判明した。  

（2）重金属に関しては、生体中のCdの大部分がメタロチオネイン（MT）に結合して存在す  

ることに前日し、動物性間におけるCd代謝能の違いをMTをLrl心とLて調べた。動物杵により、  

Cdの蓄積量および臓器分布、誘導MTの遣およぴMT中のCd／Zn／Cuの比率に著しい遠いがある  
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ことが判明した。   

MTの状態分析に関しては、前年度までにMTl分子当たり、6ないし7個のCdと結合しうる  

ことを‖3cd－nmrを用いて明らかにした。そこでこのCdの結合状態を】3cNを70ローブとし、  

】3c－nmrで追跡した。  

急性影響研究室   

本年4月に開設された研究室である。この研究室は外的環境因子に対する生体の防御機構とし  

てとらえられる酵素誘導の機作、ならびに外的環境因子による生体構成成分の変動を生化学的に  

解明することを目的としている。当面のテLマは、①NO2暴露動物におけるAntioxidant酵素の  

変動、②肺C7）Macrophageの酵素ならびに脂質の変動である。前者については既述のとお．）環境  

生理研究室と協何で予備実験が開始された。後者では、暴露動物の肺浸出細胞、すなわち肺マク  

ロファー∵ゾの糖脂質成分の変動を、赤血球糖脂質成分と比較対照し、二つの主要成分の比率につ  

いて経時的に追及した。  

研究課題 NO2ガス暴露が動物の運動能力に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕鈴木 明・市瀬草道  

〔期 間〕昭和53年4月－54年3月  

〔概 要〕NO2暴露と運動能力との関係について明らかにすることを目的とし、NO2を暴露した  

マウスの遊泳持続時間、血液、血清、肺について検索した。遊泳持続時間は、対照群と比較し、  

20ppm、40ppm、24時間暴露群で有意に減少し、その滅少は40ppm暴露群の方が20ppm群より大  

きかった。赤血球数、ヘモグロビン量、血中乳酸は、20ppm以上の暴露群で増加する傾向があっ  

たが、運動負荷後には増加傾向は顕著となり血中乳酸は有意な増加を示した。対照群と比較して、  

肺の湿重責および水分含有量はともに20pp－n、40ppm暴露群で増加したが、運動負荷によって増  

加することはなかった。呼気ガス中の02，CO2から求めた02摂取量、CO2排出量は、暴露群で  

は減少し、運動負荷を加えると、この減少は顕著となった。  

研究課題 NO2重罪tこよる肺の脂質過酸化機構の解析およぴその防御機備に関する研究  

一赤血球、血清および肺のAntioxidant酵素系の変動について－  

〔過当者〕嵯峨井 勝・鰻谷邦光・三浦 卓  

（期 間〕昭和53年10月－55年10月  

〔概 要〕大気汚染物質のNO2または03は肺に対Lて過酸化的障害を及ぼすことが知られてい  

る。－一方生体にはこれら過酸化的障害を・防ぐ為のいくつかの防御機構が存在している。本研究は  

これら生体防御機構の山つであるAntioxidant酵素系が10ppmNO2の10日間暴露によって、どの  

ような変動を示すものかを赤血球、血清およひ服組織について比較検討を行った。   

その結果、G6PD、6PGD、GSH－RおよぴGSH－POのいずれの酵素活性も赤血球ではNO2暴  
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霜後、2－3日目に最高レベルに増加しその後対押レベルに戻ったのに対して、肺では1－2日  

目にわずかな減少を示した後に5日目で最高値に達し、実験を行った10日目まではそのレベルを  

維持した。このように赤血球と肺では時間的に変動パターンが異なる現象が見いだされた。   

今後この問題に関しては、酵素誘導薬物やビタミンEの影響等と合わせて、今年度整備した呼  

気ガス分析計を用いてさらに広い意味での生体防御機構の解明に取り組む予定である。  

〔発 表）  

（印 刷）  

（1）嵯峨井 勝（1978）：呼気ガス分析によるnativeな脂質過酸化の新iRり走法．生化学，50，1290  

‾1296．  

研究課題 カドミウム等重金属によりもたらされる腎傷害並びにその二次的影響に関する免疫病  

理学的解析  

〔担当者〕清水不二雄  

〔期 間〕昭和52年4月55年3月  

〔概 要〕前年度、杭ラット腎尿細管抗原抗血清・抗ラットIgM、IgG、β1C各杭血清をウサギを  

用いて作製し、けい光色素をラベルした。今年度はきらに、カドミウムを注射されたウサギの肝  

由来カドミウムチオネインを、モルモット、ラット、ウサギに免疫することにより、それに対す  

る杭血清を作ることを企てた。一方、カドミウムをラットに投与Lてその経過を腎を中心に観察  

中である。短期大量投与群としては、3mg／kg 3回皮下注射群ならびに、2．5mg／kgl回腹腔注  

射群、長期少量投与群としては0．1mg／kg毎週3回皮下注射群について、各々適当な間隔で動  

物を屠殺して、その腎につき、－・般病理組織学的検索、ならびに免疫けい光法による免疫組織学  

的検索を行っている。特に、カドミウムの局在パターン、腎糸球体病変への進展の有無、自己免  

疫現象発現の有無に注目して検索中であるが、現在のところ、傷害過程とその彼の経過に、免疫  

現象が種板自勺に関与しているとの確証を得るに到っていない。なお、大量投与群では、従来の報  

告にみられるごと〈、蛋白尿の出現や、尿細管の病理組織学的な変化が認められている。  

研究課題 各種炭化水素と窒素酸化物との光化学反応による生成物質の培茸細胞に及ばす影響  

〔担当者）白石不二雄  

（期 間）昭和52年4月－53年3．月  

（概 要〕トルエンと窒素酸化物の光酸化反応生成物のHeLaおよぴWI－38細胞の増殖に及ぼす  

影響は、重複培養法により検索した。   

反応物質であるトルエンは、50200／ノg／mゼの浪度でHeLa細胞の増殖を促進する作用が認めら  

れた。二次生成物は、25－500／瑠／m且の瀞度でHeLa細胞の増殖を抑制する作用が認められた。  

また、WI－38細胞に対する増殖抑制作用は、HeLa細胞の場合とほぼ同様であり、著明な感受性  

の差は認められなかった。HeLa細胞において、0一クレゾhル、p一クレゾール、ベンズアルデヒ  
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ドおよびm－ニトロトルエンでは、処理2日目より処理4日目の増殖率が高くなる傾向がみられ  

た。しかし、0一ニトロトルエン、硝酸ベンジルおよびニトロクレゾールでは、処理2日目より  

処理4日目の増殖率が低くなる傾向がみられた。   

化合物のHeLa細胞の形態に及ぼす影響について検討した。ほとんどの化合物で細胞質の変性  

が認められ、0一クレゾール、p－クレゾール、m一ニトロトルエンおよび硝酸ベンジルにおい  

て多核細胞の出現が認められた。  

〔発 表〕  
（講 演）  

（1）白石不二雄：トルエンと窒素酸化物の光化学反応生成物皆の培養細胞に及ぼす影響．Ⅰ．増  

殖に及ぼす影響．第19臥大気汚染学会，札幌．（53．9）  

（印 刷）  

（1）白石不二雄・清水不二雄・久保m憲太郎（1978）：トルエンと窒素酸化物の光酸化反応生成物  

の培養細胞に及ばす影響．国立公害研究所研究報乳 第5号，77－95．  

研究課題 NO2の動物に対する影響の分子レベルでの解析  

〔担当者）小林隆弘  

〔期 間〕昭和53年4月－54年3月  

（概 要〕肺リン脂質のアシル基の7～8％程度をしめ、分子内に二つの二重結合を有する、l）  

ノール醸とNO2との反応を種々の条件下で行った。反応経過はNMR、IR、ガスクロマトグラフ  

ィーを用い追跡した。   

52年度検討したオレイン酸の場合と同様NO2は二重結合のシス）トランス異性化反応を触媒す  

ること、また二重結合に付加し、ニトロ化合物を生成することが明らかとなった。   

水が存在すると、NO2は水と反応するため、濃度が▼ドがり全体の反応がおさえられることが分  

かった。酸素が存在すると、シスートランス異性化反応の中間体のラジカルが酸素と反応するた  

め、シスートランスの異性化反応がおさえられ、ニトロ化合物の生成が促進されることが分かっ  

た。また二重結合が酸化的に切断された生成物も確認された。この生成物は二重結合が一つのオ  

レイン酸の場合には検出されないため、1，4－ジュンの寄与が示唆された。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）Kobayashi，T．，T，Noguchi，M．Kikuno and K．Kubota：Reaction of nitrogen dioxide   

・With Lipid．（Il）．The ACS／CSJChemicalCongress，HonoluluL（54．4）  

研究課題 重金属の代謝能とその影響における動物種差  

〔担当者〕鈴木和夫・山村 充・竹中参二  

〔期 間〕昭和53年4月－54年3月  
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〔概 要〕実験動物として入手しやすいウサギ、モルモット、ラット、ハムスターおよびマウス  

に、体重当たり同量のCd2＋を腹腔内投与した。各動物の肝および腎への蓄積量、両臓器間の分  

布比率および両臓器中に誘導されるメタロチオネイン量とメタロチオネイン中のカドミウム、亜  

鉛および鋼含量を調べた。肝腎へのCdの蓄積量を比べると、ラットやマウスではウサギやモル  

モットよりも多いこと、肝腎間のCdの分布比率で比べると、ラットが他の動物に比べ、肝への  

分布傾向が高いことなどが分かった。さらに腎に誘導されるメタロチオネイン中の銅含量で比べ  

ると、ラットとモルモットではCd量の増加と共にCu含量も増加するが、マウス、モルモットお  

よびウサギでは鋼含量にほとんど変化がないことが分かった。なお詳細については講演（4）およ  

び印刷（2）に公表した。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）鈴木和夫・竹中参二・久保田憲太郎：ラット腎臓における腹腔内接与した腎メタロチオネイ  

ン．第5回環境汚染物質とそのトキシコロジーシンポジウん 静岡．（53．10）  

（2）鈴木和夫・山村 充・竹中参二：メタロチオネインの腎臓における代謝的運命と毒性．シン  

ポジウム「中毒学における生化学的アプローチ「重金属を中心として一」，東京・（53・12）  

（3）山村 充■鈴木和夫・久隼田音太郎：腹腔内投与したカドミウムーチオネインのラット腎に  

おける分解と再合成．第49回日本衛生学会総会，束京．（54．4）日衛誌三軋114，（1979）  

（4）鈴木和夫・久保田憲太郎：カドミウム投与した動物の腎メタロチオネイン中の銅含量．第49  

同日本衛生学全紙会，東京．（54．4）（日衛誌34，115，（1979））  

（5）鈴木和夫・山村 充・久保田憲太郎：種々のカドミウム錯体投与時のカドミウムの肝腎中  

の分布と誘導されたメタロチオネイン中の金属比率．窮49回日本衛生学会総会，東京．  

（54．4）（那覇誌34，116，（1979））  

（印 刷）  

（1）Suzuki，K．T，S．Takenaka and K．Kubota（1979）：Fate and comparative toxicityof  

metallothioneins with differing Cd／Zn ratiosin rat kidney．Arch．Environ．  

Contam．Txicol．，8，85－95．  

（2）Suzuki，K．T，（1979）：Copper contentin cadmium exposed animalkidneymeta－  

1lothioneins．Arch．Env行on．Contam．Toxicol．，8，255－268．  

（3）Suzuki，K．T．and M．Yamamura：Geland anion exchange chromatographic pro－  

Perties．of copper－COntaining metaIIothioneins，Arch．Environ．Contam．Toxi－  

col．，（in press）．  

（4）Suzuki，K・T・，T．Maitaniand S．Takenaka（1979）：Fate ofintraperitoneallyinjec－  

tedliver meta1lothioneinin rat kidney．Chem．Pharm．Bull．，27，647－653．  

（5）Suzuki，K・T・and M．Yamaura（1979）：Degradation and Re－Synthesis ofinjected  

liver cabmium－thioneinsin rat kidney．Biochem．Pharmacol．，28，1806←1807．  

（6）Suzuki，K．T．and M．Yamamura：Dd壱e－Dependent formation of zinc－thioneinin  

livers and kidneys of rat and mouse by zincinjection．Biochern．Pharmacol．  

（in press）．  

（7）鈴木和夫（1979）：メタロチオネインの生化学．化学の領観 33，23－35．  
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研究課矩 生体における重金属のNMRによる非破壊状態分析に関する研究   

〔担当者〕米谷民雄   

〔期 間〕昭和52年4月－54年3月  

〔概 要〕前年度の研究により明らかにされたように、Cdのみを重金属として含むメタロチオ  

ネイン（MT）は、分子中に6ないし7個のCdを含んでいる。そのCdの結合状態を調べるため、  

MT溶液にK13cNを加えていき、その13c－NMRシグナルを追跡したところ、遊離状態の共鳴位  

置からシフトした1本のシグナルのみが観潮された。このことはシステインの硫黄以外に、弱  

い配位基（水分子を含む）が少な〈とも一つ以上のCdに配位していること、またCdとSc7）強い  

結合により、13cNは強くCdに配位できず、遊離状態との間で速い交換が起こっていることを示  

している。   

MT中のCuは一個の状態で存在していると考えられている。MTのNaCl水溶液にCu（I）ま  

たはC。（II）を滴下L、そが5CILNMRシグナルの線幅の変化を追跡したが、両者で有意な差は  

認められなかった。   

種々のCd錯体についての113cd－NMR測定の結果、酸素、窒素および硫黄の配位がケミカ  

ルシフトに及ばす影響を明らかにすることができた。  

〔発．表〕  

（印 刷）  

（1）Suzuki，K．T．and T．Maitani（1978）：CadmiumTl13FT NMR－SpeCtraOfrabbitliver  

metallothioneins．Experientia，34，1449－1450．  

研究課庵 肺マクロファージの酵素ならびに脂質についての研究  

〔担当者〕彼谷邦光・三浦 卓  

〔期 間）昭和53年6月－54年5月  

〔概 要）10ppmのNO2をラットに暴露L縫時的に肺浸出細胞を集めた。浸出細胞中組紐培養用  

ベトリ皿に付着した細胞について脂質成分の変動を検討した。ラット師マクロファージの糖脂質  

は、ラット赤血球糖脂質と同様な末同定の二つの主要成分よりなっていた。これら二つの糖脂質  

含量比は暴露後1日目から7日目までの聞に逆転し、一成分は7日目にはほとんど検出されなく  

なった。この結果は、NO2暴露の時間経過につれて、ことなる種類の細胞か浸出してくることあ  

るいは同校の細胞がNO2の影響をうけてことなる糖脂質パターンを示すようになることを示唆し  

ていると考えられる。なお酵素活性の変動を制定するためにはより大型の実験動物を使用しなけ  

ればならない  
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2．2．7 環 境 保 健 部  

研究の概要   

環剰呆健部は臨床医学、社会医学、基礎医学、また人間生態学等を活用して人間の健康と環境  

汚染との関係を解明すること、ならびにこのような科学的な知見にもとづいて人間の健康を維持  

・増進するための施策を得ることを研究の目標としている。   

本年度の研究をすすめるにあたり以下の事項を基本方針とした。  

1）人間の健康と環境汚染との関係は、人間・汚染物質・環境の3者に関する多数の要因間の  

複雑な相互作用により成り立っていると考えられるので、少数の特異的要因に関する研究ととも  

に、多数の要因を同時に扱う研究を併せて行うこと。   

2）暴露、負荷、効果のそれぞれに関する指標を明らかにすること。   

3）人間を対象とする研究を行うための人間盛団への接触法を確保すること。   

具体的には人間と環境汚染質との最も基本的な接触形態である呼l吸ならびに飲食を介して微量  

ながら常に体内に吸収されているガス（NO2、SO2）、エーロゾル（硫酸ミスト）、重金属類（鈴、  

カドミウム、水銀等）、有機塩素化合物（PCB等、DDT等）をと．）あげた。これらの物質は高濃度  

暴露による中毒症が明らかにされているだけでなく、あるものは低濃度暴偏による代謝異常を介  

しての変性疾患あるいは発がん性の有無が追求されているものである。まずこれらの物質につい  

て暴露量と生体負荷量との関係を人間、実験動物について推定する研究を計画した。動物実験は  

体内臓器の負荷量ならびに物質の臓器牒の代謝過程を推定するために不可欠である。次に複数物  

質同時暴露による負荷還の変動を推定する軸物実験を計画した。人間は常にほ数の物質に暴露さ  

れているから、人間の暴露と負荷の関係はこの種の知見に基づいて評価されるべきである。最後  

に負荷（あるいは暴露）と効果（あるいは反応）との関係を推定する動物美顔を計画した。   

各研究計画の成果を次に記した。これをふまえて次年度以降の研究計画を展望すると、まず暴  

露量の指標の確立。ついで呼吸器、消化器等を介しての搾取量（吸収率）の算出方法の確立があ  

げられよう。また、これまでの人間における効果に関する知見は高濃度被暴集団から得られたも  

のであり、暴露水準が低下するごとに標的臓器が異なり、効果も変化することが知られている。  

現在用いられている効果に関する指標はより低濃度暴露の場恰には利用できか－こともあるわけ  

である。各棟有害物質に暴露した場合の効果（健康影響）の新しい判定指標の検討が試みられな  

ければならない。   

なお、本研究部はこれまで環境保健研究室および環境疫学研究室の2研究単位から成っていた  

が、本年度に新たに人間生態研究室が発足した。また、昭和54年度より3か年計画で、特別研究  

「環境中の有害物質による人の憎性影響に関する基礎的研究」に取りくむことになった。   

この特別研究の遂行に際しては、冒頭の基本方針のもと、次年以降の展望でのペた問題点に深  

い掘りさげがなされ得るものと信じている。  

研究課題 二酸化窒素（NO2）の生体内動的朝察に関する研究  

〔担当者〕太田庸起子  
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〔期 間〕昭和53年4月一56年3月  

〔概 要〕安定同位体二酸化窒素による実験である。安定同位体窒素（bN）によるDNO2を使用す  

るための曝露装置も作動し、唱NO2供給も可能となったので実験を開始した。じNO2の体内移行およ  

び動物の身体状態による摂取程度に関する実験を、BNO2濃度を変えて曝露させた。憶NO2は吸入後  
血中に入り、肝、腎等の代謝経路を経て尿中に排泄されていた。血液および臓器中のほNによる状  

態分析については54年度にNMRを使用して行う予定である。   

一方、安定同位休酸素（180）によるN岨02の実験を行った。目的はN旭02の休内吸入後の移行を肉  

眼的に観察するためで、ラジオグラフィ作成を試みた。Do検出については岨0（p、n）唱Fの反応を利  

用するためにVan de GraaffおよぴCycIotronにてproton照射をした。N蛤02の他に180検出をよ，）確  

実にするため、glycine一迫0水溶液を動物に経口投与および静脈注射したもの、また1802を吸入さ  

せたものについて全身滞切切片を作り、それにproton照射をした。その結果、経口、静往ならび  

に鳩02の試料についてはラジオグラフィに成功した。静注後1分後のglycineは全身に分布してお′  

り、経口30秒後では胃および腸内に溜溜しているのを観察できた。N岨02の條を成功させるため技  

術的な検討を加えている。本研究は科研賢一般研究Dの補助を受けた。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）太田庸起子・脇阪一郎：安定同位体二酸化窒素の生体内移行．第52回日本産業衛生学会，東  

京．（54．4）  

（2）太田庸起子・稲田哲雄・金井達明・河内清光t相原道明：生体試料中の重酸素のラジオグラ  

フイによる観察．第16回理工学における同位元素研究発表会，東京．（54．6）  

研究課題′生活環境と重金属の体内菅跡こ関する研究  

（担当者〕太田庸起子  

〔期 間〕昭和53年4月一55年3月  

〔概 要）頭髪中微量元素は単なる身体の痕跡元素の意味だけではなく，頭髪の生理学的性状か  

ら一種の排泄作用をもち、健康の指標および環境影響の指標として参考になる。微量元素の過剰  

または不足という形で急性中毒等の場合は浪度を知ることにより曝露の有無を判定できる。しか  

し、低濃度慢性曝露として考える場合はその状態が日常環境となって周囲をとI）まいていること  

になる。それを生活環境という・ならば、日常生活において体内に取り入れているものは蓄梢と排  

泄のバランスによりある程度の特徴が現れてくるものと考える。これらの観点から異なった生活  

地域の人々の頭髪を分析して何らかの特異的なものを見出すために本研究をとりあげた。   

昨年度より続いて任意の匡】の住人より頭髪を採取した。集収できた主な国は、パラグアイ（在  

住日本人）．パプアニューギニア（在住民），アフリカ象牙海岸国（在住日本人と在住民）、ラスパル  

マス（在住民）、イタリー（在住民）、ニュ【ジーランド（在住民）その他少々であった。頬髪量は  

アフリカ人の場合少ないので、分析はまず非破壊放射化分析によった。金、銀、アンチモン、水  

銀、鉛、亜鉛等一般人の10倍から100倍の濃度が検出された例もあった。   

分析を継続中である。  
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研究課題 PCBおよぴホ薬の人体蓄積に及ぼす食生活要因の研究   

（担当者〕安藤 満  

〔期 間）昭和53年4月一弘年3月  

〔概 要〕PCBやDDT等の有機塩素系化合物は、残留性が強く、種々の食物を通じての人体蓄積  

が問題とされてきた。一・方体内に蓄積した有機塩素系化合物の代謝・排泄は、拉々の生活要【召に  

よって左右されると考えられる。現実の食生活は変化にとんでおり、有機塩素系化合物の蓄積・  

代謝等に及ぼす食事因子の影響を推定することは必須の事と考えられるためこの研究を行った。   

今回の研究によって食餌性凶子である蛋白質・脂肪が、有機塩素系化合物の体内残留磯度を修  

飾する要凶として重要なものであることが判明した。特に蛋白質摂取を増やすことは、体内残留  

濃度を顕著に減少させることが判明した。さらに妊娠ラットを用い沃実験で、生物学的要因とし  

ての妊娠・出産・授乳による有機塩素系化合物の母体内残留濃度の減少と∴新生仔への移行との  

関連を明確にすることが出来た。   

今様有機塩素系化合物の残留浪度を修飾する生活要因についての解析を進めるとともにその機  

構について検討したい。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）安藤 満・脇坂一郎：有機塩素系化合物の体内保持義に及ぼす食餌性因子の影響．第37回日  

本公衆衛生学全総会，東京．（53．10）  

（2）安藤 満・脇坂一郎：DDT代謝に及ばす食餌蛋白質の影響．第49回日本縛生学会総会，東私  

（53．4）  

（印 刷）  

（1）Ardo，M・（1978）：Transfer of2，4，5，2’，空′，5一一Hexachlorobiphenyland2，2－bis－（p－  

chlorophennyl），1，1，1－trichloroethane（p，p’一DDT）from Tnaternalto newborn  

and suckling rats．Arch．Toxjcol．，41，179－186．  

研究課領 人体および実験動物における重金属と頬金属の鱒互作用並びに減詩作用に関する研究   

〔担当者〕中野鴇浩  

〔期 間〕昭和53年4月－54年3月  

〔概 要）人体レベルの研究とLて、出産時の母体血・サイタイ血・胎盤・サイタイの水銀とセ  

レンの量的関係の解明を目的として、まず有機水銀と無機水奴を測定した。有機水銀では、母体  

血よりサイタイ血が有意に高い位を示し、明らかな胎児濃縮が観察された。無機水銀は胎盤関門  

により胎児移行は困難であるにもかかわらず、胎児側組織に母体血とほぼ同比率で存在していた。  

これは胎児側における有機水銀の無機化作用の存イ仁を示唆するものであろう。   

動物実験では、ラットで、セレン酵素であるグルタチオンペルオキンダーゼ活性に対するメチ  

ル水銀の作用と、メチル水銀の生体内挙動に対する亜セレン椴の作用を検討した。グルタチオン  

ペルオキシターゼ活性は、メチル水奴投与でほとんど影響され惹かった。また生体内におけるノ  
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テル水銀とセレンの相互作用において、亜セレン醸が投与初期にメチル水銀をベンゼンに可溶化  

し、脂肪組矧二移行させる現象を見い出したので、現在脂溶性メチル水銀の生体内レベルを追求  

してし、る。  

（発 表〕  

（講 演）  

（1）中野篤浩・高野敦子・脇阪一郎：母一児系における水銀胤 日本公衆衛生学全紙全，東京．  

（53．10）  

（2）高野敦子・安藤哲夫・脇阪一郎・中野矯浩：鹿児島湾産魚類の水銀及びDDTの分布・日本公  

衆衛生学全紙全，東京．（53．10）  

研究課題 毒性物質に対すも生体反応のNMRによる研究  

〔担当者）三森文行  

〔期 間〕昭和53年10月－55年3月  

〔概 要〕毒性物質に対する生体応答を観測するための基礎として、正常な生体組級の分子レベ  

ルでの生命過程をNMR分光法により観測する方法について検討を行った。このために、ラットの  

血液を材料として、血液中に含まれるリン化合物を31p－NMRを用いて測定した。試料には凝固阻  

止剤としてヘパリンを加えたほかは全〈前処理を行っていない。測定温度、時間、その他の条件  

について検討を行った。この結果、血液中には、赤血球内に含まれる2．3Ldiphosphoglycerateの  

二つのリン酸基、ATPの三つのリン酸基、糖リン酸、血華中に存在するリボ蛋白質が観測できる  

ことを確認した。さらに無機リンについては、血球内に存在するものと血球外に存在するものを  

分牡観測することができた。現在、さらに測定条件の詳細な検討、およぴNO2暴露に伴うこれら  

リン化合物の動態の変化の実験を行っている。  

〔発 表〕  

（印 刷）  

（1）三森文行（1978）：生体高分子．ぶんせき，（10），747－752．  

研究課領 呼吸器に関する主観的指頓と客観的指標の対応の検討  

〔粗当寺〕安達史朗・小野雅司   

〔期 間〕昭和53年4月，54年3月  

〔概 要〕昭和48年よI）5年にわたり茨城県鹿島旭区内の小学4年生を対象として同じ手法を  

用いて、呼吸機能検査、呼l吸器の自覚症状、既往歴ならびに生活歴の調査を行い、3，600名に関  

して有効な標本を得た。その半数は転入者であった。幼児期までに呼吸器疾患があった者は調査  

時点での有訴率が高く、′ト気道の通気性も有意に低下している。しかし症状と小気遣の通気性と  

の量的関係は明らかでなかった。既往がある者を除いた場合、転入者はそうでない者より小気道  

の通気性が低下している。しかしこれは家族内喫煙者の有無、石油ストープ使用の有無、過去の  
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大気汚染質の被曝渡度ならびに現時点での自覚症状との関係がみられなかった。従って一時点の  

自覚症状と客観的指標との対応は検出できなかった。  

研究課題 環犠有害物の人体負荷邑についての研究  

〔担当者〕安達史朗・中野筒浩  

〔期 間〕昭和53年4月－54年3月  

〔概 要〕生体試料中の各種重金属間の線度分布、重金属濃度と血尉直との関係、ならびに生活、  

環境条件と重金属濃度との関係を明らかにすることを目的とした。茨城県鹿島郡内三つの部落に  

1年以上居住する満35オから49オまでの夫婦を対象者とする悉皆調査を8月から9月に行った。  

調査項目は生酒履歴の聞き取り、体位、血圧ならびに血清化学検査値の測定、ならびに夜間尿、  

頭髪5g、血液10mlの採取であった。対象者のうち260名の有効な標本を得ることができた。▲3  

種の生体試料の重金属等の元素を70ラズマ発光分光法で同時測定を計画した。そのため試料の分  

解法を検討しほぼ満足すべき手法を定めた。なお水銀、鉛、カドミウムは（無炎）原子吸光法に  

よることとLた。現在までに頭髪の分解ならびに水銀の測定を終了している。  

研究課題 鉱山地域におけも各種重金属の生体に与える評価のための基礎的疫学調査に関する研究  

〔旭当者〕 町田和彦  

（期 間）昭和52年4月一57年3月  

〔概 要〕環境中に広く存在する各種微量金属の影響を比較的高濃度に含有していると思われる  

数々、所の出産金属の異る鉱山地域周辺を調査する事により、各種金属分布をおさえ、それらの金  

属が飲食物中にどのように蓄積し、さらにヒトに対してどのような影響を与えているかをその体  

内分布と一部生理機能を制定する事により明らかにし、各棟金属の環境地域濃度と体内蓄積の関  

係のモデル化を試みる。   

52年度に、岩手県一戸町周辺、福島県高玉鉱山周辺を調査し、53年度では秋田県小坂鉱山、尾  

去沢鉱山を中心とした南十和田地方の調査を行った。53年後半より分析機械が全て揃ったため、  

現在試料の前処理、測定を開始している。重金属関係ではCdJ旬、Pb等、生休成分（尿）関係で  

はCa、クレアチニン、サイクリックAMP等のDataが現在までに一部出され検討rPである。54年度  

以降も毎年1か所の割合で調査ご行い総合的にまとめていく考えである。  

研究課題 カドミウム悼性曝露がラットの諸機能に与える影響に関する研究  

〔担当者〕町Ⅲ和彦  

（期 間〕昭和52年4月－57年3月  
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〔概 要〕疫学調査による資料はあくまでもその病因に対する可能性を示唆するものであって確  
証にはなりえない。そこで実際にどのような影響がみられるのか実証するため動物実験を試みる。  

本研究では特にカドミウムをとりあげ、低濃度慢性曝露をラットの一生にわたり行い、カドミ投  

与時の各種必須元索の臓器内分布の変化、血圧値の変動、各生理機能の変化、生体防禦機能、妊  
娠の影響など多方面から追求していくことを目的としている。’   

52年度ではカドミウム濃度をできる限り減量化した飼料の試作を行い、53年度に実験群の設定  

および交配を行い、53年度末には第1回目の実験を行い、各サンプルの採取、血圧値の測定、生  

理機能、血液検査等を実施し、現在試料の前処理および結果の一部の整理中である。54年度に1  

回およぴ55年度にさらに・1恒‖司様な実験について行しヰ令による差も検討していく。  

研究課題 微量重金属が各種組織培葺細胞に与える影響に関する研究  

〔担当者〕町閥和彦  

〔期 間〕昭和52年4月－57年3月   

〔概 要〕各種有害物の検定に対L、従米は動物を使用したLD50のような方法が用いられてきた  

が、低膿度汚染物質には不適である。そのため、低膿度汚染物質やその複合した影響を感度良く  

調べる方法とLて組織培養細胞を用い、しかも従来のtubeやdishを用いた方法では多数のサンプ  

ルを「度に行うことが不可能であった欠点を補う為マイクロ法（漉還全道で約0・1ml）による検  

定を確立させ、それにより各種灘稲を調べることを目的として研究を始めた。   

52年度では主に制定法の確立に重点をおき単独汚染物質および複合した汚染物質の測定法のほぼ  

満足のいく方法を作った。そこで53年度では主にHela細胞を用い2種類の重金属によるその滅毒  

および増毒効果、同一金属の化合形態による細胞毒性の変化および各偵金属の各種細胞間毒性の  

変化等について検討を行った。今後同様な手法を用い、他の細胞や細菌に対する影響をみていく  

とともに将来は重金属以外の汚染物貿につい ても検討を進めていく。  

〔発 表〕  
（講 演）  

（1）町川和彦・脇阪一郎：マイクロ法による各棟金属の組織培養細胞に与える影響・許37回目本  

公衆衛生学全総会，東京．（53．10）  

（2）町m和彦・脇阪一郎：マイクロ法による各種金属の組織培養細胞および細菌に与える影響・  

第49回目本衛生学全紙会，東京．（54．4）  

研究課題 人間および実験動物における重金属の血中尿中代謝に関する調査および実験的研究  

〔担当者〕金子 勇  

〔期 間）昭和53年4月－54年3月  

〔概要〕苑金属株に釘1とカドミウムを小心として、これら義金属の生体指標に表現される血中  

尿中代謝産物の相互作用を劉勺に捕えることがこの研究の蒐要課題であった。とりわけ各種金属の  
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血液中レベルの測定はかなり直接的な現在の曝露指標として重要である。そのため鉛の血中濃度、  

マンガンの尿中濃度、ニッケルの廃水中濃度の自動分析を開発することが計画された，鉛、マン  

ガンのマニュアルによる分析方法は通常湿式灰化によるのであるが、自動化にはその点が最大の  

難点であった。しかし湿式灰化によらないHesselの方法を用いることによってこの点が解決され  

た。用いた装置はテクニコン社製のオートアナライザーと日立207型原子吸光分光光度計を凍祝  

したものである。この自動化により1時間当たり20－30検体の測定が可能となった。血液中およ  

び尿中の代謝産物の相互の作用の検討は種々の事情により未実施となった。  

〔発 表〕  

（印 刷）  

（1）Ikeda，M．，l．Kaneko，T．Watanabe，N．Ⅰ5hihara，T．Miura（1978）：An automated  

SyStem for the determination ofleadin blood，manganeSein urine and nickel  

卓n waste waster・Am・hd．Hyg．Assoc．J．，39，226－232．  

研究課題 カドミウム土壌汚染にもと一プく慣性力ドミウム中寺の研究  

〔姐当寺〕斎藤 寛  

〔期 間〕昭和53年8月一54年3月  

〔概 要）カドミウム土壌汚染地域住民を対象として、食物を介して、どのくらいの期間にどの  

くらいの量のカドミウムを摂取すれば、カドミウムによる健康影響が発現するかを明らかにする。   

調査対象として、カドミウム汚染地域の秋田県小坂町住民、非汚染地域として仙台市住民を選  

ん7ご。   

尿戌－mieroglobulin浪度の異常増加をカドミウム曝露による近位尿細管機能異常の結果として  

捕える場合には、地域産米平均カドミウム浪度が0．6／名／gの産米を常食する住民（農家）には居住  

10年で近位尿細管機能に変化が出現することを示唆する成績が得られた。  
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2．2．8 生 物 環 境 部  

研究の概要   

本年度は、52年度に行った研究課題の継続が主とLて行われたが、経常研究の他に生理生化学  

研究室および陸生生物生態研究室が担当する特別研究「陸上植物による大京汚梁環境の評価と改  

善に関する基礎的研究」が3年目の最終年度を迎え、その内答の総仕上げの段階に入ったほか、  

水生生物生態研究室の取組んでいる特別研究「陸水域の富栄養化に関する研究」も2年目に  

入って、研究内容が多様化し、多くの労力が要求される中で、経常研究について数項目の新しい  

研究課題が取りあげられている。   

生理生化学研究室では、湖沼の富栄養化による藻類の異常発生機構の解明について生体構成成  

分の解析、生長促進物質の同完の面から引き続き研究を行っており、さらに汚染環矧二対する産額  

の抵抗性とホルモンの関係について、櫨々の環境条件下におけるエチレン生成の面から研究を行  

っている。   

陸生生物生態研究室では、都市環境悪化の植物影響を、大気汚染、高温、水分不足、土鳩汚梁  

等の環境条件を設定して、植物生理生態学的に解明して行くほか、相生の環境形成作f削二l対する  

生態学的研究を阿字ヶ浦砂丘および研究所別団地ほ場を用いて行っている。また、植生一土鳩生  

態系との関連および蘇苔頬を用いた環境評佃に関する生理生態学的‡肝究も発足させている。   

水生生物生態研究室では、河川の生物柏に及ばす汚染物蟹の彫嘗を、鉱さい流出の起きた狩野  

川に着目し、上流部の生物相を流出直後から調査し、生物柑の国後過程における機序の解析を行  

った。一方、研究所内のモデル渓流およびモデル河）llにおける生物相に及ぼす農薬の筑〉響も並行  

して研究されている。   

また、汚染物寮の水生生物生態系における挙動の解明を、引続き室内モデル実験により行うと  

ともに、水生生物による毒性試験法の開発および水生生物の尖験動物化の研究も紬崩して行って  

いる。  

研究課題 湖沼の書架餐化による藻類の異常発生機構の生理生化学的研究  

〔捜当寺〕菅原 淳・島崎研一▲郎・榊 剛  

〔期 間〕昭和51年4月－53年3月  

〔概 要〕アオコの主成分であるラン藩Aわcm叩需ねの細胞構成成分は、次の二つの主な理由で  

いまだ分析されていない。すなわち、単離培養が近年まで成功していなかったこと、およぴ、野  

外で採取したものは、ゼ中一状の膜で包まれた群体を形成し、その中に他の藻類カゞ混入していて、  

〟とCrO叩ざfよβだけを集めることが困難であるためである。ルタ托rOCyβ己iざには、異常発生の原因に  

つながる構成成分の特異性がある可能性が期待されるので、実験室内で培養した細胞について構  

成成分の分析を行った。   

光合成電子伝達系成分として、P700．7ユレドキンン、7ェレドキンンrNADP還元酵素、7O  

ラストキノンの他に、554nmに吸収條大を示すb型チトクロームが見出された。   

光合成色素成分としては、クロロフィルα、フィコシアニン、アロフィコシアニン、β－カロ  
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ナン、エキネノン、ミキソキサントフィルが含まれ、ラン藻特有の成分を示したが、特徴的なの  

は、クロロフィルやカロチノイド色素に比して、フィコピリン系色素の星が極めて多いことであ  

った。このために、他の藻類ではあまり有効でない500～650nm附近の光が効率よく利用され、高  

い光合成活性が得られ、増殖が高まることも考えられる。   

本年の研究目標であった〟よcγOCyぶよ～ざの増殖促進物質の同定は、バイオアツセイを必要とする  

ことが判明したが、当研究室では不可能なので、依頼先を探すことになった。  

（発 表〕  

（講 演）  

（1）菅原 淳：肋cγOCyβ～よぶの生理的性質．国立公害研究所所内年次発表会，筑波．（54．9）  

研究課領 汚染物質の藻類における挙動および抵抗性とホルモンの関係に関する研究  

一－」単細胞藻類のエチレン生成について－  

〔担当者〕近藤矩朗・菅原 淳  

〔期 間〕昭和50年4月55年3月  

〔概 要〕植物ホルモンの一つであるエチレンは、単細胞藻類クロレラによっても生成されるこ  

とは既に報告した。以前は、密閉容器の中でのエチレン生成を見たが、今回は開放系において、  

エチレンの生成を見ることを目白勺とした。空気中のエチレンを除くため、過塩素酸水銀を入れた  

三角フラスコを直列に3個つなぎ、空気をバブリングして、その空気をさらにクロレラ培養器の  

中に導き、出口を別の三連の過塩素酸水銀を含む三角フラスコにつないだ。一定速度で空気を流  

し、入口と出口の過塩素酸水銀中のエチレンを塩化リチウムで再放出させ、ガスタロマトグラフ  

で測定した。空気中にはかなりのエチレンが含まれており、その量は日々変動した。三連の過塩  

素酸水銀だけでは、エチレンは十分にトラッ 

レラの生成するエチレンは極めて微量で、このような方法では検出されなかった。これらの問題  

を解決するため、空気はボンベにより供給し、微量のエチレンを濃縮する目的で、低温に冷やし  

た分子2勘二トラップする方法を検討する予定である。  

研究課題 都市環境の植物に与える影響に関する植物生理生態学的研究  

〔担当者）古川昭雄・戸塚 績・藤沼康実  

〔期 間〕昭和53年4月一54年3月  

（概 要）都市域に生育している絹物は大気汚染、高塩、水分不足、土脚亨染等の、植物生長に  

不都合な環境条件‾ドにおかれている。そこで、このような特殊な環境条件のうち、高軋土f蓑水  

分不足が柄物生長にどのような影響を与えるかを、植物生理生態学的な観点から検討した。本構  

内ほ場に設讃したラインメーターに、ポプラのさL杷を育成し、8月中旬より濯水を中」Lし、二11  

増水分を低1rさせた。その後、光合成、気孔開度、水ポテンシャル、含水率の日変化を観察した  

が、土鳩乾燥による影響が発現するまでには至らなかった。ラインメーターへの瀧水停止の開始  
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の時期が遅れてしまったこと、ラインメーターの保水能が大きすぎたために、植物の生理的機能  

へ影響を与えるほどに土増水分の低下が実現しなかったためと思われる。  

研究課題 NO2に暴露された植物中でのN一ニトロソ化合物の検出  

〔担当者）米山忠克・戸塚 績  

〔期 間）昭和53年4月－55年3月  

〔概 要）大気汚染質の窒素酸化物が土壌や植物体内に吸収されると、亜硝酸が度成される。生  

成された亜硝酸は、ある条件下では、アミンやアミノ酸と反応して、N一ニトロソ化合物を生成  

する。そこでNO2に暴露された土鳩一植物系におけるN－ニトロソ化合物の生成について検討す  

るために、栄養生長期のホウレンソウ、インゲン、ヒマワリに、0．5ppmNO2を6日間暴露し、そ  

れらの新鮮葉から、ジクロルノタンで、抽出を試みた。新鮮葉10gから、ジクロメタン抽出し、  

最終容量2m現二濃縮、そのうち5舶をガスクロマトグラフーN・ニトロソ化合物分析装置による  

分析（依頼分析）にかけたが、N－ニトロソ化合物は、ほとんど検出されなかった。今後、土域  

および植物中の、N－ニトロソ化合物分析のための抽出方法および検出法を再検討し、微量のニ  

トロソ化合物検出法の確立をはかる。また、植物によるニトロソ化合物生成の有無について、数  

枚植物について検討する。  

研究課題 各種環境条件下における蘇苔類植物の生長及び生理機能の検討  

（担当者〕清水英幸・古川昭雄・戸塚 拾  

〔期 間〕昭和53年4月－56年3月  

〔概 要〕蘇苔婚植物は陸上緑色植物として、最も簡単な体制をしており、種々の環境条件の変  

化に対して敏感に反応する事が予想される。現在、都市化、工業化、また種々の開発などにより、  

柚物の生育環境は大き〈変化している。このような環境の変化に対し、韓苔矧まその影響を著し  

〈受け、その生長と共に生理機能も変化しているのではないかと考えられる。そこで、植物にと  

って重要であろうと考えられる環境条件をいくつか選び、その変化に対する蘇苔類の生長、生理  

機能の変化について検討することを目的としている。  

茨城県下、神奈川県下、高知県下の敷地点よI）、稜々の鮮苔類を探壊した。採集した辟苔類を育  

成するとともに、数梯植物について胞子を採取した。蘇苔葵頁培養装置として、小型持株恒温槽を  

作製し培養方法、生長量測定方法について検討した。また、光合成、呼吸を測定するため、光合  

成型ワール7すルグ検圧装置および酸素電儀装置について、検討した。今後は、収集した蘇苔類胞  

子を用い、環境条件として、混度と光に対する生長実験を行う。また、生理機能に関して、その  

測定法の確立をはかる。  
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研究錬垣 植生の環境形成作用に関する生態学的研究   

〔担当者〕可知直毅・米山忠克・戸塚 績・中杉修身（総合解析部）・乙間末広（総合解析部）   

〔期 間）昭和53年4月－56年3月  

〔概 要〕一次遷移および二次遷移における植物群落の発達に伴う植生と土用環境の変化を測完  

Lて了植生の環境保全機能を解明するとともに、植生と土鳩環境とのダイナミックスを予測評価  

できるシミュレーションモデルを開発することを目白勺とする。そこで一次遷移に伴う相生と土壌  

環境の対応が認められる茨城県阿字ヶ浦砂丘において、土鳩形成に伴う植物と土鳩環境の相互作  

用の過程を推定するた抑こ、いくつかの植生の発達段階において、植物一土鳩系の炭素と窒素に  

関する各コンパートメントの7月上旬の存在童を制定した。植物群集の発達に伴い、土穣中の有  

機物量の増大が認められ、～次遷移に伴う窒素の系内循環の発達が示唆された。   

また、植生風復観察ほ場について松林とその土鳩の破壊が、その後の植生回復およひ土鳩環境  

にどう影響するかを明らかにするために、植生調査（1977年6～7月実施）と土鳩分析を行った。  

その結果、刺毒された土壌環境は土鳩有機物量に関係するもの、溶脱作用に関係するもの、土鳩  

の生物活性に関係するものの三つのカテゴリーに分類され、それぞれ松林の破壊、表土のはぎ取  

りに対して異なった様式の影響を受けることが示された。一方、松林を伐採後表土をはぎ取る場  

合と、はぎ取らか－場合では、回復された植生に量的な変化だけでなく質的な種組成わ変化も認  

められた。   

今後、砂丘での植生遷移に伴う窒素循環系の発達をダイナミックにとらえるため、いくつかの  

コンパートメント聞、およひ系外からのフラックスを稚完する測定を行う。また植生回復観察ほ  

場で、植生と土璃環境の変化を引き続き追跡する。  

研究課題 植生一土壌生態系における塩類と水の収支に及ぼす植生の機能に関する生態学的研究   

〔担当者〕可知直毅・米山忠克・戸塚 績・中杉修身（総合解析部卜乙間末広（総合解析部）   

〔期 間）昭和53年4月一56年3月  

細事）植生一土鳩生態系における物質循環に及ぼす植生の機能を定量的には嫁し、年制こ、降  
雨のように季節変動の大きい要凶が、植生とのかかわり合いを通してどのようなプロセスで、水  

収支や物質循環に作用するかを生態系保全の立場から総合軸二解析するために、関東ローム土を  

充てんした有底枠（面積4×4m）8基に、1978年5月中旬にシバを植え込み、土壌の安定化を  

図った。生育期間中適宜、捌巴、芝刈、除草等を行った。11月20日と12月22日に8基の有底枠か  

ら浸透水を採取し、浸透水中のアンモニア、硝酸、亜硝酸、オルトトン酸、ナトリウム、カルシ  

ウム，カリウム、マグネシウム寅を測定した。   

有底仲間の測定値の分散はカナオン膿度については比較的小さく、アンモニア、硝酸について  

は比較的大きい傾向を示した。また11月にサンプリングしたものの万が全体に大きい分散を示し  

た。またリン較濃度は、関東ローム土の高し、リン醸吸収能を反映して低い値を示した。一・方カナ  

オンの濃度が高く、かなりの還が系外へ洛脱していることが示唆された。  
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研究課題 地表面流出水、土砂流出量に及ぼす地上改変の影響  

〔担当者〕戸塚 績・可知直毅  

〔期 間）昭和53年4月－55年3月  

〔概 要〕人間活動による地表の改変は土鳩浸食の発生、河川、ダム、湖沼の浅化、肥沃な表土  

の流出、浸透水量の低下を肋長する。地上改変との関係において、降雨に伴う土砂流出量を推定  

するために、土砂流出量の算定方法について、これまで報告されている知見を収集し、降雨強度、  

降雨継続時間、斜面角度、土質の差異、植彼の有無などと土砂流出量との関係を検討Lた。その  

結果、降雨強度と椎被の有無が土砂流出量を左右する主な要因であることが認められた。一方、  

別団地実験ほ場に、枯枝の状態を異にした、土砂流出量測定ほ場を設置し、測定法を検討した。  

今後、本施設を利用して、植彼の有無による、降雨量と土砂流出量との関係の変化を測定し、土  

砂流出量算完のためのモデル式を確立し、霞ヶ浦高浜入に流入する主な河川・集水域から流出する  

土砂量を推算する。  

研究課題 河川の生物相に及ぼす農薬等の影響に関する研究   

〔担当者〕安野正之・畠山成久・春日清一‥言下 衛・森下正彦・岩熊敏夫・菅谷芳雄   

〔期 間〕昭和50年4月－55年3月  

〔概 要〕  

（1）鉱さい流出の河川生物相に及ぼす影響   

本研究は破壊された生物相の回復過程のパターゝ、回復速度等を明らかにすることを目的とし、  

狩野川上流部における鉱さい流出後の底生付着藻、底生動物、魚類の調査を行った。生物相回復  

まで約7か月を要したが、その過程において藻類の回復は比較的早く、パイオニアとなる動物類  

はユスリカとコカゲロウであった。また回篠途中においてユスリカ（預数種）など特定の生物が  

多〈なることが明らかとなった。この現象は農薬流入によって生物相が破壊された時の回復道程  

と共通していた。回復は主として他の河川から飛来した成虫の産卵によって行われ、上流や支流  

からの流下によるものは少なかった。  

（2）モデル渓流における生物相遷移初期の研究   

研究所内松林に長さ100mの塩化ビニール製の水路を2本作り、地下水を連続して流しそこに  

形成される生物相を調べた。付着藻とそれを餌とする6種類のユスリカおよびプユの消長が明ら  

かにされた。  

（3）モデル河川の生物相に及ぼす農薬の影響   

水理実験棟のモデル水路には5種類のユスリカが特長ある分布で生息しており安定した生物相  

を形成していた。この水路の最上流部より25mの地点から10ppmのテメフォスを流し、底生動物  

であるユスリカの消失後の剛夏過程の解析を試みた。殺虫剤の効果は橙選択性がなかったが、ケ  

ンミジンコは一部生存していた。上流部に特徴的なTanytarsiniiが下流に出現するようになった。  

〔発 表〕  

（講 演）  
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（1）安野正之・畠山成久・森下正彦・長谷川淳一一・菅谷芳雄・斉漆山三・中村 緩・福島 悟・  

佐藤英琴・塩山房男：殺虫剤による渓流生物相の破壊とその回復過程（1）水生昆虫相の  

変化．．日本陸水学会，奈良・（53・7）  

（2）長芥川淳一・畠山成久・安野正之・斉藤一三：渓流底生生物におよぼす2つの殺虫剤の影響  

の比較．日本陸水学会，奈良．（53．7）  

（3）福島 悟・安野正之・畠山成久・森‾F正彦・長谷川淳一・菅谷芳雄・斉藤ト・三・中村 譲・  

佐藤英毅：殺虫剤による渓流生物相の破頓とその回復過程（2）藻類相の変化．日本陸水  

学会∴奈良．（53．7）  

（印 刷）  

（1）安野正之・畠山成久い艮斜l＝幸一（1978）：渓流に生息するヨコエビに対する異なった温度条  

件下でのTemephosの毒性．衛生動物，29（4），365－366・  

研究課題 汚染物貿のモデル水生生物生態系における挙動に関する研究  

〔担当者〕安野正之・畠山成久・宮下 衛  

〔期 間〕昭和50年4月－55年3月  

〔概 要〕  
（1）ミジンコヒドラ食物連鎖系における重金属の影響解析   

本年度は淡水ヒドラ（ェヒドラ）が重金属を蓄積したミジンコを捕食することによってどのよう■  

な影響を受けるかを主に遊離芽体数の面から調べた。水銀、カドミウムはミジンコに生物濃縮す  

ることにより水溶液濃度数ppbのレベルでもヒドラに致死的影響を与えたり、芽体の産出を著し  

・〈抑制することが分かった。銅はミジンコに生物濃縮した場合、その毒性は比較的低かったが、  

溶液中に添加された場合はカドミウムよりも毒性が高かった。  

このように金属により餌を通して作用した場合と水中から作用した場合で生物に対する影響が異  

なる事が明らかとなった。  

‘（2）ミジンコーグッピー食物連鎖系によるカドミウムの蓄積  

一魚は脚乎吸を行うことから水中から毒性物質を取込む貢が多いことが知られている。グッピー  

（KYG－1系統）の椎魚の場合カドミウム10ppb溶液中では26日後約25iLg／g（乾重義）のカドミウ  

ムを取込み、さらに時間を経ればこの量は増加する傾向を示した。－・万開からの取込みとLてミ  

ジンコに蓄麺させたカドミウムは、飼育水中の絶対量としてはるかに少ないことは事実であるが、  

魚体中でiま低いレベルにあり1か月間の実験ではその昔積立の増加傾向は低かった。しかしある  
濃度を越えると死亡する個体が見られることなどから水からの取込みとは異なった蓄積部位（器  

官）と作用が推察された。  

（3）クラミドモナスータマミジンコ、サカマキ貝によるモデル生態系の試作   

小型容器内のモデル生態系を作製することを目的として藻類の増姓に適し、かつタマミジンコ、  

ユスリカ、サカマキ貝等が生存可能な培養液を調製した。ガラス容器に100舶の培養液を入れ、  

250c、12000lxの12時間明期で実験を行った。クラミドモナスータマミジンコによる系と、この  

系にサカマキ貝を加えた系で比較すると後者の方がタマミジンコが増殖しその数は1－2週日で  

前者の5倍、3－4過日で2倍となった。これらの系は約1か月間維持出来た。  
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〔発 表〕  

（講 演）  

（1）畠山成久・安野正之■ミジンコの産仔に及ぼす重金属の影響について．日本陸水学会，奈良．  

（53．7）  

研究課題 水生生物による毒性試験法の開発に関する研究  

〔過当者〕安野正之・畠山成久・春日清一・宮下 衛・菅谷芳雄  

〔期 間）昭和52年4月－57年3月  

（概 要〕  

（1）グッピーの産仔に及ぼすテメフォス（有機リン系殺虫剤）の影響1．  ・ ，ヾ   

低毒性有機リン系殺虫剤であるテメフォスが淡水魚の産仔に及ぼす憎性的影響を調べることを  

目的とした。グッピー（KYG1系統）の♀10匹、含3匹を40£の水槽に飼育し2か月間産仔数  

を記録した接0．25ppm、0．5ppm、1ppm、1．5ppmのテメ7ォスに暴露しその後の産仔に及ぼす  

影響を調べた。暴露後40日では1．5ppmで♀が4個体、告が1個体死亡している。   

40日間における各濃度での総蔽仔数（1個当たり）は対照と比較して明らかな差はない。   

しかしテメフォスに暴露したグッピ→では仔魚の死亡率が高く、高濃度区（1．5ppm）では37％  

に達した。これは出産前の死亡と考えられる。   

また暴露後1か月以降では未成熟の仔魚、あるいはそれ以前の卵の状態で産仔（いずれも死亡）  

されることが見られた。   

産仔前のグッピーを流水式で18日間テメフォスに暴露したグッピーはその後浄水にもどした場  

合産仔に明らかな影響は認められなかった。  

（2）流水式毒性試験装置によるフナのカドミーウム蓄積   

昭和52年度に引続き流水式でキン7サを0．005ppm、0．01ppmのカドミウムに連続して10か月  

間暴露した。また10か月後からはカドミウムの暴露を停止してフナ甲カドミウム排泄を4か月後  

まで調べた。  

0．01ppmのカドミウムに10か月間暴謁したフナ（几＝8）の体重、肝臓、卵巣の平均重昂恨対照の  

84．3％／74．1％、65．1％であった。0．01ppmのカドミウムに暴露および暴露中止後のフナ組織中  

のカドミウム含有量を第1真に示した。  

第1表 フナ組織中のカドミウム含有露（FLg／gdryweight）   

Cむ披露 組亀   

CdO．01ppm連続暴露（流水式）  浄水中  （流水）  

17日楼  1かJj後  3か＝接  10かH後   1か月楼   4かH後   

蛇   4．5  13．2  26．2  31．1  8．2   2．2   

肝 臓   1．2  3．53  20．8  71．9  69．R   37．6   

早手 臓   6．9  8’．0  （）9．8  140，2  162．6   119．5   

胆のう   N，D．  N．D．  2．8  3．7  3．08   1．9   

卵 巣   N．D．  N．Ⅰ〕．  0．9  2．5  2．3   3．3   

表皮・筋肉   N．D．  N．0．  N．D．  0．6  0．6   0．5   
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組には比較的すみやかにカドミウムが蓄積しまた浄水中での減少も急速であった。肝楓、腎臓  

中では浄水にもどして4か月後でもカドミウムの含有量は高い、0．005ppmの場合もカドミウム  

の蓄積量は0．01ppmのほほ60％前後であ11、その増減のパターンも類似していた。  

（3）魚類行動記録装置の検討   

水質の毒性物質による汚染は水生生物の生死や毒物の蓄積という現象以前に行動の変化として  

とらえることができる。なかでも魚の忌避行動は毅も鋭敏な反応の一つと考えられる。このこと  

からアクアトロン建設時より魚類行動記録装置が計画されていた。本年度は装置がそろったので  

この装置の試験を行った。   

魚の大きさ、および活動性から本装置に適した実験魚を選ぶため、フナ、モツゴ、タナゴ、金  

魚、グッピーなど数種の魚で試験を行った。  

研究課題 水生生物の実験動物化の基礎的研究  

〔担当者〕安野正之・春日清一‥宮下 衛・菅谷芳雄  

〔期 間）昭和50年4月－55年3月  

〔概 要〕  

（1）淡水魚顎   

i）これまで実験用魚類として開発してきた黄色グッピーについては令のそろった多数の実  

験個体を得るため稚魚分蘭槽を開発した。   

ii）雌性発生キン7サは多系統を保持してし 

iii）新たに実験用魚類としてrェ■J叩ヱ■αれ～／0亡と七αの飼育をはじめた。  

（2）無脊椎動物  

＝ タマミジンコは有性生輯世代出現なしで大量に飼育できるようになった。現在安定して   

20g湿重量／日の生産を続けている。   

ii）ヒドラ：今年度頭初よリエヒドラを掛）受け実験用に供している。   

iii）ユスリカ：累代飼育しているPαγαねmyfαγβ混ざpαrれeれOgeme亡よc址ざとCんgγ0〝i祝ぶyOβ人吉－   

m融舟山の2種について大型の飼育槽を用いて大量に飼育できるようになった。  
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2．2．9 技 術 部  

研究の概要   

技術部では生物系および理工系の各種大型研究施設の運転管理を行うとともに、各施設の開発  

改良と充実した維持管理のための基礎研究を行っている。また生物系施設で研究に供試される実  

験動物、植物および水生生物の開発と系統維持についての業務を実行している。   

53年度現在、植物実験用環境調節施設、動物実験用環喘調節施設、中動物棟、水環境実験施設  

土鳩環境実験施設、実験ほ場、廃棄物処理施設、大気化学実験棟、大気拡散実験棟および特殊計  

測実験棟はすペて、運転体制に組み入れられ順調に偉効している。   

研究面においては以下の7課題について実行した。その結果、施設の合理的運転および開発改  

良についての技術資料が得られた。また、実験生物の開発、維持についても今後の指針になる資  

料が得られた。   

研究課題における本年度の主な研究内容は次の通りである。  

研究課題 廃水処理施設の合理的運転に関する技術的検討  

〔担当者〕小林雄一・松重一夫・  

須藤隆一・臼井憤吾・矢木修身・内藤敦子（水質土鳩環境部）   

〔期 間 昭和53年4月「59年3月  

〔概 要〕当研究所の廃棄物処理施設を合理的に運転するため、次の五つの問題について検討を  

行った。  

1．RO装置における析出塩分の対策につし、て、当初5段濃縮であったが前処理の問題、モジュー  

ルの拍耗率など総合的に検討を行い3－4段濃縮に変更した。   

2．水処理過程における有害成分の変化とその同定，定量について、それらの成分は微量であ  

るため検出が非常に困難であるが53年度末GC－MSが設置されたので今後これを用いて分析の予  

定である。   

3．低濃度有機性廃水処理の合理化について、当廃水処理施設は活性汚泥法による処理78口走  

スを持っている。Lかし、廃水中の有機物浪度は括′性汚泥法を行うには低すぎるのでその対策を  

検討した結果エアレーションタンク内にハニコ【ムチューブを浸潰し、付着生物膜によって有機  

物処理を行えるよう改良を行った。   

4．汚泥の処理、処分方法の検討について、運転当初からの凝集沈澱汚泥の貯留逼が貯槽の限  

期二近づいているために、セメントによる固化処理の検討を行ったが十分な強度を得ることがで  

きなかったので引続き検討する予定である。   

5．廃水の再利用の合硬化の検討について、現在RO装遺を用いた再利用システムについてコ  

スト、用水の節約、排水の減量、要求水質（シリカ、硬度成分の除去）などの検討を行った。な  

お今後、RO装置以外のシステムである限外ろ過法、電解法、イオン交換法などについ 検討の予  

定である。  
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〔発 表〕  

（講 演）  

（1）松重一夫・田井傾吾：国立公害朝究所における廃水の再利用．全国水道研究発表会，福間．  

（53．5）  

（2ト松屋一夫・田井慎吾・小泉まゆみ・土井覧二郎■：研究所廃水汚染の性状とその処分について．  

廃棄物処理対策全図協議会，大阪．（53．11）  

（印 刷）  

（1）田井偵吾・松垂一夫・針生 晋・古市光春・土井覧二郎（ユ978）：逆浸透膜（RO）装置にお  

けるシリカの析出．用水と廃水，No．4，433－437，Na6，675－681．  

研究課領梱物実験施設複合汚染実験装置による光化学反応生成物の分析  

〔担当者〕松本 茂・秋元 肇（大気環境部）  

〔期 間〕昭和53年4月－54年3月  

〔概．要〕植物実験施設人工光ガスキャビネットではSO2、NO2、03、炭化水素等の複合汚染ガ  

スによる植物影響の実験を行っている。これらのガスの複合状態では光化学反応で二次生成物が  

発生し、植物影響の解析にあたり二次生成物のは握が必要である。今年度はバックグラウンドの  

データとしてキャビネット内の大気中の低級炭化水素の分析をガスタロマトグラフを使用して行  

った。試料はTenaxを吸着剤として低温で補果した後、スタアラン1％アルミナカラムを使用し  

分析した。′   

測定の結果キャビネット内炭化水菜のC2～C5化合物の濃度は日変化をしているが、それぞれ0．5  

～10ppbのオーダーであった。またC2H4濃度の標準偏差は他の化合物に比べ数倍大きかった。キャ  

ビネットの外気導入部にある活性炭フィルターの炭化水素に関する性能を調べた結果、低級炭化  

水素をほとんど通すことが明らかとなった。  

研究課題 は鳩施設での観測データの解析システムの開発に閲すろ研究 ‘  

〔担当者〕 大政謙次・安保文彰・藤沼康実  

（期 間） 昭和53年4月一54年3月  

〔概 要〕52年度に、ほ場施設に微気象、土鳩条件などのデータ収集袋置が設置された。本研究  

の目的ば、これらの装置から得られるデータを多目的なほ場美顔の基礎資料とするための観測チ  

ータ処理システムを開発することである。また、上記で得られた基礎資料をもとに、自然環境下  

での植物生体計測システムの開発を行う。徴気象測定の対象とするところは、気温、地温、湿度、  

風速、日射量などの分布状態である。また、時間的にみれば、1か月あるいはユ日の横算値、ユ  

時間ごとの平均値あるいは分や秒のオーダーで細かい変動を求めることもある。実験の目的によ  

って、データ処理手法を変える必要がある。植物の栽培を目的とする場合、植物群落の光合成量  

－138－   



や蒸発量を推定する場合あるいは微気象を解析する場合とでは、必要なデータ、精度は異なる。  

種々の目的に対応できるデータ処理システムを開発する必要がある。本年度は、上記のシステム  

開発のために基礎資料の収集、観測機器と計算機のリンケージについての検討、観測機器の性能  

試験など基礎的な準備を行った。本年度は、引き続いて、徴気象観測データ処理システムの開発  

および植物性体計測システムの開発を行う予定である。なお、植物生体計測システムについては、  

現在、複合ガス暴露実験において検討中であり、これを野外に応用していく予定である。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）大枚謙次・安保文彰：環境調節装置による植物への汚染ガスの影響の解析．．大気汚染学会，  

札幌．（53．9）  

（2）大政謙次：新しい農業気象研究施設について．国立公害研究所植物実験施設．農業気象学  

全開東支部会，筑波．（53．10）  

研究課題 風速可変型植物実験装置の開発  

〔担当者〕安保文彰・大政謙次・藤田和伸・清水 明・木村英雄  

〔期 間〕昭和53年4月－54年3月  

〔概 要〕風速は他の環境要因；光、気温、湿度と同様に、大気汚染物質による植物への影響を  

解析する場合、欠かすことのできない主要な環境要因である。本年度は、風速可変型植物実験装  

置の資料および風速による植物への影響に関する資料を収集，作成した。また、若干の央験を行  

った。 52年度に完成した複合材ス暴露実験施設に可変型の送風機を持ち込み、風速を0．2～2．5  

nlバの範囲で変化させ、植物菓温を測定した。菜温は熱交換、蒸散速度あるいは汚染ガスの吸収速  

度の指標としで取り掛一得る。実験結果から、菓面における熟伝達係数は風速によってかなり変  

化することが分かった。さらに、汚染ガスが菓面境界層を通って葉内に吸収される速度は、風速  

によって変化することが分かった。上記のように、風速による植物への影響は顕著であり、現象  

の解析のためには、風速可変型の実験装置が必要である。現在、本研究成果をもとに、植物トロ  

ン2期に自然環境シミュレータの開発を計画している。自然環境シミュレータは風速可変の機能  

を有することが必要であろう。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）大政謙次：新しい農業気象研究施設について．国立公害研究所植物実験施設．農業気象学全  

開東支部会，筑波．（53．10）  

研究課題 制御環境下での植物の生育動態に関する研究  

〔担当者）藤沼康英・町田 孝・相賀一郎・戸塚 績（生物環境部）   

〔期 間〕昭和52年4月－54年3月  
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〔概 要〕植物環境調節施設における実験植物の生育動態は、自然環境下における場合と比較し  

て特徴ある動態を示すことが多い。この植物の生育反応を解明し、実験植物の制御環境下での最  

適育成方法を確立するために本年度は下記の事項を行った。  

i）本研究所のファイトトロンにおける代表的な実験植物（ヒマワリ・ホウレンソウ・トマト  

等）の育成方法を確立し、これを公害研標準法とした。例えば、ヒマワリでは播種後6週目まで  

育成させるが、その間の生育環境条件・培養土組成・施肥法・栽培様式・日常管理方法を確立し、  

現在実施されている。  

ii）上記の育成方法でヒマワリを一年間同様に育成させ、生長に対する季節的変動を生長解析  

法により調査した。受光量と日長時間が変動要因であるが、花芽の形成に日長時間が影響せず、  

菓数が25－30枚になると花菅が認められた。乾物生長に対しては受光量の季節的変動が直接影響  

し、個体当たりの乾物重と生育期間中の椅算受光量とは正の一次相関が認められた。特に播椎後  

の初期生長には日射量の影響が大きく、受光量が生育初期のRGRを制御する因子であることが分  

かった。  

〔発 表〕  

（講 演）  

（1）藤沼康実・町田 孝・戸塚 績・相賀→郎：制御環境下でのヒマワリの生長利御温室での  

生長の季節的変動について．日本生物環境調節学会，高松．（53．10）  

研究課題 実験植物および大気汚染指標植物の開発および系統維持に関する研究  

〔担当者〕藤沼康実・町田 孝・相賀一郎  

〔期 間）昭和51年4月一54年3月  

〔概 要〕高等植物を材料とする研究では、そこに供試される植物自体の遺伝的貸性が実験結果  

の信根性・再現性に著しく影響する。しかし、主要な農作物を除き、均質な実験村料の確保は閑  
雅である。本年度でほ、挿し木繁殖により交雑等の遺伝的形質変化が極めて少なく、かつ生長の  

早し、樹木としてポ7bラを80品紘確保し、実験ほ場で育成し、形質調査を開始した。また、前年度  

に引き続きヒマワリの純系選抜を繰返し、4系統150株（F3）の個体別に種子を確保した。この  

件採睡の種子より育成したヒマワリは原種（P）と比較し、形質の変化は極めて少なく、現在行っ  

ている形質調査が完了すれば、実験村利根物として供給する予定である。   

また、ヒマワリ・ポプラにおいて、大気汚染質に対する指標の検討のために、ガススクリーニ  

ングの条件設定等の準備を行った。  

研究課題 環境科学研究に適した実験動物の開発改良に関する研究  

〔担当者〕寺尾忠治・高橋 弘  

〔期 間〕l唱和53年4月－54年3月  

〔概 要〕大京汚染物質特にNO2の急性曝掛こ対する動物の感受性は、動物の縫および系統によ  
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り異なることから、動物実験にあたり研究目的に応じて供試動物を選択する必要性が指摘されて  

いる。我々は、大気汚染物質の生体影響研究に適した実験動物の開発を目的として、昨年度より  

NO2の急性曝露に対する高感受性、低感受性ハムスターの作出に着手した。   

今年度は昨年度の予備実験で確立した選抜法により選抜育種を継続した。その結果、選抜2代  

目で低感受性系統の死亡率は対照の死亡率の約％に低下し、顕著な感受性の低下が認められた。  

これに対し、高感受性系統の死亡率は選抜第1代の時点では対照群とほとんど差が認められなか  

った。   

これらの結果から、NO2の急性曝露に対するハムスターの低感受性系の遺伝率は比較的高いよ  

うであるが、′家系選抜による高感受性系統の選抜は∴短期間での選抜効果が期待しにくいことが  

推察された。  
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3．情 報■業 務   

環境情報部は、環境公害関連情報に対する幅広い需要に応じるため、昭和亜年度の研究所設立  

以来、大気・水質に関する数値情報、文献情報、情報源情報を精力的に収集し、そのデータベー  

ス作成のための活動を続けてきた。当部は、莫務室・情報システム呈・情報調査室・電算機管理  

室の4主によって構成され、経常研究（pp．61－69）と並行して、次の業務を実施した。昭和  

53年度は、数値データファイルの作成とその蓄傾が進行し、経常研究によって開発された利用シ  

ステムによってその利用の効率化がはかられた。また、文献情報についても、JICST（日本科学  

技術情報センター）のオンライン検索システムの導入によって大幅な改善ができた。なお、文献  

検索や情報源情報の強化をめぎして、昭和54年2月に「環境・公害文献情報システム検討会」を  

発足させた。電子計算機のジョブ処理件数も年ごとに増大して、ユーザの要望に応えてきた。さ  

らに増大する需要に対応するため、新しいシステムを検討し、次年度の新機種導入計画を確定し  

た。図書および腐農業務についてむ、それぞれ前年度より大幅に増強することができた。  

3、1環境数値データファイルの作成と利用  

3．1．1データファイルの作成  

環境行政および環境科学研究が必要とする環境数値情報を広〈収集し、これを利用に便利な形  

で電算機に蓄積することは、環境情報部の主要な任務の一つである。昭和53年度は、環境数値デ  

ータベースの開発と利用に関する研究を進めるとともに、大気環境デ」タ、光化学関連データこ  

および水質環境データを広く収集し、電算機システムに収録した。  

（1）大気環境データファイル   

大気環境データファイルとしては、以下に示す、（》大気環境時間値データファイル、（∋大気環  

境月間値・年間値データファイル、および③大気測定局属性情報ファイルを前年度に引続き整理  

した。これらのファイルの構成法については、前述（pp．61－62）の経常研究「環境データバ  

ンクに関する基礎研究」の成果を参照するとともに、「第2回大気環境データ処理システム研究会」  

を開催して、自治体の大気担当専門家、環境庁の関係行政官、および匡】立会吾研究所の研究者の  

意見を徹し、参考にした。  

1）大気環境時間値データファイル  

前年度に引続き、10自治体（埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・愛知県・大阪肝・兵庫県  

・岡山県・大阪市・神戸市）における大気汚染常時監視測定局が昭和52年度に測定した時間値デ  

ータを磁気テープで収集した。さらに本年度は、茨城県・群馬県・三重県・奈良県・和歌山県・  

京都箱の6自治体の昭和51年度と昭和52年皮測完の時間胞データを収集した。したがって、本年  

度収録した測完局数は、第3．1表に示すよう■に、延810局になった。   

磁気テープの仕様や測定項目の配列順序は自治体ごとに異なるので、これらを当所の「標準磁  

気テープフォーマット」に変換・編集して蓄積した。また、収録した細り忘項目は第3．2表に示す  

とおりである。  
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第3．1表 自治体別1時間値データ収録測定局数  

収録年度   昭和52年度   昭和53年度   

測定年度   昭和51年麗   昭和51年度  昭和52年度   

茨  城  県   32   32   

義■■■■■．   ≡  】9   19   

埼  玉  県  30  29   

千  葉  県   130  130   

東  京  都   72  72   

神 奈 川 県   66  66   

愛  知  県   68  63   

三 重 県  1A   14  

大 阪 府  55  56   

大  阪  市   31  30   

兵  庫  県   53  71   

神  戸  市   18  21   

奈  良  県  6   6   

和 歌 山 県  18   18   

京 都 市  15   15  

岡 山 県  62  64   

計   585   104  706   

注）立体局、自動車排出ガス局等、同一測定局で複数の探気□があっ  

ても1局と敢えている。  

第3．2表1時間値収録対象測定項目  

二酸化硫昇 一酸化窒素，二酸化窒素，窒素酸化軌 オキシダント，オ、′ン，一酸化  

大気汚染質データ項目  炭素，浮遊粉塵，浮遊粒子状物質，メタン換算全炭化水素，プロパン換算全炭化水素，  

飽和炭化水素，不飽和炭化水素，メタン，非メタン炭化水魚 非メタン炭化水素計に  

よる全炭化水菜   

気象 デー タ 項 目  凰軋 風連，温度，湿度．日射量，雨量，紫外軌 気圧  

2）大気環境月間値・年間値データファイル  

大気環境月間値・年間値データファイルは、環囁庁大気保全局が毎年編集している「日本の  

大気汚染状況」、「自動車排出ガス測定結果報告書」に記載されているデ【タを収錨したものであ  

る。このデータファイルは、現時点では、全国的規模で、かつ経年的にわが国の大気汚染状況を  

評価することができる唯一のデータファイルである。   

第3．3表に、前年度（太線の枠内）および本年度に、そのデータを収録した測定局数を年度ご  

と、刺定項目ごとに示す。また、月間値・年間値の内容は第3．4表に示すとおりである。   

3）大気測定局属性情報ファイル   

大気測定局属性情報ファイルには、測定局の名称、住所、コード、地域メッシュコード等、  

第3．5衰に示すような情報を収録してある。昭和52年4月時点で環境庁が実施した全国の測定局  

属性情報調査の結果に基づく、1457局についての属性情報は、すでに昭和52年度事業で収録され  

ている。  
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第3，3表 大気環境月間値・年間値データファイルの年度別・測定項目別測定局数  

測定年度  
45   46   47   48  49   50   51   52  

二酸化硫黄   390  603  791  1，084  1，266  1，365  1，432  1，494  

窒素酸化物   0  67  145  278  525  754  836  970  

一酸化窒素   0  66  174  329  585  771  858  969   

二酸化窒素   20  66  175  329  5g6  772  859  968  

般   10  33  71  100  142  168  190  207  

環   10  91  188  378  535  661  716  772  

蟻   190  329  262  872  1，041  1，040  1，089  1，168  

大 気  
0   0   0   0  92  146  187  178  

プロパン換算全炭化水素   Z   測  19  63  72  39   46  61  33  

メタン換算全炭化水素   0   0   0  21   48  68  72  81   
7ヒ  

非ノタン炭化水素   0   0   0   0   0   0  39  66  

局                     ノ タ ン   0   0   0   0   0   0  36  61  
非メタン炭化水素計による仝  
炭化水素   0   0   0  0   0   0   39  55  

降下ばし－じん   712  1，002  1，370  1，525  1，755  1，853  1，589  1．612   

二酸化硫黄   0   6   7   16  28  34   33  40  

一 窒素酸化物   0  33  77  122  164  181  194  210  

自   0  33  77  122  164  181  194  210  

勅   9   33  77  122  164  182  194  210  

車   13  116  191  Z27  Z79  3t5  326  349  

排   2   12   33  48  60  68   64  60  

出 ガ  3   2   26  40  54  56   56  61  

浮遊粒子状物質   0   ス  0   0   0   16  17   18  20   

測   プロパン換井全炭化水素  
i O 

14   
73  

39   62  57  87   80   

走  メタン換算全炭化水素  
非メタン炭化水菜   0   0   0   0   

局  0   0   10  20  

メ タ ン   0   0   ‘0   0   0   0   7   17  
非メタン炭化水素計による全  
炭化水素   0   0   0   0   0   0   14   18   

（注）太線の内は、昭和52年皮革業で収録し、昭和53年庶事業は、それ以外の部分を収録した。  

第3．4表 大気環境月間値・年間値データフ7イルのおもな内容  

月  間   値  年   間   値  

（D 月間有効測定日数  

② 月間測定時間数  
③ 月平均値  
④1時間値月間最高値  

（9 日平均値月間最高値  

⑥1時間偶の環境基準月間超過時間数  

⑦ 日平均値の環境基準月間超過日数  
⑧ 8時間平均値の環境基準月間超過回数  
⑨ NO2ノ（NO＋NO2）の月間平均雁  

⑲ その他  

（9 年間有効測定日数  

② 年間測定時間  
③ 年平均値  
④1時間値の年間最高値  

（9 日平均値の年間2％除外値  

⑥1時間他の環境基準の年間超過時間数  

（卦 日平均値の環境基準の年間超過日数  

⑧ 8時間平均値の環境基準年間超過回数  

⑨ NO3／（NO＋NO2）の年間平均値  

⑬ 環境基準の長期的評価による環境基準超過日数  
⑪ その他   



第3．5表 大気測定局属性情報ファイルの内容  

内  答   
（1）測定局の名称（カナ文字、ローマ字）  

測定局の名称・コードの情報  （2）測定局に関する国立公害研究所コード  

（3）脚ー定局に関する自治体測定局番号   

（4）測定局所在地・設置場所  

（5）用途地域コード  

㈲ K値規制区域コード  
測定局の位置に関する情報  

（7）測定局の存在する場所の1／25，000地形図図幅名称  

（8）jRリ定局の存在する場所の1／25，000地形図他国番号  

（9〉 経緯度法による地域メッシュコードおよぴメッシュ内のX、Y座標   

（川 測定局設置年・月・日  

（11）測定局面積  

（12）測定局構造コード  

桐）給排水施設の有無  

（14）高圧ガス格納圭の有無  

測定局の保守管理状況に関する情報                  （拍 空調施設の有無とその設置年月  

（16）データ処理方法の種別、テレメータ伝送方式の種別、テレメーター  

使用開始年月  
（17）採気口高さと採気ロの複数個の有無、集合管の有無  

（1日）保守管理の常駐巡回の区別、巡回の担当者、巡回回数  

（川 俣守管理担当者   

圧倒 固定発生源の名称、方位、距牡  
測定点付近の発生源の．状況の情報  

提】）道路・交差点の名称、交通量、方位、距離   

測定項目および測定機唖に関する情報  優）測定項目コード、測定機製造メーカー名、型式  

本年度は、昭和53年4月時点で環境庁が実施した調査結果を基にして、一般環境大気測定局、  

自動車排出ガス測定局の両者に関して、前年度と同様の属性情報を整備するとともに、各測定局  

の地域メッシュ⊃－ド（約1k－¶2）内の、X、Y座標を追加した。なお、測定局の位置については、  

このデータファイルの他に、2万5千分の1のメッシュ区画図上にプロットした地図を作成した。   

このファイルの測定局コードは、当所で作成した全国統一の10けたコードに依るもので、上述  

の時間値ファイル、月間値・年間値ファイルでも共通に用いられている。   

4）第2回大気環境データ処理システム研究会の開催  

大気環境データファイル整備の上で各自治体との情報交換を推進するため、昭和52年度に第  

1回の表記研究会を開催した。本年度は、昭和54年1月25、26日の2日間、その第2回研究会を  

開催した。研究会の参加者は、大気環境時間値データの提供を依頼した自治体の大気担当専門家、  

環境庁（大気保全局、企画調整局）の関係官および当所関係者であった。研究会では、大気環境  

データの測定、モニタリングシステムの保守、データクリーニング等の諸問題について、その標  

準化、効率化を中心に報告・討論が行われた。その成果は、「大気環境テ」タ処理システム研究会  

報告書」（国立公害研究所調査報告、第10号、1979）として出版した。研究会における発表項目等  

は次のとおりであった。  
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第2回大気環境チ」タ処理システム研究会発表項目等  

場所 国立公告研究所  
時 昭和洪年1月25日㈹、26日幽  

1月25日  

あ い さ つ   
「大気環境データの臥 自治体間のフローについて」   
「大気モニタリングの適正化」   
「大気汚染の計測手法と問題点」   
所内見学（環境情報部）  

1月26日   

「テレメータシステムのデータ作成の概要」   

（国立公害研副所長）近藤次郎  

（国立公害研環境情報部）松本幸雄  

（国立公害研総合解析部）内藤正明  

（国立公害研計測技術部）溝口次夫  

（埼玉県）五井邦宏  

「大気環境データ処理におけるデータ収集整理方法のシステム化と磁気テープデータに対する考え方   
（神奈川県）振田性行  

（東京都）山崎 博  

（千葉県）鈴木一男  

（大阪府）工藤修一  

（大阪市）井上喜代一  

（首都市）・胞 明郎  

について」  
「環境監視業務等技術管理棟単について」  
「大気測定局の管理状況」  
「大気汚染常時監視データ処理について」  
「測定器の管理とデータ処理」  
「京都市公害総合管理システム（KEIMS）」  

意見交換  

（2）光化学関連データファイル   

光化学スモッグによる健康被害の実態をは握するため、昭和53年皮革業として、各自治体が環  

境庁に報告した、昭和50年度の調査票、光化学スモッグ被害届出状況、およぴオキシダント緊急  

時発令状況等一覧表と自治体の作成した資料をもとに、次の二つのファイルを作成した。  

1）オキシダント緊急時発令状況ファイル  

本ファイルは、オキシダント緊急時発令状況について、第3．6真に示す項目を、発令件数  

11，230件について収録した。発令地域につし1ては、各自治休の発令地域とは異なり、発令された  

市町村、および若手の細分化された地域とした。   

2）光化学スモッグ被害ファイル  

本ファイルは、光化学スモッグ被害届出状況について、第3．6表に示す項目を収録した。デ  

ータ数は860件となった。  

第3．6表 光化学関連データファイル（昭和50年度）の内容および件数  

ファイル名称   入  力  項  目   件一 敷   
被害発生年月日、時刻（発生、終了）、被害発生地魚名称（県、市町   

光化学スモッグ被害ファイル    860件   村、発生地点名称とコード）、被害発生地点メッシュ（10けた）、地  

図園幅コード・名称、被害時の状況、被害者の階層区分、症状   

緊急時発令県市町村名とコード、緊急時発令年月日、予報（基準、回   

数、開始終了時刻）、注意報（基準、回教、開始・終了時刻）、警報  

オキシダント緊急時発令状況  
11．2罰件  

ファイル   了時刻）、オキシダント最高濃度発生時の状況（i紆走局名と局コード、  

時刻、オキシダント浪度、風向およぴコード、風速∴温度、湿度、視  

程、天気およぴコード）   
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（3）水質環境データファイル   

水質汚濁防止法に基づき、全国公共用水城水質調査が、昭和46年度から実施されている。こ  

れらの調査結果をデータファイルに収録する作業は、昭和51年度より開始し、同年度には、昭和  

46年度から昭和50年産までに測定したBODとCODを収録した。昭和52年度は、51年度測定デー  

タについて、5，914地点のBOD、COD、流量、DO、窒素化合物、リン化合物の測定値を収録し  

た。昭和53年度は52年度測定した6，166地点について、前年度の項目にSSを加えて収録した。ま  

た、水質汚濁の解析には、流量データが基礎データとして不可欠であるので、建設省作成の流量  

年表に収鎖されている361地点の流量データも収裏表した。したがって、水質環境データは、以下  

に述べる四つのファイルより構成されている。  

1）水質マスタファイル   

昭和53年度においては、昭和52年度の測定点である6，166地点について、第3・7表に示す属  

性情報と、各測定項目の集計値を収録した。全国の水質測定点には、すべてのデータファイルに  

共通のコードを付与する必要があるので、当所では8けたコードを定めた。また、5万分の1地  

形図にこれらの測定点をプロットし、それに測定点コードを記入したマップを作成した。   

2）水質データファイル   

各測定点では、毎月1－2回づつ測定する通年調査と、1日のうち複数回（平均12～13回）測  

定する通日調査とがあるので、データファイルも通年データと通日データについて別々に作成し  

た。その収録内容は、第3．7表に示すとおりで、測定日時、項目ごとに収録されている。  

第3．7表 水質環境データファイルの内容  

種   類  内  容   

水   水質年鑑および国立公害研究所コード、流域・灘、支流・湾、支支流・湾、測定旭   
賀  
属 性 情 報     巴   点名称、基準点区分、環境基準類型、測定機閑、緯度・経度、県境重複、i町道眉間   ス  
タ  

1  

係位置（河川次数・最下流点）、地図図幅コート名称  
フ  

昭和52年度BOt）、COD、DO、SSの各々の測定回数、m／n、平均値、最大値、最小値お   
ア      集  計  値    イ  
十卜  よび窒素化合物、リン化合物の測定回数   

水   
昭和52年度に年間を通じて、月に1回ないし、数回剃定されたデータ、採水年月日、   

質  時刻、位置、水沫、水温、流量、BOD．COD、DOおよび窒素化合物（ケルダール  
通年測定テータ     デ  
ト  N、アル7’ミノイドN．全有機性N、NH4－N、NOzrN、NO3LN、無機性N、Tr   
タ  
フ  N）、リン化合物（PO43r、無線性P、TrP）の各測定値  
‾7  

イ  昭和52年度に一日に連続して測定きれたデータ、測定項目は通年測定データと同じ   
通日i拙走データ    †ト  

である。   

流量鮫肌蕉コード、水系・河Jり・観測地．真名、流域面積、河口からの距離、測定開   
フ流  属 性 情 報    ア是  
イマ  始年、水賀測定点との距離  

ルス  
計   昭和51年の年間の最大流量、豊水流量、平水流量、低水流量、渇水流量、設小流量、   

タ      集  
値  

年平均流量、年給量   

アl流  

イタ星 ルフテ■  涜こ還こテ㌧－ タ  昭和51年の日平均流星、月合計・月平均流量、年間合計・年平均流量など   

3）流量マスタファイル  

建設省作成の流量年表に収録されている流量測定点（361地点）について、第3・7表に示す属  
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性情報と集計値を収録した。   

4）流量データファイル  

上記の地点ごとのデータを窮3．7表に示すように、日平均流量、月合計・月平均流量、年合  

計・年平均流量などに集計して収録した。  

（4）その他の数値データファイル   

当部で作成したファイルの他、次のような、他機関により作成されたファイルの導入も行った。   

① 地域メッシュ統計：昭和50年の国勢調査結果を総理府統計局が地域メッシュ統計に稲成し  

たもので、都道府県ごとに磁気テープ（全47巻）に収録されている。   

② 工業統計表：昭和51年工業統計調査の結果を、通商産業省が編成したもので、産業編、品  

目編、市町村編の3巻の磁気テープから成る。  

3．1．2 利用プログラムの整備  

数値データファイルの利用を効率化するためには、（∋利用者が必要とするデータが、容易に検  

索できること、②検索したデータのチェックと要約が簡単で、データの性質をグラフ等による画  

像表示により視覚的に表現できること、③検索したデータについて、豊富な解析機能をもつこと、  

等のすぐれた利用プログラムの粧傾が必要である。前年度までに、い〈つかのデータファイルに  

ついて検索と集計を行うプログラムを開発し、大気環境解析プログラムの竺備を行った。本年度  

はこれらのプログラムを改良・強化するとともに、多変量解析プログラムの導入と開発に着手し  

た。  

（1）環境データベースのユーザーガイドの改訂   

前年度までに、水質データファイル、植生自然度メッシュデータファイル、大気時間値データ  

ファイルの端末機による検索プログラムを開発した。大気時間値データファイルの検索プログラ  

ムについては、本年度いくつかの修正改良を加え、第3．8表に示すデータ処理について、第3．9  

表に示すようなパラメータを用いて、データの検索と集計を行うことができるようになった。   

さらに、3．3（pp．154－155）で述べるように、INFOTERRAファイルを端末機まI）検索する  

ことができるようになった。   

よって、前年度発行した「環境データベースのユーザガイド」の改訂を行って前述の追加機能  

を加え、あらたに「環境データベースのユーザガイド（第2版）」（阻立公害研究所調査報告、第  

8号、1979）を出版した。  

（2）環境データベースの解析用プログラムの整備   

本年度は、環境データベースより検索したデータを解析するためのプログラムとして、多変量  

解析用プログラムの導入と開発を進めた。本年度整備したプログラムの特長は次の通I）である。   

① 重回帰分析：群分けきれたデータについて、その説明変数と標本群を指定すれば幾通りに  

も重回帰分析ができるようにした。また、残差平方和および予測平方和を基準とした説明変数の  

選択を可能にした。   

② 主成分分析：群分けされたデータについて、任意の変数と標本群を指定して、分散共分散  

行列、または相関係数行列より主成分分析が行える。   

③ 判別分析二群分けされた標本群を与えて、指定した変数群ごとに、群間の距離を最大にす  
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第3．8表 編集出力様式とその処理内容の概要  

No．   編集出力様式名称   コ ー ド   処   理   内   容   

1，  時間値月報リスト   A   1か月分の時間値とその平均値等の集計値を出力する。   

2，  日平均値など年報リスト   B   1年分の日平均値などと、その集計値を出力する。   

3．  拡張統計処理   C   任意の期間の時間値、目平均値等を使って、上記のA、B   

の処理よりくわしし一棟計農を出力する。  

4．  日内変動   D  1か月あるいは1年分の時間値の日内変動を出力する。   

用  週内変動   E   1か月あるいは1年分の時間他の週内変動を出力する。   

6．  風向・風速別平均浪度 ’   F   1か月あるいは1年分の時間値を使って、風向・風速別の   

汚染質の平均濃度等の集計値を出力する。  

7．  風向指定濃度度数分布   ⅩNNE，  

XNEなど  

8．  G  自治休内の全測定局の指定された年月日の1日分の時間値  

を出力する。  

9．   H  自治体内の仝測定局について、1か月分の日平均悼等を出   

力する。  

10．  自治体内の全測定局について、1年分の月平均値等の集計  

値を出力する。  

11．   風向、風速について、上記のAと同様に出力する。   

12．  日平均値など気象年報リスト   K   風向、風速について、上記のBと同様に出力する。   
13．  L  

は風向度数分布  の出力様式は、出力様式Fと同じである。  

ただし、風向を指定した場合には、風向・風速別の度数分  

布を出力する。  

14．   M   風向、風速について、上記のGと同様に出力する。   

ユ5．  自治体別気象月報リスト   N   風向、風速について、上記のHと同様に出力する。   

16，  自治体別気象年報リスト   0   風向、風速について、上記の1と同様に出力する。   

17．  度数分布   P   任意の期間の度数分布を出力する。   

18．  Yl  

Y2  

Y3  

Y4  

19．  Z   収録されている測定局について、時間値等でワースト30、  

Zl  

Z2  

Z3  

Z4  

Z5  

20．   S   測定局の名称と測定項目の一欄表を出力する。   

るような判別関数（変数の1次結合）を求める。   

④クラスター分析：類似性または距馳を数種の方法で定義できるとともに、いくつかの階層  

的方法によりクラスターを作ることができる。   

次年度は、これらのプログラムを用いて、環境データベースよ1）検索したデータが、直ちに解  

析できるようなインターフェースを開発する予定である。  
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第3．9表 大気環境時間値データファイルのパラメーター欄表  

測 定 場 所  洩一定額 目  豆   ■  －  1  

摂編  期  
Nn  編集出力様式名称  式集  ．備  考、  

l出  

トーカ  年  年月  年 月日   閑 飽 年  
R  

（必頂〉  日   
ロ  時M仙月報リスト   A   ○  ×  ×  ×  ×  ○  ）く  ×  ×  ○  ×  ）、  〉く   

2  8平均値など年報リスト  B   韻憶項目によって目平均値以 外する 
も出力。  

注）① 舶拠出カコードけ必Ⅵの′～ラノータである。   

② ○函ほ戒瑠のパラノータである。   
③ O「r】ほ、押」立場所、鮮度巧日、間態時期の各バラメーータで、いずれかひとつの托輔指碇」なけノ＝ざならない。   

◎ ●糾ユ，指定する場合（よ当才呈∩抗体内の測定局のん■1ストする。指定しない場合【ユ企脚見りをリストする．  

⑤ ×机は、柏足できない、あるいは指定する必要の乙・いパラノータである．   

⑥ 別荘功Fiで「－1壬」とあるの‘よ、軋Jり、風速以外の全測定頂目をいう。  
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〔印刷物〕  

（1）環境情報部（1979）‥環境データベースのユーザガイド（第2版トー端未機操作を中心と  

して．国立公害研究所調査報告，第8号，96pp．  

（2）環境情報部（1979）：大気環境データ処理システム研究会報告書．国立公害研究所調査報告．  

第10号，105pp．  

3．l，3 数値データファイルの利用  

数値データファイルの整備に伴い、その利用も逐次増加しつつある。昭和53年2月、環境デー  

タベースのユーザガイド（第1版）を発行し、端末機による利用を開始した。また、自治体にお  

いても、環境情報システムを構築しようとする気運が高まり、国立公害研究所における環境デー  
タベースについて関心が高まって釆た。  

（1）データファイルの利用   

行政部局によるデータファイルの利用が始まるとともに、研究所内においても環境情報部以外  
からの利用が始まった。行政部局よりの利用の主なものは次の通りである。  

① 大気保全局大気規制課：「窒素酸化物総量規制地域指定に関する調査」のためのデータと  

して、大気環境データファイルを使用Lた（54年1～3即。   

② 企画調査局環境影響審査課：委託業務「計画段階における環境影響評価技法の体系化に関  

する調査研究」のための基礎データとして大気環境データファイルを利用（54年3月）。  

③ 水簡保全局企画課：水質総量規制に関する解析のため水質データファイルを利用。   

④ 海洋資料センター：水質データファイル貸軋   

⑤ 水質保全局規制課：水質データファイルの貸軋   

⑥ 国土庁：植生自然度メッシュファイルの乱軋  

⑦ 水質保全局土璃農薬課：重金属の影響に関する解析のため、利用フロログラムを使用（54年3月）。   

（2）データベースに関する情報の提供  

① 水質保全局企画課：地盤沈下関係の調査について。  

② 水質保全局規制課：水質データファイルの標準フォーマットについての提案。  

③ 広島県環境センター：環境データの利用方法について。  

⑥ 京都市：大気・水質監視システムについて。  

⑤ 北海道公舎防止研究所：公害情報システムの構築と利用について。  

⑥ 自然保護局企画課：第2固緑の国勢調査の集計方法とデータの利用法について。  

⑦ 兵庫県生活環境部環境管理課二地域環境情報システムについて。  
⑧ 大阪府公害監視センター：大気環境データの利用法について。  

⑨ 新潟市公害監視センター：新潟市大気モニタリングシステム設計について。  

3．2 文献情報ファイルの作成と利用   

収集した文献情報のデータベース化と外国を含めた外部ですでにデータベース化されたファイ  
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ルの活用については、前年度同様の作業にいくつかの改善を加えたが、昭和53年度の特色は、情  

報処筆削二ついての基幹となるペきシステムの原型ができたことである。  

（1）国内文献情報の検索システム   

研究所発足以来、JICST（日本科学技術情報センター）作成の磁気テープ（科学技術文献速報  

環境公害編のデータファイル）を使用してきたが、昭和53年9月から公衆電話回線によるオンラ  

イン検束システムを用いるJOIS（JICST On－1ineInformation System）を才采用して、検索  

範囲をJICSTの所有する仝ファイル（JICST，MEDLARS，CACの各ファイル、昭和53年9月  

現在で約150万件になる）に拡大した。これドよって、国内で発生する文件頬の検索範囲が自動  

的に数倍以上の規快に広がった。  

（2）国外文献情報の検索システム   

前述のJOIS採用によ．）、国外文献についての頓索能力も飛躍的に増強され、JICST77イル  

に対応する撮典の利用可能性も改善されたが、JICST以外の外匡闇ファイルについては、対応原  

典収凝の困難は残されたままである。   

環境情報部が51年度に開発したNIES－MF、およぴ52年度に開発LたNIES－EPAの両ファイ  

ルは、収薫ずみ国外文献に対応するデータベ【スである。53年度も両ファイルを引続き充実L、  

収録件数はそれぞれ9，726件と4，949件となった。次にその特色を簡単に記す。   

NIES－MF  環境情報部が収集したマイクロフィッシュについて、概要とキーワードを省略  

して標準的書誌事項をいれた文献情報ファイルである。後述のNIESrEPAができてからは、EPA  

以外の情報に限定されているが、1976年以前のマイクロフィッシュ■については、EPAのものも含  

まれている。キーワードによる主題分頬検束のできないのは欠点であるが、著者索引作成f削二は  

有効であり、現在はこれによる年2回以上のユニオンカタログ更新を可能にしている。   

NIES－EPA  米国EPAの調査報告書はほとんどすべてが、米国NTIS（NationalTechni・  

calInf。rmation Service）によってマイクロフィッシュ化されているので、環境情報部はその  

全部を購入している。NTISは、米国政仲山版物の大部分をマイクロフィッシュ化すると同時に、  

煉出版物の2次誌としてのGRA（Government Reports Announcements）に対応するデータベ  

ースとしてNTIS Bibliographic Data Fileを作成販売している。LばしばNTISまたはGRA  

と略称されるが、これを利用再編集したのがNIES－EPAであ．）、キーワードおよび概要も含ま  

れているので利用組閣が広い。いわゆるtape to tapeの電算処理の方式で再編集しているため、  

1件ずつの収録内容を完全に同じにして、しかも収集ずみのマイクロフィッシュに限定すること  

ができた。これによって、煉テープを使う場合よりも計算機コストが低下し、キーワードリスト  

の作成が容易になり、検束コストも大幅に下げられ、計算機のディスク占有スペースも節約でき  

た。NIES－EPAに対応するマイクロフィッシュは、現在、1977年以降作成のものとなっている。   

そのほか、環境科学専門の外国製ファイルとして、1974年以来購入してきL：Enviroline（EIC  

：Envir。nmentInf。rmati。n Center工ncが作成し、雑誌EnvironmentalScienceIndexに対  

応する）を引続き蓄積し、1974－1978の5年分のオンライン検索システムが整備できた。収録件  

数は現，800件になった。   

以上のオンライン検索に加えて、SDI（Selective Dissemination ofInformation：選択的  

情報）サービスを利用して、53年度には“環境情報型理システム〃ほか16のテーマについて、そ  

れぞれ専門分野の最新の文献情報を定期的（月1－2回）に入手している。ニの方法では、ASCA、  
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INSPEC、COMPENDEXなどの大型ベLタベースが対象になっておI）、前記の専門分野テ」タ  

ベ‾スに収録されていないものを少ない経費で効果的にカバーしている。  

3．3 情報源情報の整備と提供   

（1）INFOTERRA業務   

国連環境計画（UNEP）の運営する、国際環境情報源照会システムは、その略称が54年1月よ  

りIRSからINFOTERRAに変更になった。環境情報部は、日本のナショナルフォー7））レポイン  

トとして、昨年にひきつづき、国内の環境情報を所有する機関の調査、登録、情報源の照会業務  

等を市った。  

1）情報源登録   

本年度は、環境関連の公立試験研究機閑を中心に、情報源登録を行った。地方自治休の公害  

研究所、センター、衛生研究所等、57機関に登録を箪輸し、このうち回答のあった36機関から41  

の情報源を登録した。この他、未登録の特殊法人、公益法人に再度登録依頼を行い、20機関か追  

加登録されたので、INFOTERRA情掛原は、前年度までに登録済のものとあわせて、第3．10表  

に示す168機関となった。   

各国の情報源をまとめた国際情報源台帳は、UNEPから印刷物と磁気テープの形でフォーカル  

ポイントに送られて来るが、この磁気テープから日本の情報源を抽出し、稲築、出力するプログ  

ラムを作成し、これを剛、て、INFOTERRA国内情報源台帳（第3版）を作成し、国内情報源、  

各国フォーカルポイント、その他関係機関へ配布した。   

2）情報源の検索照会   

国内外からの質問に対して、情報源の紹介を行った。照会件数は、14件で、国外から6件（U．  

S．A、2件、東ドイツ2件、インド1件、UNEPl件）、匡1内から8件（環境庁・囲公研4件、大学  

1件、民間機関3件）であった。  

第3．10表INFOTERRA国内情報源  

l改称行政機関  

国立試験研究機関  
公立試験研究機関  
特殊法人、公益法人  

9
 
6
 
1
 
2
 
 

5
 
2
 
 
4
 
4
 
 
 

53年6月に、UNEPのジュネープオフィスで、INFOTERRAのコンピュータ．部門を担当し  

ている、Mr．Peter Leesが来所し、1NFOTERRAグ）検索プログラムや、検索方法等、技術的問  

題について討議した。  

〔印刷物〕  

（1）環境情報部（1979）：INFOTERRA国内情報源台帳（第3版）．国立公害研究所調査報告，第  

9号，300pp．  

（2）環境情報部（1979）：環境データベースのユーザガイド（第2版）．匡Ⅰ立公害研究所調査報告，  

第8号，96pp．  
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（2）国内環境公害関係研究者に関する情報源整備   

52年度から、各種専門雑誌等に発表された論説等に基づいた、いわば公開情報源に基づいて、  

環境公害について専門的調査研究をしている人々を個別には握し、その専門的業績の検索できる  

ような情報源整備を進めた。   

53年度には、JICST（日本科学技術情報センター）の文献検索用磁気テープ理工学絹1976年4  

月－1977年3月の1年分を使い、環境公害関係のキーワード約200種を組み込んだ検索によって、  

漢字モード出力を発注し、著者別カードに複製して、4166名の研究者名簿の原稿を作成したので、  

53年度はじめに「環境公害に関する研究調査情報源索引集（1）公開情報に基づく研究者・技術士名  

簿（昭和52年3月現在）として印刷発行Lた。技術士名簿は日本技術士会の「公害防止関係捜術  

士名簿（昭和45年3月発行）」の252名を収録したものである。   

さらに、52年虔と同様の1977年4月ん1978年3月の著者名検索をしたが、検索式は米国NTIS  

（N乱tionalTecllnicalInformatiollSeTVice）がEPAの協力を得て作成した環境関係のマイクロ  

ンソーラスを利用して改善した。前年度の4テーマを省き、新し〈31テーマを加えた。9，187件  

の出力があったが、前回収録した氏名を除き、別に当所の収集文献類のなかから追加できるもの  

を加えて、2，821名を収録して「環境公害に関する研究調査情報源索引集、（2）公開情掛二基づく研  

究者、調査者名簿（昭和53年3月現在）」を編集し、印刷発行した。   

これによって、現在活動中の専門家7，239名を収録したことになるが、54年度には他の情報源  

からの収妄最も加えて、国内の専門家のほぼ全数近くをまとめる計画である。  
（印刷物〕  

（1）環境情報部（1978）：環境公害に関する研究調査情報源索引集（1）．国立公害研究所調査報告，  

第5号，109pp．  

（2）環境情報部（1979）：環境公害に関する研究調査情報源索引集（2）．国立公害研究所調査報告，  

第6号，75pp．  

3．4 電子計算機業務  

環境情報部には、所内計算センターとしての役割をもつHITAC－8450およびその周辺機執こよ  

って構成されるシステムがあり、利用者の便宜と効率を考慮しながら、有効・適切に管】聖・運営  

するとともに、要望に応じてプログラム相談等のサービスも行ってきた。   

本年度のジョブ処理件数およぴCPUタイム（中央処理装置の使用時間であり、入出力装置、待  

時間などを含むランタイムではない）使用状？兄は、第3．1図に示すとおF）二 月平均3074件39％増、  

126時間56％増で、前年度より確実に増えている。   

データ検索、文献検索は環境庁（東京霞ヶ関）および所内より検索可能であI）、本庁ではデー  

タ宅内装置により、その他各種計算業務を行った。   

科学技術計算としては、各研究部の依板により大気測定データ、水質に関する実験データ、蘭  
書、悪臭に関するアンケート調査のデータ、生体内における重金属の実験データ、光、イオン化  

質量分析器からの測定データ等を使用しての、数値シミュレーション、最適化および統計的分析  

等の計算を行った。また、環境調査資料として作成された磁気テープのデータ処理のテストや処  

理方法の開発を各研究部と協力して進めた。  
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第3．1図 ジョブ処理件数とCPUタイム  

3．5図書および編集業務  

現在、研究所には官制上の図書館はな〈、環境情報部業務室が環境情報の収集整理および提供  
に関連する業務の一部とLて図書館業務を行っている。所内ロビーを暫定的に禁偏して、閲覧室  

（電動書架を含む）〔278m2〕、複写呈〔77mZ〕を設け、閲覧座席数34席を用意している。54年3月  

末現在の蔵書数等を第3．11表に示す。  

第3．11表 蔵書数等  

資料形態   内  訳   S2年度兼  53年度末  増 加数   

地図帳（単行本として暫理）   200冊   2（》冊   0  

地  図           図 兼   釣 8，1（対校  約 8，1α）枚   0  

（整理中）   
4卦地図   7本  7本   0   

JICSTく日本科学技術情報センター）環境公舎粛   ユ975－197錦度  J975■197β年度  

EIC（EnvironmentIJlformation Center．hc，，U．S．A）  1974－1978年度  
磁気  

NIES－MF（仮称）（国立公害研現囁情報部作成）  －1976年  

チーフ0  19符一1978年度   

EpAフィ ッシュ   ユ2．449件  】4，675件  2，226件  

マイクロ  約 5，000件  約5．0α）件  0  

フイルム  （整理中）  

その他フィッシュ   酌 600件  約8（力付 （！た理中）  約 2（粥件   

ー156－   



また、53年度中の刊行物は第3．12表のとおりである。限定配布の部内誌「環境情報部ニュース」  

は内容も記載したため、他の刊行物と分離してある。これら刊行物は、国会図書館、公害関係研  

究機関、および各省庁・自治体公害担当部局等に寄贈交換誌として配布している。  

第3．12表 刊行物一覧 －  

発行年月   シリース名   名   ページ 数  部 数   
53．4  75  

一公開惰報に基づく研究者・技術士名簿－   

（昭和52年3月現在）  

53，8   196   

53．8  97  

化学反応の研究一昭和52年度中間報告－  

53，10  95．  

酸化二次生成物の培養細胞に及ぼす影響に関する研究  
一昭和51／52年度研究報告－  

54．3  420  

一霞ヶ浦を中心として一昭和53年度  

54．3  148  

stagesor20Japanesespeciesof血efa汀】11y  

Chironomidae（Diptera）  

．54．3  75  

一公開情報に基づ〈研究者、調査者名簿－  

（昭和53年3月現在）  

54．3  500  

分析に関する文献目録 （昭和54年3月）  

54，3  96  500  

作をl卜心として－  

54．3  298  5（X）  

（昭和54年3月）  

54．3   6（氾   

和54年1月25、26日会場国立公害研究所  
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第3．12表（つづき）  

発行年月   昏  名   内  容   ページ数  部 数   

53．6  39  4（わ  

Vol．4，No．3  ける情報処理について（続）  

★国立公告研究所研究発表会  

53．8  51  4〔沿  

スト  

53．10   57  4∝）  

53．12  49  4〔沿  

いて  

54．2   96  4（氾  

および専門家・研究者情報の処理態勢の現状と計画  
★54年度雑誌配架リスト  

（各号共通内容）  

★新着図書目≦魂  
★収某レポート目録  
★国立公害研究所セミナー  
★国立公害研究所Ⅰ随員研究等発表リスト  
★所内研究会  
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4．研究施設・設備  

4．一 大型研究施設  

4．1．1 大気化学実験棟（スモッグチャンバー）  

本施設は工場・自動車等の発生源から大気中に排出された窒素酸化物・炭化水素等の一次汚染  
物質が太陽により光化学的に二次汚染物質に変質するメカニズムを実験室的に研究することを主  
目的とした施設である。  

（1）利用試験研究  

大気環境部における研究計画に従って第4．1表に示すように、大気化学研究室を中心とし   

た特別研究「スモッグチャンパーによる炭化水素窒素酸化物系光化学反応の研究」が主と  

して行われた。特に本年度は、従来ほとんど行われていない環境膿度域の光化学反応におけ   

る湿度影響の研究、および新しい光化学二次生成物質の同定についての研究が重点的に行わ  
れた。  

第4．1表 昭和53年度光化学スモッグチャンバー利用研究（大気環境訃大気化学研究室）  

研  究  諌  是琶   研  究  課  題   試 料 気 体   

〔特別研究〕   スモッグチャンバーを用いた環  ‾プロピレン   
スモッグチャンバーによる炭化  填濃度領域における炭化水素－  NO、NO2、N205  

水素窒素酸化物系光化学反応  窒素酸化物系光化学反応生成物   
の研究   の研究  

プロピレン、n7●タン         スモッグチャンパーによる炭化  

水素顆の光化学反応性に関する  
研究   

（2）スモッグチャンバーの運転と管理  

大気化学研究室の研究員および技術部理工系施設管理室の職員が研究計画に基づき 、スモ   

ッグチャンバー本体の運転およびこれに付随する試料空気調整装置、ソーラーシミュレータ   

ー、長先鋒フーリエ干渉赤外分光器、ガスグロ質量分析計等の運転、保守に当たった。  

4．】．2 大気拡散実験棟（風 洞）  

大気拡散風洞は、工場や自動車等から排出される大気汚染物質の移流、拡散現象をできるだけ  

現実に即してシミュレートするための施設である。   

本施設は従来の流体力学用風洞の仕様条件に加えて、温度、速度成層装置、加熱冷却床パネル  

を備えている．射二特徴がある。これにより移流、拡散に大きな影響をもつ大気の安定度などを自  

然大気と相似の条件でシミュレートできる。   

速度成層装置により直線状、対数状、ジェット状および指数状の風速分布を形成することがで  

－159ニー   



き、温度成層装置により安定、不安定、中立状態の温度分布の形成が可能である。   

また、パネル方式の床面の採用により、任意の面（1単位、3mX－3m）での加熱、冷却が可  

能である。以上の三者の組み合せにより稜々の気象条件が再現でき、これまで同種施設の懸案で  

あった種々の気象条件下での大気汚染の風洞シミュレーションが可能である。   

本施設は昭和53年3月に竣工した。竣工後約3か月の試運転期間を経て、53年6月より本格的  

な性能実験および本施設を利用した試験研究が開始された。性能実験では、風洞シミュレーショ  

ンに必要と思われる娃々の運転条件下での風速、温度分布等の基礎データが集められ、本施設が  

様々な自然条件を再現するのにほぼ満足すべき状態にあることが明らかになった。  

（1）施設の概要   

1）建築規模  

鉄筋コンクリート造 地下1階 地上2階建 延両椅2，200m2  

2）大気拡散風洞  

垂直密閉回流式  

縮流比：1：5  

測完部：2．Omト1×3．OmWX24ml一  

送風機：後置静輿卓段軸流式、口径2．2m、回転数制御Max．770r．p．m．  

材 質：測定部 2重ガラス製  

その他：鋼板製、外面断熱施工  

性 能：連穐制御風速0．2m／s（ダンパー制御0．1m／s）－10．Om／s  

風速分布一様性 0．5％以下  

乱れ強度  0．2％以下  

気流温度  15℃－87℃  

床面温度  7℃～112℃  

（各味パネル独立塩度制御）  

速度成層襲眉：開孔格子板摺動方式、鉛直20頭  

温度成層装置：シーズヒータ千鳥配列、錯蔽20段、Ⅰ）．Ⅰ．D．制御（△r＝30℃）   

（2）利用試験研究   

大気環境部における研究計画に従って、大気環境計画研究室を中心とした特別研究「臨海地   

域の気象特性と大気拡散現象の研究」が主に行われ特に本年度は環境用風洞による大気汚染  

のシュミレーションに関する研究が重．黄白引二行われた。  

（3）大気拡散風洞の運転と管理  

大気環境計画研究室の研究員および技術部理工系施設管理室の職員が研究計画に基づき、   

大気拡散風洞の運転およびこれに付随する機械、電気設胤 ミニコン、各種計測器の運転保  

守に当たった。  

ー160－   



4．t．3 大気汚染質実験棟（エアロドーム）  

エアロドームは、環境大気の遠隔制定ならびに粒子状大気汚染質の大気中の挙動を研究する施  

設である。屋上部に設置するレーザーレーダーは大気汚染質の空間分布を短時間に広範囲にわた  

って観測するための装置で、コンピューターによって操作・データ処理を行う。エアロ、カレに関  

する研究設備は、エアロゾルチャンバーをはじめ粒子状汚染質の生成、拡散、消滅の諸過程を研  

究するための装置が54年度に設置される予定である。  

施設の概要  

（1）建築規模  

鉄筋コンクリート造、地＿い＝皆（最上口皆 ドーム構造）延床面積1，321mヱ  

（2）レーザーレーダー   

型 式：モノスタティック型   

方 式：パルスレーザー散乱光受光方式   

レーザーレーダー部（8階ドーム室）  

寸 法：5．8m（高さ）、3．4m（径方向）  

レーザー：Nd：YAGレーザー  

波  長  平均出力  

1．06〃m  

O．532〃m   

望遠鏡：カセグレン型反射望遠鏡  

主鏡有効直径1．8m  

合成焦点距離 8m   

架 台：高度一万位方式  

制御∴データ処理部  
操作卓より操作およぴミニコンによる操作の2系統  

デ」タ処理部構成：CPU、磁気テープ、ディスク、ライン7Qリンタ、他  

ヰ．1．4 大気モニター棟  

本施設は環境大気中の汚染物質および地上気象要素を測定する施設で、風向・風速・気温・温  

度等の気象要素と亜硫酸ガス・窒素酸化物・オキシダント等の大気汚染物質を測定している。   

また、これら大気汚染物質自動測定機の比較実験、各計iRl＝幾の精度、安定性、妨害物質等の実  

験研究にも利用される。  

建築規模：鉄筋コンクリート造、1階建、床面横80mZ   

設置機器：二酸化硫苅自動測定機、窒素酸化物自動測定機、オゾン（オキシダント）自動測定  

機、一酸化炭素自動測定機、標準ガス発生装讃、超音波風速計、混湿度計、日射計、その  
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他気象測器、データ処理装置  

4．t．5 ラジオアイソトープ実験棟（RI棟）  

本施設は放射性同位元素を利用することにより、汚染物質の挙動を解明するための施設であt）、  

登録されている核種はα放射体を除き38核種に及んでいる。  

（1）規 模  

鉄筋コンクリート造2階建、一部屋階（温室） 延床面積1，310．36m2  

（2）主な実験室および設備   

1．RI実験室（5実験室のうち1実験室には動物用チャンパーを付設し、他の1実験室に  

は植物用チャンパーを付設予定）、廃水処理を考膚し、冬美教室では蒸留水を僚札  

2．コールド実験室  

3．オートラジオグラフイ用暗室  

4．RI希釈圭  

5．RI貯蔵室  

6．廃棄物貯蔵室（一部廃薬品室）  

7．廃水処理施設  

（3）主な計測機器   

1．液体シンチレーションカウンター  

2＼ガスフロー自動測定装置  

3．分光光度計  

4．l．6 水生生物・水質実験棟（アクアトロンり   

（1）マイクロコズム  

マイクロコズムは、水環矧こおける富栄養化や自浄作用の機構を解明し、水質汚濁防止対   

策について検討を加えるこ■とを目的として設計された装置である。本装置ほ第4，1図に示さ   

れているとおり、人工湖沼（2基）および培養槽（5基）ならびに、これらの付屑装置から   

なる。本装置の特徴は自然界に近い環境条件が設完できること、特定の微生物の培養が可能   

であること、水質の自動測定ができることなどである。人工湖沼においては、CゐJ〟鵜γdo一   

仇0乃αβ SP，肌cγOCブざよgぶαgrUggnO餌，〟gcγOCy∂Zgぶ／Joβ－α可視αeの純粋培養を行っている。  

（2）恒温室   

恒温室A（10℃）では、微生物の低温培養を実喝している。恒温室B（20℃）は、活性汚   

泥法、回転円根法、凝兼沈澱法、オゾン処理法などの水処理パイロット装置の運転および満潮   

生物の培養に用いる。恒温室C（25℃）は、〟よcγ0用ぶ～～gの回分培養に使用するとともに、  
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第4．1図 マイクロコズムのシステム構成  

AGP試験を行っている。  

（3）水生微生物実験室   

無菌室、オートクレープ室、乾熱滅菌室、培養室（20℃、30℃）、微生物保存室、低温実験   

室からなり、細菌、原生動物、藻・規の分離および培養を実施している。培養室には培養調光   

棚が設置されており、〟icγOCyざf～ぶの分離培養は本装置を用いた。   

培養室（30℃）においてd′cαJige柁eβによる1）CBの分解を検討した。また、培養室（20   

℃）においてはAGP試験、底泥からの溶出実験を行っている。   

（4）飼育設備（人工環境室・i豆蓋および野外池）  

本年度は次の諸点の改造工事を行った。   

① 温 室：53年8月 換気ファン取付けおよび天窓改造   

② 温 室：53年9月 ブラインド取付け   

③ 人工環境室：54年3月 調光業苦タイマー交換  

上記の設臓を使って稜々の敷板および水生無脊椎動物を飼育生産し、実験用に供給した。  

本年度の生産能力は以下のとおりである。  

グッ ピー：72，000匹  

ェヒドラ：60，000匹（53年5月より飼育）  

ユスリ カ：38，000匹（一部屋外から採集）  

（種）  

ミジン コ：数kg湿垂（餌用を含む）  
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モツゴ稚魚：50，000匹（実験には一部使用）  

生産された動物は次世代生産用と実験用に大別され、実験用は使用される齢まで飼育さ  

れ選別後実験に供給された。これとは別にキンキョ、テラピア（共に購入）、キン7■ナ（52  

年度に生まれたもの）を実験に用いる目的で飼育した。  

（5）毒性試験室  

来年度の廃棄物処理センターの完備を前に毒性試験装置本体の拡充工事が行われ（54年4   

月完了予定）、32水槽のすべてが稼動できる体制が整った。今年度は廃棄物処理能力が不十分   

なため本装置の運転はごく一部に限られた。しかしながら、ギンブナ、グッピーの重金属・   

農薬等に対する慢性毒性試験、ミジンコ、エヒドラ、ユスリカ等を使用して急性・慢性試験   

等数多くの試験が行われた。  

4．1．7 水理実験棟（アクアトロンlI）  

（1）モデル湖  

モデル湖として製作されたコンクリート水槽内の風洞用水槽を脚－て、湖流、物質拡散の   

実験が行われた。また、第4．2団の湖流実験のための潮流発生装置を試作し流況のテストが行  

第4．2図 湖流発生装置  
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われた。  

（2）長水路（台形長水路）  

屋外水路の特徴を生かし、自然条件のもとで藻類および他の微生物の発生および増殖過程   

の実験が行われた。  

（3）勾配可変水路  

本水路内に設置された変断面木製水路（幅30cm、深さ15cm、長さ25m）を用いて、この水   

路に関する水理的基本量を求めるとともに、河川における．【L水城に相当する変断面が在在す   

る場合の流れ方向の分散現象に関する実験が行われた。  

（4）三次元拡散水路  

本水路を用いて、水表面に浮遊させたトレーサー粒子を測定台車上に設置したビデオカメ   

ラで追尾し、気絶界面乱流の構造と横方向乱流拡散の解析のための実験が行われた。  

（5）吹送流水理模型装置  

仮設プレハブ（200m2）内に、第4．3図の吹送流水理尖駅模型装置が設置され、湖流物質拡散   

の実験が行われた。  

第4．3回 吹送流水理模型装置  

（6）循環水踏  

板設プレハブ内に、循環水路が設置され、底泥のまき上げ、底泥中の物質の水中への拡散   

現象の解析のための予備実験が行われた。  
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4．t．8 土鳩環境実験棟（ベドトロン）  

本施設は有機廃棄物、合成有機化合物、重金属等による土壌・底質環境の汚染のメカニズムを  

土壌微生物・土壌動物・高等植物の生態系をも含めて動的に把握するとともに、土壌・底質環境  

の保全ならびに汚染土壌の浄化等の研究を行うことを目的とした施設である。53年2月に竣工し  

たが、53年5月末のプライン貯留槽の事故により大型設備の使用が、53年12月未まで不能となっ  

た。  

53年度内に本施設を使用して実施された試験研究は、特別研究「有機廃棄物・合成有機化合物  

量金属等の土壌生態系におよほす影響と浄化に関する研究（4課題）」と経常研究「土壌生態系  

に与える無機汚染物質の影響に関する研究」であり、水質土壌環境部土壌環境研究室を中心に実  

施された。  

（1）ライシノーター（第4．4図）  

体積約5m】の円筒形で、自然状態下の土壌環境を再現し、植物生育城および土壌環境を人  
工的に制御し、汚染物質の土壌柄物系での挙動の研究に使用される。本年度は研究開始に  

備えて火山伏土壌の充てんとてん圧、自動かん水装置の長期連続運転、地下水位設定装置の  

運転等各装置の試運転とそれに続く各ラインメーター間の水分状態の測定、温室（植物生育  

城）温度の土壌温度への髭響、柄物栽培試験等の予備実験が実施された。  

かん水パイプ  

第4，4同 大彗■！ライシメーター  
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（2）地温コ．ントロールチャンパー  

地温・温湿度・土壌水分をそれぞれ独自に制御できる3重のグロースチャンパーからなる。   

本年度は、下水汚泥の施用が水稲の生育および水田生態系に与える影響の解明に使用された。  

（3）グロ・一スチャンバー  

地温を制御できるポット恒温槽が設定できる。本年度はポリアクリルアミドの水稲生育に   

与える影響の解明に使用された。  

（4）農薬チャンパー  

地温・土壌水分・温度′・湿度を精密に制御でき農薬の自動散布装置、グロースチャンバー   

内の農薬の除去、洗浄装置を備えており、主として農薬の土壌拍物系における挙動の解明   

の試験研究に用いられる。本年度は本体各種装置の本格的試験に備えて、調整およぴランニ   

ングテストを行った。  

（5）材料提供温室  

ノト型ライシメーターおよぴポット恒温槽が設置されており、本年度は火山灰土壌の下水汚   

泥の分解力に関する研究およぴポリアクリルアミドの植物生育（畑作物）に与える影響の解   

明の試験研究が行われた。  

（6）培養室  

各種の培養装置が設置され、下水汚泥施用土壌の微生物相の解明に関する研究に使用され   

た。  

4．1．9 動物実験棟（ズートロン）  

本施設は大気汚染物質が生休（時に人に外挿できる動物）に及ぼす影響について、8joJnedica】  

Scienceの立場から試験研究することを目的とした施設である。51年6月竣工のS PF区域（微  

生物感染、疾病等を厳重に管理した、いわゆるSpecific Pathogen Freeの環境で、SpF実験  

動物を剛－る区域）に加えて、同年10月には中動物区域（Conventional．一般レベルの区域）が完  

成し、大気汚染物質、重金属等の生体への影響を主休とした各種の動物実験が実施されるように  

なった。さらに本年度は、複合ガス暴露用チャンパー5台の設置工事が着工され、年度末に完成  

した。今後はこれらの装置も加えて各種の大気汚染物質の生体に対する影響について、さらに詳  

細な研究が可能になった。  

（1）利用試験研究  

53年度内に本施設を使用して実施された試験研究を窮4．2表に示す。本年度は環境生理部  

4研究室、環填保健部2研究室が中心となり、大気汚染物質および重金属の生体影響等に関  

する動物実験が延べ46題行われた。  

一167－   



第4．2表 昭和53年度ズートロン利用研究  

利用率・皇名   研   究   課   題   使 用 施 設   供 試 動 物   

〔特別研究〕  
環境生理部  大気汚染物質の単一および複合汚染の生休  d5G系チャンバー   ラット、マウス  

に対する影響に関する実験的研究   急性暴露チャンパー  ハムスター   
環境生理部   NO2ガス暴露が動物の運動能力に及ばす影  実験飼育室   マウス、ラット   

現場生理研究室  響に閲する研究   および実験室   
環墳生理部   カドミウム等、重金属によりもたらされる  実験飼育室   マウス、ウサギ   

現場病理研究室  腎傷害ならびにその二次的影響に関する免  ラット、モルモット   
疫病理学的1肝究  

カドミウムの毒性発現機構についての研究   
現場生理部   重金属の代謝能とその影響における動物種  実験飼育室   マウス、ウサギ   

慢性影響研究室  差とその影響における動物種差に関する研究  云よび実験室   

環埴生理部   A几gよ0芳∠血れ上酵素の変動についての研究肺  実験飼育室   ラット、モルモット   
急性影響研究室  仇αCγOpんαgeの酵素ならびに脂質について  

の†肝究   
現場保健部   各種重金属の低浪度慢性暴露が生体に与え  実験飼育室   

環硬度学研究垂  る影響に関する研究  および突験責   ラット  
人間および実験動物における重金属の血中  
尿中代謝に関する研究  
人体および実験動物における重金属と頬金  
属の相互作用ならびに減毒作用に閲する研  
究  

環境保健部   PC8および農薬の人体書手削こ及ぼす食生活  実廉飼育室   マウス、ラット   
環境保健研究室  要因の研究  および実験室   モルモット、ウサギ   

NO2の生休内動的観察に関する研究  
生活環機と重金属の体内蓄積に関する研究  

（2）実験動物の適正な飼育環境の作出維持と飼育管理   

本施設を利用して行われる動物実験は実験の性質上SPF環項下での実験が主体となり、   

52年5月に完成したパリァpシステム（以下BS）のSPF飼育環境の適正な維持管理は、   

実験精度向上のため不可欠な業務である。このため、SPF実験飼育環境維持の目安として、   

8S区域内の微生物学的清浄度の定期的検査を実施した。第4．5図に昭和53年4月から昭和   

54年3月迄の各検査時期における平均落下菌コロニー数を示す。この結果でも明らかなよう   

に、当施設のBS区域は細菌学的に満足すべき状態を維持しているといえる。  

落下細菌コロニー数と併行して、昨年度より実施Lている導入動物の検疫体制をさらに充   

実させるとともに、BS膏理上必要なシステムの改良を実施し、BSの機能的管理技術向上   

と維持につとめている。  

なお、本年度中に本地設に導入された動物数を第4．3真に、また月別の平均飼育管理匹数   

を第4．6図に示す。  

（3）ガス暴露チャンパーの運転と管理  

24時間連続監視体制をとるエネルギー供給およぴ∴般環境条件維持業務をバックにして、   

生物施設管理室のガス専門官、動物係による運転管理スタッフが、研究計画に基づき、ASG   

系′ト動物用チャンバー4台を通年、AMG系中動物用チャンパー3台を延べ10か月稼動させ   

た。チャンバー内環囁の制御は、温度、湿度、－換気量および実験ガス濃度ともにほぼ満足す  
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（525）（5212）く53．3）（53．5）（53．7）（53．9）（53．11）（53．】2）（54．1）（54．2）  

第4，5国 SPF様における落下蘭検査実施時期および平均出現コロニー数  

べき結果が得られている。  

なお、複合ガス暴露チャンパーが、54年3月に完成した。  

（4）大気複合汚染実験装置について  

環境生理部および技術部生物施設管理室を中心とした動物実験場設用大気複合実験装置ワ   
ーキンググループが作成した報告書に基づき第4．4真に示す動物夷験施設用大気複合汚染実   

験装置を動物実験用環境調節施設（SPF棟）4階北側に設置した。  

設置台数は5台で、内訳は次の通りである。  

慢性実験用コントロールチャ■ンバー   1台  

第4．3表 昭和53年度導入動物数  （53年4月－54年3月）   

月  l   

4   5  6  7   8  9  10 11 12  1  2  3   動物性   計  

マ ウ ス  720 7ZO 690 460 450 370 380 260 220 440l，230 640   6，580   

ラ  ッ ト  100  0 270 192 165 2301。080 100 480 550 610 345   4，122   

′＼ムスクー  100 10（）100 100 160 100 100  66 150  0  0  0   g76   

モルモソト   0  0  0  0  0  0 18  0  0 10  35  5   68   

ウ サ ギ   0  7  6  2  5  0  6  0  0  0 16  0   42   

イ  ヌ   0  0  0  0  0  9  0  0  0  0  0  3   12   

計   920 8271，066 754 780 7091，584 462 8501、0001，朗1993  11，即0  
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4，5 6 7 8 9101112】2 3  45 6 7 8 91011T21 2 5  

第4．6区【昭和53年度月別1日平均飼育管理匹数（53年4月－54年3月）  

第4．4表 大気複合汚染実験装置設備仕様  

チャンバー   制 御 オ ス  制御感度放（p．pJ。）   
制   御   精   度  

早成分コントロール時  2成分複合時（NO2＋0ユ）   

憧性用材スチャンバー  NO2   0．05－5p．p．m．   ＜±3％／FS   ＜±5％／FS  
2台  

03  0．01－1p．p，m，  ＜土3％／FS  ＜±5％／FS  

炭化水素  

コントロール  
チャンバー 1台  

急性・東急性用ガス  NO2  0．5－20p．p．m，  ＜土3％／FS  ＜±5％／FS  
チャンパー 2台  

03   0．05←5p．p．m．   く±3％／FS   ＜±5％／FS   

（プログラムコ㌢トロール可）  

複合チャン1ヾt   

内設定条件  
温 度 範 田  
温 度 範 囲   

温度制御精度  
温度制御精度  

20－27℃可変   

50－70％RH可変   

±1℃以下   

土10％以下   

土1℃以下   

土10％以下   

50－280mソh可変   

30－170mリh可変   

土5％／24h以下   

±3mmAq可変  

布
 
布
 
 
 

分
分
 
 
 

度
 
度
 
 

温
 
温
 
模
 
 

気 風 量（慢性用）  

（急性亜急性用）  

ドリフト  
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慢性実験用ガスチャンバー  2台   

この完成にともない、最大3成分の複合ガスの暴露が可能となり、来年度より撮動する予  

定である。   

主たる設計基本仕様は、第4．4表のとおりである。  

4」・10 植物実験棟（ファイトトワン）  

本施設は制御された環境下で、環境基準値レベルの低濃度域の大気汚染質が、植物におよぽす  

影響について試験研究することを主目的とした施設で、試験研究に供用されて満3年を経過した。  

（1）利用試験研究  

植物実験施設委員会に提出された研究計画にそって、窮4．5表に示すように2部3研究室が  

利用した。とくに、生物環境部・技術部による特別研究「陸上植物による大気汚染環境の評  

価と改善に関する基礎的研究」が中心となり、大気汚染質暴露用グロースキャビネットを用  

いたSO2カ○ス、NO2ガス、0さガスの挙成分および傾合状態でのガス暴露による植物への生  

理・生態学的影響について試験研究が行われた。  

第4．5表 昭和53年度植物実験施設利用研究  

利用部・室名   研   究  課   題   使用施設  供試植物   

生物環境部   ○汚染ガスによる光合成電子伝達系の阻害機構の  人工光ガス   ホウレンソウ   
生理生化学研究室  解明   キャビネット  レタス  

○汚染ガスによる気孔開閉におけるアナサインン  ソラマノ  
顧の作用機作の解明  トマト  

他12課堵  その他   

生物環境部   ○植物の乾物生長に及ほす汚染オスの影響   人工光、自然光  ヒ‾アワリ   

陸生生物生態研究  0植物一土壌系における－5NO2の吸収と移動  ガスキャビネッ  ポ7●ラ   

重  その他   
他10課目  

技 術 部   ○汚染ガスキャビネットによるガス吸収速度の側  人工光ガス、ク  ヒマワリ   

生物施設管理室  定手法に関する研究   リーンキャビネ  イネ  
○突然変異種作成による大気汚染指標植物の開発  ット   その他  

他4課窃  自然光室   

（研究課題は、特別研究「陸上植物による大気汚染環境の評価と改善に関する基嘩的研究」を主とする）  

r2）実験植物の管理と供給   

制御環境下で植物を最適に生育させるため、生物施設管理室の植物専門官を中心として、   

本地設独自の栽培様式により、実験植物が供給されている。また、均質な実験植物の栽培を   

行うために、制御環境下での植物の生育動態の解析と各種植物について、実験材料植物化を   

進めており、本年度には、硯和銅合されている植物の栽培管理方法を確立した。また、実験  
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植物としての多量に供試されているヒマワリの育種改良が行われ、実験村料植物化が来年度  

には完了する予定である。現在、本施設で供試される植物はヒマワリ、ホウレンソウを中心  

に数十種におよび、本年度に供試された主な実験植物数は第4・6表のとおりである。  

第4．6表 昭和53年度実験植物栽培実績  

実 験 柄 物   
播   棟   数 （鉢）  

4－9月   10－3月   計   

ヒマワリ   6，460   5，070   11，530   

ホウレンソウ   1，840   1，710   3．550   

レタス   850   570   1．420   

マメ科（3唖）   760   650   1．410   

トマト   250   220   470   

ダイコン   160   160   320   

イネ科（3唖）   640   490   1，130   

ポプラ・樹氷   140   110   250   

その他   170   560   

計   11，270   9，540   20，810   

（植物は約30唖軋10鉢以下は切捨て）   

は）グロースキャビネットの運転と管理。24時間連続監視体制をとるエネルギー供給および一  

般環境条件維持業務をバックとして、生物施設管理室のカ、’ス専門官、椀物係による運転管理費貝  

が研究計画に基づき、9圭の人工光聖グロースキャビネットと4圭の自然光製グロースキャビネ  

ットの環境条件を美顔植物の生育を考えて、最適に制御している。ガス環境については、前年度  

末に完成した大気汚染質5成分（SO2、NO2、03、炭化水素、CO2）が複合状態でガス暴露でき  
る大気汚染質複合暴露設備のか軌に伴い、本年度は大気汚染貿の複合暴露の制御方法を確立させ、  

03を中心とした大気汚染質4成分複合暴露や、隼成分カース暴露の運転管理を行った。また、複合  

ガスの制御方法、ガス分析方法等の開発等、本施設に合致した制御方式を研究開発している。  

4．ト11実 験 ほ 場  

本施設は植生および土壌生態系の環境保全機能に関する試験研究のための野外実験ならびに室  

内実験を主とする柵物実験施設等に対する実験植物の育成、供給および系統維持を行うことを主  

目的とし、本構内ほ場と別団地ほ場からなる生物系野外実験地設である。  

（1）利用試験研究   

ほ場＝委員会に提出された研究計画にそって第4．7表に示すように、3部3研究室三か利用した。  

特に本構内ほ場では、畑地ほ場の土壌生産力試験、有底枠は場での実験柵物の育成、柄物の生長  

に及ばす日射量、土壌水分不足の膨響に関する予備実験およひ、大気汚染の柵物跡矧こ関する室  

内実験のための実験村料植物の栽培と、それからの遺伝的特性の純化、保存維持をはかった。別  
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団地ほ場では実験植物の系統維持、植生破壊後の柵生の回復と土壌環境の変化について調査研究  

を開始した。  

（2）施設の管理と運営   

ほ場委員会で検討された研究計画、運営計画に基づき、技術部生物施設管理室の細物専門官を  

中心として、ほ場施設の管理運営にあたった。本年度は、昨年度造成され土畑地ほ揚の整備、有  

底枠ほ頓に浸透水量計、ノ温室に温湿度記録計および純水製造装置を設置した。また、別団地ほ場  

に濯水ポンプ施設、ほ場周辺道路の舗装工事が完成し、堆肥合の新設、上水および郡市ガスの供  

給が開始された。   

また、本構内にほ場管理棟が本年度束に完成し、ほ場管理のための土壌分析および実験村料柄  

物の栽培、系統維持のための業務開始にそなえた。管理棟の概要は下記のとおりである。  

生物系野外施設管理棟概要  

1）建築規模：鉄筋コンクリート2階建て 延両横415m～  

2）内部仕様  

●生物材料調整室（暗室、無菌室を含む）：90mヱ。ほ填での実験植物、土壌等の準胤 検定  

を行う。  

●発芽青首検定蓋：33m～。発芽、育苗用グロースチャンパー（小糸、3HW－25W特殊型：  

3室×2基、計6室）が備えられ、実験植物、環境相標植物等の育苗、生育検査、発芽検  

定を行う。  

●作業量（操子貯蔵庫おき場を含む）：102mZ。ほ場でのサン70リング処理等を行う他、睦子  

貯蔵嘩（4mヱ2室、昭和54年度完成）に本研究所で得られた実験植物、環境相僧性植物の  

第4．7黄 昭和53年度実験ほ場利用状況  

利 用 部 名   研究課琶および業務内辞   使 用 施 設   供 試 榊 物   

生 物 環 境 部  （1）陸上生態系に及ばす柄生破壊の彩管と捕生  本構内有底枠  コウライシバ  
陸生生物生態硝究展  

本懐内着床樺  ポ70ラ  

生理生態学的研究〔技術部と共同研究）  

別田地相地ほ甥  コウライシバ、ラッカセイ  

の影響  
（4）植生の環境形成作用  別団地（畑地ほ甥柄生同  

子宮観察地）  

本構内（畑地ほ場有味枠）  

土橋環境研究室  る諸課題の解明（土壌生産力試験）  ソルガム   
本構内（畑地ほ場、温室）  

生物施設管理嶺  よび系統維持   別岡地畑地ほ場   トマト、トウゴマ、キュウ  

J、イネ  

（2げンブリユの生皮に及ば十日射誼の影常  サンゴジュ  
（生物環境部と共同研究）  

（3）ほ場施設での税制チータの解析およぴシス  

テムの開発   
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特殊桂子を貯蔵する。  
●他に業務室、作業員詰所、ロッカー室等がある。  

4．l．12 共同利用棟  

本施設は昭和53年10月から建設に着手し、昭和54年度中に完成する予定である。   

施設の内容としては、会議棟・試料庫・資料庫・宿泊施設・実験室等から構成されている。  

主要施設の概要  

（1）会議棟  

大全議棟：250人収容  

中会議棟：100人収容  

（2ト試料庫  

低温室：一20℃、3董152m～  

恒温室：20℃、1呈27m2  

5℃、1室27m2  

4．2 主要研究機器   

本研究所が昭和53年度までに装備した計測機器等のうち主なものは次のとおりである。  

4．2．】昭和53年度に蓑備した主な計測機器   

（1）x線光電子分光装置（ESCA）（バキューム・ジェネレーター ESCALAB 5）   

固体表面の化学組成を分析する装置であり、原子価の差による状態分析ができる事が特徴であ  

る。励起源（Ⅹ線（Al，Mg）、単色Ⅹ線、紫外線、電子線、単色電子線）が容易に変換でき、二  

次イオン質量分析装置が装着されているため、種々の情報を同一試料について得られ、存在元素  

の解析が容易で．ある。特に金属元素、サルフェートナイトレートの分析に適している。  

〔性 能〕  

i）本 体：焼出し式高真空排気装置、励起源、光電子運動エネルギー分析装置、二次イオン  

質量分析装置、マニピュレーター  

ii）分 析：原理的に固体表面の全元素の状態分析  

1ii）付属品：シグナルアベレージャー  

（2）ガスタロマトグラフー赤外分光器（GC／IR）（Nicolet rnstrument Corp．製NTC－7199  
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system）   

ガスクロマトグラフ一赤外分光器は、多成分系の試料中の各成分を迅速かつ答易に（単粗・精  

製の操作なしで）定性・半定量分析することを可能にする。動作原理は、ガスタロマトカラムに  

より各構成成分に分離されて流出してくる試料を、微小体積のライトパイプ（赤外線吸収用ライ  

ン）に導入七、各成分の赤外線吸収スペクトルを測定する。   

本装置の特徴は、カラムからの流出ガスがライトパイプを通過する間に赤外線吸収を計算し（実  

時間データ処理）、タロマトグラムを構成する点にある。このため、赤外線検出器がクロマトグラ  

ムの検出器になっており、CG／fR測定上の条件設定を容易にLている。  

〔性 能〕  
i）分光法：フーリエ変換型赤外分光法  

ii）干渉計：マイケルソン型干渉計（ダブルペアリング方式可動鏡）  

iii）披数領域：4000－400cm‾l（G蒸着KBrビームスプリッター）  

iv）分解能：0．06cm、l（赤外分光器部最高分解能）、16cm‾l可変   

v）光 源：水冷グローパ【   

vi）鱒出器：DTS検出器（赤外分光器部）   

vii）ガスクロフトグラフ：Varian3700（オンライン操作）  

l′iij）クロマトグラム検出器：  

MCT赤外線検出器（オンラインー実時間高速フーリエ変換による赤外線吸光度測定）  

TCD検出器（Varian3700標準装備）  

ix）GC／1R検出感度：工sobutylMethacrylate90ppm／1uIinjection）   

X）データ処理：NIC－1180コンピューター、40K／20bit＋DualDisk  

（3）ガスクロマトグラフ質量分析計  

（島津製作所製 GCMS－9000C）   

本装置は多種類の微量成分を含む試料をガスタロマトグラフにより分離し、質量分析を行うこ  

とにより、多成分の定性を行い、また定量も高感度で行うこ′とができ阜。  

〔性 能〕   

i）質屋範囲ニm／eiOdo、i500、2000、3段切襖  

ii）感 度：メチルステアレート200pg  

lii）分解能：M／△M＞1000（10％谷）  

iv）GC、MS結合方式：自動スライドバルブ付ジェットセパレーター   

Ⅴ）イオンソース：EI、CI   

vi）多弟イオン検出器：4チャンネル   

vii）マスマ【カー：振動形トランスジューサー＜0．3amu   

viji）データー処理：マスクロ、CMF、ミリマス測定、データ検索  

（4）マルナカラーテ」タンステム  

（NAC社製マルナカラーデータシステム MODEL 4200ES）   

本装置はマルチテレビカメラ、マルナカメラ、マルナカラーデータコントロール、ライトボッ  

クス、カラーモニタの五つのユニットからなる画像陥析装置で、LANDSAT MSS で掘膨さ  

たフイルム、航空機によるマルチバンドカメラまたは各杭実験施設におけるマニュアルカメラに  
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より得られた主に、モノクロフイルムおよぴプリントの濃淡情報から画像を分類・抽出し、フイ  

ルム上の対象の分布を把握し、それぞれの面積を計測する機能を有する。  

（性 能〕   

マルチテレビカメラ・同コントロールユニット   

i）解像度：水平400本、垂直300本   

ii）レジストレーション：画高80％以内0．1％以下、画商円内0．4％以下、その他1％以下   

マルナカラーデータコントロールユニット   

i）Log変換精度：フルスケールの±4％以内   

iiほ十測エリア：映像画面部 0－100％可変   

iiり7■ラニノータ精度二i％以内   

ライトボックス   

i）使用フィルムサイズ：95－33mm（単バンド）   

i皇）照度ムラ：中心250×250の内部で±5％以下   

カラーモニタ   

i）画面サイズ：404（L）×303（H）mm  

4．2．2 昭和52年度までに装備した主な計測機器等   

（1）大型電子計算機   

本 体（HITAC－8450、2台）  

〔性 能〕   

記憶容量1，310KB、磁気テープ装置4台、磯気ディスクパック装置6台、ラインプリンター2  

台、カード読取装置1台、紙テー7笥売取さん礼装置1台、ⅩYプロッター1台、操作卓2台  

データ宅内装置1台。  

（2）ガスクロマトグラフ質量分析計   

（日本電子㈱製JMS－Dヱ00）  

〔性 能〕  

i）感度コレステロール：1×10‾8g．  

ii）分解能：10，000  

iii）質量範囲：m／el－2，400  

iv）付属品：マスマーカ、ピークマッチング、ピーク検出器   

v）低分解能データ処理   

vり高分解能データ処理   

vii）マスフラグメントグラフィ一周データ処理   

viii）データ検索  

（3）透過聖篭子顕微鏡   

（日本電子㈱製JEM－100C梨）  

〔性 能〕  

i）分解能：ヱ．4A（格子條）、3A（粒子像）  
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1i）加速電圧：20、40、60、80、100kV  

iii）倍 率：  

×1，000～800，000倍（23段切換）  

×90、250、500、750倍（極低倍率條）  

iv）電源安定度：  

加速電圧……………2×10‾6／min  

対物電流……………1×10▼りmin  

（4）走査型電子扱徴鏡   

（日立製作所製 flHS－2R型）  

〔性 能〕  

i）分解能二100Å（保証）  

1i）加速電圧：1、2、5、10、15、20、25、30kV  

lii）倍  率：×20、200，000  

iv）真空度：5×106Torr（コールドトラップ使用時）   

v）ディスフロレイ部：120mmX90mm  

（5）ガスクロマトグラフ国東極質量分析   

（Finnigan社製 3300F）  

〔性 能〕  

i）質量範囲：0－1，000amu  

ii）感  度：10ngグ）ステアリン酸メチル検出  

11i）分解能：M／△M＝2M  

iv）GC：U製カラム（金属、7Tラス、キャピラリー）   

v）GC－MS結合方式．：一段ジLソト聖   

vi）イオンソース：電子衝撃型   

vii）多重イオン檜出鮨：6チャンネル   

viii）マスマーカー精度：±0．2amu  

（6）光合成呼吸測定装置   

（島津製作所製）  

〔性 能〕   

i）温度制御範囲：0－40℃±0．3℃   

ii）湿度制御範囲：気温10－35℃で50－80％RH   

吊）風速制御範囲：10～50cm／s  

iv）人工照明襲讃：キセノン2kW他用、  

最高照度100klx（有効照射両稽：拍二径50cmのとき）   

v）送気能力：0－1701／min  

（7）全自動けい光X線分析システム   

（ORTEC社製 TEFA6111禦）  
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〔性 能〕  

i）Ⅹ線管：W、Mo（RI線源取付可能）  

ii）Ⅹ管電圧：10－50kV、Ⅹ管電流1－200〟A  

iii）検出器：Si（Li）半導体検出器  

iv）ディスプレイ：オシロスコープ  

Ir）ノデータ処理：コアメモリーユ6kW（ピーク検索、バックグラウンド補正、か－ブフ  

ィット等）  

（8）パルス核磁気共鳴装置   

（ブルッカー．SXP4－100／15”）  

〔性 能〕  

l）磁  石：電磁石0－21，14kGauss 可変  

ii）プロ山ブ：高出力用（4－100MHz）10m吋  

（サンプル管）：高分解能ワイドバンド用（17－37MHz）10m吋  

高分解能70ロントン用（90MHz）5m吋  

iii）ラジオ波パルス：4－ユ00MHz可変  

iv）データ処理（NicoletInstrument社製）：  

コアメモリー 20ビット 20kW  

ディスクメモリー  600kW  

（9）フィールド計測車  

〔諸 元〕   

本体車種：いす、OBD－40型   

革両 全長：8．93m，全幅：2．46m．全高：3．25m   

総重量：11トン   

走 貞：9名   

出入口：後部に嘩器搬入用出入口   

車体安定用ジャッキ：測定中の車体安定用   

冷・暖房装置：走行中および停止中篠働可能   

外部電源：測定用電源は外部からも取入れ可能   

サイクル変換機：周波数60／50変換機   

発電機：ポータブル型100V，4kVA   

ボンベ格納庫：測定用ボンベ格納庫設置  

、外気導入ロ：測定用外気導入口（床上6mまで延長可能）   

風向風速計用ポール：車内床上8mまで伸縮可能   

レーザーダー用架台および油圧ジャッキ等：レーザーレーダー装置設置用架台および移  

動用油圧ジャッキ．天井開口部（スライド式）設置、   

その他：測定機器台（2台），流し，ケーブル導入口，冷蔵庫，投光機等  

昭和53年度におけるフィールド計測単による調査の一覧表を第4．8表に示す。  
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第4．8表 フィールド計測単による調査（昭和53年度）  

・調査年月日   調  査  地   調   査   内   答   調査担当部  
および更佳肴   

53．5．8  茨城県土浦市乙戸町  排煙流拡散のレーザーレーダーによる観測  

ー・13   乙戸沼公園  竹内 延夫   

排煙流拡散のレーザーレーダーによる観潮  
－18   乙戸沼公領  竹内 延夫   

レーザーレ【ダーの特性試験  大気環境部   
－6．2  町・国立公害研究所  竹内 延夫   

53．6．9  集会形式による住民参加会議実験■（グループ   

土浦市民会館  ・アナライザー使用）   原料 幸彦  

53．6．19   
ー7，2  および計測技術部   

洞爺潤ぃ半月湖い大沼■   大槻 晃  
蔦沼・十和田湖  

53，7，27   大気中のエアロゾル濃度および化学組成測定  
公告珊修所  －8．1  村野健太郎   

53，8．7  東京都新宿区  大気汚染のエアロ、′ルテ農度分布のライターに   

、15   新宿御苑  よる観測   竹内 娃夫   

53．8．19  茨城県鹿島群鹿島町  建物周辺の気絶と拡散現象の観測   大気環境部   
－28   鹿島工業地帯  小川  靖   

53．9．16  千葉県千葉市片貝  海陸風に伴うエアロゾル会合前プロファイルの  大気環境部   

－20   九十九里海岸  ーレーザーレーダーによる観測   竹内 延夫   

53．9．27  茨城県東茨城郡茨城  渦沼、渦沼Illの水質分満と水理特性の羽衣  一水質土壌環境部   

－29  阿丁  洞沼  （水持研）   
村岡 浩爾   

53．10．17  山形県山形市旅籠町  環境計画への住民参加会議実験   総合解析部   
－20   山川市食粗全館  原村 幸彦   

53．10．23  茨城県土浦市乙戸町  レーザーレーダーによる火気鋭測（エアロゾ  大気環境部   

ー・28   乙戸沼公国  ル鉛直プロファイル）   
竹内 娃美   

53．10．30  茨城県新治群玉里村  レーザーレータ⊥による大気観測（湖面上の  大気環境部   

－11．2  高浜（石岡台地第一織場）  エアロゾル分布）   
竹内 延夫   

53．11．7  神奈川県茅ヶ崎市  レーザーレーダーによる大気観潮（海陸風時）  大気環境部   

－11  中海岸  茅ヶ崎  竹内 延夫   

54．2．ユ6  茨城県新治群玉里村  レーザーレーダーによる大気鋭利（湖南上の  大気環境部   

－20  高浜（石岡台地第一倹場）  エアロゾル分布）   
竹内 延夫   

（10）自記分光光度計 Cary17DX製   

（米国バリアン社製）  

〔性 能〕  

i）測定再現性：1．OAbs付近、0，0004；2．OAbs付近、0．001  

ii）ベースライン安定度：0．0005／h  

iii）分解能：紫外、可視域、9・07nm；赤外城、0・3nm；S／N2000  

iv）測光精度：0．1ノ恥s 付近、0．0004；1．OAbs 付近、0，001；2・OAbs 付近、0・005  

；3．OAbs 付近、0．03  
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V）デジタルメータによるAb5範閏：0～5．7Abs   

Vi）透過率ゼロサブレッション：100％まで   

Vii）ビーム反転機能あり  

（11）電界脱離型イオン源付質量分析計   

（日本電子製 SG O2）  

〔性 能〕   
i）電界電離 型（FI）、電子衝撃型（H）イオン源を共用している  

ii）分解能：20，000  

iii）質量範囲：m／el→4000  

iv）付属品：アクティベーターFDAO1、スポットウェルター  

（12）ガスクロマトグラフ四重隆質量分析計   

（Hewlett－Packard社製 5992A）  

〔性 能〕   

i）質量範囲：10－800amu  

ii）感度：女テアリン酸メチルIng  

iii）分解能：M／△M＝2M  

iv）GCオープン：－50℃→350℃   

v）GC－MS結合方式：ジェット型または、ノンブラン   

vi）多重イオン検出器：6チャンネル  

（13）臨床化学自動分析装置   

（Electro－Nucleonics．Inc．製）  

〔性 能〕   

i）迅速分析：1時間に90～300検体測定可能  

ii）有効性：酵素反応の初速度測定と終点測定の両用に有効である  

iii）高精度：フィルターと回折格子公光器を用い鋭い波長での測定が可能である  

（14）プラズマ発光分光分析装置   

（ジャーレル・アッシュICAP／Atom Copm）  

〔性 能〕  

i）本 体：0．75メーター分光器、PDP－8型計算機、タイ7日ライター、スペクトラムシフタ一等  

ii）分析チャンネル：Ag、Al、As、Au、B、Be、Ca、Cd、Co、Cr、Cu、Fe、Mg、Mn、Mo、Ni、P、Pb、  

Se、Si、Sn、Ti、Ⅴ、Zn、（25元素）  

】ii）測定濃度範囲：ppb～％（各元素による）  

iv）付属品：a）N＋1付属機構  

b）D．C．アーク付属装置  

c）オート・サンプラー  
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4．3 共 通 施 設  

ヰ．3．1 エネルギー供給施設  

52年未完成した土壌環境美験施設、大気拡散風洞実験施設のか動の本格化と、今年度完成した  

特殊計測棟、廃棄物処理施設（ⅠⅠ期）、生物系野外美顔施設管理棟等によりエネルギーの鋲給は増  

加し、生物系の安定した供給要請と、理工系の間欠的な変動の大きい要請に応じる為に、研究室  

との密接な連絡と、厳重な運転保守とにより、これに対処した。   

53年度末におけるエネルギーセンター施設の概要は次のとおりである。  

（1）規 模  
特高受変電施設  1，212mi  

共通施設棟（エネルギーセンター）RC－2造 2，700mZ  

共通施設棟（ポンプ棟）RC－1  400mZ  

（2）主な設備   

イ、受変電設備   

1次凌電所（特高）  

2次変電所   

ロ、変圧器概要  

1か所  

14か所  

客 貴（kVA）   相   1次電圧（Ⅴ）   2次電圧（V）   数 量   備  考   

10，000   3  66，000   6，600   口   1次変   

1，500  6，600   210  2次蛮   

500  5  

300  10  

250  

200  7  

150  5  

100  2  

75  2  

、50  2  

200  ZlO．105   2  

150  

100  13  

75  

50  2  

30  3  

20  2  

10  2  

ノ＼．非常用自家発電設備  
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ニ、熱源設備  

名  称   型  式   容  量   数 量   備  考   

ボイラー   炉筒煙管式   10，000kg／H   2   使用圧力5kg／cm2 白灯油   

肝油槽   円筒横置型■  40kゼ  2   地下タンク   
スチームヘッダー  500¢×5、5m   

軟水装置  カナオイ交換樹脂   
給水ポンプ  タ【ビン型  300ゼ／min  2   5叫×90mXllkW   

オイル供給ポンプ  ギア型   35りmin   2   25¢×40mXL5kW   

熱交換器   多管円筒型   77，500Kcag／H   

ホ、冷熱源設備  

名  称   型  式   容  量   教 皇   備  

冷凍機  ターボン式  400USRT  冷媒フロンー11  

200USRTX2  

蒸気吸収式  1，000USRT   吸収剤 BrLi  

1次1令水ポンプ  4，050ゼ／min   2   200≠×17mx】8．5kⅥr  

10，000g／min   300¢×2lmX55kW  

2次冷水ポンプ  4，850g／min   2   ZO叩×51mX75kW  

3，140且／min   2   150¢×50mX55l【W  

870ゼ／min   ユ00さ×45汀）×］5kW  

冷温水ポンプ  タービン型  2，350月／min   150¢×58mX45kW   

冷却水ポンプ  渦巻型  4，700e／min   2   150¢×53mX75kW  

16，300g／min  300¢×33mX132kW   

冷却塔  向税収込式  400USRT  2  

18（氾USRT   

へ、給水設備  

名  称   票■！ 式   容  量   数 量   備  考   

上水槽  225ml   地下  
75m，   地下  

給水ポンプ   ター」ごン禦  1，500g／mi爪   2   125¢×41mx18．5kW   

消火ボン70  タービン塑  700g／mh   100¢×55mX15kW（屋内用）  

750ゼ／min   ロ  10吋×66mX15kW（屋外用）  

原水槽  150m－   地下  
40m】   地下  

急速ろ過装置   髪型圧力式  6002／min   ろ剤 砂   
井戸ポンプ   タービン彗4（水中）  800e／min   100¢×60mX15kW   

ろ過ポンプ   渦巻型   600g／min   80¢×20mX5．5kW   

原水ポンプ   タービン男■！  410且ノmjJ】   3   80¢×441¶×7．5kW   

推用水槽  150m】   2   地‾F   

処理水槽  200m】   2   地下   
雑用水ポンプ  タービン聖  350e／mirl   3   100¢×82mXllkW  

タービン聖   900色／min   125¢×32mx11kW  

渦巻型   1，4008／min   100¢×18mXllkW  

処理水ポンプ  340g／min   4   65¢×65mx3．7kW  

タービン彗■！   100g／min   2   40¢×33mx2．2kW  

圧力タンク  31n】   2   井水用1、雉用水用1   

ー182－   



4．3．2 廃棄物処理施設  

施設の増加と研究活動の活発化に伴い、廃水量が増大し、その完成が期待されていた処理施設  

（ⅠⅠ期）増設も、年度末に完成し、処理能力は50仙ポ／日増加され、特殊実験廃水（毒性実験廃水ごミ農  

薬・重金属実験廃水）の処理も可能となった。また別に特殊計測実験棟完成に伴う放射性物褒の  

処理施設もか動態勢に入った。   

今年度における処理水の分析値は第4．9表に示すとおりである。   

53年度未におけるエネルギーセンター施設の概要は次のとおりである   

（1）規 模   

Ⅰ期処理施設  約6，000m～   

ⅠⅠ期処理施設  的3，000mi  

（2）主な処理設備   

（イ）一般実験廃水処理設備（処理能力500mリ日）  

●有機廃水前処理装置  

●凝集沈殿装置  

●砂ろ過装置  

●活性炭ろ過装置  

用 特殊実験廃水処理設備（処理能力100mリ日）  

●凝集沈殿装置  

●砂ろ過装置 ■  

●活性炭ろ過装置  

●キレート樹脂吸着塔（水銀・重金属用）  

い 個別実験廃液処理設備  

●酸化∵還元・中和槽  

●液中燃焼装置  

●濃縮スラッジ貯槽   

（⇒ 再利用処理設備  

●逆浸透膜式脱塩装置  

●蒸発式濃縮装置   

（璃 固体廃棄物処理設備   

′  ●横型固定炉床式焼却炉  

●棚段式アルカリガス洗浄塔  

●再燃焼衰置   

（づ 気体処理設備  

．●傾斜板式湿式ガス吸収塔  
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第4．9表 廃棄物  

（3）分析室備品  

（イ）原子吸光  2台  

（可 ガスタロマトグラフ装置  3台   

い 高感度水銀分析計  1台  

（■⇒ 遠心分離器  1台  

（ボ 高速液体タロマトグラフ装置 1台  

（う ガスタロマトグラフ質量分析計1台  

ヰ，3．3 エ 作 皇  

研究活動の活発化に伴い、ガラス・金工両工作室共に利用が増し、特に金工董には高速金切鋸  

盤、強力油圧式パンチ、電気溶接機を新設して充実を図ると共に、各機器の整備を実施してその  

機能維持に努め、研究活動の要請に対処した。   

53年度未における工作室の概要は次のとおりである。  
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処理水分析表  （53年度）  
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（1）ガラス工作室   

イ、規 模 RC造 110mゴ   

ロ、主な設備  

大型ガラス加工旋盤  

ダイヤモンド平摺機  
焼鈍用電気炉  

小型ガラス加工旋盤  

切断機  
平摺機  
歪検査器  
ウォーターウェルター  
セルソルザ  

（2）金工室   

イ、規 模 RC造 50m丘   
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ロ、主な設備   

旋盤   
シャーリング   

立型フライス   
コンターマシン   

カットグラインダー   

折曲機  
割出盤   
卓上ポール盤   
グラインダー  

高速金切鋸盤  
強力油圧式パンチ  

電気溶接機  

台
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（単位：千円）  

区  分   昭和47年度  昭和48年度  昭和49年度  昭和50年度  昭和51年度  昭和52年度  昭和53年度   

運営、費  7，685  109，222  586，853  

1．人に伴う経彗  20，868  190，567   

（1）人  件  費  19，628  ユ87，987  299，098  477，986  547，386  608，766   

（1）人当庁費  1，240  2，580  3，637  74，550  5，621  6，399  

2．一般事務処理費習  10，347  34，044  83，684  

3．環境情報関係経費  7，68巨  8，944  34，734  246，228  

（1）情報収集経費   6，327   6，479   10，981   10，184   13，284   17，578   19，850   

（zj情報処理経費   1，358   1，465   22，757  235，】23  254，130  283，072  283，475   

（3）妄‡寺三貨■  0  1，000  996  921  1，250  1，178  1，160  

経費  

4，研究費  67，587   316，404   479，095  534，694   727，173   901，281   

（1）人当研究 智  2，917   29，260   58，462   82，954   106，860   132，264   

（2）経常研究習  64，670  287，144  414，809  408，695   

（3）特別研究費  0  0  39，542  205，504  

5．大聖特殊施設関係  1，476  11，104  176，113  595，502  
経費  

施設整備費  70，000                                           2，456，231   

㊥補正後予算を示す。   



組  織  図（昭和53年度）  
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（注）二並わ〈は53牛度新設部門  

52年度未定買   管理部門  情報部門  研究部門  技術部門  計    31  22  103  24  128  53年度新規増減員  2  0  18  ■ △．1   4  △1 24  計  33  22  121  27  203   
△印は削減  



3．職員著作等日銀（昭和53年1月～12月）   

〈印刷発表〉  

環境情報部  
l．宇都宮陽二朗（1978）：関東平野のいわゆる光化学スモッグによる健康被害に関する2・3の考察．東  

北地理，30（1），34－41．  

2．宇都宮陽二朗（1978）：公害と地図．環境情報科学，7（1），2－11．  

3．環境情報部（藤原正弘・姫野純子・宇都宮陽二朗・松本幸雄・大島高志・土屋 巌）（1978）：国立公  

害研究所における環境テニタベ【スの概要・国立公害研究所調査報告・第Z号，12pp・  

4．環境情報部（宇都宮陽二朗・大島高志・古川満信・鈴木輝夫・松戸 帽（1978）：環境デ‾タベースの  

ユーザガイド（第1版）端末機による検索▲国立公害研究所調査報告，第3号・61pp・  

5．環境情報部（藤原正弘・姫野純子）（1978）：工RS匡柄情報源台帳（第2版）（1978）：国立公害研究所  

調査報告，第4号，170pp．  

6．環境情報部（土屋 巌・白井邦彦）（1978）：環境公害に関する研究調査情報源索引集（1ト‾公開情報  

に基づ〈研究者・技術士名簿（昭和52年3月現在）・国立公害研究所調査報告，第5号・1D9pp・  

7．土足 巌（1978）：鳥海山貝形′卜氷河の宮水気候学的研究（2）一形態測量と流動観潮．雪氷，ヰ0（1），  

1－9．  

8．土屋 巌（1978）：鳥海山貝形小氷河の雪氷気候学的研究（3）リモート・センシングを利用した温  

度解析と氷河としての特色．40（1），1021．  

9．Tsuchiya，I．（1978）：Year－tO－year fluctuations ofIndia Southwest Monsoon rainfall，CrOSS－  

equatorialair flow，andlowlatitude atmospheric circu】ation from1962－1972．Cli－  

matic Change and Food ProductionInt．Symp．Recent Climatic Change and Food Pro－  

duction held Oct．4－8，1976，Tsukuba and Tokyo ed．by K．Takahashiand M，M，Yoshino，319  

－329，  

10，土屋 巌（1978）：ミランコビッチ説の検討．海洋科学．10（4），239246．  

11・．土屋 巌（1978）：都市の熟．蟻塔，24（10）．29－32．  

12．土屋 巌（1978）：日本の氷河－その過去と現在．23（8），84－91．  

13．土屋 巌（1978）：化石燃料の使いすぎで地球は温暖化するだろうか？．環境情報科学，7（3），63  

▼67．  

14．藤原正弘（1978）：環境と情報．生活と環境，23（3），3237．  

15．藤原正弘（1978）：1．環境基準設定プロセスの事例．土木工学大系 28 環境衛生，139－146，彰国  

社．  

総合解析部  
1．青木陽二（1978）：「みどl）の基準報告蛮」についてのコメント．みどりの基準一宮崎のみどりとその   

・ 望ましい姿．232－244，宮崎県．  

2．青木陽二（1978）：l防音壁の見える車窓から．日本ナショナルトラスト軌 8．  

3∴飯倉善和（1978）：環境汚染権政策の可能性について．環境科学，7（3），95－96．  

4．請合美紀子・内藤正明（1978）：広域汚染の指標に関する検討－その2：広域汚染指ほ管理への適用．  

公害と対策，t4，10051012．  

5．乙間末広（1978）：環境指標としてのエクセルギー．環囁情報科学，7（4），65－67．  

6，乙間末広■内藤正明・L．T．FAN（カンサス州立大学）（1978）：効率と安定性を指標とする曝気槽への廃  
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水分配方式の評価．水質汚濁研乳1（3），192－198．  

7．北畠能舞・後藤 晃（成接大学卜杉山武彦（～倍大学）（1978）：公害のCost－Benefit 分析一M」見境浄  

化の方策とその費用分札 財団法人とうきゅう環境酬ヒ財団，昭和52年庶柵究報告昏，95，  

8．北畠能帝（1978）：環囁問題における便益・費用の概念および桂捌勺効率基準について．環境情報科学，  

7（2．），7881  

9．北畠能房（1978）：環境問題における管用の分担について．環境情報科学，7（4），918．  

10．後藤典弘（197B）ニダンプ・フィーと資源化（4）．郡市と廃案軌 8（1）、44【48・  

11．後藤典弘（1978）：受託研究の実施計画と本小委員会の活動経緯．「資源再生利用技術システムの評価研  

究」昭和52年庶工業技術院委託研究報告書，】99－200．（財）日本産菓技術振興協会．  

12，後藤典弘（1978）：処理・資源化システムの縫わ引引こ関する評価研究．「資源再生利用技術システムの評  

価研究」昭和52年度工業技術院委託研究報告書，229－273，（財）日本産業技術振興協会．  

13・怨藤典弘・田中栄治（ドゥタンク・ダイナックス）（1978）：資源化事業の直営及び委託に係る調査研  

究・「資源再生利用技術システムの評価研究」昭和52年度工業技術院委託研究報告書，282¶301，  

（財）日本産業技術振興協会．  

14．後藤典弘・中杉修身（1978）：資源再生利用施設の導入指針薔作成のための検討．「資源再生利用技術  

システムの評価研究」昭和52年度工業技術院委託研究報告書，305－307，（財）日本産業技術振興  

協会．  

15．後藤典弘（1978）：昭和52年夜の本小委員会調査研究のまとめ．「資源再生利用技術システムの評価研究」  

昭和52年度工業技術院委託研究報告書，316，（財）日本産業技術振興協会．  

16．後藤典弘（1978）：ごみ処理の経揖性．廃棄物工学研究所月報．（8）、1－4．  

17，後藤典弘（1978）：適正処理困難物及び類似概念の明確化．「都市清掃事業における適正処理困難物に関  

する調査研究」厚生省昭和52年度委託研究報告昏，63－72，（社）全園部市清掃全鼠  

18，後藤典弘（1978）：資源化ハンドブック．廃棄物資源化研究会，219pp．  

19．後藤典弘（1978）：環境影響評価制度を考える－その制度はいかにあるべきか．エネルギーと公害総  

覧第3巻，115、131，エネルギー・ジャーナル社．  

20．後藤典弘（1978）：喫煙と環境問題．用水と廃水，20，97ひ一975．  

21．後藤典弘（1．978）：ごみ組成一機基準か，乾基準か．都市と廃棄物＼8（9）．25－27．  

22．後藤典弘（1978）：ロー・テクノロジー，技術と経済，（139），111－123．  

23，後藤典弘（1978）二環境研究の休牒トー」諷囁三学のすすめ．用水と廃水 20，1252、1259．  

24．田村正行・後藤典弘（1978）：適正処理困難物等に関する情報の収集と整理．「郡市清掃事業における  

適正処理困難物に関する調査研究」厚生省昭和52年鹿妻託研究報告乱 29【44，（社）全国都市清  

掃会議．  

25．環境庁アメニティ研究会（一方井誠治・加藤三郎・粥川正敏・小杉光・竹本和彦・中村修身・原料幸  

彦・南川秀樹・森田恒幸）（1978）：アメニティと今後の環境行政．かんきょう，3（3），7－26．  

26．中村修身・奥用澄雄（三菱盛工業）（ユ978）ニ処理・資源化施設の環境影響評価研究．「資源再生利用技術  

システムの評価研究」昭和52年度工業技術院委託研究報告書、201－228、（財）日本産業技術振興  

協会．  

27．山田圭叫（筑波大学）∵丹羽富士雄（筑波大学卜恒田行雄（日本システム開発研究所）・中杉修身・原科  

幸彦・吉村典夫（計本科学技術振興財団）（1978）：技術の社会的受容に関する魂査研究．（財）機械  

振興協会経済研究所・日本科学技術振興財団，121pp、  

28．原料幸彦（1978）：環境問題トピックス・シリーズ（3）【【」見境に関する意志決定のための住民参加シ  

ステム．環囁科学．7（1），117－120．  
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計測技術部  
1，大槻 晃（1978）：環境試料分析におけるガスタロマトグラフイーの問題点と今後の方向．環境情報利  

学，7（2）．9－14．  

2．Otsuki，A．（1978）：A reactivation solution for a copperjzed cadmium columnin the automatic  

determination of nitratein naturalwaters．Analytica Chimica Acta，99，375r377．  

3．Okamoto，K．，Y．Ya汀mmOtO and K．Fuwa（1978）：Accumulation of manganese，Zinc，CObalt，nick－  

elandcadmium by C／elhra barblnervisL Agric▲Biol・Chem・．42（3），663－664．  

4．Nakano，Y，（Tokyo Univ．），K．OKamoto，S・Toda（Tokyo Univ・）and K・Fuwa・（Tokyo Univ・）  

（1978）：Toxic effects of cadmium on EugLena graciLisgrownin zinc deficient and zinc  

sufficient media．A即ic．Biol．Chem．，42（5），901－907．  

5．Takaha5hi，」．（Tokyo univ．），K．Okamoto and K．Fuwa（Tokyo Univ．）（1978）：Determination of  

mercuryin thel，000meter core sample．Pa】eclimnology of Lake Biwa and theJapanese  

P】eistocene，5，165－169．  

6．Shozo，T．（rr：okyo Univ．），S．Yamazaki（Tokyo Univ．），Y．Dokiya（Tokyo Univ．），K．Fujiwara  

（Tokyo Univ．），M．Suzuki（Tokyo Univ．），M．Fukarni（Tokyo Univ．）．K．Okamoto and K．  

Fuwa（Tokyo Univ，）（1978）：1solation and characterj5tics of heavy rneta】tolelantspecies  

in microorganisms．Mjcrobio】．Environ．Clean．，351－359．  

7，Okamoto，K．，Y．Yamamoto？nd K．Fuwa（1978）：Pepperbush powder．a new standard reference  

material．Anal．Chem．，50（13），1950r1951．  

8．Satake，K．and Y．Saijo（Nagoya Univ，）（1978）：Mechanism oflaminationin bottom sedirrlent  

of the strongly acid Lake Katanuma．Arch，Hydrobiol，，83（4），429L442．  

9．Weeks，S．」．（Frorida Univ．），H．HaraguchiandJ．D．Winefordner（rnst．Environ．Stud．）：Im－  

provement of detectionlimitミinlaser－eXCited atomic fluorcscence flame spectrometryL  

Anal．Chem，，50（2），360－368．  

10．原白紘禿（1978）：原子スペクトル分析の最近の進歩．化学の領域，32，313326．  

11．藤井敏樽・安原昭夫・構内陽子・安部書也（197B）：大気分析におけるCC¶MS．質追分析，26（3），  

209－232．  

12．古田直紀（1978）：多元束同時分析システムの開発．環境公害新f軌 ユ978，10，11．  

13．Furuta，N．，E．Yoshimura（Tokyo Univ．），H．Haraguchiand K．Fuwa（197S）：The photcdiss〔℃ia－  

tion of a】kalihalidesin air－aCetylene flame as studied by molecular absorption sFeCtrO－  

scopy．Spectrochimca Acta，33B，715・－726．  

14．Fuwa，K．，K．Notsu（Tokyo Univ．），K，Tsunoda（Tokyo UnivJ．fi．Kato（Tokyo Univ，），Y．Yama－  

moto，K，Okamoto，Y．Dokiya（Tokyo Univ．）and S．T（da（Tokyo Univ，）（1978）：Japane5e tea  

leaves；A possib】e bioIogicalstandard reference material．Bull．Chem．Soc．Jpn，，51（4），  

1078－1082．  
5
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 15．安原昭夫（1978）：（抄訳）畜産業より発生する悪臭（1）一夫気成分の同定．憩臭の研究，  

11．  

16．Yasuhara，A，and K．Fuwa（1978）：lplydrogen sulfide and dimethylsulfideinliquidswinema－  

nureL Chemosphere，7（10），833－838．  

大気環境部  
1．工shiwata，T．（TokyoInst．Teclm01．）、工．Tanaka（TokyoInst．Technol，）andトL Akimoto（1978）：  

Exitation ofl・lNO by O2（1△F），J．Phys，Chem．，82（12），1336－1343．  
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2．Akimoto，H，，M．Hoshino，G．Inoue and M，Okuda（1978）：Reaction－mechanism ofthepk）tOOXida－  

tion of thc toluene－NO2－02－N2SyStemin tlle gaS phase・Bull▲Chern．Soc，Jpn▲，5T（9）、  

Z496－2502．  

3．Hoshino，M，（Inst．Phys．Chem，Re5．），T．Ogata（T5ukuba Unjv．）．H・Akimoto，GLInoue，F・S良一  

kamakiand M．Okuda（1978）：Gas phasc reaction of N202With propylene・Chem・Lett．，  

1367－1370．  

4▲．秋元 藁■井上 元・酒巻史郎・星野幹雄・奥田典夫（i卯8）二赤外吸光光度法・紫外吸光光度法およ  

び気相滴堰滋によるオゾン別売器の絶対校正．大気汚染学会誌，13（7），266－273．  

5．Akimoto，H．，M．Hoshino，G．lnoue，F，Sakamaki，H．Bandow and M．Okuda（1978）：Formation of  

propylene glycoll，2－dirlitratein the pohtooxidation of a propylene－nitrogen oxides－air  

system・J．Environ．Sci，Health，A13、677－687，686  

6．秋元 肇（1978）：新しいスモッグチャンパーとこれからの研究．切立公害研究所研究報告．第4号，  

9－16．  

7．秋元 溢・星野幹雄・井上 元・酒巻史郎・常田伸明・奥田典夫（1978）：真空型光化学スモッグチャ  

ンパーの 設計とその特性．国立公害研究所研究＃告，第4号．17－38．  

8．秋元 溢・井上 元・酒巻史郎・星野幹雄・奥田典夫（1978）：赤外吸光光度法，紫外吸光光度法およ  

び気相滴走法によるオゾン測定器の絶対校正．国立公害朋究所研究報告，第4号，3952．  

9．秋元 疲・酒巻史郎・星野幹雄・井上 元・奥田典夫（1978）：真空型光化学スモッグチャンパーによ  

るプロピレン望素酸化物系光酸化反応におけるオゾン生成の研究．国立公害研究所研究報告，  

第4号，53－66．  

10．秋元 釜（1978）：今後の研究の方向．国立公害研究所研究報告，窮5号，17－21．  

11．秋元 肇・星野幹夫・井上 元・奥田典夫・常圧＝申明（1978）：気相におけるトルエンーNO2扉02一－  

N2系の光酸化反応機構の研究．国立公害研究所研究報告，第5号，写312．  

12▲ Nakajirna，M・（Himejiln5t．Technol，），K．Fukui（HimejiInst．Technol．），H．UedaandT．Mjzu＿  

shina（KyotoUniv．）（1978）：Developing combined free and f。，Cedlami。ar C。mⅧthnb飢Ween  

VeTtica）paraHeL DLates withconstant walf ternperature．］．Chem．Eng．Jpn．，11（1），19－Z4，  

13・水科篤郎（京都大学）・荻野文九（京都大学卜植恥羊匡（1978）：排温水の熟的挙動に関する研究．昭和  

52年度文部省科研脅特別研究（1）「環称号染の探知と制御」一水環囁保全のための化学工学一  

研究報告書川Ⅰ），2732．  

14，植田洋匡（1978）：拡散風軋 化学工学，42（4）、2礼  

15．奥田典夫（1978）：研究成果の概要と意乱 国立公害研究所研究報告，第4号，1－8．  

16．奥田典夫（1978）：光化学二次汚染物質の化学組織．国立公害研究所研究報告，第5号，7－11．  

17．権田俊一（電子技術総合研）・竹内杜夫・椎田隆一（富士通）（1978）：微少ギャップ半導体レーザの開発   

．と今後の課題一大気汚染気体検出シス≠ムへの応用．電子工業月乱20（5），16－27．  

18▲Takeuchi，N・，H．Shimizt】and M■Okuda（1978）：Detectivity estimation of thc DASlidar for  

NO2．AppI．Optりけ（17），2734－Z738．  

工9．FIo5hino，M・，H、AklmOtO and ML Okuda（1978）二Photochemicaloxidation Df benzeT）e，tOh］ene，and  

eてhy】benzeneinitated by OH radica15in the gas phase．Bull．Chem．Soc．Jpn．，51（3），  

718「724．  

20．星野幹雄・秋元 笹・奥田典夫（1978）：OHラジかレによるベンゼン，トルエンおよぴエチルベンゼン  

の気相光酸化反応．国立公害研究所研究報告．第5号，43－59．  

21．Washida．N．，H．Akimoto and M．Okuda（1978）：FoLlm8tioT）Of single†stale mO］ecL，】a∫OXygen  

the reaction of H＋02．］．Phys．Chem．，82，1821．  
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Z2．Washida，N．，H．Akimoto，H．Takagland M．Okuda（ユ978）二Ga5C】－rO汀ほ＝ography／photoFo両zatfon  

mass spectrometry．Anal．Chem．．50，910－915．  

23・Washida．N．，C．Inoue，H．Akimoto and M，Okuda（1978）：Potentialof Hydrocarbons for photo－  

chemicalconversion of NO to NO2．Bu11．Chem，Soc．Jpn，，51（8），2215－Z221．  

24．Washida，N．，H．Akimoto and M．Okuda（1978）：HNO formedin the H＋M reaction system，］，  

Phys．Chem．，82．Z293－2299．  

水質土壌環境部  
1．柏崎守弘・手塚春彦（都立大）：河川の富栄養化と微生物代謝．微生物の生態5．環境汚染をめ〈・って．  

学会出版センター，123】45．  

2．同調光正（1978）：第23黄みみずを用いた方法．新しい生物学的処理技術総覧，技術・装置絹，科学技  

術開発センター，392－411．  

3．岡田光正・き貞藤隆一（1978）：AGPをめぐる諸問題，用水と廃水，20，765－779．  

4．岡田光正・森 忠洋（日本下水道事業用）・松岡秀男（日本下水道設計棟）（1978）：ミミズの有効利用と  

その技術（静脈産業技術資料シリーズ1），サイエンティストをL Z86pp，（汀－1 シマミミズに  

よる下水汚泥処理一粒肥の熟成化，42－98、資料，226286）．  

5．岡田光正・泊藤隆一（1978）：欧米における富栄養化対策の動向．環境創造，8（10），46－52．  

6．森 忠洋（日本下水道事業団）・岡田光正（1978）：シマミミズによる汚泥処理の可能性に関する研究  

（Ⅰ）－下水汚泥施肥を用いたシマミミズの飼育とその個体生産諸過程の検討．水質汚濁研究，  

1（2），127－132．  

7，合田 健（1978）：水質絵鼠規制と下水道（3）一公平な義務分担を．環囁公害新聞，1978，1，25．  

8．合Ⅲ 健・田井憤吾（1978）：エントロピーによる水質環境評価．水質汚濁研究，1（1），12－21．  

9．合田 健（1978）：〈巻頭言〉赤潮・全漁連・下水道．‾F水道協会誌15（171），1．  
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31．Kanazawa，S．（Tokyo Univ，）and T．Yoneyama（1978）：Determination of15N abundanceofamino  

ac童dsin soilhydlolysates．SoilSci．Plant Nutr．，24（1），153／155．  

32．Yoneyama，T．and T．Yoshida（1978）：Nitrogen mineralization of sewage sludgesin soil■Soil  

Sci．Plant Nutr．，24（1），139－144．  

33．Yoneyarrla，T．（1g78）：Nitrogen nutrition and growth of the rice plantIll・－Origin of Amino  

－aCidnitrogenin thedevelopingleaf．SoilSci．Plant Nutr．，24（2），199－205．  

34．Yoneyama，T，and C，Sano（Tokyo Univ．）（1978）：Nitrogen nutrition and growth of the rice  

plantll．一Considerations concerni鴫the（1ynamics of nitrogenin rice seedlings・Soil  

Sci．Plant Nutr．，24（2）．191198．  

35．Yoneyama．T．（1978）：Utilization ofseed and medium nitrogenin young plant seedlings・Soil  

Sci．Plant Nutr．，24（2），289¶293．  

36・米山忠克・橋本 明（日本大学）・戸塚 績（1978）：土鳩柚出液中の亜硝酸の走量に関する二、三の考  

察．日本土塊肥料学雑誌，49（3），Z48－249．  

37．It。，0．（Tokyo Univ，），T．Yoneyamaand K．Kumazawa（TokyoUniv．）（1978）：＾minoacjdmeta－  

bolismin plantleafIV．The effect oflightpon ammonium asstmilation and glutamine  

metabo－isminthecellsi 

1109－ユ1ユ9．  

38・San。，C．（Aji。。mOtOCorp．），T．Yoneyamaand K．Kumazawa（TokyoUniv・）（1978）：IncorporA，  

tLi。n。f15Nint。S。bcellular fracti。nS and soluble proteinsin rice seedlings・SoilSci・  

Plant Nutr，，24（4），503513．  

39・Sano，C．（Ajinomoto Corp．），0．Ito（Int．Rice Res▲lnst・）．T・Yoneyama and K・Kumazawa  

（T。ky。Univ．）（1978）二Incorporationof14cO2and15NH4into amino acids of the two  
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5Ubunjt5Df fractjoれユpro±eされiれ5Pinach】eave5・Soj】Scj・P】ant Nu亡r．，24（4），58ト586．  

40■米山忠克・戸塚 績・石塚茂樹（日本大学）・藤沼康爽（技術部）・矢崎仁也（日本大学）（1978）：高等植  

物の生長におよほす二酸化窒素の影執4トー一致種木本植物の生民および植物休窒素濃度におよば  

すNO2暴露の影響．国立公害研究所特別研究成果報告，第2号，95－102．  

41・米山忠寛・笹川英夫（名古屋大学）・戸塚 椅・山本幸男（名古屋大学）（1978）：高等植物の生長におよ  

ほす二酸化窒素の影響（5ト一章本捕物による15NOgの噴収，亜硝酸の蓄積，亜硝酸還元酵素活性  

の変化．国立公害研究所特別研究域果報告，第2号，103－111，  

技 術 部  

1・相賀一郎・大政謙次、安保文彰（1978）：大気汚染ガス暴露のためのグロースキャビネット．国立公害  

研究所特別研究成果＃告，第2号，】93－21D．  

2・相賀一郎・大政謙次・松本 茂（1978）：複合汚染実験設備の設計．国立公害研究所特別研究成果報告、  

第2号，211－216．  

3・大政謙次・安保文彰（1978）：植物による大気汚染物質の収着に関する研究（Ⅰ）SO2の局所収着と  

可視障害発現との関係．農業気象，錮（2），51－58．  

4．大政謙次・安保文彰・船田 周・相賀一郎（1978）：汚染ガスに暴露された植物の生体計測，国立公害  

研究所特別研究域果報告，第2一号，165－182．  

5，高木博夫・鷲旺＝申明・秋元 笹・奥田典夫（1978）：光イオン化ガスクロマトグラフ質量分析計を開い  

た0－，m－，アーキンレンの光酸化反応二次生成物の分析、国立公害研究所研究報告，第5号，61  

76．  

6・高橋 弘・吉田あきら・佐藤善一共編（1978）：動物実験施設作品集．ソフトサイエンス祉．209pp．  

（国立公害研究所動物実験施設－その設計と管理運営，90－99、高橋弘執筆）．  

7・藤沼康実・町田 孝・戸塚 埼・相賀一郎（1978）：制御環境下でのヒマワリの生長と環境要因との関  

係一栄養生長におよほす温度要因の影響．国立公害研究所特別研究成果報告，第2号，柑3－191．   

追  録  

水質土壌環境部  
1，津野 洋（1977）：微生物による基質の摂取・代謝の動力学モデル化に関する研究．京都大学学位論文  

（工学部），246pp．  

．環境保健部  

1．坂田宏子（風立予防衛生研究所卜山内叫也（国立予防衛生研究所卜町田和彦・松崎 京（東京大学）  

（1977）：RIAによる麻疹抗体価の定量，臨床とウイルス，5（4），364－366，  

生物環境部  
1．安野正之（1977）：環境生物学．高校通信束書生軌（167），13．   

2．安野正之（1977）：環境の動態、一特に陸水圏の間裔．学術月乳 30（7），498－501，   

3．Yasuno，M．and P．K．Rajagopalan（VCRC）（1977）：Popu】ation estimation of Culex fatigans  

in De】hiVi】1ages．J．Com．Dis．，9（3），172－183，   

4．Ya5unO，M．．P．K．Rajagopalan（Vector Contro】Res．Cent．）and S．Russel（Nat．Inst．Commun．  

Dis・）（1977）：An application of the removalrnethod to the population estimationof Culex  
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fatig且ns restingindoors．IndianJ．Med．Res．，65（Suppl，），34－42．  

5．Yasuno，M．，P．K．Rajagopalan（Vector ControIRes．Cent．）SJ，Kazmi（Agric．Res■Serv・，Gai－  

nesvi11e）and G，C．LaBrecque（Agric．Res，Serv．）（1977）：Seasonalchangeinlarvalhabi－  

tatS and population density of Culex fatigansin Delhivillages．IndianJ．Med・Res．，  

65（Supp】．），52－64．  
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4．科学研究費による研究一覧  

研  元  題   課  研究代表者氏名   研究分損者氏名   
お よ び所属   （田立公誉研究所働闇のみ）   

佐  々  学  内藤正目月  環境千斗挙措別研究「総合職」  
（所  長）  （総合解析部）   

環境凧学特別研究「環境の動態把握に閲す  佐  々  草  安野正之（生物環鳩部）   

る基礎班」   （所  長）   
安部竜也（計測技術部）  

戸塚績（生物環境部）  

宮崎思図・安岡蓉文  
遠隔計測による環境情報の収集に関する基  土  井 康 弘   （環境情報部）   

碇研究   （東 京 大 字）  竹内砥夫・清水 浩  

（大京環境部）   

後藤典弘・原村幸彦  

環境科学特別研究「環境の総合評価システ  内  藤 正  明  青木陽二（総合解析部）  

ムと計画手法の確立に関する基畦研究」   （総合解析那）   
藤原正弘・宮崎忠国  
安岡草丈・松本幸雄  
（環境情報闇）  

環境科学特別研究「環境の理念と手法に関  稲  田  献  一   内藤正明   
する検討」   （大 阪 大 学）  （総合解析部）   

環境科学特別研究「資源循環再利用計画の  高 松 武 一 郎  内藤正明・後藤典弘   
ための方法論的研究」   （京 都 大 学）  （総合隠肺肝   

国土情報利用のための情報体系化に関する  茅  陽  一   原料莱彦   
研究   （東 京 大 学）  （捻子ト解析部）   

汚染物質の地球化学的挙動の解析   不 破 敬 一 郎  安部賽也  
（東 京 大 学）  （計測技術部）   

霞ヶ浦およぴその周辺城の生態系動態にお  佐 伯 敏 郎   大槻晃（計測技術部）  

よばす人間活動の彫響   （東 京 大 学）   安野正之・戸塚績  
（生物環境部）  

環境科学特別研究「大京乱流拡散現象の総  奥 田 典 夫  植田洋匡・光本茂記・   
合的な解析手法の開発」   （大気環囁部〕  小川 靖（大宝凋鳩部）   

大京中の光化学エーロゾルの生成機構   大 音 多 敏 一  奥田典夫  
（北海道大亡芦）  （大気環嶋部）   

鈴  木  大気汚染の光化学的基礎研究  仲  秋元  鵡  
（千 葉 大 学）  （大京環境部）   

気液界面における乱流の構造に関する実験  楠  田  洋 巨ミ  
的研究   （大～i環境部）   
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研   究  題   
研究代表者氏名  研 究 分 担 者 氏 名  

課  お よ び所属  （貫立公害研究所職員のみ）   

人間活動によるオゾン層破壊の測定と機構の  大  株 辰  蔵  常田伸明   
研究   （東 京 大 学）  （大気環境部）   

レーザーレーダーの赤外計測技術による火山  稲 場  文  男  竹内延夫・清水  浩   
噴煙動態のリモ【トセンシングの総合的研究  （東 北 大 学）  （大気環境部）   

室  田  明  村岡浩爾  
放流水菜の混合促進に関する実験的研究  （大 阪 大 学）  （水質土頭環境部）   

中  馬 一 郎  久保田憲太郎りト林隆弘  
窒素酸化物の生体影響の学術的研究  （大 阪 大 学）  （環境生理部）   

太田庸起子  
二酸化窒素の生体内動的観察に関する研究   （環境保健部）  
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部 室 名  職名  氏 名   出張国名   用  務  期間  備考   

ウッドホール梅澤研  
大気環境部 大気環境計画研究寮  研究員  光本茂記  アメリカ合衆国   究所における夏期セ  

ミナーヘの参加のため   
フィラ1）ア病に閲す  

所  佼  佐々  学  ス  イ  ス   る学術委員会およぴ  
運営委員会出席   7．10  

ブユ防除のための殺  

水生生物生態研究室   
生物環境部   圭‘長  安野正之  ス  イ  ス   虫別の研究に関する  

会議に出席のため   
第6匝Ⅰ国際f云熱会読  

大気環境部  生 長  楠田洋匡   カ  ナ  ダ   出穂＿bよび大気汚染   
大気環境計画研究室  アメリカ合衆国  に関する共同研究打  

合せ   8．16   

水暦土鳩環境部  主 任  渡辺正孝  イギリス ‾フフンス  水循環における水質 モデルに関する国際  S53 9．2    海洋環境研究室  研究員  

オーストリア  会議   9．17   

計測‡吏循部  S53  
日栄協同事業におけ  

生体化学計測研究室   研究員  岡本研作  アメリカ合衆団   る合同会議出席  
9，30  

ストックホルム全誘  
総合解析部  主 任  内藤正明  ス  イ  ス   後10年にわたる王買墳   
第一グループ  研究官  に関する第2回専門  

家諮問委貝会   10．22   

第2回国際環境会議  
水質土鳩環境部  部 長  合田  健  フランス イギリス  および英匡  12．Z  

Stevenagl研究所訪問   

S 54 

所  長  日米医学協力委員会  佐々  学  アメリカ合額田   小委員会丑席  
2．12  

北スマトラ地域保健 対策プロジ 
生物環境部 水生生物生態研究室  室 長  安野jE之  インドネシア   ェクト専 門家派遣   

3．15  

イラク匡】政府環境計  
総合解析部  
弟一一グループ   イ  ラ ク   画のコンサルタント  

として   3．30  

「第2［酢乳腺河生利  

総合解析部l 第ニグループ  主任 研究官  後藤典弘   

フ ィリ ピン   用国際会議」に出席  
のため   3．24  

S 54 
総合解析部  主 任   東西センター環境政   3．25  西岡秀三  アメリカ合衆団  
郡囚グルー7q  研究官  

4，8  

S 54 
総合解析部  主 汀：  後藤典弘   タ  UNEP研究丑邁l   3，28  

箭ニグループ  研究甘  イ               会議参加のため   
3．31  

S 54 
水質土鳩環境部  研究舅  出井佃ミナチ   薄‖ll汚濁制御会議出   4，7  
陸水上置場研究三三  イ ギリ ス              席のため   

4．16  
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6．委 員 会 等 出 席  

委  員  会  名  （依轍先）   氏  名   現  職   

学術審議会委員 
（文部省）  佐々 学  長  

宇宙開発委貝会専門委貝 （科学技術庁）  

総合開発機構研究評議会評議貞 （捻合研究開発践構）  

中央公害審議会専門委貝 （環境庁）  合田 健  

同 上 （同上）  奥田典夫  

同 上 （同上）  安野正之  
水生生物生態研究室長  

同 上 （同上）  内藤正明  

環矧則定分析検討会 （環境庁）  大槻 晃  
精度管理調査専門部会  水質計測研究室長  

環境酬定分析検討会 （環境庁）  不破敬一郎  

化学物璽調査検討会 （環境庁）  不破敬一郎  

全国大気汚染物質排出量絵合 （環境庁）  藤阪正弘、  

調査検討会  情報調査室長  

窒素酸化物総量規制検討会 （環境庁）  内藤正明  

自然環境保全調査検討会 （環境庁）  戸塚 績  
陸生生物生態研究室長  

環境管理計画策完検討委員会 藤原iE弘  
情報調査室長  

チッソ酸化物に係る測定検討会 （環境庁）  奥田典夫  

光化学大気汚染予剃システム   （環境庁）   小川 禰   

検討会   
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委  員  会  名  （依頼先）   氏  名   現  職   

光化学スモッグチャンバー実験  （環境庁）   秋元 肇  
調査検討会  大気化学研究室長   

複合大気汚染影響調査検討  （東京都）  安達史朗  

委員会  環境疫学研究室長  

光化学大気汚染予測システム   （環境庁）   秋元 螢  

設定調査検討会  大気化学研究室長   

廃棄物リサイクルシステム  （大阪市）  後藤典弘  

開発委員会専門委月   

環境科学技術予測評価検討会 （環境庁）  須藤隆一  
陸水環境研究室反  

同 上 （同上）  渡辺正孝  
主任研究員  

同 上 （同上）  田井信 吾  
研究員  

赤潮研究総合解析検討会 （環境庁）  須藤隆一  
陸水環境研究室長  

霞ケ浦水質対策研究者会議 合田 健   

鋼化合物等の海洋投入処分基準  （環境庁）   久保田憲太郎  

検討会   

環境管理システム研究会 （環境庁）  内藤正明  
主任研究官  

海洋開発審議会専門委貝 近藤次郎   

日本ユネスコ国内委員会  （文部省）   佐々 所 長  

自然科学小委員会調査委眉   

航空機・機械工業審議会委員  副所長  

チッソ・リン調査検討会  （環境庁）   水質土碩環境部  
陸水環境研究室長  
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委  員  会  名  （俵板光）   氏  名   現  職   

「宅地開発の環境影響評価に  （（社）日本能率協会）  原料幸彦  

関する調査」幹事  

水質環境基準（大腸菌郡数） （環境庁）   須藤隆一  
調査検討会  陸水環境研究室長  

「環境測完分析参考資料」 大槻 晃  

の編集・執筆協力  水質計測所究室長  

赤潮研究会 （環境庁）  佐々 学  長  

同 上 （同上）  合田 健  

同 上 （同上）  渡辺正孝  
主任研究員  

望ましい環境像研究会 （環境庁）  原料幸彦  

環境測定分析参考資料執筆 （環境庁）  安野正之  
水生生物生態研究室長  

海外医療協力委月全委月 内藤正明  

センサに関する調査委員全委員  竹内娃夫  
（（社）日本航空宇宙学会）  大気物理研究室長  

光化学健康調査検討会 （環境庁）  奥田典夫  

海外協力委員会委員 佐々 学  長  

河川汚濁負荷量算定手法検討会 （環境庁）  合田 健  

大気汚染に係る判定条件検討会 （環境庁）  広崎昭太  
情報調査室長  

「生物憎性影響プロジェクト」 （環境庁）  戸塚 績   

専門別根討全  陸生生物生態研究室長   
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委 員  会 名  （依頼先）   氏  名   現  職   

「生物慢性影響プロジェクト」  （環境庁）   清水不二雄  

専門別検討会  環境病理研究室長   

果樹農業振興審議会専門委貝  広崎昭太   

情報調査蔓長   
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7．昭和53年度所内各委員会名簿  

セミナー委員会  

委員長  
副委員長  

委 眉（幹事）  

′ （幹事）   

′ （′′）  

／  

（副所長）  

（総合解析部）  

（研究企画官）  

（総務部）   

藤
 
藤
 
浦
 
 

近
 
後
 
三
 
 

跳
・
弘
 
広
 
冶
 
 

次
 
典
 
睦
 
 内田  

（ ）  

（環境情報部）  

（総合解析部）  

（計測技術部）  

（ ′ ）  
（大気環境部）  

（水質土壌環境部）  

（環境生理部）  

（環境保健部）  

、ヒ  

（生物環境部）  

（技術部）  

菅原 三夫  

松本 幸雄   
中杉 修身   
溝口 次夫   
藤井 敏博   
光本 茂紀   
村岡 浩爾   
竹中 参二   
金子  勇事   

三森 文行●   

森下 正彦   
大政 謙次  

＊昭和53年6月1日交替  

上段（前任者）、下段（後任者）  

図書および編集委員会  
委員長  

副委月長  

委 眉   
′ （幹事）  

（環境情報部長ト  

（環境憫報部）  

（研究企画官）  

（環境情報部）  

（総合解析部）  

（計測技術部）  

（大気環境部）  

（水質土鳩環境部）  

（環境生三哩部）  

（環境保健部）  

（生物環境部）  

（技術部）  

旛
屁
 
浦
井
村
部
 
川
 
木
杯
野
 
山
 
本
 
 

近
 
土
 
三
 
白
 
田
 
安
 
小
大
 
小
小
 
米
松
 
 

郎
 
巌
広
彦
行
 
也
 
靖
修
 
弘
 
 

隆
 
 

次
、
 
睦
郭
 
正
 
喜
 
 

共通機器委員会  
委員長  

副委員長  

委 員  

（計測技術部長）  

（環境保健部）  

（研究企画官室）   

不破敬一郎  
大山庸起千  

竹内  正＊  
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委 月  

〝 （幹事）  

柿本 靖伸■  （研究企画官）  

宇都宮陽二郎  （環境情報部）  

中杉 帽身  （総合解析部）  

岡本 研作  （計測技術部）  

古田 直紀  （ 〝 ）  

村野健太郎  （大気環境部）  

高松武次郎  （水質土壌環境部）  

鈴木 和夫  （環境生理郡）  

近藤 矩朗  （生物環境部）  

安保 文彰  （技術部）  

＊昭和53年10月1日交替   

上段（前任者）、下段（後任者）  

植物実験施設委員会  

委員長  
副委員長  

委 員  

（幹事）  

、 ・ ㌧  

佐々  
■戸塚  

相賀  
今井  

学
 
績
 
郎
一
 
 
 
 
一
紘
 
 

（所 長）  

（生物環境部）  

（技術部）  

（研究企画官）   

仁平 隆史■  （   ）   

菅原  淳  （生物環境部）   

近藤 矩朗  （ ′ ）   

古川 昭雄  （ 〝 ）   

小林 雄一一  （技術部）   

松本  茂  （ ）   

藤沼 康実  （′′ ）  

＊昭和53年6月1日交替   

上段（前任者）、下段（後任者）  

動物実験施設運営委月会  

委月長  

副委員長  

委 月  

久保田憲太郎  （環境生理部長）  

清水不二雄  （環境生理部）  

町田 和彦■  （環境保健部）  

斉藤  寛■  （    ト  

高橋  弘  （技術部）  

今井 紘一一－■  （研究企画官）  

仁平 隆史－＊  （   ）  

竹中 参二  （環境生理部）  

太田庸起子●  （環境保健部）  

安藤  満■  （   ）  

相賀 一郎  （技術部）  

小林 雄一  （ ）  
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委 員（幹事）   寺尾 悪治■  

（′′）  山本 昭二■  

（′′）   松本  茂  

（技術部）  

（′ ）  

l 、 l  

＊昭和53年10月25日交替  

＊＊昭和53年6月1El交替   

上段（前任者）、下段（後任者）  

水環境実験施設委員会  
委貝長  
副委月長  

委 員  

（幹事）  

廃棄物処理委員会  
委員長  
副委員長  

委 員  

（水質土用環境部長）  

（水質土鳩環境部）  

（生物環境部）  

（技術部）  

（研究企画官）  

（計測技術部）  

（水質土鳩環境部）  

l  、   

l  l  

（生物環境部）  

（   ）  

（技術部）  

健
一
之
 
l
 
昭
 
夫
爾
 
正
 
洋
 
久
一
和
 
 
 

隆
 
正
 
雄
 
敏
 
次
 
浩
 
光
 
 
成
 
清
玉
 
 

田
 
藤
 
野
 
林
 
崎
 
口
 
岡
 
田
 
野
 
山
 
日
 
屋
 
合
 
娼
∴
安
 
小
 
嶋
溝
村
 
岡
津
畠
春
 
土
 
 

健
弘
 
夫
 
昭
 
夫
欣
郎
 
吾
冶
 
満
 
久
一
夫
 
 
 

成
 
雄
一
 
 

典
 
次
 
敏
 
輝
 
崇
 
史
 
憤
 
明
 
 

田
 
藤
 
口
 
崎
木
合
巻
井
 
田
 
藤
 
山
 
体
重
 
合
 
後
満
 
場
 
鈴
 
河
 
酒
 
田
 
河
 
安
畠
 
小
 
松
 
 

（水質土壌環境部長）  

（総合解析部）  

（計測技術部）  

（研究企画官）  

（環境情報部）  

（計測技術部）  

（大気環境部）  

（水質土鳩環境部）  

（環境生理部）  

（環境保健部）  

（生物環境部）  

（技術部）  

、  ・ 、  ′′ （幹事）  

特殊計測実験棟委員会  

委員長  不破敬一郎  （計測技術部長）  

（生物環境部長）  

（研究企画官）  

（計測技術部）   

副委員長  ，菅原  淳  

委 員  嶋崎 敏昭  
溝口 次夫  
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委 員（幹事）  佐竹 研一  （計測技術部）  

（大気環境部）  

（ 〝 ）  

（水質土増環境部）  

（環境生理部）  

（環境保健部）  

（技術部）  

（ ′ ト  

星野 幹雄一  
秋元  蛮●  

高松武次郎  
米谷 民雄  

太田庸起子  
小林 雄一一  
松垂 一夫  

＊昭和53年9月1E】交替   

上段（前任者）、下段（後任者）  

ほ場施設委員会  

委月長  佐治健治郎  
副委員長  戸塚  績  
委 月  今井 踵十・■  

仁平 隆史●   

藤井 国博  
米山 思克   
相賀 一郎   

〝 （幹事）  藤沼 康実  l   

＊昭和53年6月1日交替  

（技術部長）  

（生物環境部）  

（研究企画官）  

（ ′ ） 

（水質土壌環境部）  

（生物環境部）  

（技術部）  

｝  1  

上段（前任者）、下段（後任者）  

フィールド間係施設検討委員会  

委員長  近藤 次郎  

副委員長（代表幹事） －一色 長敏  

（副所長）  

（主任研究企画官）  

（総務部長）  

（水質土壌環境部長）  

（研究企画官）  

、    ＝     ㌧  

（ 〝 ）  

（ ′ ）  

（総合職析部）  

こ    ・L    、  

（計測技術部）  

（    ）  
（大気環境部）  

（水質土鳩環境部）  

・ 1  

（生物環境部）  

（ ′′ －）   

引野 一・男  

委 員（幹事）  

健  
睦広  

紘一■  
隆史★  
敏昭  
正明  

田
 
浦
 
井
 
乎
 
崎
藤
 
藤
 
槻
 
口
 
田
 
藤
 
岡
 
 

合
 
三
 
今
 
仁
 
嶋
 
内
 
後
大
 
藩
 
柚
 
須
 
村
 
 

弘
一
光
 
夫
 
匡
一
爾
 
績
 
 

典
 
 
次
 
洋
 
隆
浩
 
 

戸塚一  

安野 正之  
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相賀 ◆一郎  （技術部）  

＊昭和53年6月1日交番   

上段（前任者）、下段（後任者）  

委 員  

電子計算機重点会  

委員長  
副委員長  

委 員  

〝 （幹事）   

′ （幹事）  

近藤 次郎  （環境情報部長）  

稲葉賢二郎  （環境情報部）  

三浦 睦広  （研究企画官）  

（総務部）  

（環境情報部）  

（ ′  ）  

■、   －   、  

（組合解析郎）  

（計測技術部）  

（大気環境部）  

（水質土壌環境部）  

（環境生理部）  

（環境保健部）  

（生物環境部）  

（技術部）   

菅原  
大島  
古川  

安岡  
乙聞  

古出  

棺田  
津野  
彼谷  

天
窓
信
文
広
紀
匡
洋
光
司
毅
l
一
 
 

三
高
 
満
善
末
直
洋
 
 
邦
 
雅
直
談
 
 

野
 
知
 
政
 
 

小
 
可
 
大
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8．公 書 研 日 誌  

JICST オンライン情報検索公衆  

回線サービスの利用開始  

九十九里浜気象観測およぴマルチ  

トレーサーガス拡散実験（9／16～  

20）  

行政管理庁管理官来所  

米国、スチプネージ研究所、同、  

メドメニハム研究所Collinge 副  

所長他4名来所  

中国視察団、政務次官他6名来所  
国土庁政務次官視察  

環境庁技術研修生11名乗所  

東南アジア環境保健セミナー  

環境庁官房長他2名来所  

大蔵省主計官来所  

剰乱 水質汚濁研究会  

Englelbrech会長他1名乗所  

タイ国カセサート大学土壌化学部  

長来所  

タイ国環境研究所副所長他5名乗  

所  

米国環境保護庁コーヴアリス環境  

研究所長他7名来所  

相模湾沿岸気象観測およぴマルチ  

トレーサーガス拡散実験（東大海  

洋研淡青九による洋上観測）  

（11／6－11）  

評議委員会専門委月全  

米国下院議員一行28名乗所  

所内年次発表会（11／16”17）  

外人記者クラブ28名乗所  

日本銀行政策委眉全委員来所  

科学技術庁事務次官来所  

中国視察団来所  

文化財保護および修裡に関する国  

際シンポジウムの出席者50名乗所  

タイ国保健衛生省Dr．Boonltlan氏  

韓国専売庁長官他2名来所  

フランス国リモージュ大学水処理  

技術研修所長他2名来所  

研究発表会（研究交流センタニ）  

海洋環境研究室発足  
人事院給与監査  
W．H．0フェロー氏他2名乗所  

会計実地検査  
建設政務次官他10名来所  

土橋環項実験棟・大気拡散風洞披  

露式  
大蔵省官房審議官他3名来所  

環境週間、所内一般公開  

公害等調整委月会′卜沢文男氏他19  

名来所  
グアテマラ国マラリヤ撲滅機関副  

所長他2名来所  

科学技術特別委月全委員長藤原房  
雄氏（参議院議員）他8名来所  

ベルナードスキー研究所ノピコ7  

氏他3名来所  

環境庁水質保全局長来所  
大山前所長一周忌追悼講演会  
インドネシア大学長他3名乗所  

公害対策調整委眉会事務局次長他  
11名来所・  

ドイツ国マックスプランタ研究所  

Dr．ヨセ7氏他3名来所  

台湾、水汚染防治処 高明冨氏来  

所  
米国、ウィスコンシン大学  

T．W．デビッツ教授来所  

環境庁長官視察  
園芸栽培学、学者団体（外人）20  

名乗所  
インドネシア回国首肥料公社4名  

来所  

53．4．13  

4．18  

9．16  

4．21  

5．  

5．23   

5，24   

5．25   

6．2   

6．6  10．6   

10．9   

10．11   

10．13   

10，16   

10．19   

10．19  

6．7   

6．11   

6．15  

6．26  

10．20  6．30  

10．26  7．10  

11．2  7．10   

7．11   

7．13   

7．26  

11．6  

8．2  

11．7   

11．16   

11．16   

11．20   

11．22   

11．22   

11．29   

11．30  

8．3  

8．3  

8．3   

9．6  

9．7  
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所  

霞ケ浦において、米国人工衛星ラ  

ンドサットの通過時刻に合わせた  

リモートセンシング実験を実施  

環境・公告文敵情報システム検討  

会発足  

廃棄物処理施設（ⅠⅠ期）完成  

環境行政研修貝10名乗所  

評議委員会専門委貝会  

動物実験用環境調節施設に大気複  

合汚染実験装置完成  

来所  

環境庁長官他5名来所  

環境庁水質保全局長来所  

韓国大学副総長他6名来所  
評議委月全  

現場庁水質保全局長他1名乗所  

管理棟（二期）およびほ場管理棟  

完成  

大気環境データ処理システム研究  

会（1／25～26）  

熊本県公害対策審議会委員20名来  

12．18  

12．22  

12．2Z   

54．1．11  

1，18  

1．25  

54．2．20  

2．23  

2．25   

2．26   

3．9  

3．26  

1．25  

9．主 要 人 事 移 動  

併  任  

転  出  
新  任  
配 置換  
新  任  

近藤 次郎  
渡辺  茂  
河田竹三郎  
久保田：進  

溝口 次夫  
三浦   卓  

環境情報部長  
捻合解析郡長  
総務部総務課長  

計測技術部分析壷長  
環境生理部急性影響研究室長  
大気環境部主任研究官  
環樋保健部主任研究官  
環境情報部情報調査室長  
生物環境部長  
生物環境部長  
環項情報部情報調査室長  
総合解析部第四グループ主任研究官  
環境生〕翌部環境生】墾研究室長  
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委
委
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東京大学名替教授  
日本医師会全長  
乗膏工業大学名替教授  
日本環境協会理事長  
海洋科学技術センター企画郡長  
公衆衛生院次長  
分子科学研究所教授  
豊橋技術科学大学副学長  
日本大学教授  
徳島大学工学部長  
福岡管区気象台長  
束京都臨床医学総合研究所長  
東京都立大学名誉教摸  
東京大学生産技術‡肝究析教授  

l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 

ハ
リ
 
n
）
 
（
U
 
（
U
 
n
）
 
∩
）
 
∩
）
 
∩
）
 
0
 
（
U
 
O
 
O
 
n
U
 
n
）
 
 

l
 
1
 
1
⊥
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
1
 
 

3
 
 

5
 
 司

郎
一
道
直
夫
夫
耳
満
喬
秀
正
二
一
 
 

滑
 
 
欣
義
 
 
 

誠
大
使
正
佐
武
洋
義
 
 

見
田
後
光
木
口
尾
尾
田
内
本
月
藤
 
茅
武
内
船
仲
鈴
井
横
寺
添
竹
山
宝
武
 
 

-2133 



肌 国立公書研究所研究発表会（昭和53年4月21日）   

期日：昭和53年4月21日  

会場：研究交流センター  

安部書也・陶本研作・山本祐子（計測技術部）  1 環境計測と環境標準試料   

2 エントロピーの環境評価指標としての意義  

田井憤吾・内藤敦子・合田 健（水質土譲環境部）  

3 公実規制のシステム的考察  飯倉善和・原料幸彦・北畠能房・内藤正明（総合解析部）  

4 環境データベースの作成一大気・水質環境データファイルめ作成を中心として  

藤原正弘・宇都宮陽二朗・松本幸雄・大島高志・姫野純子（環境情報部）  

5 柿物によるNO2のl吸収とその体内での変化  米山忠克・戸塚 績（生物環境部）  

6、二酸化硫黄による光合成電子伝達反応の阻害とクロロフィルの分解  

島崎研一一郎・菅原 淳（生物環境部）  

7 真空型光化学スモッグチャンバーによる、プロピレンー窒素酸化物系  

光醸化反応におけるオゾン生成の研究  
秋ヰ 肇・酒巻史郎・星野幹雄・井上 元・奥田典夫（大気環境部）  

◆8 NO2高濃度暴露に対するラット・マウス・ハムスターおよぴ  

モルモットの感受性について  
竹中参二・堀内仲人米米河村涼子・寺尾悪治水・清水不二雄・久保田憲太郎  

（環境生理部、大技術部、…老僧層大）．  

9 電ケ浦とその周辺水圏における水理と水質の関連について  

†ナ旧 健・村岡浩瀾・津野 洋・柏崎守弘・福島武彦・細見正明・土屋 巌×・白井邦彦漉  

（水質土鳩環境部、★環境情報部）  

10 水の襲および赤潮生物の培養について  

矢木帽身・岡田光正・細見iE明・碩藤隆一（水質土壌環境部）  

11し高浜入に．おける魚類の季節的変動  

容日汗卜り石屠 進責・山根爽一一米米・高野 磯米一松下替久舛・新井恵子×米・大貫芳哉翼爽  

（生物環境部、×早稲田大学、冊茨城大学）  

12 霞ケ浦周辺住民の水を中心とした環境に対する意識調査  

原村導彦tう！テ木陽二・森酬亘幸米・・丹羽富士雄（総合解析部・米環境庁）  

13 土鳩、底質■Pにおける重金属の挙動に関する研究   

（Ⅰ）土鳩席納酸と真金属の安定度定数の決定法について   

（Il）土鳩、底賀からのガス状有機化枇素の発生について  

高松武次郎・「語即諾男×（水質土鳩環境部、×筑波大学）  

14 メタロチオネインを中心としたカドミウムの代謝  

鈴木和夫・竹中参二・米谷民雄・久保田憲太郎（環境生理部）  

15 重金属のミジンコに対する毒性について  畠LU成久・安野正之（生物環境部）  

16 有機塩素系化合物の代謝・排泄の帽飾因子  安藤 満（環境保健部）  
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17 フィールド計測車搭載レーザーレーダーによる大気汚染計測  

竹内延夫・清水 浩・笹野泰弘・村野健太郎■松戸 修×・奥田典夫  

（大気環境部、＃環境情報部）  

18 下層大気境界層の構造と乱流輸送現象に関する研究  

一乱流拡散係数におよほす温度成層効果一  

植田洋匡り」、川 靖・光本茂記t奥田典夫（大気環境部）  
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年月日 演  題   所  属   演 者   

第1固  所 長  

（1）日本産既知種のカタログについて  

（2）アカムシュスリカの各発育期の形態  

とその分類上の位置について  

（3）Cん£γ0乃0〝l堤β属9種の成虫、サナギ、  

幼虫の形態学的特徴  

生物環境部  

一－－一特に植物における亜硫酸酸化反応に  

ついて  

生物環境部  

変化とNO2吸収につし、て  

第2回  2．211．多元素同時分析システムの開発  計測技術部   

2．ガスマスによる大気中微量成分の分析  計測技術部  

－Sur代yMass Fragmantographyに  

ついて  

第3回  4．4 ユ．大気境界層、筑波共同観測（第→回）  大気環境部  

におけるレーザーレーダー観測実験  

水質土頒環境部  

ミレーションに関する研究  

第4回  水質土橋環境部  

特性について  

2．大気汚染広域指標に関する検討  総合解析部   

3．持鵜川・狩野川生物相調杢中間報告   生物環境部  安野 正之  

第5回  7．181∴ 養豚場から発生する意臭原因物質の分  計測技術部  

析  

2．二酸化窒素と脂質の反応  環埴生理部   

第6回  9．19 1．リモートセンシングについて   環境情報部  安岡 菩文  

2．環境汚染物賀の生体影響研究手段とし  環境生理部  

て呼気ガスの有機化学分析で何を得るか。  

第7回  大気環項部  

応生成物  

環境生理部  

成物の培養細胞に及ばす影響  

大気環境部  

物を同定しその毒性を研究したらよいか  

第8回   環境保健部   

応ならびに意識の各側面からみた大気汚   
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年月日   演  題   所  属   演 者  
染の人体影響  

2．カドミウム環境汚染にもとづく慢性カ  

ドミウム中毒（秋田県′J、坂町の成績）   
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12．昭和53年度公書研セミナー記録  

年月日   題  目   発  表   者   

53．4．12  
歴史的建造物保存、環境施設計画における人間シ  横尾苓賞  
ステムの介在など   （豊橋技術相学大学）   

2  6．20               禅と環嶋村学   武藤竜一（東京大学）   

3   8．1  生態水理学の試み   日野幹雄（東京工業大学）   

4   9．8  環確聞題における緩所掌的アブロ「チ   稲田献一（大阪大学）   

5  10．3  宝月欣二  
（東京都立大学名誉教授）  

窒素酸化物の環境基準の策定に関する問題点につ  
6  

10、3  
橋本道夫（筑波大学）  

7  10．11   奥野忠一（東京大学）   

8  10．30  岡部秀夫（NBS）  

9  ユ0．31  

Turbulent Motion，Mixing  RobertS．Brodkey  
ユ0  （OhioStateUniv．）  

四  才．仁木登志夫（東京大学）  

門司正三  
四  

（東京大学名背教投）  

13  宮脇 昭（横浜国大）   

ユ4   1，24  鹿児島によける水銀関係の研究   鎌田政明（鹿児島大学）   

1．30  大気汚染と健康   外山敏夫（慶応大学）   

16  
泉真也  

（環境デザイナー）  

我国と海外における歴史的風  
17  

木原啓書（朝日新聞）  

18   
電気化学的汚染！二よる環境  藤永太一郎（京都大学）  
分析   
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18．施設の整備状況一覧  
（昭和54年3月現在）  

施  設   名   構  造   面  横   竣 工 時 期   

R、C－3   10，436m－   
一期昭和49年3月竣工  

研  究  本  館  11期昭和52年6月竣工   

共 同 利 用 棟   RC－3   4，136m－   昭和54年10月竣工予定   

理  棟   RC－2   1，092m】   
Ⅰ期昭和49年6月竣工  

Il材昭和洪年2月竣工   

エネルギーセンター   RC－2   1，887m】  
4咋11月竣工  

昭机1年一部増築   

廃棄物処理施設1   
特殊実験排水  
処隠能加00サ日  

昭和9年11月竣工   

一般実験排水  
廃棄物処理施設Il   処理能力500ヴ／日  昭和54年3月竣工   

大京化学爽顔棟  RC－1  723が  
（スモッグチャンバー）  

昭和52年1月竣工   

大気拡散実験棟（風洞）   RC－1   2，352m：   昭和53年3月竣工   

大気汚染質実験棟  SRC－8   1，32Zm】   昭和54年8月竣工予定   
（エアロドーム）  

大 気 モ ニ タ ー 棟   RC－1   80m王   昭和53年3月竣工   

ラジオアイソトープ実演棟  RC－2   1，310m⊇   昭和53年3月竣工   
（RI煉）  

水生生物・水質実験棟  RC－3   2，131m！   昭和1年l用竣工   
（アクアトロンⅠ）  

水理実験棟  RC－1   923m！   
（アクアトロンⅠⅠ）  

昭称51年11月竣工   

土壌環境喪執権  RC－3   1，769m－   
（ペドトロン）  

昭和53年2月竣エ   

動 物 実 験 棟 1   SRC－7   5，185m！   
Ⅰ斯昭和51年6月竣工   

（ズートロン1）  lI間昭和51年11月竣工   

動物実験棟Il  RC－3   2，550m王   
（ズートロンlI）  

昭和別年度下期竣工予定   

植物実験棟  RC－3   3，348m】   唱和50年12R竣工  
（ファイトトロン）・  

管 理 棟   427ml   

実験 ほ場（本構内）   温主墾l圭  195rn－  
Ⅰ斯昭和52年11月竣工  

ほ場4面  500m－   n期昭和別年1月竣工   

実験 ほ場（別間地）   
管理棟  21glげ  

ほ場9面  4，500mZ   
昭和52年11月竣工   

生 物 生 態 園  15ham－   昭和弘年度下期竣工子宝   
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